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法律上の通知

本マニュアルでは、製品名およびサービス名を次のように略称表記しています。

略称 製品名・サービス名
Office Microsoft Office
Excel Microsoft Excel
Azure Microsoft Azure
Internet Explorer Internet Explorer 11
Firefox Mozilla Firefox
AWS Amazon Web Services
EC2 Amazon Elastic Compute Cloud
EBS Amazon Elastic Block Store
S3 Amazon Simple Storage Service
ELB Elastic Load Balancing
CloudFormation, CF AWS CloudFormation
CloudWatch, CW Amazon CloudWatch
RDS Amazon Relational Database Service
Glue AWS Glue
Lambda AWS Lambda
EKS Amazon Elastic Kubernetes Service
ECS Amazon Elastic Container Service
STS AWS Security Token Service
CloudWatch Logs Amazon CloudWatch Logs
SNS Amazon Simple Notification Service

輸出する際の注意事項

本製品（ソフトウエア）は、外国為替令に定める提供を規制される技術に該当
いたしますので、日本国外へ持ち出す際には日本国政府の役務取引許可申請等
必要な手続きをお取りください。許可手続き等にあたり特別な資料等が必要な
場合には、お買い上げの販売店またはお近くの当社営業拠点にご相談ください。
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はじめに
本書は、JobCenterで用意されているコマンドの利用方法について説明しています。

本書の内容は将来、予告なしに変更する場合があります。あらかじめご了承下さい。
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はじめに

1. マニュアルの読み方
■本バージョンにおける新規機能や変更事項を理解したい場合

→ <スタンダードモード用リリースメモ>を参照してください。

■JobCenterを新規にインストール、またはバージョンアップされる場合

→ <セットアップガイド>を参照してください。

■JobCenterを初めて利用される場合

→ <セットアップガイド>を参照してください。

■JobCenterの基本的な操作方法を理解したい場合

→ <スタンダードモード用基本操作ガイド>を参照してください。

■JobCenterの動作を制御する設定やネットワーク関連の設定を理解したい場合

→ ジョブ管理マネージャ(MG)機能の設定については<スタンダードモード用環境構築ガイド>を参照してく
ださい。

→ ジョブ実行エージェント(AG)機能の設定については<スタンダードモード用ジョブ実行エージェント構築
ガイド>を参照してください。

■JobCenterの操作をコマンドラインから行う場合

→ <スタンダードモード用コマンドリファレンス>を参照してください。

■JobCenterのイベントログ出力方法など監視に関連した機能を理解したい場合

→ <スタンダードモード用環境構築ガイド>を参照してください。

■運用中のJobCenterを新環境に移行する場合

→ <スタンダードモード用移行ガイド>を参照してください。

■JobCenterのクラスタ環境を構築したい場合

→ <スタンダードモード用クラスタ機能利用の手引き>を参照してください。

■ブラウザを用いたJobCenterの監視やWebAPIでの制御などWebに関連した機能を理解したい場合

→ <スタンダードモード用Web機能利用の手引き>を参照してください。

■その他機能についてお知りになりたい場合

→ 関連マニュアルの内容をお読みいただき、目的のマニュアルを参照してください。
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はじめに

2. コマンドの表記方法
■コマンド中の%InstallDirectory%については、利用するコンポーネントに応じて以下のように読み替えてく

ださい。

▪ JobCenter CL/Win のインストールディレクトリ(デフォルトは、C:\JobCenter\CLXX.YY)

▪ JobCenter MG のインストールディレクトリ(デフォルトは、C:\JobCenter\SV)

▪ JobCenter AG のインストールディレクトリ(デフォルトは、C:\Program Files\JobCenter\Agent)

▪ JobCenter CL/Web のインストールディレクトリ(デフォルトは、C:\jcclweb)

▪ Definition Helperの解凍後の言語ディレクトリ

▪ Report Helperの解凍後の言語ディレクトリ

▪ Analysis Helperの解凍後の言語ディレクトリ

XX.YYにはバージョン番号が入ります。

■コマンド中の | は、「または」を意味します。

■各オプションは、「-英文字 オプション名($xxx)」となります。

■[ ]付きのオプションは、省略可能です。

■JobCenter CL/Win のコマンドでは、オプションの大文字小文字は区別しません。 たとえば、-Hと-hのどち
らを指定してもヘルプが表示されます。
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3. 凡例
本書内での凡例を紹介します。

気をつけて読んでいただきたい内容です。

本文中の補足説明

本文中のヒントとなる説明

注 本文中につけた注の説明
__ UNIX版のインストール画面の説明では、__部分(下線部分)はキーボードからの入力を示

します。
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はじめに

4. 関連マニュアル
JobCenter に関するマニュアルです。JobCenter メディア内に格納されています。

最新のマニュアルは、JobCenter 製品サイトのダウンロードのページを参照してください。

https://jpn.nec.com/websam/jobcenter/download.html

【スタンダードモードのマニュアル】
資料名 概要
JobCenter セットアップガイド JobCenterを新規にインストール、またはバージョンアップする

場合の方法について説明しています。
JobCenter 基本操作ガイド JobCenterの基本機能、操作方法について説明しています。
JobCenter 環境構築ガイド JobCenterを利用するために必要なジョブ実行マネージャ環境の

構築方法や設定方法の詳細、マネージャ環境の運用に役立つ機能
について説明しています。

JobCenter ジョブ実行エージェント構築ガ
イド

JobCenterを利用するために必要なジョブ実行エージェント環境
の構築方法や設定方法の詳細について説明しています。

JobCenter コマンドリファレンス GUIと同様にジョブネットワークの投入、実行状況の参照などを
コマンドラインから行うために、JobCenterで用意されているコ
マンドについて説明しています。

JobCenter クラスタ機能利用の手引き クラスタシステムでJobCenterを操作するための連携方法につい
て説明しています。

JobCenter Web機能利用の手引き Webブラウザ上でジョブ監視を行うことができるWebコンソール
機能、ジョブネットワークやトラッカ等の情報を参照、制御を
HTTPプロトコルで行えるWebAPI機能について説明しています。

JobCenter 移行ガイド 運用中のJobCenterを別の新環境に移行する手順について横断的
に説明しています。

JobCenter R16.3 リリースメモ バージョン固有の情報を記載しています。

【クラシックモードのマニュアル】
資料名 概要
JobCenter インストールガイド JobCenterを新規にインストール、またはバージョンアップする

場合の方法について説明しています。
JobCenter クイックスタート編 初めてJobCenterをお使いになる方を対象に、JobCenterの基本

的な機能と一通りの操作を説明しています。
JobCenter 基本操作ガイド JobCenterの基本機能、操作方法について説明しています。
JobCenter 環境構築ガイド JobCenterを利用するために必要な環境の構築、環境の移行や他

製品との連携などの各種設定方法について説明しています。
JobCenter NQS機能利用の手引き JobCenterの基盤であるNQSの機能をJobCenterから利用する方

法について説明しています。
JobCenter コマンドリファレンス GUIと同様にジョブネットワークの投入、実行状況の参照などを

コマンドラインから行うために、JobCenterで用意されているコ
マンドについて説明しています。

JobCenter クラスタ機能利用の手引き クラスタシステムでJobCenterを操作するための連携方法につい
て説明しています。

JobCenter SAP機能利用の手引き JobCenterをSAPと連携させるための方法について説明していま
す。

JobCenter WebOTX Batch Server連携機能
利用の手引き

JobCenterをWebOTX Batch Serverと連携させるための方法につ
いて説明しています。
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はじめに

資料名 概要
JobCenter Web機能利用の手引き Webブラウザ上でジョブ監視を行うことができるWebコンソール

機能、ジョブネットワークやトラッカ等の情報を参照、制御を
HTTPプロトコルで行えるWebAPI機能について説明していま
す。CL/Webについては以下のR16.2のWeb機能利用の手引きを
参照してください。

https://jpn.nec.com/websam/jobcenter/download/manual/16_2/
JB_CLS_WEB.pdf

JobCenter クラスタ環境でのバージョン
アップ・パッチ適用ガイド

クラスタ環境で運用しているJobCenterのアップデート、パッチ
適用手順を説明しています。

JobCenter 運用・構築ガイド JobCenterの設計、構築、開発、運用について横断的に説明して
います。

JobCenter 移行ガイド 運用中のJobCenterを別の新環境に移行する手順について横断的
に説明しています。

JobCenter コンテナガイド JobCenterをコンテナ環境で構築・運用する方法について説明し
ています。

JobCenter R16.3 リリースメモ バージョン固有の情報を記載しています。

【共通のマニュアル】

資料名 概要
JobCenter 操作・実行ログ機能利用の手引
き

JobCenter CL/Winからの操作ログ、ジョブネットワーク実行ロ
グ取得機能および設定方法について説明しています。

JobCenter Helper機能利用の手引き Excelを用いたJobCenterの効率的な運用をサポートする
JobCenter　Definition　Helper (定義情報のメンテナン
ス)、JobCenter　Report　Helper (帳票作成)、JobCenter
　Analysis　Helper (性能分析)の3つの機能について説明してい
ます。

JobCenter テキスト定義機能の利用手引き JobCenterの定義情報をテキストファイルで定義する方法につい
て説明しています。

JobCenter 拡張カスタムジョブ部品利用の
手引き

拡張カスタムジョブとして提供される各部品の利用方法について
説明しています。
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5. 改版履歴
版数 変更日付 項目 形式 変更内容
1 2024/04/19 新規作成 － 第1版
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1. コマンド一覧
JobCenterに用意されているコマンドは表1.1「コマンド一覧」のとおりです。

各コマンドとJobCenter CL/Win、JobCenter MG/AGにおける対応について、OSごとに実行対象製品を示し、
対応していないOSは「×」で示します。

クラスタサイトに対して実行する前に環境変数をあらかじめ設定する必要があるコマンドについては、「事前
設定」の欄に「S」(NQS_SITE事前設定が必要)、「DB」(NQS_SITEDB事前設定が必要)で示してあります。

「！」で示すコマンドは、NQS_SITEやNQS_SITEDBが事前に設定されていると正常に動作しません。

また「－」で示すコマンドはNQS_SITE等の事前の設定が不要、もしくは影響なしとなります。

環境変数によりあらかじめ接続先のNATSを設定する必要があるコマンドについては、「事前設定」の欄に
「NATS」(NATS_URL事前設定が必要)で示してあります。

詳細は注意事項を参照してください。

表1.1 コマンド一覧

コマンド実行対象製品コマンド名 機　能
Windows UNIX

事前設定 章番
号

nscl_open JobCenter CL/Win（GUI画
面）の起動と指定したホス
トへの接続を行う。

CL/Win × － 2.1

nscl_term JobCenter CL/Win（GUI画
面）の終了を行う。

CL/Win × － 2.2

Nscl_Submit ジョブネットワークの投入
を行う。

CL/Win × － 2.3

Nscl_Refer トラッカ情報の参照を行
う。

CL/Win × － 2.4

jnwsummary ジョブネットワークの実行
状況を表示する。

MG MG S,DB 3.1

jnwschprt ジョブネットワークのカレ
ンダ、スケジュール情報を
表示する。

MG MG S,DB 3.2

jnwop (control) ジョブネットワーク上の各
部品の操作を行う。

MG MG S,DB 3.3

jnwsubmitcmd ユーザが定義したジョブ
ネットワークを投入する。

MG MG S,DB 3.4

nqsbg 単位ジョブから、単位ジョ
ブ終了時にシグナルを受信
しないバックグラウンドプ
ロセスとしてコマンドを起
動する。

× MG,AG － 3.5
4.2

jnwevtmgr イベントの確認・削除を行
う。

MG MG S,DB 3.6

jnwevtcmd イベントの送信を行う。 MG MG S,DB 3.7
jnwdelete ジョブネットワーク・スケ

ジュールの削除を行う
MG MG S 3.8

schctrl スケジュールの有効化/無効
化

MG MG S 3.9

1



コマンド一覧

コマンド実行対象製品コマンド名 機　能
Windows UNIX

事前設定 章番
号

nqsstart JobCenterのデーモンプロ
セスを起動する。

× MG － 3.10

nqsstop JobCenterのデーモンプロ
セスを停止する。

× MG － 3.11

nmapmgr JobCenterのネットワーク
の構成を管理する。

MG MG S 3.12

jdh_download 定義情報をダウンロードす
る。

MG MG － 3.13

jdh_upload 定義情報をアップロードす
る。

MG MG － 3.14

jdh_trkget トラッカ情報を取得する MG MG S,DB 3.15
jpf_stat JPFファイルの情報を確認す

る。
MG MG － 3.16

jc_backup 構成情報をバックアップす
る

MG MG － 3.17

jc_restore 構成情報を復元する MG MG － 3.18
jpf_config バックアップした構成情報

を基にホスト名やユーザ名
等のパラメータを変換した
構成情報を作成する

MG MG － 3.19

jdh_conv JDFファイルとJPFファイル
の相互変換

MG MG － 3.20

sleep Windows版sleepコマンド MG,AG × － 3.21
4.3

spoolconv R13.1以前のユーザ定義情報
を移行する

× MG S 3.22

jc_iedata_conv エクスポートデータをJPF
ファイルに変換する

MG MG － 3.23

jc_perf JobCenterの実行状況につ
いて、データを収集し解析
する。

MG MG S 3.24

setuserpwd ユーザのパスワードを更新
する。

MG × － 3.25

paramctrl 暗号化DBへパラメータを登
録する。

MG MG S 3.26

jcres JobCenter MG専用のHTTP
デーモン

MG MG － 3.27

jnwqctrl 起動トリガ機能が管理する
JNW投入予約リストの参
照、および削除を行う。

MG MG S 3.28

jc_usermgr JobCenterのユーザの管理
を行う。

MG × － 3.29

jc_usercfg ユーザ環境の作成、ユーザ
環境設定の参照および変更
を行う。

MG MG S 3.30
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コマンド実行対象製品コマンド名 機　能
Windows UNIX

事前設定 章番
号

jc_syscfg システム環境設定の参照、
および変更を行う。

MG MG S 3.31

jc_permcfg パーミッション設定の参
照、および変更を行う。

MG MG S 3.32

jcexectrl jcexecutor_managerへの操
作要求を行う。

MG MG NATS 3.33

jcauthctrl エージェントに紐づくOS
ユーザの情報を管理する。

MG MG NATS 3.34

cjcmksite クラスタサイトを作成す
る。

MG MG (－) 5.1

cjcpw ローカルサイト、またはク
ラスタサイトを起動す
る。JobCenterのデーモン
プロセスが動作しているこ
とを監視する。

MG MG (－) 5.2

cjcls クラスタサイトの一覧を表
示する。

MG MG (－) 5.3

nqspath サイトが使用しているデー
タベースパス名を表示す
る。

× MG － 5.4

nqsportkpr nqsポートを一時的にバイン
ドする。

× MG － 5.5

sapclient SAP ERPへのログインを確
認する。

auditlevelの設定を行う。

MG MG S 6.1

sapcmd 接続パラメータファイルの
サンプルファイルを作成す
る。

パラメータファイルに記述
する暗号化したSAPユーザ
のパスワードを生成する。

MG MG S 6.2

jc_check 現在の環境に問題がないか
検査する。

MG MG ！ 7.1

depend_tool 定義情報の整合性を確認す
る。

MG MG S 7.2

jc_ping 指定したサイトに対する通
信確認

MG MG S 7.3

jc_getinfo 障害発生時、原因究明に必
要な1次情報を漏れなく採取
する。

MG,AG MG,AG ！ 8.1
8.3

clweb_getinfo CL/Webサーバの障害発生
時、原因究明に必要な1次情
報を漏れなく採取する。

× × － 8.2

jdh_trkupdate ローカルのAnalysis Helper
のdataフォルダの内容を更
新する。

× × － 9.1
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コマンド実行対象製品コマンド名 機　能
Windows UNIX

事前設定 章番
号

jc_collect_runjob 単位ジョブ実行数のメトリ
クスを収集する。

MG MG S,DB 10.1

jc_collect_runjnw ジョブネットワーク実行数
のメトリクスを収集する。

MG MG S 10.2

jc_collect_waitjob 投入待ちジョブ部品数のメ
トリクスを収集する。

MG MG S 10.3

jc_collect_trk_

starttime_delay

ジョブネットワーク開始時
間差のメトリクスを収集す
る。

MG MG S,DB 10.4

jc_collect_trk_size トラッカサイズのメトリク
スを収集する。

MG MG S 10.5

jc_analyze_trk_

archive

アーカイブファイル内のト
ラッカ情報を解析する。

MG MG S(※) 11.1

jcagctrl エージェントの情報を管理
する。

AG AG － 4.1

jcexecfgctrl エージェントやキューの一
括登録や更新などを行う。

MG MG NATS 12.1

jcauthcfgctrl ユーザ情報の一括登録や更
新などを行う。

MG MG NATS 12.2

■上記の一覧表のうち「S」で示すコマンドについては、クラスタサイトを対象にコマンドを実行す
る直前に環境変数NQS_SITEにサイト名を設定する必要があります。またWindows版JobCenterの
場合、「DB」で示すコマンドについては環境変数NQS_SITEDBにサイトのデータベースパスを追
加で設定する必要があります。

※jc_analyze_trk_archiveコマンドについては、list archiveオプションを指定した時のみ
「S」、それ以外のオプションを指定した時は「－」となります。詳細は10.1を参照してくださ
い。

■「！」で示すコマンドについては、コマンド実行時にNQS_SITEやNQS_SITEDBが事前に設定され
ていると正常に動作しません。必ず実行前に解除されていることを確認してください。

■NQS_SITEには、cjcmksiteでクラスタサイトを作成する際に指定した$site-nameの値を設定しま
す。

■NQS_SITEDBには、cjcmksiteでクラスタサイトを作成する際に指定した$db_directoryの値をフ
ルパスで設定します。(Windows版のみ)

■UNIX版の場合、思わぬ誤動作を引き起こす原因になりますのでNQS_SITEをユーザの固有の環境
変数として.loginや.cshrcに固定で設定しないでください。必ずコマンド実行操作の直前にその都
度設定するようにしてください。

■Windows版の場合、思わぬ誤動作を引き起こす原因になりますのでNQS_SITEやNQS_SITEDBを
システム環境変数として固定で設定せず、必ずコマンド実行の直前に設定してください。

■NATS_URLは、本環境変数を必要とするコマンドの説明をご参照ください。

■Windows版の各コマンドパスやユーザデータ格納パスは、R12.7以前とは異なりますので注意し
て下さい。
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コマンド一覧

1.1. サイトが停止状態の場合に一時的なサイト起動を行なうコマ
ンド一覧

以下のコマンドは、対象となるサイトが起動していない状態で実行された場合、DBプロセスの一時的な起動を
行います。

daemon.conf に local_daemon=OFF を設定している場合、これらのコマンドをローカルサイトに対して実行
すると DBプロセスの一時起動が抑止されるためコマンド実行はエラーとなります。 ローカルサイトに対して
実行する前に、local_daemon=SITE, または local_daemon=COMPAT に設定を変更してください。

local_daemon パラメータの詳細については <スタンダードモード用環境構築ガイド>の「6.2.3 UNIXの場合」
を参照してください。

表1.2 サイトが停止状態の場合に一時的なサイト起動を行なうコマンド一覧

コマンド名 サイト指定方法 章番号
jdh_trkget 環境変数 NQS_SITE 3.15
jc_backup -c オプション 3.17
jc_restore -c オプション 3.18
spoolconv 環境変数 NQS_SITE 3.22
jc_check 環境変数 NQS_SITE 7.1
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2. JobCenter CL/Winのコマンド
本章ではJobCenter CL/Winがインストールされたマシンにおいて利用可能なコマンドを説明します。
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JobCenter CL/Winのコマンド

2.1. nscl_open JobCenter CL/Win（GUI画面）の起動と指定した
ホストへの接続

%InstallDirectory%\nscl_open [-server $server] [-encrypt-connection [-trust-server]] [-user $user [-
password $password | -pw $passwordfile | -epw $EncryptPasswordfile]] [-mode { edit | view | ref }]
[-d] [-h]

2.1.1. 機能説明
■接続確認画面にオプションで指定した項目を設定した状態でJobCenter CL/Win（GUI画面）を起動します。

■本コマンドでは、コマンド引数としてパスワードを直接入力する(-passwordオプション)か、パスワードを
記述したファイルを利用する(-pwオプション)か、パスワードファイル作成用コマンドで作成したファイルを
利用する(-epwオプション)必要があります。

セキュリティ上、コマンド引数にパスワードを直接入力したり、パスワードを記述したファイルを作成でき
ない場合は、パスワードファイル作成用コマンドを利用してください。パスワードファイル作成用コマンド
の詳細は「2.3 Nscl_Submit リモートホストのジョブネットワーク投入」を参照してください。

表2.1 指定したオプションと画面表示の関係

条　件 表　示
-server,-user,-password（-pw,-epw）オプションを
すべて指定し、-dオプションを指定しない場合

接続確認画面は表示されずに接続後の画面が表示され
ます。

-server,-user,-password（-pw,-epw）オプションを
すべて指定しない場合

接続先サーバ名、ユーザ名、パスワードをブランクに
した接続確認画面が表示されます。

-serverまたはuserオプションのどちらかを指定しな
い場合

接続先サーバ名またはユーザ名をブランクにした接続
確認画面が表示されます。

2.1.2. オプション
-server $server

接続先マシン名(サイト名)を指定します。

-encrypt-connection

保護された接続を有効にし、サーバとの通信を暗号化します。

サーバとの通信を暗号化する場合、事前に証明書の設定が必要です。詳細は、<スタンダードモード用基本操
作ガイド>の「2.3.6 サーバとの通信を暗号化する」を参照してください。

-trust-server

本オプションは -encrypt-connection が指定された場合にのみ有効です。

サーバ証明書を信頼し、証明書の検証を省略します。

-encrypt-connectionを指定し、かつ、本オプションを指定しない場合、事前に証明書の設定が必要です。詳
細は、<スタンダードモード用基本操作ガイド>の「2.3.6 サーバとの通信を暗号化する」を参照してくださ
い。

-user $user

接続先ユーザ名を指定します。
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-password $password

本オプションは -user が指定された場合にのみ有効です。

接続対象ユーザのパスワードに、$passwordで指定したパスワードを指定します。

-pw $passwordfile

本オプションは -user が指定された場合にのみ有効です。

パスワードファイルをフルパスで指定します。

パスワードファイルにユーザのパスワードをそのまま（暗号化せずに）書き込みます。

-epw $EncryptPasswordfile

本オプションは -user が指定された場合にのみ有効です。

パスワードファイル作成コマンド（Nscl_Submitの-mオプション指定）を用いて作成したファイルをフルパス
で指定します。詳細は「2.3 Nscl_Submit リモートホストのジョブネットワーク投入」を参照してください。

-mode {edit|view|ref}

接続モードを指定します。

■-mode edit

(通常モード) ジョブネットワークの作成、削除、変更、およびジョブネットワークやジョブの制御が可能で
す。-modeオプションを省略した場合の既定値です。

■-mode view

(参照モード) ジョブネットワークの作成、削除、変更等はできません。ジョブネットワークやジョブの制御
は可能です。

■-mode ref

(Refモード) ジョブネットワークの作成、削除、変更等に加え、ジョブネットワークやジョブの制御も不可
となります。

-d

接続確認のダイアログを表示します。

-server,-user,-password(-pw,-epw)のオプションをすべて指定した場合に、本オプションを指定することで
接続確認のダイアログ表示を行います。

-h

ヘルプを表示します。他のオプションと併用した場合、他のオプションは無視されます。

2.1.3. 戻り値
戻り値 内　容
0 正常終了です。
1 オプション指定が不正です。
2 -serverオプションにサーバ名が指定されていません。

8



JobCenter CL/Winのコマンド

3 -userオプションにユーザ名が指定されていません。
4 -passwordオプションにパスワードが指定されていません。

-pw (-epw)オプションで指定したパスワードファイルがないか、読み込みエラーが発生
しています。

5 -password (-pw、-epw)オプションが -userオプションなしで指定されています。
6 -modeオプションに接続モードが指定されていません。
7 接続モード指定が不正です。

2.1.4. 注意事項
■-server、-user、-password (-pw、-epw)オプションがすべて指定されている場合、引数として指定されて

いるサーバ名、ユーザ名、パスワードの正当性は実際に接続動作を行うまで確認できません。

したがって、引数のいずれかが不正であってもCL/Win(GUI)画面が起動し、CL/Winの画面上で接続エラーと
なります。
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2.2. nscl_term JobCenter CL/Win（GUI画面）の終了
%InstallDirectory%\nscl_term [-server $server [-user $user]] [-h]

2.2.1. 機能説明
■nscl_termコマンドを発行したマシンまたはオプションで指定したマシンに接続しているJobCenter CL/Win

をすべて終了します。

2.2.2. オプション
オプション指定なし

nscl_termコマンドを発行したマシン上で起動しているJobCenter CL/Winをすべて終了します。

-server $server

指定したマシン(サイト)に接続しているJobCenter CL/Winが終了します。

-user $user

-serverオプションと同時に用い、$serverで指定されたマシンに$userで接続しているJobCenter CL/Winが
終了します。

-h

ヘルプを表示します。他のオプションと併用した場合、他のオプションは無視されます。

2.2.3. 戻り値
戻り値 内　容
0 正常終了です。
1 オプション指定が不正です。
2 -serverオプションにサーバ名が指定されていません。
3 -userオプションにユーザ名が指定されていません。
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2.3. Nscl_Submit リモートホストのジョブネットワーク投入
■ジョブネットワーク投入コマンド

%InstallDirectory%\nscl_submit -s $server [-encrypt-connection [-trust-server]] -u $user {-
pw $passwordfile | -epw $EncryptPasswordfile} -j $jnwname [-t $YYYYMMDDhhmmss] [-to
$SocketTimeoutSeconds] [-c $comment] [-pa $parameter] [-q $queue] [-e $key=$value | -i $inputfile]
[-l] [-aw] [-h]

■パスワードファイル作成用コマンド
%InstallDirectory%\nscl_submit -m $password -o $outfile [-h]

2.3.1. 機能説明
■ローカルまたはリモートホストの任意のユーザの任意のジョブネットワークを投入します。

■成功時にはトラッカIDを、失敗時にはエラーメッセージを返します。

■コマンドはCL/Winのインストールフォルダに格納されています。

■ジョブネットワークの投入には、パスワードを記述したファイルを利用する(-pwオプション)か、パスワード
ファイル作成用コマンドで作成したファイルを利用する(-epwオプション)必要があります。

セキュリティ上、パスワードを記述したファイルを作成できない場合は、パスワードファイル作成用コマン
ドを利用してください。

2.3.2. オプション
■ジョブネットワーク投入コマンド

-s $server

接続するマシン名(サイト名)を指定します。

$serverは原則ドメインを付加した形式で指定する必要があります。（サイト名がドメインなしで名前解決
できており、その名前でJobCenterがセットアップされている場合はその限りではありません）

接続先のリモートマシンで、以下の通信ポートのデフォルト値以外の番号を割り当てられている場合は、<
サイト名:ポート番号>の形式で接続するポート番号を明示的に指定できます。

▪ jccombase : 611 (-encrypt-connectionを指定しない場合)

▪ jccombase-over-ssl : 23116 (-encrypt-connectionを指定する場合)

ポート番号の詳細は<スタンダードモード用環境構築ガイド>の「3.1 JobCenterで使用するTCPポート」を
参照してください。

-encrypt-connection

サーバとの通信を暗号化します。

サーバとの通信を暗号化する場合、事前に証明書の設定が必要です。詳細は、<スタンダードモード用基本
操作ガイド>の「2.3.6 サーバとの通信を暗号化する」を参照してください。

-trust-server

本オプションは -encrypt-connection が指定された場合にのみ有効です。

サーバ証明書を信頼し、証明書の検証を省略します。
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-encrypt-connectionを指定し、かつ、本オプションを指定しない場合、事前に証明書の設定が必要です。
詳細は、<スタンダードモード用基本操作ガイド>の「2.3.6 サーバとの通信を暗号化する」を参照してくだ
さい。

-u $user

ユーザ名を指定します。ユーザ名に次の文字

!\"#$%&'()*,./:;<=>?@[\\]^`{|}~\t

が使われている場合、不正な文字を含んでいるとしてエラーになります。

JobCenterで使用できるユーザ名の最大長は15バイトです。

-pw $passwordfile

パスワードファイルをフルパスで指定します。

パスワードファイルにユーザのパスワードをそのまま（暗号化せずに）書き込みます。

-epw $EncryptPasswordfile

パスワードファイル作成コマンドを用いて作成したファイルをフルパスで指定します。

-ｊ $jnwname

投入するジョブネットワーク名を指定します。

ジョブネットワーク名の形式は次のとおりです。

▪ 長さが40バイト以内

▪ 1文字以上指定

▪ !\"#$%&'()*,./:;<=>?@[\\]^`{|}~\tは使用できません。

-ｔ $YYYYMMDDhhmmss

投入時刻を指定します。形式は<YYYYMMDDhhmmss>で、localtimeのタイムゾーン（デフォルト：
JST-9）に合わせた時刻で指定します。

本オプションを省略した場合や過去の時刻を指定した場合は、デフォルト値として現在時刻を使用します。

時刻の形式は次のとおりです。

▪ 長さが14バイト（月・日・時・分・秒が1桁のときは、その前に0を付加して2桁で指定）

▪ 指定が次の範囲内であり、年月日や時刻の組み合わせが正しいこと

1997≦年≦2037, 1≦月≦12, 1≦日≦31, 時刻は24時間表記

本オプションは <スタンダードモード用基本操作ガイド>の「3.2.1 即時投入する」の「投入時間」の設定
と同じ位置付けとなります。
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-to $SocketTimeoutSeconds

JobCenterサーバとの通信タイムアウト値を指定します。

タイムアウトは[0-3599]秒で指定できます。

本オプションを指定しない場合は、既定値の30秒となります。

-c $comment

コメントを指定します。省略した場合はNULLとして扱います。コメント中に改行コードを含むことはでき
ません。

コメント内にスペース文字を含みたい場合は、「-c "comment1 comment2"」のように「"（ダブルクォー
テーション）」で囲んでください。囲んでいない場合は、最初の部分（例ではcomment1）のみをコメント
文字列として扱います。

なお、「”」自体をエスケープする方法はありませんのでご注意ください。

その他の制限等については <スタンダードモード用基本操作ガイド>の「3.2.1 即時投入する」 の「コメン
ト」と同様ですので、そちらも参照してください。

最大長は256バイトです。

-pa $parameter

$parameterで指定された文字列が、単位ジョブ実行時の環境変数NSJNW_PARAMとして設定されます。

パラメータ中に改行コードを含むことはできません。

パラメータ内にスペースを含む場合は、-cの場合と同様に「”」で囲んでください。

本オプションは、CL/Winの即時投入操作時のダイアログにおいて「環境変数」-「ジョブパラメータ
(NSJNW_PARAM)を設定する」で入力できるパラメータと同等です。

-q $queue

$queueには、ルートジョブネットワークを投入するMGのキュー（グループキュー名）を指定します。

（例）

-q group1

本オプションを指定した場合は、以下の指定があっても-qに指定した方のキューに投入します。

・ルートジョブネットワークのデフォルト投入キュー

・ユーザのデフォルト投入キュー

ただし、単位ジョブやサブジョブネットワークに指定しているデフォルト投入キューについては、そちらが
優先となります。

-qオプションにキューを指定した場合は、本コマンド実行時にトラッカのログに以下を出力しま
す。

13



JobCenter CL/Winのコマンド

YYYY/MM/DD hh:mm:ss REPORT - Root Jobnetwork's queue to be submitted is specified as
 "キュー名".

キュー名は1～15バイトで指定してください。

キュー名には半角英数字、アンダーラインのみ利用可能です。また、最初の文字を数字にするこ
とはできません。

コマンド投入時点ではキューの存在はチェックしません。そのため、ジョブの投入時刻に指定し
たキューが存在しない場合は、コマンドは正常終了しますが、単位ジョブの実行はエラーとな
り、トラッカは異常終了します。

本パラメータにエージェントキューは指定できません。グループキューのみ指定できます。

-e $key=$value

単位ジョブ実行時の環境変数として、$key(環境変数名)=$value(環境変数値)を設定します。

複数の環境変数を設定したい場合、本オプションを複数回指定してください。

-e key1=value1 -e key2=value2 ...

値にスペースを含む文字列を指定したい場合、$key=$value全体をダブルクォーテーションで囲んでくださ
い。

-e "key1=a b c"

環境変数名・環境変数値の入力制限

▪ 環境変数名は最大51バイトで指定してください。

▪ 環境変数名には空白、タブ、特殊文字、および =#'" は使用できません。

▪ 環境変数値にはタブ、特殊文字、および #'" は使用できません。

また、フロー上に配置されているサブジョブネットワークに限定した範囲で環境変数を設定したい場
合、$key(環境変数名)に以下のフォーマットで設定してください。

サブジョブネットワーク名#変数名

-e subjnw#key1=value1

▪ サブジョブネットワーク名

環境変数を設定したいサブジョブネットワーク名を指定します。サブジョブネットワーク中のサブジョブ
ネットワークへ設定したい場合、以下のフォーマットで設定します。

最上位サブジョブネットワーク名:・・・:最下位サブジョブネットワーク名

エイリアス名が設定されているサブジョブネットワークを指定する場合、サブジョブネットワーク名は、
エイリアス名(サブジョブネットワーク名)の形式で指定します。

▪ 変数名

サブジョブネットワークに設定したい環境変数名を指定します。
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入力できる変数名の文字の制限事項については、上記注意事項「環境変数名・環境変数値の入力制限」を
参照してください。

本オプションは、CL/Winの即時投入操作時のダイアログにおいて「環境変数」-「複数の環境変数を設定す
る」で入力できるパラメータと同等です。

本オプションは-iオプションと同時には指定できません。

-i $inputfile

単位ジョブ実行時の環境変数として、$inputfileで指定したファイル内のデータを設定します。$inputfile
はkey(環境変数名)=value(環境変数値)の形式で、複数指定する場合は改行して指定してください。

key1=value1
key2=value2
...

本オプションは、CL/Winの即時投入操作時のダイアログにおいて「環境変数」-「複数の環境変数を設定す
る」で入力できるパラメータと同等です。

環境変数名は最大51バイトで指定してください。

環境変数名には空白、タブ、特殊文字、および =#'" は使用できません。

環境変数値にはタブ、特殊文字、および #'" は使用できません。

ファイル中の1行は最大8191バイトで指定してください。

本オプションは-eオプションと同時には指定できません。

-l

コマンド成功時に返されるトラッカIDをLocal timeで表示します。省略した場合はトラッカIDをGMTで表示
します。トラッカIDに続けて(GMT)または(Local time)が表示されます。

（例）

「ジョブネットワークTEST1を2009年9月15日14:00:00に指定」して投入したときの表示結果は次のよう
になります。

-lオプションなし：TEST1.20090915050000 (GMT）

-lオプションあり：TEST1.20090915140000 (Local time)

-aw

ジョブネットワーク投入後にトラッカの終了を待ち合わせます。

本オプションを指定した場合コマンド成功時に標準出力へ出力される内容が以下の形式となります。

tracker=トラッカID
starttime=トラッカの開始時刻
endtime=トラッカの終了時刻

15



JobCenter CL/Winのコマンド

トラッカIDは-lオプションが指定されていればLocal timeで表示し、-lオプションが指定されていなければ
GMTで表示します。

トラッカの開始日時と終了日時は必ずLocal timeでYYYY/MM/DD hh:mm:ss形式で表示します。

-h

ヘルプを表示します。他のオプションと併用した場合、他のオプションは無視されます。

■パスワードファイル作成用コマンド

-m $password

ユーザのパスワードを指定します。

-o $outfile

作成するパスワードファイルの出力先をフルパスまたは相対パスで指定します。

-h

ヘルプを表示します。他のオプションと併用した場合、他のオプションは無視されます。

2.3.3. 戻り値
戻り値 内　容
0 正常終了です。出力としてトラッカIDを表示します。
1 オプション指定が不正です。
2 -sオプションで指定されたサーバ名が256バイトを超えているか、接続先ポート番号が

1～65535の範囲外です。
3 -uオプションのユーザ名に不正なキャラクタが含まれています。
4 パスワードファイルがないか、読み込みエラーが発生しています。
6 ジョブネットワーク名の形式が不正です。
7 時刻の形式が不正、またはコメント長が40バイトを超えています。
10 ネットワーク障害や通信異常、指定されたサーバの名前解決不正、パスワードチェック

に失敗しています。

標準エラー出力にサーバからのエラーメッセージを表示します。
11 リモートサーバからのログアウト時にエラーが発生しています。

標準エラー出力にサーバからのエラーメッセージを表示します。
13 ジョブネットワークの投入には成功しましたがトラッカ終了待ち合わせ時にエラーが発

生しています。

標準エラー出力にサーバからのエラーメッセージを表示します。
20 指定されたジョブネットワークが存在しないなどサーバ側でエラーを検出しています。

標準エラー出力にサーバからのエラーメッセージを表示します。
22 環境変数設定ファイルの読み込みエラーが発生しています。
30 上記以外のエラーが発生しています。
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2.3.4. 注意事項
■ネットワークの問題により指定したリモートホストから返却される通信データが受信できない、またはマシ

ン負荷が高い状況でジョブネットワーク投入に時間がかかる等の理由により、Nscl_Submitがタイムアップ
して投入結果を得られない場合があります。この場合はリモートホスト側では正常にジョブネットワークが
投入されて実行されているにも関わらず、Nscl_Submitコマンド側の戻り値には反映されない状況となりま
す。

そのため、Nscl_Submitによるジョブネットワーク投入の成否は、Nscl_Referでトラッカ情報の有無を確認
して判断する必要があります。Nscl_Referには、ジョブネットワーク名と投入時刻から構成されるトラッカ
IDを指定する必要があるので、Nscl_Submitの-tオプションで、ジョブネットワークの投入時刻をあらかじ
め指定しておく必要があります。

（例）

Nscl_Submit.exe -s server1 -u user1 -pw passwd.txt -j Jnw1 -t 20121010123456

Nscl_Refer.exe -s server1 -u user1 -pw passwd.txt -tr Jnw1.20121010123456 -l

Nscl_Referに-lオプションを指定しない場合、GMTでの時刻指定となりますので注意してください。

■同一ユーザで同一ジョブネットワーク名を指定して本コマンドを複数同時に実行する、あるいは-tオプショ
ンで同じ投入時刻を指定して複数回実行したとしても、同一ジョブネットワーク名で複数のトラッカを同一
時刻に起動する事は出来ません。タイミング的に最も早くに実行された本コマンドが有効になってトラッカ
が生成され、その他の本コマンドは実際には何もせず終了することになります。
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2.4. Nscl_Refer リモートホストのジョブネットワークの状態を参
照

%InstallDirectory%nscl_refer -s $server [-encrypt-connection [-trust-server]] -u $user {-pw
$passwordfile | -epw $EncryptPasswordfile} -tr $trackerID [-l] [-to $SocketTimeoutSeconds] [-h]

2.4.1. 機能説明
■ローカルまたはリモートホストの任意のユーザの任意のトラッカ情報を参照します。

■成功時にはトラッカステータスを、失敗時にはエラーメッセージを返します。

■コマンドはCL/Winのインストールフォルダに格納されています。

■本コマンドでは、パスワードを記述したファイルを利用する(-pwオプション)か、パスワードファイル作成用
コマンドで作成したファイルを利用する(-epwオプション)必要があります。

セキュリティ上、パスワードを記述したファイルを作成できない場合は、パスワードファイル作成用コマン
ドを利用してください。パスワードファイル作成用コマンドの詳細は「2.3 Nscl_Submit リモートホストの
ジョブネットワーク投入」を参照してください。

2.4.2. オプション
-s $server

接続するマシン名(サイト名)を指定します。

$serverは原則ドメインを付加した形式で指定する必要があります。（サイト名がドメインなしで名前解決で
きており、その名前でJobCenterがセットアップされている場合はその限りではありません）

接続先のリモートマシンで、以下の通信ポートのデフォルト値以外の番号を割り当てられている場合は、<サ
イト名:ポート番号>の形式で接続するポート番号を明示的に指定できます。

■jccombase : 611 (-encrypt-connectionを指定しない場合)

■jccombase-over-ssl : 23116 (-encrypt-connectionを指定する場合)

ポート番号の詳細は<スタンダードモード用環境構築ガイド>の「3.1 JobCenterで使用するTCPポート」を参
照してください。

サイト名にIPアドレスを指定することもできます。指定方法は以下のとおりです。

■ポート番号を指定しない場合

<IPアドレス>の形式で指定してください。

■ポート番号を指定する場合

IPv4アドレスの場合は、<IPv4アドレス:ポート番号>の形式で指定してください。

IPv6アドレスの場合は、<[IPv6アドレス]:ポート番号>の形式で指定してください。

-encrypt-connection

サーバとの通信を暗号化します。

サーバとの通信を暗号化する場合、事前に証明書の設定が必要です。詳細は、<スタンダードモード用基本操
作ガイド>の「2.3.6 サーバとの通信を暗号化する」を参照してください。
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-trust-server

本オプションは -encrypt-connection が指定された場合にのみ有効です。

サーバ証明書を信頼し、証明書の検証を省略します。

-encrypt-connectionを指定し、かつ、本オプションを指定しない場合、事前に証明書の設定が必要です。詳
細は、<スタンダードモード用基本操作ガイド>の「2.3.6 サーバとの通信を暗号化する」を参照してくださ
い。

-u $user

ユーザ名を指定します。ユーザ名に次の文字

!\"#$%&'()*,./:;<=>?@[\\]^`{|}~\t

が使われている場合、不正な文字を含んでいるとしてエラーになります。

JobCenterで使用できるユーザ名の最大長は15バイトです。

-pw $passwordfile

パスワードファイルをフルパスで指定します。

パスワードファイルにユーザのパスワードをそのまま（暗号化せずに）書き込みます。

-epw $EncryptPasswordfile

パスワードファイル作成コマンド（Nscl_Submitの-mオプション指定）を用いて作成したファイルをフルパス
で指定します。詳細は「2.3 Nscl_Submit リモートホストのジョブネットワーク投入」を参照してください。

-tr $trackerID

トラッカを識別するトラッカIDを指定します。

トラッカIDはジョブネットワーク名と投入時刻から構成され、フォーマットは<ジョブネッ

トワーク名.YYYYMMDDhhmmss>になります。

nscl_submitコマンドが返したトラッカIDをそのまま指定してください。

■ジョブネットワーク名の形式は次のとおりです。

▪ 長さが40バイト以内

▪ 1文字以上指定

▪ !\"#$%&'()*,./:;<=>?@[\\]^`{|}~\tを使用できません。

■投入時刻の形式は次のとおりです。-lオプションにより、GMT、Local timeのどちらかになりま
す。

▪ 長さが14バイト（月・日・時・分・秒が1桁のときは、その前に0を付加して2桁で指定）

19



JobCenter CL/Winのコマンド

▪ 指定が次の範囲内であり、年月日や時刻の組み合わせが正しいこと。1997≦年≦2037, 1≦月
≦12, 1≦日≦31, 時刻は24時間表記

-l

Nscl_Submitコマンド成功時に返されたトラッカIDをLocal timeで指定したい場合に使用します。

本オプションを省略した場合はトラッカIDをGMTで指定します。

（例）

「ジョブネットワークTEST1を2009年9月15日14:00:00に指定」して、Nscl_Submitを-lオプション付き
(Local time表記)で投入したときに返されたトラッカID TEST1.20090915140000を、本コマンドの-trに指
定する際には次のようになります。

-lオプションなし(GMTで指定)：-tr TEST1.20090915050000

-lオプションあり(Local time指定)：-tr TEST1.20090915140000 -l

-to $SocketTimeoutSeconds

JobCenterサーバとの通信タイムアウト値を指定します。

タイムアウトは[0-3599]秒で指定できます。

本オプションを指定しない場合は30秒となります。

-h

ヘルプを表示します。他のオプションと併用した場合、他のオプションは無視されます。

2.4.3. 戻り値
戻り値 内　容
0 正常終了です。標準出力に指定されたトラッカIDのステータスを表示します。

トラッカIDのステータス表示はCL/Winのトラッカ一覧表示と同一の内容となります。
ただし[アーカイブ済]かどうかと、サブジョブネットワークの状態までは表示しませ
ん。

ステータス表示の詳細は「2.4.4 トラッカIDの表示ステータス」を参照してください。
1 オプション指定が不正です。
2 -sオプションで指定されたサーバ名が256バイトを超えているか、接続先ポート番号が

1～65535の範囲外です。
3 -uオプションのユーザ名に不正なキャラクタが含まれています。
4 パスワードファイルがないか、読み込みエラーが発生しています。
5 トラッカIDの形式が不正です。
6 ジョブネットワーク名の形式が不正です。
7 時刻の形式が不正です。
10 ネットワーク障害や通信異常、指定されたサーバの名前解決不正、パスワードチェック

に失敗しています。

標準エラー出力にサーバからのエラーメッセージを表示します。
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11 リモートサーバからのログアウト時にエラーが発生しています。

標準エラー出力にサーバからのエラーメッセージを表示します。
20 トラッカデータの読み込みに失敗しました。
21 指定されたトラッカIDが存在しません。
30 上記以外のエラーが発生しています。

2.4.4. トラッカIDの表示ステータス
トラッカIDの表示ステータス

Nscl_Referを実行する環境に応じて、「日本語」あるいは「英語」欄の文字列が標準出力に表示されます。

日本語 英　語
予定 WAIT
予定(確定) PREPARE
予定(確定)[排他待ち] PREPARE[EXCLUSIVE]
エラー停止 STOP(ERROR)
ダイアログ DIALOG
応答待ち HOLD
実行中異常[待合] RUN[ERROR][WAIT]
実行中異常 RUN(ERROR)
実行中[警告][待合] RUN[WARNING][WAIT]
実行中[警告] RUN[WARNING]
実行中[待合] RUN[WAIT]
実行中 RUN
中断 ABORT
分岐スキップ済 SKIPPED
スキップ済 SKIPPED
中断済 KILLED
異常終了 DONE(ERROR)
警告終了 DONE[WARNING]
スキップ済[同時実行] SKIPPED[RUNLIM]
正常終了 DONE
実行中<再実行> RUN(RERUN)
実行中異常<再実行> RUN(ERROR)(RERUN)
正常終了<再実行> DONE(RERUN)
異常終了<再実行> DONE(ERROR)(RERUN)
不明 UNKNOWN
[スキップ] [SKIP]
[保留] [HOLD]
[リカバリ中] [RECOVERING]
[リカバリ失敗] [UNRECOVERY]
[アーカイブ済] [ARCHIVED]
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3. JobCenter MG/SVのコマンド
本章ではJobCenter MG/SVがインストールされたマシンで利用可能なコマンドを説明します。
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3.1. jnwsummary ジョブネットワーク実行実績を出力
■UNIX版

/usr/lib/nqs/gui/bin/jnwsummary [-o $output] [-u $user | -a] [-c $component] [-j $JNWsearch
[,$JNWsearch ...]] [-p $print_format [,$print_format ...] | -t $testp] [-h]

■Windows版

%InstallDirectory%\bin\jnwsummary [-o $output] [-u $user | -a] [-c $component] [-j $JNWsearch
[,$JNWsearch...]] [-p $print_format [,$print_format...] | -t $testp] [-h]

3.1.1. 機能説明
■ローカルもしくはクラスタサイトについて、アクセス権のある任意のユーザのトラッカ情報(実行実績)を検

索、取得し、トラッカ情報の表示もしくは状態の検査を行います。

■コマンド全般に対して有効な一般オプションと、コマンドの動作を切り替える機能オプションがあります。

■表示および検査の対象は、一般オプションの-j（ジョブネットワーク検索オプション）で指定します。

■対象トラッカの実績情報の詳細表示は、機能オプションの-pオプションで指定します（詳細表示モード）。

■トラッカおよび関連ジョブの実行時間や終了状態についてレポートします。

■対象トラッカの状態（実行中や終了など）の検査は、機能オプションの-tオプションで指定します（検査
モード）。

■-p, -t両オプションを省略した場合、対象トラッカの一覧の表示のみを行います（一覧表示モード）。

3.1.2. オプション
1. 一般オプション

jnwsummaryコマンド全般に対して有効なオプションです。

-o $output

実績情報の出力を指定したファイル名に出力します。

省略した場合、標準出力に出力します。

-u $user | -a

トラッカ情報を検索するユーザを指定します。

■-u $user

$userで指定したユーザのトラッカを対象とします。ただし、当該ユーザのデータにアクセスするための
権限が必要です。

■-a

すべてのユーザを対象とします。

■-uと-aを同時に指定

-aを優先します。

■-uと-aを同時に省略
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コマンドを実行したユーザのトラッカのみを対象とします。

-c $component

本コマンドの対象になるジョブネットワーク（JNW）やサブジョブネットワーク（sub JNW）および部品
を直接指定します。-p, -tオプション指定時のみ有効です。

部品指定方法は、“JNW:subJNW...subJNW/部品名”で指定します。対象部品がジョブネットワークやサブ
ジョブネットワークの場合は「/」以降を省略します。また、サブジョブネットワークを持たない場合
は“JNW/部品名”で指定します。

エイリアス名が設定されているサブジョブネットワークを指定する場合、サブジョブネットワー
ク名は、エイリアス名(サブジョブネットワーク名)の形式で指定します。

（例）

■ABC00という名前のジョブネットワーク中のJOB1という部品

-c "ABC00/JOB1"

■ABC00中のABC01という名前のサブジョブネットワーク

-c "ABC00:ABC01"

■ABC00中のALIASというエイリアス名を持つABC01という名前のサブジョブネットワーク

-c "ABC00:ALIAS(ABC01)"

■ABC00中のABC01という名前のサブジョブネットワークの中にあるJOB1という部品

-c "ABC00:ABC01/JOB1"

-j $JNWsearch

ジョブネットワーク検索オプションです。

サブオプションと組み合わせることで、検索対象とするトラッカを明示的に指定できます。指定した条件に
該当するジョブネットワークが見つからない場合は、エラーになります。

省略した場合、同一ジョブネットワーク名のトラッカが複数あったときには、最新のトラッカだけが検索対
象となります（-j lastが指定された状態と同じになります）。

-tオプションを指定した場合、検索結果が唯一のジョブネットワークにならないときにエラーに
なります。本オプションは、サブオプションと組み合わせて指定することで、コマンドの出力形
式を制御できます。

■-jサブオプション

-jオプションは、次の従属するサブオプションを1つ以上指定する必要があります。「,」で区切ることで
複数のサブオプションを指定できます。

-j name=$JNWname

検索対象とするトラッカ（ジョブネットワーク名）を$JNWnameに指定します。ジョブネットワーク名
にはルートジョブネットワーク名を指定します。
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省略した場合、すべてのジョブネットワーク名が検索対象となります。

trkサブオプションと併せて使用することはできません。

-j run

現在実行中のトラッカのみを対象として検索します。

省略した場合、すべてのステータスのジョブネットワークが検索対象となります。

trk, prep, lastサブオプションと併せて使用することはできません。

-j last

検索対象のジョブネットワークのうち、最新の実行結果だけを検索対象とします。

省略した場合、対象のジョブネットワークのすべての実行結果について検索されます。

trk, prep, run, date, todayサブオプションと併せて使用することはできません。

-j date=[YYYYMMDD[-yyyymmdd] | [YYYY/][M]M/DD[-[yyyy/][m]m/dd]]

指定した期間に実行を開始したすべてのジョブネットワークを検索します。YYYY(/)MM(/)DDと
yyyy(/)mm(/)ddには、検索期間の始めと終わりを西暦年月日で指定します。

終わりの「-yyyymmdd」および「-[yyyy/][m]m/dd」の指定を省略した場合、指定期間はYYYY年MM月
DD日の1日間のみになります。

（例）

-j date=20060925-20061001西暦2006年9月25日～10月1日の7日間

-j date=20061001西暦2006年10月1日の1日間

省略した場合、すべての期間を検索対象とします。

trk, last, todayサブオプションと併せて使用することはできません。

-j today

コマンド実行当日に実行を開始したすべてのジョブネットワークについて検索します。

省略した場合、すべての期間を検索対象とします。

trk, last, dateサブオプションと併せて使用することはできません。

-j prep
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検索対象に予定状態のトラッカを含めます。

省略した場合、予定状態のトラッカは検索対象とされません。

run, lastサブオプションと併せて使用することはできません。

-j trk=JNWname.YYYYMMDDHHmmSS

ジョブネットワークID（トラッカ名）を直接指定します。

YYYYMMDDHHmmSSは、ジョブネットワークの投入（予定）をGMTで表したものです。月・日・時・
分・秒が1桁のときは、その前に0を付加します。

jnwsubmitcmdでジョブネットワークを投入した場合は、投入時の標準出力に表示されます。

prepサブオプションと組み合わせて使用できます。

name, run, last, date, todayサブオプションと併せて使用することはできません。また、-aオ
プションと併せて使用することはできません。

-h

ヘルプを表示します。他のオプションと併用した場合、他のオプションは無視されます。

2. 機能オプション

jnwsummaryコマンドを使用する場合は、次のオプションを指定できます。省略した場合（デフォルト）は
一覧表示モードとして動作します。

デフォルト　（一覧表示モード）

対象トラッカの現在の状況を一覧表示します。

-pオプション　（詳細表示モード）

検索対象のトラッカ情報を詳細出力します。

本オプションは、サブオプションと組み合わせて指定することで、コマンドの出力形式を制御で
きます。

■-pサブオプション

-pオプションは、次の従属するサブオプションを1つ以上指定する必要があります。「,」で区切ることで
複数のサブオプションを指定できます。

-p format=csv | rd

出力形式をCSV形式もしくは可読形式（readable）のどちらかで指定します。

▪ -p format=csv

CSV形式で出力します。

▪ -p format=rd
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可読形式で出力します。

省略した場合、可読形式として出力されます。

出力形式の詳細については、後述の「出力形式（CSV形式／可読形式）」を参照してください。

formatサブオプション以外の-pサブオプションは、formatサブオプションで指定する出力形式によって
出力する情報が異なります。

［CSV形式（format=csv）の場合］

-p style={0|1}

出力情報指定を行います。指定方法は次のとおりです。

▪ 0

個別部品情報を出力しません。トラッカのサマリーのみ表示します。

▪ 1

全情報の出力を行います。

省略した場合、style=0として動作します。

-p ujonly

サマリーとジョブネットワーク部品情報を省略し、個別部品情報のみを出力します。

style=1の場合のみ有効です。

-p erronly

エラーが発生している部品のみの個別部品情報を出力します。

style=1の場合のみ有効です。

-p notitle

タイトル行の出力を抑制します。

［可読形式（format=rd）の場合］

-p style={0|1|2}

出力情報指定を行います。指定方法は次のとおりです。

▪ 0

個別部品情報を出力しません。トラッカのサマリーのみ表示します。

▪ 1

一部の個別部品情報を省略します。

▪ 2

全情報の出力を行います。
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省略した場合、style=0として動作します。

-p ujonly

ジョブネットワーク部品情報を省略し、サマリーと個別部品情報のみを出力します。

style=1（or 2）の場合のみ有効です。

-p erronly

エラーが発生している部品のみの個別部品情報を出力します。

style=1（or 2）の場合のみ有効です。

-p output

単位ジョブ、ERPジョブ、WOBSジョブ、カスタムジョブのSTDOUT(spool),STDERR(joblog)、BIジョブ
のIPKG STATUS、PCジョブのCHAIN LOG,CHAIN PROCESSを出力します。

style=1（or 2）の場合のみ有効です。

-tオプション　（検査モード）

検索対象のトラッカの状態を指定された検査式（パターン）で評価します。評価結果は、本コマンドの終了
値で判断できます。

コマンド終了値と評価結果は次のとおりです。

表3.1 コマンド終了値と評価結果

コマンド終了値 評価結果
0 検査式が真であった。
1 検査式が偽であった。
2 対象部品が存在しない。
3 その他エラーが発生した。

検索結果が唯一のトラッカにならない場合にはエラーになります。その場合は、-jオプションで
対象のトラッカを明示的に指定してください。

■-tサブオプション

状態検査オプションtestpは-tのサブオプションであり、独自の検査式を必ず指定します。

-t testp=“検査式”

“検査式”には、ジョブネットワークやそのジョブ部品の状態を評価する式を記述します。式は「逆ポーラ
ンド」形式で記述します。

式は「パターン（pattern）」と「オペレータ（operator）」からなります。パターンを2つ続けて記述
する場合は、「/」で区切ります。

▪ 検査式のパターン

式=“pattern operator”
式=“pattern / 式 operator”
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式=“pattern”

オペレータは「+」（または（or））、「*」（かつ（and））、「!」（否定（not）））です。それぞれ
評価値に対して作用します。

パターンは指定した部品に対して評価を行うことで真または偽の評価値を持ちます。

▪ 部品の属性による検査の場合の評価値

hold 部品に「保留」が指定されている場合に真
skip 部品に「skip」が指定されている場合に真、条件分岐によりskipになっている場合も真

▪ 部品の状態による検査の場合の評価値

部品は必ず次のいずれかの状態になっています。

wait 部品がwait状態の場合に真
submit 部品がsubmit状態の場合に真
run 部品がrun状態の場合に真
done 部品がdone状態の場合に真（エラー終了も含みます）

▪ その他付属的な属性による検査の場合の評価値

error 該当部品でエラーが発生している状態の場合に真（同時に部品はdone状態）
stopped 該当部品でエラーが発生し、ジョブネットワークの実行が停止している状態の場合に真

（同時に部品はdone状態であり、かつerror状態）
complete 該当部品はdone状態であり、かつerrorではない状態の場合に真
archived 属するジョブネットワークはアーカイブ済みであり、再実行できません（同時に部品は

done状態）

（例）
testp=“error!done*”：実行が完了しており、かつエラーではない。
testp=“complete”：実行が完了しており、かつエラーではない。
testp=“hold/skip+wait*”：wait状態でかつhold状態またはskip状態

3.1.3. 戻り値
戻り値 内　容
0 正常終了です（-tオプション使用時を除く）。
0以外 異常終了です。エラー内容のメッセージを標準エラーに出力します。

3.1.4. 注意事項
■単位ジョブパラメータにおいて［結果］タブの標準出力先を変更している場合は、結果を参照できません。

■クラスタサイトについてコマンドを実行する場合、事前に環境変数NQS_SITEにサイト名を設定する必要があ
ります。(Windowsの場合NQS_SITEDBにサイトのデータベース名の設定も必要)

詳細は1章 「コマンド一覧」 の注意事項を参照してください。

■R13.1以降のバージョンでは、JobCenterが停止している状態で本コマンドを使用することはできません。

3.1.5. 出力形式（CSV形式／可読形式）
1. CSV形式（-p format=csv）
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jnwsummaryでジョブネットワーク実行実績情報をCSV形式で出力した場合のフォーマットについて説明し
ます。

jnwsummaryのデータ出力は、次のような異なる形式から構成されます。

■ジョブネットワークサマリー

■ジョブネットワーク部品情報

■単位ジョブ部品情報

■ERPジョブ部品情報

■BIジョブ部品情報

■PCジョブ部品情報

■WOBSジョブ部品情報

カスタムジョブ部品は、単位ジョブ部品として扱われますので注意してください。

［項目形式］

ジョブネットワークサマリーは全体で一度だけ出力されます。それ以外の項目は出現した部品の項目に応じ
て出現回数が決定されます。

CSVファイルではそれぞれの項目種別ごとに連続して出力されます。このため単位ジョブなどの部品は、必
ずいずれかのジョブネットワークに属しています。ただし、このような構造の判断はCSVの行の並びではな
く、カラムに記述された所属ジョブネットワーク名から行う必要があります。

これらの項目はコマンドのオプションにより出力を選択できます。

それぞれの項目種別を最初に出力するときに、次のようなフォーマットになります。

#TYPE=項目形式名
各項目名（例：jnwname,jnwdate,…）
各項目の値（例：rootJNW,19991220133000,…）

表3.2 項目形式名

項目形式名 説　明
SUMMARY ジョブネットワークサマリー
JNW ジョブネットワーク部品情報
UNITJOB 単位ジョブ部品情報
ERPJOB ERPジョブ部品情報
BIJOB BIジョブ部品情報
PCJOB PCジョブ部品情報
WOBSJOB WOBSジョブ部品情報

また、異なる項目形式種別を出力するときには空白行が1行挿入されます。タイトル行はコマンドのオプ
ションにより出力を制限できます。

項目形式ごとに、次に示す項目名がカンマ区切りで出力されます。各項目のデータはカラム単位で出力され
ます。
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情報のない項目は空データが設定されます。

■#TYPE=SUMMARY

項目名 説　明
jnwname ジョブネットワーク名
jnwdate ジョブネットワーク投入日付（GMT）（YYYYMMDDHHmmSS）
user ユーザ
machine 実行マシン
starttime 実績開始時刻

時刻のフォーマット共通（YYYYY/MM/DD HH:mm:SS）
endtime 実績終了時刻
amounttime 実行時間（秒単位）数値
expstarttime 予定開始時刻
expendtime 予定終了時刻
status 現在のステータス

ステータスとしては以下を出力します。

▪ Windowsの場合

prepare 予定状態かつ確定の状態
wait 予定状態かつ未確定の状態
wait_hold 予定状態かつ保留状態
wait_skip 予定状態かつスキップ状態
exclusive 予定状態かつ確定かつ排他待ちの状態
exclusive_hold 予定状態かつ確定かつ排他待ちかつ保留状態
exclusive_skip 予定状態かつ確定かつ排他待ちかつスキップ状態
submit 投入中の状態
run 実行中の状態かつ正常状態
run_warn 実行中かつ警告状態
run_error 実行中かつ異常状態
run_dialog ダイアログ待ち合わせ中の状態
done 正常終了、または警告終了の状態
done_skip スキップによる中断済みの状態
error 異常終了の状態
errorstop エラー停止状態
run_recovery リカバリJNWが実行中の状態
done_unrecovery 中断かつリカバリJNWが異常終了した状態
errorstop_unrecovery エラー停止かつリカバリJNWが異常終了した状態

▪ UNIXの場合

wait 予定状態
exclusive 予定状態かつ確定かつ排他待ちの状態
exclusive_hold 予定状態かつ確定かつ排他待ちかつ保留状態
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exclusive_skip 予定状態かつ確定かつ排他待ちかつスキップ状態
run 投入中の状態、実行中の状態、ダイアログ待ち合

わせ中の状態、または異常終了かつ停止状態
done 正常終了の状態、警告終了の状態、異常終了の状

態、またはスキップによる中断済みの状態
run_recovery リカバリJNWが実行中の状態
done_unrecovery 中断かつリカバリJNWが異常終了した状態
errorstop_unrecovery エラー停止かつリカバリJNWが異常終了した状態

totalcomponent 全部品の数
totalwait 全部品中未実行の数
totalwaithold 全部品中未実行でholdの数
totalwaitskip 全部品中未実行でskipする予定の数
totalrun 全部品中実行中の数
totaldone 全部品中実行済みの数
totaldoneskip 全部品中実行済みでskip済みの数
totalerror 全部品中でerrorの発生した数
ujcomponent 全単位ジョブの数
ujwait 全単位ジョブ中未実行の数
ujwaithold 全単位ジョブ中未実行でholdの数
ujwaitskip 全単位ジョブ中未実行でskipする予定の数
ujrun 全単位ジョブ中実行中の数
ujdone 全単位ジョブ中実行済みの数
ujdoneskip 全単位ジョブ中実行済みでskip済みの数
ujerror 全単位ジョブ中でerrorの発生した数
jnwcomponent 全サブジョブネットワークの数
jnwwait 全サブジョブネットワーク中未実行の数
jnwwaithold 全サブジョブネットワーク中未実行でholdの数
jnwwaitskip 全サブジョブネットワーク中未実行でskipする予定の数
jnwrun 全サブジョブネットワーク中実行中の数
jnwdone 全サブジョブネットワーク中実行済みの数
jnwdoneskip 全サブジョブネットワーク中実行済みでskip済みの数
jnwerror 全サブジョブネットワーク中でerrorの発生した数
ERPcomponent 全ERPジョブの数
ERPwait 全ERPジョブ中未実行の数
ERPwaithold 全ERPジョブ中未実行でholdの数
ERPwaitskip 全ERPジョブ中未実行でskipする予定の数
ERPrun 全ERPジョブ中実行中の数
ERPdone 全ERPジョブ中実行済みの数
ERPdoneskip 全ERPジョブ中実行済みでskip済みの数
ERPerror 全ERPジョブ中でerrorの発生した数
BIcomponent 全BIジョブの数
BIwait 全BIジョブ中未実行の数
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BIwaithold 全BIジョブ中未実行でholdの数
BIwaitskip 全BIジョブ中未実行でskipする予定の数
BIrun 全BIジョブ中実行中の数
BIdone 全BIジョブ中実行済みの数
BIdoneskip 全BIジョブ中実行済みでskip済みの数
BIerror 全BIジョブ中でerrorの発生した数
PCcomponent 全PCジョブの数
PCwait 全PCジョブ中未実行の数
PCwaithold 全PCジョブ中未実行でholdの数
PCwaitskip 全PCジョブ中未実行でskipする予定の数
PCrun 全PCジョブ中実行中の数
PCdone 全PCジョブ中実行済みの数
PCdoneskip 全PCジョブ中実行済みでskip済みの数
PCerror 全PCジョブ中でerrorの発生した数
ucxsjcomponent 全UCX Singleジョブ注1の数
ucxsjwait 全UCX Singleジョブ注1中未実行の数
ucxsjwaithold 全UCX Singleジョブ注1中未実行でholdの数
ucxsjwaitskip 全UCX Singleジョブ注1中未実行でskipする予定の数
ucxsjrun 全UCX Singleジョブ注1中実行中の数
ucxsjdone 全UCX Singleジョブ注1中実行済みの数
ucxsjdoneskip 全UCX Singleジョブ注1中実行済みでskip済みの数
ucxsjerror 全UCX Singleジョブ注1中でerrorの発生した数
wobsjcomponent 全WOBSジョブの数
wobsjwait 全WOBSジョブ中未実行の数
wobsjwaithold 全WOBSジョブ中未実行でholdの数
wobsjwaitskip 全WOBSジョブ中未実行でskipする予定の数
wobsjrun 全WOBSジョブ中実行中の数
wobsjdone 全WOBSジョブ中実行済みの数
wobsjdoneskip 全WOBSジョブ中実行済みでskip済みの数
wobsjerror 全WOBSジョブ中でerrorの発生した数
cstmjcomponent 全カスタムジョブの数
cstmjwait 全カスタムジョブ中未実行の数
cstmjwaithold 全カスタムジョブ中未実行でholdの数
cstmjwaitskip 全カスタムジョブ中未実行でskipする予定の数
cstmjrun 全カスタムジョブ中実行中の数
cstmjdone 全カスタムジョブ中実行済みの数
cstmjdoneskip 全カスタムジョブ中実行済みでskip済みの数
cstmjerror 全カスタムジョブ中でerrorの発生した数
othercomponent その他部品の数
otherwait その他部品中未実行の数
otherwaithold その他部品中未実行でholdの数
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otherwaitskip その他部品中未実行でskipする予定の数
otherrun その他部品中実行中の数
otherdone その他部品中実行済みの数
otherdoneskip その他部品中実行済みでskip済みの数
othererror その他部品中でerrorの発生した数

注1R14.1で廃止されました

■#TYPE=JNW（ジョブネットワーク）

部品の個数に、ジョブネットワーク中のサブジョブネットワーク分を含みません。

項目名 説　明
type “JNW”固定
parentjnw 所属ジョブネットワーク名（JNW:subJNW...）
jnwdate ジョブネットワーク投入日付（GMT）（YYYYMMDDHHmmSS）
name ジョブネットワーク名
starttime 実績開始時刻

時刻のフォーマット共通（YYYYY/MM/DD HH:mm:SS）
endtime 実績終了時刻
amounttime 実行時間（秒単位）
expstarttime 予定開始時刻
expendtime 予定終了時刻
status 現在のステータス

ステータスとしては以下を出力します。

▪ Windowsの場合

prepare 予定状態かつ確定の状態
wait 予定状態かつ未確定の状態
wait_hold 予定状態かつ保留状態
wait_skip 予定状態かつスキップ状態
exclusive 予定状態かつ確定かつ排他待ちの状態
exclusive_hold 予定状態かつ確定かつ排他待ちかつ保留状態
exclusive_skip 予定状態かつ確定かつ排他待ちかつスキップ状態
submit 投入中の状態
run 実行中の状態かつ正常状態
run_warn 実行中かつ警告状態
run_error 実行中かつ異常状態
run_dialog ダイアログ待ち合わせ中の状態
done 正常終了、または警告終了の状態
done_skip スキップによる中断済みの状態
error 異常終了の状態
errorstop エラー停止状態
run_recovery リカバリJNWが実行中の状態
done_unrecovery 中断かつリカバリJNWが異常終了した状態
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errorstop_unrecovery エラー停止かつリカバリJNWが異常終了した状態

▪ UNIXの場合

wait 予定状態
exclusive 予定状態かつ確定かつ排他待ちの状態
exclusive_hold 予定状態かつ確定かつ排他待ちかつ保留状態
exclusive_skip 予定状態かつ確定かつ排他待ちかつスキップ状態
run 投入中の状態、実行中の状態、ダイアログ待ち合

わせ中の状態、または異常終了かつ停止状態
done 正常終了の状態、警告終了の状態、異常終了の状

態、またはスキップによる中断済みの状態
run_recovery リカバリJNWが実行中の状態
done_unrecovery 中断かつリカバリJNWが異常終了した状態
errorstop_unrecovery エラー停止かつリカバリJNWが異常終了した状態

totalcomponent 全部品の数
totalwait 全部品中未実行の数
totalwaithold 全部品中未実行でholdの数
totalwaitskip 全部品中未実行でskipする予定の数
totalrun 全部品中実行中の数
totaldone 全部品中実行済みの数
totaldoneskip 全部品中実行済みでskip済みの数
totalerror 全部品中でerrorの発生した数
ujcomponent 全単位ジョブの数
ujwait 全単位ジョブ中未実行の数
ujwaithold 全単位ジョブ中未実行でholdの数
ujwaitskip 全単位ジョブ中未実行でskipする予定の数
ujrun 全単位ジョブ中実行中の数
ujdone 全単位ジョブ中実行済みの数
ujdoneskip 全単位ジョブ中実行済みでskip済みの数
ujerror 全単位ジョブ中でerrorの発生した数
jnwcomponent 全サブジョブネットワークの数
jnwwait 全サブジョブネットワーク中未実行の数
jnwwaithold 全サブジョブネットワーク中未実行でholdの数
jnwwaitskip 全サブジョブネットワーク中未実行でskipする予定の数
jnwrun 全サブジョブネットワーク中実行中の数
jnwdone 全サブジョブネットワーク中実行済みの数
jnwdoneskip 全サブジョブネットワーク中実行済みでskip済みの数
jnwerror 全サブジョブネットワーク中でerrorの発生した数
ERPcomponent 全ERPジョブの数
ERPwait 全ERPジョブ中未実行の数
ERPwaithold 全ERPジョブ中未実行でholdの数
ERPwaitskip 全ERPジョブ中未実行でskipする予定の数
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ERPrun 全ERPジョブ中実行中の数
ERPdone 全ERPジョブ中実行済みの数
ERPdoneskip 全ERPジョブ中実行済みでskip済みの数
ERPerror 全ERPジョブ中でerrorの発生した数
BIcomponent 全BIジョブの数
BIwait 全BIジョブ中未実行の数
BIwaithold 全BIジョブ中未実行でholdの数
BIwaitskip 全BIジョブ中未実行でskipする予定の数
BIrun 全BIジョブ中実行中の数
BIdone 全BIジョブ中実行済みの数
BIdoneskip 全BIジョブ中実行済みでskip済みの数
BIerror 全BIジョブ中でerrorの発生した数
othercomponent その他部品の数
otherwait その他部品中未実行の数
otherwaithold その他部品中未実行でholdの数
otherwaitskip その他部品中未実行でskipする予定の数
otherrun その他部品中実行中の数
otherdone その他部品中実行済みの数
otherdoneskip その他部品中実行済みでskip済みの数
othererror その他部品中でerrorの発生した数

■#TYPE=UNITJOB（単位ジョブ部品情報）

項目名 説　明
type “UNITJOB”固定
parentjnw 所属ジョブネットワーク名（JNW:subJNW...）
jnwdate ジョブネットワーク投入日付（GMT）（YYYYMMDDHHmmSS）
name 単位ジョブ部品名
starttime 実績開始時刻

時刻のフォーマット共通（YYYYY/MM/DD HH:mm:SS）
endtime 実績終了時刻
amounttime 実行時間（秒単位）
expstarttime 予定開始時刻
expendtime 予定終了時刻
status 現在のステータス

ステータスとしては以下を出力します。

▪ Windowsの場合

wait 未実行の状態
wait_hold 未実行の状態かつ保留状態
wait_skip 未実行の状態かつスキップ状態
submit 投入中の状態
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run 実行中の状態
run_warn 警告終了の状態
done 正常終了の状態
done_skip スキップにより終了した状態
error 異常終了の状態
errorstop 異常終了かつ停止状態

▪ UNIXの場合

wait 未実行の状態
submit 投入中の状態
run 実行中の状態
done 正常終了の状態、警告終了の状態、またはスキップにより終了

した状態
errorpass 異常終了の状態
errorstop 異常終了かつ停止状態

exitcode ジョブの終了値（内部エラーの場合は、値を設定しない）
errcode エラーコード
requestid リクエストID
machine ジョブ実行マシン名

■#TYPE=ERPJOB（ERPジョブ部品情報）

項目名 説　明
type “ERPJOB”固定
parentjnw 所属ジョブネットワーク名（JNW:subJNW...）
jnwdate ジョブネットワーク投入日付（GMT）（YYYYMMDDHHmmSS）
name ERPジョブ部品名
starttime 実績開始時刻

時刻のフォーマット共通（YYYYY/MM/DD HH:mm:SS）
endtime 実績終了時刻
amounttime 実行時間（秒単位）
expstarttime 予定開始時刻
expendtime 予定終了時刻
status 現在のステータス

ステータスとしては以下を出力します。

▪ Windowsの場合

wait 未実行の状態
wait_hold 未実行の状態かつ保留状態
wait_skip 未実行の状態かつスキップ状態
submit 投入中の状態
run 実行中の状態
done 正常終了の状態
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done_skip スキップにより終了した状態
error 異常終了の状態
errorstop 異常終了かつ停止状態

▪ UNIXの場合

wait 未実行の状態
submit 投入中の状態
run 実行中の状態
done 正常終了の状態、またはスキップにより終了した状態
errorpass 異常終了の状態
errorstop 異常終了かつ停止状態

machine ジョブ実行マシン名

■#TYPE=BIJOB（BIジョブ部品情報）

項目名 説　明
type “BIJOB”固定
parentjnw 所属ジョブネットワーク名（JNW:subJNW...）
jnwdate ジョブネットワーク投入日付（GMT）（YYYYMMDDHHmmSS）
name BIジョブ部品名
starttime 実績開始時刻

時刻のフォーマット共通（YYYYY/MM/DD HH:mm:SS）
endtime 実績終了時刻
amounttime 実行時間（秒単位）
expstarttime 予定開始時刻
expendtime 予定終了時刻
status 現在のステータス

ステータスとしては以下を出力します。

▪ Windowsの場合

wait 未実行の状態
wait_hold 未実行の状態かつ保留状態
wait_skip 未実行の状態かつスキップ状態
submit 投入中の状態
run 実行中の状態
done 正常終了の状態
done_skip スキップにより終了した状態
error 異常終了の状態
errorstop 異常終了かつ停止状態

▪ UNIXの場合

wait 未実行の状態
submit 投入中の状態
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run 実行中の状態
done 正常終了の状態、またはスキップにより終了した状態
errorpass 異常終了の状態
errorstop 異常終了かつ停止状態

■#TYPE=PCJOB（PCジョブ部品情報）

項目名 説　明
type “PCJOB”固定
parentjnw 所属ジョブネットワーク名（JNW:subJNW...）
jnwdate ジョブネットワーク投入日付（GMT）（YYYYMMDDHHmmSS）
name PCジョブ部品名
starttime 実績開始時刻

時刻のフォーマット共通（YYYYY/MM/DD HH:mm:SS）
endtime 実績終了時刻
amounttime 実行時間（秒単位）
expstarttime 予定開始時刻
expendtime 予定終了時刻
status 現在のステータス

ステータスとしては以下を出力します。

▪ Windowsの場合

wait 未実行の状態
wait_hold 未実行の状態かつ保留状態
wait_skip 未実行の状態かつスキップ状態
submit 投入中の状態
run 実行中の状態
done 正常終了の状態
done_skip スキップにより終了した状態
error 異常終了の状態
errorstop 異常終了かつ停止状態

▪ UNIXの場合

wait 未実行の状態
submit 投入中の状態
run 実行中の状態
done 正常終了の状態、またはスキップにより終了した状態
errorpass 異常終了の状態
errorstop 異常終了かつ停止状態

■#TYPE=WOBSJOB（WOBSジョブ部品情報）

項目名 説　明
type “WOBSJOB”固定

39



JobCenter MG/SVのコマンド

parentjnw 所属ジョブネットワーク名（JNW:subJNW...）
jnwdate ジョブネットワーク投入日付（GMT）（YYYYMMDDHHmmSS）
name WOBSジョブ部品名
starttime 実績開始時刻

時刻のフォーマット共通（YYYYY/MM/DD HH:mm:SS）
endtime 実績終了時刻
amounttime 実行時間（秒単位）
expstarttime 予定開始時刻
expendtime 予定終了時刻
status 現在のステータス

ステータスとしては以下を出力します。

▪ Windowsの場合

wait 未実行の状態
wait_hold 未実行の状態かつ保留状態
wait_skip 未実行の状態かつスキップ状態
submit 投入中の状態
run 実行中の状態
run_warn 警告終了の状態
done 正常終了の状態
done_skip スキップにより終了した状態
error 異常終了の状態
errorstop 異常終了かつ停止状態

▪ UNIXの場合

wait 未実行の状態
submit 投入中の状態
run 実行中の状態
done 正常終了の状態、警告終了の状態、またはスキップにより終了

した状態
errorpass 異常終了の状態
errorstop 異常終了かつ停止状態

exitcode ジョブの終了値
errcode エラーコード

［出力例］

「単位ジョブ、ERPジョブをそれぞれ１つずつ含むサブジョブネットワークsubJNW」と「単位ジョブ、ERP
ジョブ、BIジョブをそれぞれ１つずつ含むジョブネットワークrootJNW」の全出力のサンプルは、次のよう
になります。

#TYPE=SUMMARY
jnwname,jnwdate,user,machine,starttime,endtime,amounttime,expstarttime,expendti
me,status,totalcomponent,totalwait,totalwaithold,totalwaitskip,totalrun,totaldo
ne,totaldoneskip,totalerror,ujcomponent,ujwait,ujwaithold,ujwaitskip,ujrun,ujdo
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ne,ujdoneskip,ujerror,jnwcomponent,jnwwait,jnwwaithold,jnwwaitskip,jnwrun,jnwdo
ne,jnwdoneskip,jnwerror,ERPcomponent,ERPwait,ERPwaithold,ERPwaitskip,ERPrun,ERP
done,ERPdoneskip,ERPerror,BIcomponent,BIwait,BIwaithold,BIwaitskip,BIrun,BIdone
,BIdoneskip,BIerror,PCcomponent,PCwait,PCwaithold,PCwaitskip,PCrun,PCdone,PCdon
eskip,PCerror,ucxsjcomponent,ucxsjwait,ucxsjwaithold,ucxsjwaitskip,ucxsjrun,ucx
sjdone,ucxsjdoneskip,ucxsjerror,wobsjcomponent,wobsjwait,wobsjwaithold,wobsjwai
tskip,wobsjrun,wobsjdone,wobsjdoneskip,wobsjerror,cstmjcomponent,cstmjwait,cstm
jwaithold,cstmjwaitskip,cstmjrun,cstmjdone,cstmjdoneskip,cstmjerror,othercompon
ent,otherwait,otherwaithold,otherwaitskip,otherrun,otherdone,otherdoneskip,othe
rerror rootJNW,20060818050507,npxjc,ORGAN,2006/08/18 14:05:08,,0,2006/08/18 14:
05:07,2006/08/18 14:05:07,run,7,1,1,0,3,3,0,0,2,0,0,0,0,2,0,0,2,0,0,0,2,0,0,0,2
,0,0,0,1,1,0,0,1,1,1,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,
0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0

#TYPE=JNW
type,parentjnw,jnwdate,name,starttime,endtime,amounttime,expstarttime,expendtim
e,status,totalcomponent,totalwait,totalwaithold,totalwaitskip,totalrun,totaldon
e,totaldoneskip,totalerror,ujcomponent,ujwait,ujwaithold,ujwaitskip,ujrun,ujdon
e,ujdoneskip,ujerror,jnwcomponent,jnwwait,jnwwaithold,jnwwaitskip,jnwrun,jnwdon
e,jnwdoneskip,jnwerror,ERPcomponent,ERPwait,ERPwaithold,ERPwaitskip,ERPrun,ERPd
one,ERPdoneskip,ERPerror,BIcomponent,BIwait,BIwaithold,BIwaitskip,BIrun,BIdone,
BIdoneskip,BIerror,othercomponent,otherwait,otherwaithold,otherwaitskip,otherru
n,otherdone,otherdoneskip,othererror
JNW,rootJNW,20060818050507,subJNW,2006/08/18 14:05:08,,0,2006/08/18 14:05:07,20
06/08/18 14:05:07,run,2,0,0,0,1,1,0,0,1,0,0,0,0,1,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,1,0,0,0,1
,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0
JNW,"",20060818050507,rootJNW,2006/08/18 14:05:08,,0,2006/08/18 14:05:07,2006/0
8/18 14:05:07,run,4,1,1,0,1,2,0,0,1,0,0,0,0,1,0,0,1,0,0,0,1,0,0,0,1,0,0,0,0,1,0
,0,1,1,1,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0

#TYPE=UNITJOB
type,parentjnw,jnwdate,name,starttime,endtime,amounttime,expstarttime,expendtim
e,status,exitcode,errcode,requestid,machine
UNITJOB,rootJNW:subJNW,20060818050507,JOB1,2006/08/18 14:05:12,2006/08/18 14:05
:13,1,2006/08/18 14:05:07,2006/08/18 14:05:07,done,0,0,3.ORGAN,ORGAN
UNITJOB,rootJNW,20060818050507,JOB1,2006/08/18 14:05:10,2006/08/18 14:05:10,0,2
006/08/18 14:05:07,2006/08/18 14:05:07,done,0,0,2.ORGAN,ORGAN

#TYPE=ERPJOB
type,parentjnw,jnwdate,name,starttime,endtime,amounttime,expstarttime,expendtim
e,status,machine
ERPJOB,rootJNW:subJNW,20060818050507,JOB2,2006/08/18 13:33:24,,0,2006/08/18 14:
05:07,2006/08/18 14:05:07,run,-
ERPJOB,rootJNW,20060818050507,JOB2,2006/08/18 13:33:22,2006/08/18 13:33:23,1,20
06/08/18 14:05:07,2006/08/18 14:05:07,done,-

#TYPE=BIJOB
type,parentjnw,jnwdate,name,starttime,endtime,amounttime,expstarttime,expendtim
e,status,
BIJOB,rootJNW,20060818050507,JOB3,,,0,2006/08/18 14:05:07,2006/08/18 14:05:07,w
ait_hold,

2. 可読形式（readable）

jnwsummaryでジョブネットワークの実行実績情報を可読形式で出力した場合のフォーマットについて説明
します。
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次のような情報がフォーマットされて出力されます。該当する項目に情報がない場合「-」で印字されます。

表3.3 ジョブネットワークの実行実績情報の可読形式フォーマット

項目名 説　明
トラッカID (TRACKER-ID) ジョブネットワークを識別するトラッカID
ユーザ名 (USER) ジョブネットワークを投入したユーザ名
実績開始時刻(START TIME) 実際に処理を開始した時間
実績終了時刻(END TIME) 実際に処理を終了した時間
予定開始時刻(START TIME(EXP.)) ジョブネットワーク投入時刻から予想される開始時間
予定終了時刻(END TIME(EXP.)) ジョブネットワーク投入時刻から予想される終了時間
実行時間(秒単位)(AMOUNTTIME) 実績の開始から終了までの時間
ステータス(STATUS) 現在の該当部品のステータス
部品数(COUNT) ジョブネットワークに定義された全部品数

サブジョブネットワークの配下の部品も計算されます。

各部品および状態ごとに個数を計算した情報も同時に出力しま
す。

対象とする部品は次のとおりです。

■全情報(ALL)

■単位ジョブ(UJ)

■ERPジョブ(ERP)

■BIジョブ(BI)

■サブジョブネットワーク(JNW)

■PCジョブ(PC)

■WOBSジョブ(WOBSJ)

■カスタムジョブ(CSTMJ)

■その他(OTHER)

上記部品について次の統計を出力します。

■全個数(TOTAL)

■未実行(WAIT)

■未実行のうちholdのもの(WAIT(hold))

■未実行のうちskipする予定のもの(WAIT(skip))

■実行中(RUN)

■実行済み(DONE)

■実行済みのうちskip済みのもの(DONE(skip))
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■errorが発生しているもの(ERROR)
終了コード(EXIT CODE) 単位ジョブ(シェル)の終了値またはエラーコード
実行マシン名(EXEC MAC) ジョブが実行されたマシン名
リクエストID(REQUEST-ID) 単位ジョブを処理したリクエストID
標準出力(STDOUT) 特別に指定した場合のみ出力
標準エラー出力(STDERR) 特別に指定した場合のみ出力
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3.2. jnwschprt ジョブネットワークのカレンダやスケジュール情
報を表示

■UNIX版
/usr/lib/nqs/gui/bin/jnwschprt [-l注1] [-I注2] [-o $output] [-u $user | -a] [-d $date] [-p $starttime]

/usr/lib/nqs/gui/bin/jnwschprt -s [-I注2] [-o $output] [-f {csv | rd}] [-u $user] [-c | +c] [-C | +C]
-j $jnwname -d $date [-p $starttime]

/usr/lib/nqs/gui/bin/jnwschprt -s [-I注2] [-o $output] {-f {csv | rd}} [-u $user] [-c | +c] [-C | +C]
-i $jnwname.YYYYMMDDHHmmSS

注1小文字のエル
注2大文字のアイ

■Windows版
%InstallDirectory%\bin\jnwschprt [-l注1] [-I注2] [-o $output] [-u $user | -a] [-d $date] [-p $starttime]

%InstallDirectory%\bin\jnwschprt -s [-I注2] [-o $output] [-f {csv | rd}] [-u $user] [-c | +c] [-C | +C]
-j $jnwname -d $date [-p $starttime]

%InstallDirectory%\bin\jnwschprt -s [-I注2] [-o $output] [-f {csv | rd}] [-u $user] [-c | +c] [-C |
+C] -i $jnwname.YYYYMMDDHHmmSS

注1小文字のエル
注2大文字のアイ

3.2.1. 機能説明
■コマンドを実行するローカルもしくはクラスタサイトについて、アクセス権のある任意のユーザの任意の

ジョブネットワークについて、スケジュールされている予定トラッカ情報の表示を行います。

■第一の形式では、日付を指定して、その日に実行が予定されている予定トラッカの一覧を表示します。日付
を指定しない場合はコマンド実行当日の一覧を表示します。

■第二の形式では、指定したジョブネットワークについて指定した日付に異なる予定時刻の複数の予定トラッ
カが存在する場合、最も古い時刻の予定トラッカについて、指定日におけるカレンダ分岐を加味した単位
ジョブの情報を表示します。ただし指定日に実行中の複数のトラッカが存在していてまだ実行前の単位ジョ
ブを含んでいる場合は、実行中のトラッカのうち最も新しい投入日付のトラッカが選択されて単位ジョブの
情報を表示します。

■第三の形式では、指定したトラッカIDについて実行(予定)日におけるカレンダ分岐を加味した単位ジョブの
一覧を表示します。トラッカIDは過去の日時のものも指定可能です。

3.2.2. オプション
-l(小文字のエル)

ジョブネットワークの一覧表示を行います。

-s

指定したジョブネットワークのジョブのスケジュール情報を出力します。

-I(大文字のアイ)

コンフィグレーションファイルの読み込みを禁止します。

-o $output
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実行結果をoutputで指定したファイルへ出力します。本オプションを省略した場合、標準出力に出力しま
す。

-u $user | -a

ジョブネットワークを検索するユーザを指定します。

■-u $user

userで指定したユーザ名に対してジョブネットワークの検索を行います。ただし、ファイルにアクセス権が
ない場合は実行できません。

■-aと-uの両方を同時に省略

コマンドを実行したユーザのジョブネットワークについて検索を行います。

■-a

ジョブネットワークの検索を全ユーザに対して実行します。ただし、ファイルにアクセス権がない場合は実
行できません。

-j $jnwname

検索対象とするジョブネットワーク名を$jnwnameに指定します。ジョブネットワーク名にはルートジョブ
ネットワーク名を指定します。

-d $date

ジョブネットワークの検索範囲またはスケジュール表示の日付をdateに指定します。

次のフォーマットで指定します。

-d [YYYY/]MM/DD

-p $starttime

指定した日付が開始される時刻を指定します。

省略した場合、日付はLocal timeのAM0:00から開始されます。

バッチジョブ業務に併せた日次処理の一覧を正しく得るために使用します。

次のフォーマットで指定します。

-p HH:MM

-f csv | rd

出力をCSV形式または可読形式（readable）で出力します。

■-f csv

CSVで出力します。

■-f rd

可読形式で出力します。

省略した場合、可読形式になります。
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-c | +c

情報出力に、直前の先行ジョブまたは待ち合わせ部品の情報を出力します。

■-c

情報を出力します。

■+c

その出力を抑止します。

省略した場合、出力になります。

-C | +C

スケジュール情報出力に、すべての先行ジョブまたは待ち合わせ部品の情報を出力します。

■-C

情報を出力します。

■+C

その出力を抑止します。

省略した場合、出力を抑止します。

-i $jnwname.YYYYMMDDHHmmSS

トラッカを識別するトラッカIDを指定します。

トラッカIDはジョブネットワーク名と投入時刻から構成され、投入時刻の西暦年月日時分秒をGMT表記で指定
します。

本コマンドを第一の形式で実行して表示されたトラッカIDをこのオプションに指定する使用方法を推奨しま
す。

（例）

-i jnw1.20090501130500

ジョブネットワークjnw1の、西暦2009年5月1日22時5分投入(予定)のトラッカID

3.2.2.1. コンフィグレーションファイル

頻繁に指定するオプションをコンフィグレーションファイルに記述することでデフォルト値として使用できま
す。この場合でもコマンドラインにオプションを指定することで設定した値を変更できます。

コンフィグレーションファイルは、以下のインストールディレクトリ配下、または各ユーザのデータディレク
トリ配下にjnwschprt.fというファイル名で作成します。

■ローカルサイト/クラスタサイト内共通コンフィグレーションファイル

UNIX /usr/lib/nqs/gui/bin/jnwschprt.f
Windows %InstallDirectory%\spool\conf\JNWSCHPRT.F

■各ユーザデータディレクトリ配下のコンフィグレーションファイル

UNIX /usr/spool/nqs/gui/<ユーザ名>/jnwschprt.f
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Windows %InstallDirectory%\spool\users\<ユーザ名>\JNWSCHPRT.F

クラスタ環境の場合は /usr/spool や %InstallDirectory% の部分を <クラスタDBパス>と読み替え
てください。

ファイルには、コマンドラインで指定するオプションをそのまま記述します(コマンド名そのものは不要で
す)。なお、シェルが作用する特殊文字（環境変数やクオート文字）は解釈せずそのままの状態でjnwschprtコ
マンドに渡されますので注意してください。

（設定例）次のような情報を出力する場合の記述例です。

■ジョブネットワーク一覧で、日付の区切りをAM8:00とする。

■全ユーザのジョブネットワークを検索して出力する。

■スケジュール情報では全先行ジョブを出力する。

% cat /usr/lib/nqs/gui/bin/jnwschprt.f
-s -p 8:00 -a -C +c

なお、コマンドラインと上記の各jnwschprt.f内に同じ種類のオプションが指定されて、かつそれぞれ異なるパ
ラメータが指定された場合は、コマンドライン指定を最優先で解釈します。異なる種類のオプションについて
は、全て解釈の対象となります。

（設定例）各ファイルに異なるオプションが設定されている状態でコマンドを実行した例です。

% cat /usr/lib/nqs/gui/bin/jnwschprt.f
-a –p 9:00
% cat /usr/spool/nqs/gui/<ユーザ名>/jnwschprt.f
-s –p 8:00
% /usr/lib/nqs/gui/bin/jnwschprt –C -p 7:00

この場合、重なっている –p オプション指定はコマンドラインが優先されるため、

% /usr/lib/nqs/gui/bin/jnwschprt –a -s –C –p 7:00

を実行した場合と同じに解釈されます。

もしコマンドラインに –p オプション指定が無い場合は、インストールディレクトリ配下の共通コンフィグレー
ションファイルが優先されますので、

% /usr/lib/nqs/gui/bin/jnwschprt –a -s –C –p 7:00

を実行したものと解釈されます。

3.2.2.2. ジョブネットワーク一覧情報

次のような情報を出力します。

■検索した日付（検索開始時刻‐検索終了時刻）

■ユーザ名

■ジョブネットワーク名

■投入予定日時

■ジョブネットワーク-ID名（JNW名.YYYYMMDDHHmmSS）
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全ユーザ検索を行ったときに、ファイルにアクセスできないユーザがあった場合は、その旨を報告します。

3.2.2.3. スケジュール一覧情報

出力にはCSV形式と可読形式（readable）があります。CSV形式の詳細については後述の「3.2.6 スケジュール
情報のCSV形式」を参照してください。

スケジュール一覧情報には、ジョブネットワークについての情報（サマリー）と個々の単位ジョブ、ERPジョ
ブ、BIジョブ、PCジョブ、WOBSジョブ、カスタムジョブのスケジュール情報を次のように出力します。

■ジョブネットワークサマリー

▪ ジョブネットワーク名

▪ ユーザ名

▪ 予定開始時間

▪ トラッカ名（JNW.YYYYMMDDHHmmSS）

▪ ジョブ部品個数（単位ジョブ個数＋ERPジョブ個数＋BIジョブ個数＋PCジョブ個数＋WOBSジョブ個数＋
カスタムジョブ個数）

▪ カレンダ分岐でスキップされたジョブ部品個数

■スケジュール情報

▪ 部品名

▪ 所属ジョブネットワーク

▪ 事前保留および事前スキップの有無

▪ 直前の先行ジョブまたは待ち合わせ部品

▪ すべての先行ジョブまたは待ち合わせ部品

一部の情報は、オプションにより出力が抑制される場合があります。

3.2.2.4. カレンダ分岐の扱い

スケジュール情報の一覧を出力するとき、指定した日付条件に従ってカレンダ分岐の判断を行います。判断の
結果実行されないジョブについては、スケジュール情報の出力の対象にはしません。

3.2.3. 戻り値
戻り値 内　容
0 正常終了です。
1 異常終了です。

3.2.4. 関連ファイル
jnwschprt.f

3.2.5. 注意事項
■スケジュール情報表示を行うときに、過去のエントリーを表示することも可能です。ただし、ジョブネット

ワークフローの情報は必ず現在の定義情報を参照するため、実際に処理されたスケジュール情報とは異なる
ことがあります。
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■クラスタサイトについてコマンドを実行する場合、事前に環境変数NQS_SITEにサイト名を設定する必要があ
ります。(Windowsの場合NQS_SITEDBにサイトのデータベースパスの設定も必要)

詳細は1章 「コマンド一覧」 の注意事項を参照してください。

■Windows版では、実行済みのジョブネットワークについても出力の対象となりますが、UNIX版では実行予定
のジョブネットワークのみ出力の対象となります。

■R13.1以降のバージョンでは、JobCenterが停止している状態で本コマンドを使用す ることはできません。

■環境変数LANGをJobCenterのセットアップ言語と合わせる必要があります。

3.2.6. スケジュール情報のCSV形式

jnwschprtのスケジュール情報をCSV形式で出力した場合の詳細なフォーマットについて説明します。

［項目形式］

スケジュール情報は、次の2つの異なる形式からなります。

■ジョブネットワークサマリー

出力の先頭で一度だけ出力されます。

■ジョブ部品（単位ジョブまたはERPジョブまたはBIジョブ）のスケジュール情報

それぞれの部品について繰り返し出力されます。

表3.4 項目形式名

項目形式名 説　明
SUMMARY ジョブネットワークサマリー
SCHEDULE ジョブ部品のスケジュール情報

■#TYPE=SUMMARYサマリーの出力は次のようなフォーマットになります。

#TYPE=SUMMARY
jnw,user,start,jnwid,njob,ncskip
値,...

▪ サマリーの出力のそれぞれの項目について説明します。

項目名 説　明
jnw ジョブネットワーク名
user ユーザ名
start ジョブネットワークの予定開始時刻

Local timeで次のように表します。

“YYYY/MM/DD HH:mm:SS”
jnwid JobCenterで管理されているID

ジョブネットワーク名.YYYYMMDDHHmmSS

（YYYYMMDDHHmmSSは投入日時をGMTで表したもの）
njob このジョブネットワークで実行されるジョブ個数
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カレンダ分岐でスキップされる個数は含みません。
ncskip カレンダ分岐でスキップされたジョブ個数

■#TYPE=SCHEDULE（ジョブ部品のスケジュール情報）

スケジュール情報の出力は次のようなフォーマットになります。

スケジュール行はサマリー行のあとに1行の空白をあけて、続けて出力されます。(initskipの項目
は、JobCenter R12.5.4以降で出力されます)

#TYPE=SCHEDULE
index,name,parentjnw,inithold,initskip
SCHEDULE, 値
PREV, ジョブ名...
ALLPREV, ジョブ名...

1,2行目はタイトル行で1度だけ出力されます。

3,4,5行目は個々のジョブ部品についてそれぞれ出力されます。ただし、コマンドのオプションにより出力が
抑止されることがあります。

3,4,5行目の最初の項目（SCHEDULE, PREV, ALLPREV）は固定です。これをキーにしてその行が何を記述し
ているか判断できます。

それぞれの項目について説明します。

▪ 3行目：SCHEDULE

項目名 説　明
index 固定の文字列で“SCHEDULE”が設定されます。
name ジョブ部品名
parentjnw ジョブ部品が属しているジョブネットワーク名です。サブジョブネットワークの場合は

次のように記述されます。“rootJNW[:subJNW1...]:subJNWx”
inithold 事前保留属性の有無を表します。属性の設定がある場合は1、ない場合は0になります。
initskip 事前スキップ属性の有無を表します。属性の設定がある場合は1、ない場合は0になりま

す。

この項目は、JobCenter R12.5.4以降で出力されます。

▪ 4行目：PREV

そのジョブ部品の先行ジョブおよび待ち合わせ部品のうち直前のものだけを表示します。各カラムに先行
する部品1つを表示します。

• 最大50 カラム分の先行部品の情報を1 行に出力します。

• 先行部品が50 を超える場合は、2 行に分けてPREV 行を出力します。

部品を次のように表しています。

• 単位ジョブまたはERP ジョブ：

"J rootJNW[:subJNW...]/ ジョブ名"

• 時刻待ち合わせ部品（待ち合わせ時刻 HH:MM）：

"T YYYY/MM/DD HH:MM"
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GMT で「YYYY：西暦年、MM：月、DD：日、HH：時、MM：分」のように表します。月・日・時・分
が1 桁のときは、その前に0 を付加してください。

• ファイル待ち合わせ部品

"F ファイル名"

▪ 5行目：ALLPREV

そのジョブ部品のすべての先行ジョブおよび待ち合わせ部品を表示します。

PREV行とほぼ同一ですが、すべての先行ジョブについて表示する点だけが異なります。
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3.3. jnwop (control) ジョブネットワーク上の各部品を操作
■UNIX版

/usr/lib/nqs/gui/bin/jnwop control [-u $user] [-t $YYYYMMDDHHmmSS] [-tid $machine:$user:
$JNWname.YYYYMMDDHHmmSS(GMT).nstrk] [-oldest] $command $JNWname [$JOBname]

■Windows版
%InstallDirectory%\bin\jnwop control [-u $user] [-t $YYYYMMDDHHmmSS] [-tid $machine:$user:
$JNWname.YYYYMMDDHHmmSS(GMT).nstrk] [-oldest] $command $JNWname [$JOBname]

3.3.1. 機能説明
■実行中（アーカイブ待ちを含む）、または実行予定のジョブネットワークについて、それに存在する単位

ジョブまたはジョブネットワーク、サブジョブネットワークの操作を行います。可能な操作は、次のとおり
です。

保留、保留解除、スキップ、スキップ解除、再実行、強制停止、強制起動、エラーの場所から再実行、エ
ラーの場所をSKIP、正常終了扱いに変更、トラッカの削除、トラッカのアーカイブ

■$commandには次の表の文字列を使用できます。

表3.5 $commandに使用できる文字列

文字列 内　容
hold 指定した部品を「保留」します。すでに保留されていた場合は無視します。
release 指定した部品の「保留」を解除します。すでに保留が解除されていた場合は無視しま

す。
skip 指定した部品を「スキップ」します。すでにスキップされていた場合は無視します。
noskip 指定した部品の「スキップ」を解除します。すでにスキップが解除されていた場合は

無視します。
rerun 指定した部品を「再実行」します。
estop 指定した部品を「強制停止」します。
forcestart 指定した部品を「強制起動」します。
delete 指定したトラッカ情報を「削除」します。
before 指定したトラッカがエラー停止状態のとき、エラー停止している単位ジョブから再実

行します。フローの中でその単位ジョブ以降にあるものも再実行されます。
after 指定したトラッカがエラー停止状態のとき、エラー停止している単位ジョブをスキッ

プして次の単位ジョブから再実行します。フローの中でその単位ジョブ以降にあるも
のも再実行されます。

statusdone 指定した部品が異常終了、警告終了のとき、その部品を「正常終了扱い」に変更しま
す。

archive 指定したトラッカが正常終了、異常終了、警告終了のとき、トラッカをアーカイブし
ます。

但し、トラッカの投入時刻から１分以上経過している必要があります。

■$JNWnameには操作対象となるジョブネットワーク名を指定します。対象の部品がサブジョブネットワーク
の場合、「:」でジョブネットワーク名を区切って階層を表現します。

エイリアス名が設定されているサブジョブネットワークを指定する場合、サブジョブネットワー
ク名は、エイリアス名(サブジョブネットワーク名)の形式で指定します。
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（例）

"rootJNW:ALIAS(subJNW)"

■$JOBnameには操作対象となる単位ジョブ名を指定します。

省略した場合、$JNWnameで指定したジョブネットワークまたはサブジョブネットワークが対象になりま
す。

3.3.2. オプション
-u $user

操作対象とするジョブネットワークを所有しているユーザ名を指定します。指定しない場合、本コマンドを実
行するユーザが所有するジョブネットワークが操作対象となります。

ジョブネットワーク投入時に使用される環境変数については、「3.3.4 注意事項」を参照してください。

本オプションを使用できるのはJobCenter管理者のみです。

-t $YYYYMMDDHHmmSS

対象となるトラッカを指定するために使用します。

ジョブネットワークの投入時刻はLocal timeで次のように表します（トラッカ名の一部で使用されているGMT
とは異なります）。

形式は（YYYYMMDDHHmmSS）です。

省略した場合、一番最近に投入したトラッカが対象となります。

-tid $machine:$user:$JNWname.YYYYMMDDHHmmSS(GMT).nstrk

対象となるトラッカをGMTで指定するために使用します。

次のように指定します。

マシン名:ユーザ名:ジョブネットワーク名.投入時刻（YYYYMMDDHHmmSS（GMT））.nstrk

-oldest

部品の所属するジョブネットワークのトラッカのステータスが「実行中」または「予定(確定)」の中で、現在
時刻の前後72時間以内で投入予定時刻が最も古いトラッカを操作対象とします。

投入予定時刻を変更した場合、変更前の投入予定時刻（トラッカIDの投入時刻）で操作対象を判断します。

本オプションは-tまたは-tidオプションと同時には指定できません。

3.3.3. 戻り値
戻り値 内　容
0 正常終了です。
0以外 異常終了です。エラー内容のメッセージを標準エラーに出力します。
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3.3.4. 注意事項
■UNIXでnsumsmgr(またはroot)でjnwopコマンドを-uオプション付で使用すると、「Failed: mkdir ()

failure…」というメッセージが表示される場合がありますが、操作が完了したかどうかは戻り値によって判
断してください。CL/Winにより一度でもnsumsmgr(またはroot)でログインすると、このメッセージは表示
されなくなります。

■Windowsでjnwopコマンドを使用する場合は、管理者権限が必要です。

■hold/release, skip/noskip等を実行する際、操作が不能であれば無視します。

■実際には存在しないトラッカを-tまたは-tidで指定して操作を行おうとした場合、操作自体は失敗します
が、その指定したトラッカが「予定(確定)」状態で指定した日時で作成されますので注意してください。(作
成された場合はdeleteで直ちに消去してください)

■クラスタサイトについてコマンドを実行する場合、事前に環境変数NQS_SITEにサイト名を設定する必要があ
ります。(Windowsの場合NQS_SITEDBにサイトのデータベースパスの設定も必要)

詳細は1章 「コマンド一覧」 の注意事項を参照してください。

■jnwopコマンドを実行することで「予定」状態のトラッカを「予定(確定)」状態にした場合(具体的に
は、$commandにstatusdone, archive以外を指定して実行した場合)、そのトラッカの使用する環境変数は以
下の通りです。

▪ コマンド実行ユーザ自身が所有するジョブネットワークを対象として実行した場合

コマンド実行時の環境変数がそのまま使用されます。特に環境変数
TZ、LOGNAME、HOME、LANG、NQS_SITEの設定に注意して正しい値を設定してください。

▪ 他ユーザのジョブネットワークを対象として実行した場合

ジョブネットワークがスケジュール投入される時と同じ環境変数が使用されます。

54



JobCenter MG/SVのコマンド

3.4. jnwsubmitcmd ジョブネットワークを投入
■UNIX版

/usr/lib/nqs/gui/bin/jnwsubmitcmd [-p $parameter] [-e $key=$value | -i $inputfile] [-c $comment] [-q
$queue] [[-b] -t $YYYYMMDDHHmmSS(localtime) | $HH:MM(localtime)] [-d] [-h] [-s] [-r $remotehostname]
[-u $user] [-w|-k|-f] [-a] $JNWname

■Windows版
%InstallDirectory%\bin\jnwsubmitcmd [-p $parameter] [-e $key=$value | -i $inputfile] [-c $comment] [-
q $queue] [[-b] -t $YYYYMMDDHHmmSS(localtime) | $HH:MM(localtime)] [-d] [-h] [-s] [-r $remotehostname]
[-u $user] [-w|-k|-f] [-a] $JNWname

3.4.1. 機能説明
■$JNWnameで指定したジョブネットワークを投入し、トラッカを生成します。$JNWnameには、コマンドを

使用するユーザの環境で定義したジョブネットワークを指定します。

■正常にジョブネットワーク投入が完了した場合、次の形式で生成したトラッカ名が出力されます。

マシン名:ユーザ名:ジョブネットワーク名.YYYYMMDDHHmmSS.nstrk

YYYYMMDDHHmmSSは、GMTで表した投入日時です。

■エラーが発生した場合には、標準エラーにメッセージが出力されます。

3.4.2. オプション
-p $parameter

$parameterで指定された文字列が、単位ジョブ実行時の環境変数NSJNW_PARAMとして設定されます。

本オプションは、CL/Winの即時投入操作時のダイアログにおいて「環境変数」-「ジョブパラメータ
(NSJNW_PARAM)を設定する」で入力できるパラメータと同等です。

-e $key=$value

単位ジョブ実行時の環境変数として、$key(環境変数名)=$value(環境変数値)を設定します。

複数の環境変数を設定したい場合、本オプションを複数回指定してください。

-e key1=value1 -e key2=value2 ...

値にスペースを含む文字列を指定したい場合、$key=$value全体をダブルクォーテーションで囲んでくださ
い。

-e "key1=a b c"

環境変数名・環境変数値の入力制限

■環境変数名は最大51バイトで指定してください。

■環境変数名には空白、タブ、特殊文字、および =#'" は使用できません。

■環境変数値にはタブ、特殊文字、および #'" は使用できません。

また、フロー上に配置されているサブジョブネットワークに限定した範囲で環境変数を設定したい場
合、$key(環境変数名)に以下のフォーマットで設定してください。
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サブジョブネットワーク名#変数名

-e subjnw#key1=value1

■サブジョブネットワーク名

環境変数を設定したいサブジョブネットワーク名を指定します。サブジョブネットワーク中のサブジョブ
ネットワークへ設定したい場合、以下のフォーマットで設定します。

最上位サブジョブネットワーク名:・・・:最下位サブジョブネットワーク名

エイリアス名が設定されているサブジョブネットワークを指定する場合、サブジョブネットワーク名は、エ
イリアス名(サブジョブネットワーク名)の形式で指定します。

■変数名

サブジョブネットワークに設定したい環境変数名を指定します。

入力できる変数名の文字の制限事項については、上記注意事項「環境変数名・環境変数値の入力制限」を参
照してください。

本オプションは、CL/Winの即時投入操作時のダイアログにおいて「環境変数」-「複数の環境変数を設定す
る」で入力できるパラメータと同等です。

本オプションは-iオプションと同時には指定できません。

-i $inputfile

単位ジョブ実行時の環境変数として、$inputfileで指定したファイル内のデータを設定します。$inputfileは
key(環境変数名)=value(環境変数値)の形式で、複数指定する場合は改行して指定してください。

key1=value1
key2=value2
...

マルチバイト文字を含む場合、ファイル内の文字コードは以下のようにしてください。

■UNIX版: JobCenterのセットアップ言語に合わせてください。

■Windows版: SJISで作成してください。

本オプションは、CL/Winの即時投入操作時のダイアログにおいて「環境変数」-「複数の環境変数を設定す
る」で入力できるパラメータと同等です。

環境変数名は最大51バイトで指定してください。

環境変数名には空白、タブ、特殊文字、および =#'" は使用できません。

環境変数値にはタブ、特殊文字、および #'" は使用できません。

ファイル中の1行は最大8191バイトで指定してください。

本オプションは-eオプションと同時には指定できません。

-c $comment

トラッカで表示されるコメントです。
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CL/Winの即時投入操作時のダイアログで入力できるコメントと同等です。

最大長はUNIX版は128バイト、Windows版は40バイトです。

-q $queue

$queueには、ルートジョブネットワークを投入するMGのキュー（グループキュー名）を指定します。

（例）

-q group1

本オプションを指定した場合は、以下の指定があっても-qに指定した方のキューに投入します。

・ルートジョブネットワークのデフォルト投入キュー

・ユーザのデフォルト投入キュー

ただし、単位ジョブやサブジョブネットワークに指定しているデフォルト投入キューについては、そちらが優
先となります。

-qオプションにキューを指定した場合は、本コマンド実行時にトラッカのログに以下を出力しま
す。

YYYY/MM/DD hh:mm:ss REPORT - Root Jobnetwork's queue to be submitted is specified as
 "キュー名".

キュー名は1～15バイトで指定してください。

キュー名には半角英数字、アンダーラインのみ利用可能です。また、最初の文字を数字にすること
はできません。

コマンド投入時点ではキューの存在はチェックしません。そのため、ジョブの投入時刻に指定した
キューが存在しない場合は、コマンドは正常終了しますが、単位ジョブの実行はエラーとなり、ト
ラッカは異常終了します。

本オプションは-rオプションと同時には指定できません。

本パラメータにエージェントキューは指定できません。グループキューのみ指定できます。

-t $YYYYMMDDHHmmSS(localtime) | $HH:MM(localtime)

■-t $YYYYMMDDHHmmSS

ジョブネットワークの投入時刻（YYYYMMDDHHmmSS Local time）を指定します。

CL/Winの即時投入操作時のダイアログで入力できる時刻と同等です。

■-t $HH:MM

ジョブネットワークの投入時刻（HH:MM Local time（時：分））を指定します。

年月日（YYYYMMDD）には、コマンド実行時のLocal timeの年月日が設定されます。

秒（SS）には、00秒が設定されます。
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投入時刻の時（HH）には、0～23の整数が指定できます。

投入時刻の分（MM）には、0～59の整数が指定できます。

月・日・時・分・秒が1桁のときは、その前に0を自動で付加します。

-b

-tオプションで指定した投入時刻が現在時刻より過去でも、その投入時刻でのJNW投入を許可します。

本オプションを指定しないで投入時刻が現在時刻より過去の場合は、投入時刻が現在時刻に補正されてJNW投
入されます。

-d

$JNWnameと同名のジョブネットワークについて、同一投入日の他のトラッカ（予定を含む）が存在した場
合、投入を行いません。

トラッカ名の“YYYYMMDD”部分が同一の場合、同一投入日と判断します。

本オプションは日次ジョブの二重投入を防止するために使用します。

-h

ジョブネットワークの同時実行数制限の設定値以上のジョブネットワークが投入され待ち状態になっている場
合に、$JNWnameで指定したジョブネットワークを最優先で実行します。

本オプションの指定をされたジョブネットワークが複数ある場合は、投入時刻順で実行します。

-s

$JNWnameと同名のジョブネットワークについて、同一投入時刻（YYYYMMDDHHmmSS）の他のトラッカ
（予定を含む）が存在した場合には、時間をずらして1秒後に投入します。

■投入時刻の指定

環境変数JNW_SUBMITTIMEに投入時刻（YYYYMMDDHHmmSS（GMT））を指定できます。

-tオプションと同時に使用した場合、-tオプションの時刻が優先となります。この値は、トラッカ名に反映
されます。

-r $remotehostname

リモートサーバ上に存在するJNWを投入したい場合に指定します。本オプションを指定する場合、後述する-u
オプションを併せて指定する必要があります。本オプションを指定しない場合、ローカルサーバ上のJNWが対
象となります。

本オプションを指定する際は、必ずNQS_SITE環境変数を設定しない状態で実行してくださ
い。NQS_SITE環境変数が設定されていると、存在しないパスへのアクセスに失敗する等のエラー
により実行できない場合があります。

本オプションは-qオプションと同時には指定できません。

本オプションは、Windows版の場合、JobCenter管理者のみが利用できます。

-u $user
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投入するJNWを所有しているユーザ名を指定します。指定しない場合、jnwsubmitcmdコマンドを実行した
ユーザの所有するJNWを投入します。

JNW投入時に使用される環境変数は、以下の通りです。

■コマンド実行ユーザ自身が作成したJNWを投入する場合

コマンド実行時の環境変数がそのまま使用されます。

■他ユーザのJNWを投入する場合、または、-rによりリモートサーバ上のJNWを投入する場合

他ユーザまたはリモートサーバ上で、JNWがスケジュール投入される時と同じ環境変数が使用されます。

例えば、JNWが存在するサーバのOSにシステム環境変数を追加設定した直後に本オプションを
指定してJNWを投入しても、追加設定した環境変数は反映されません。(スケジュール実行時は
ユーザのログイン環境ではないため)

そのユーザ環境に環境変数を反映させるためには、JNWの所有ユーザでCL/WinによりJNWが存
在するサーバにログインして、最低1回スケジュールのダミールールの作成保存を行って
JobCenterに環境変数の変更内容を反映させてください。ダミールールやダミースケジュールは
保存後に削除して構いません。

本オプションは、Windows版の場合、JobCenter管理者のみが利用できます。

-w

JNWパラメータに設定されている事前設定の内容を無視して、JNWを保留状態で投入します。

本オプションは、Windows版はR12.8.1から利用可能です。UNIX版はR12.7から利用可能です。

-k

JNWパラメータに設定されている事前設定の内容を無視して、JNWをスキップ状態で投入します。

本オプションは、Windows版はR12.8.1から利用可能です。UNIX版はR12.7から利用可能です。

-f

JNWパラメータに設定されている事前設定の内容を無視して、JNWを即時実行状態で投入します。

本オプションは、Windows版はR12.8.1から利用可能です。UNIX版はR12.7から利用可能です。

-a

ジョブネットワーク投入後にトラッカの終了を待ち合わせます。

指定したジョブネットワークが実行完了するまでコマンドの制御は戻りません。本オプションを指定しなかっ
た場合は、ジョブネットワークの投入が成功した段階で制御が戻ります。

本オプションを指定した場合コマンド成功時に標準出力へ出力される内容が以下の形式となります。

tracker=マシン名:ユーザ名:ジョブネットワーク名.YYYYMMDDHHmmSS.nstrk
starttime=YYYY/MM/DD HH:mm:SS
endtime=YYYY/MM/DD HH:mm:SS

trackerとして出力される内容は-aオプションを指定しない場合と同様です。

59



JobCenter MG/SVのコマンド

starttimeとendtimeに出力される内容はトラッカの開始日時と終了日時を表します。いずれもローカル時刻
で表示されます。

3.4.3. 戻り値
戻り値 内　容
0 正常にジョブネットワーク投入が完了しています。
1 ジョブネットワークの投入には失敗しましたが再度実行すれば成功する可能性がありま

す。
3 オプションの指定ミスなどコマンドの使用方法に問題があります。
4 環境変数設定ファイルの読み込みエラーが発生しています。
5 ジョブネットワークの投入には成功しましたが、トラッカの終了待ち合わせ時にエラー

が発生しています。
その他 JobCenter内部に何らかの問題が発生しています。

3.4.4. 注意事項
■クラスタサイトについてコマンドを実行する場合、事前に環境変数NQS_SITEにサイト名を設定する必要があ

ります。(Windowsの場合NQS_SITEDBにサイトのデータベースパスの設定も必要)

詳細は1章 「コマンド一覧」 の注意事項を参照してください。

■本コマンド実行時の環境変数が、ジョブネットワーク実行時の環境変数として引き継がれます(-r、-uオプ
ション指定時は除く)。特に環境変数TZ、LOGNAME、HOME、LANG、NQS_SITEの設定に注意して正しい値
を設定してください。

■UNIX版の場合、コマンド実行時の環境変数LANGはJobCenterのセットアップ言語に合わせるようにしてく
ださい。Windows版の場合は、環境変数LANGではなくインストール時に指定したセットアップ言語が利用
されるので、特に注意する必要はありません。

また、-rオプションによりリモートサーバ上のJNWを指定する場合、EUCとSJISの混在は可能ですが、一方
がUNICODE環境でもう一方が異なる場合はエラーとなりますので注意してください。

■単位ジョブから本コマンドを使用してその他のジョブネットワークを起動する場合、本コマンドを実行する
前に環境変数 STANDARD_ERRORとSTANDARD_OUTPUT をクリアする必要があります。クリアしない場
合、本コマンドで起動されたジョブネットワークの単位ジョブの出力結果、エラー出力結果がトラッカに記
録されません。

■同一ユーザで同一ジョブネットワーク名を指定して本コマンドを複数同時に実行する、あるいは-tオプショ
ンで同じ投入時刻を指定して複数回実行したとしても、同一ジョブネットワーク名で複数のトラッカを同一
時刻に起動する事は出来ません。タイミング的に最も早くに実行された本コマンドが有効になってトラッカ
が生成され、その他の本コマンドは実際には何もせず終了することになります。

そのような場合は -sオプションを指定するようにしてください。
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3.5. nqsbg ジョブ内からジョブの終了時に始末されないプロセス
を起動

■UNIX版

/usr/lib/nqs/nqsbg [-w] [ -n $subcommand ] $maincommand

■Windows版

(無し)

3.5.1. 機能説明
■nqsbgコマンドは、単位ジョブスクリプトから単位ジョブ終了時に上記シグナル（TERM/KILL）を受信しな

いバックグラウンドプロセスとして、$maincommandで指定したユーザコマンドを起動する機能を提供しま
す。

JobCenterは通常、ジョブリクエストから起動したコマンドプロセスの終了を待ち合わせます。そのコマン
ドプロセスが終了してジョブリクエストの処理を終了する時に、コマンドプロセスから起動された同一プロ
セスグループに属する子プロセスに対してシグナル（TERM/KILL）を送信し、ジョブリクエストから起動さ
れたプロセスがジョブの終了後に残らないよう制御します。

例えばメールを送信するプロセスをバックグラウンドで起動して戻るユーザコマンドや、デーモンプロセス
のような常駐プロセスを単位ジョブスクリプトに記述して起動した場合、単位ジョブとしてトラッカ上正常
に終了した時点で実際には起動したはずのバックグラウンドプロセスが終了させられてる、という状態を本
コマンドにより回避できます。

■$maincommandに指定したコマンドをバックグラウンドプロセスとして起動します。

■起動されたプロセスはジョブから制御が切り離されるため、このプロセスの終了状態をJobCenterから監視
することはできません。また、JobCenterを終了しても起動されたプロセスは終了しません。

■本コマンドはUNIX版のみの実装となります。(Windows版については、OSのstartコマンド等を利用してく
ださい)

3.5.2. オプション
(オプションなし：通常の使用方法)

nqsbgはサブプロセスを起動して直ちに終了します。

起動されたサブプロセスはさらに$maincommandで指定したユーザコマンドを実行します。そのため、nqsbg
のプロセスIDと実際にバックグラウンドで起動されるプロセスのプロセスIDは異なります。

-w

サブプロセスを起動しません。

nqsbgは端末とプロセスグループを切り離したあと、実際にバックグラウンドで起動するサブプロセスを起動
せずに、直接コマンドを起動します。この場合nqsbgのプロセスIDと起動されるコマンドのプロセスIDが同じ
になりますが、プロセス自体はバックグラウンドになりません。

-n $subcommand

$subcommandに指定した文字列を、起動コマンド（$maincommand）のargv[0]に指定して利用します。ps
などで表示されるプロセス名を変更する必要がある場合に利用します。
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3.5.3. 戻り値
戻り値 内　容
0 戻り値1以外の場合です。

■$maincommandで指定したコマンドファイルが実際に存在せず起動できな
かった場合でも、nqsbg自体の戻り値としては0となりますのでご注意く
ださい。

■$maincommand で指定したコマンドが異常終了した場合でも、nqsbgは
$maincommandを起動するとすぐプロセスグループを切り離すた
め、nqsbg自体の戻り値としては0となりますのでご注意ください。

1 プロセスのプロセスグループを切り離すことができません。

サブプロセス／コマンドプロセスが生成できません。

-wを指定して直接コマンドを起動した場合は、起動されたプログラムの終了コードを返します。

3.5.4. 注意事項
■nqsbgで起動されるプロセスについては、標準出力と標準エラー出力はいずれも/dev/nullにリダイレクトす

るように設定してください。

/dev/nullへのリダイレクトを設定していない場合、本コマンドを介して起動したプロセスの標準出力/標準
エラー出力に書き込まれる内容はジョブのトラッカデータを構成するファイルに記録されます。 そのためト
ラッカデータの肥大や、データ参照時等にエラーを誘発する可能性が有ります。

62



JobCenter MG/SVのコマンド

3.6. jnwevtmgr イベントの確認と削除
■UNIX版

/usr/lib/nqs/gui/bin/jnwevtmgr {-l | -d $hostname:$eventid }

■Windows版

%InstallDirectory%\bin\jnwevtmgr {-l | -d $hostname:$eventid }

3.6.1. 機能説明

■イベント送受信部品について現在の状況を表示します。または保持されているイベントを削除します。「他
人のトラッカの操作」の権限が必要なCL/Winでの操作と異なり、本コマンドは他ユーザのトラッカ中のイベ
ントも表示または削除できます。

■イベント確認

イベント一覧の出力形式は次のようになります。

***イベントリスト名***

インデックス トラッカ名.YYYYMMDDHHmmSS 部品名 ホスト名 イベントID タイムアウト

各項目の詳細については、次の表3.6「イベントリスト名と内容」、表3.7「イベント一覧出力形式」のとお
りです。

表3.6 イベントリスト名と内容

イベントリスト名 内　容
EventWaitList 受信待ちをしている受信部品一覧
EventSendList 受信確認で待ち合わせている送信部品一覧
EventHoldList 保持しているイベント一覧

表3.7 イベント一覧出力形式

名　称 イベント一覧出力形式
インデックス インデックス用の数字が出力されます。
トラッカ名 部品が所属しているトラッカ名.時刻（GMT）が出力されます。保持しているイ

ベント一覧の場合は送信を行った部品が所属しているトラッカ名が出力されま
す。

部品名 部品名です。保持しているイベント一覧の場合は送信を行った部品名が出力され
ます。

ホスト名 部品に指定してある送信元または送信先ホスト名です。
イベントID 部品に指定してあるイベントIDです。
タイムアウト タイムアウト時刻です。無限の場合は「-」で表示されます。

jnwevtcmdで送信した部品名に関しては、トラッカ名にPIDjnwevtcmdのプロセス番
号.jnwevtcmdを、実行した時刻（ローカルタイム）、部品名にはjnwevtcmdと表示されます。

■イベント削除

イベント削除実行後のメッセージ表示は次のとおりです。
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表3.8 イベント削除実行後のメッセージ表示

メッセージ表示 内　容
Invalid eventhostname or eventide. 指定されたホスト名またはイベントIDが不正です。
Invalid eventide. イベントIDが不正です。
Not found target event. 指定されたターゲットが見つかりませんでした。
Success. 正しく削除できました。

3.6.2. オプション
-l

イベント一覧を表示します。

-d $hostname:$eventid

保持されているイベントの送信元ホスト名、イベントIDを指定し削除を行います。

$hostname：イベント送信元

$eventid：イベントID

3.6.3. 戻り値
戻り値 内　容
0 正常終了です。
1 異常終了です。

3.6.4. 注意事項
■イベントの削除ができるのは、イベントを保持しているマシン（イベント送信で送信先のマシン）上になり

ます。

■クラスタサイトについてコマンドを実行する場合、事前に環境変数NQS_SITEにサイト名を設定する必要があ
ります。(Windowsの場合NQS_SITEDBにサイトのデータベースパスの設定も必要)

詳細は1章 「コマンド一覧」 の注意事項を参照してください。
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3.7. jnwevtcmd イベントを送信
■UNIX版

/usr/lib/nqs/gui/bin/jnwevtcmd -h $hostname -i $eventid [ -m $msg ] [ -l  {off | on { -t $YYYYMMDDHHmmSS
| -c $YYYYMMDDHHmmSS | -a [+]$HH:MM } }  ] [-s]

■Windows版

%InstallDirectory%\bin\jnwevtcmd -h $hostname -i $eventid [ -m $msg ] [ -l  {off | on { -t
$YYYYMMDDHHmmSS | -c $YYYYMMDDHHmmSS | -a [+]$HH:MM } }  ] [-s]

3.7.1. 機能説明
■任意のユーザでジョブネットワークのイベント受信部品に対して任意のタイミングでイベントを送信できま

す。-sオプション指定時を除き、指定したイベントIDでイベントを待ち受ける全てのイベント待ち合わせ部
品に対してイベントを送信できます。

■jnwevtcmdコマンドを実行したときのメッセージ表示内容は次のとおりです。

表3.9 jnwevtcmdコマンドを実行したときのメッセージ表示

表　示 内　容
FOUND 相手先で受信されました。
NOTFOUND 相手先で受信されませんでした。
FAILED 相手先でエラーが発生しました。
***** is too long 指定している*****パラメータが長すぎます。
Need parameter. (-* *****) *****のパラメータが必要です。
Invalid Option オプションの指定が間違っています。
Lack of Option オプションが不足しています。
Invalid format 指定しているパラメータフォーマットが不正です。

3.7.2. オプション
-h $hostname

送信先ホスト名を指定します。

-i $eventid

イベントIDを指定します。

-m $msg

メッセージを指定します。

-l {off | on}

イベント保持の有無を指定します。

-t $YYYYMMDDHHmmSS | -c $YYYYMMDDHHmmSS | -a [+]$HH:MM

イベント保持がonの場合の保持期限を指定します。

■-t $YYYYMMDDHHmmSS

65



JobCenter MG/SVのコマンド

GMTで次のように表します。

YYYY：西暦年、MM：月、DD：日、HH：時、mm：分、SS：秒

月・日・時・分・秒が1桁のときは、その前に0を付加してください。

■-c $YYYYMMDDHHmmSS

Local timeで次のように表します。

YYYY：西暦年、MM：月、DD：日、HH：時、mm：分、SS：秒

月・日・時・分・秒が1桁のときは、その前に0を付加してください。

■-a [+]$HH:MM

絶対時刻、相対時刻を指定します。最大99:59まで指定可能です。

+：相対時刻指定（コマンド発行した時刻を基準に計算します）

HH：時、MM：分

-s

同じイベントIDでイベント待ち状態となっている部品のうち、開始時刻が最も早い部品にのみイベントを通知
します。

3.7.3. 戻り値
戻り値 内　容
0 正常終了です。
1 異常終了です。
2 socket通信を試みましたがconnectできませんでした。
255 通信異常終了です。

3.7.4. 注意事項
■イベント送信コマンドでは、受信待ち合わせを行うことはできません。

■同一ユーザまたは異なるユーザが同じ$eventidを使用して、同一マシンから同一送信先ホストに複数回イベ
ントを送信した場合、送信先ホスト上では最後に送信されたイベントで上書きされます。

■クラスタサイトから本コマンドでイベントを送信する場合、事前に環境変数NQS_SITEにサイト名を設定する
必要があります。(Windowsの場合NQS_SITEDBにサイトのデータベースパスの設定も必要)

詳細は1章 「コマンド一覧」 の注意事項を参照してください。

■jnwevtcmdコマンドを実行して行われる通信は暗号化されておりません。
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3.8. jnwdelete ジョブネットワーク・スケジュールを削除
■UNIX版

/usr/lib/nqs/gui/bin/jnwdelete [-u $user] -j $jnw

/usr/lib/nqs/gui/bin/jnwdelete [-u $user] [-f] -g $jnwgroup

/usr/lib/nqs/gui/bin/jnwdelete [-u $user] -s $schedule

■Windows版

%InstallDirectory%\bin\jnwdelete [-u $user] -j $jnw

%InstallDirectory%\bin\jnwdelete [-u $user] [-f] -g $jnwgroup

%InstallDirectory%\bin\jnwdelete [-u $user] -s $schedule

3.8.1. 機能説明
■ジョブネットワークまたはスケジュールを削除するコマンドです。

■第一の形式ではジョブネットワークを、第二の形式ではジョブネットワークグループを、第三の形式ではス
ケジュールをそれぞれ削除することができます。また、-j,-g,-sはそれぞれ同時には指定できず、いずれかを
指定する必要があります。

■jnwdeleteコマンドを実行したときのメッセージ表示内容は次のとおりです。

表3.10 jnwdeleteコマンドを実行したときのメッセージ表示

表　示 内　容
DELETE: user=$user, JNW=$jnw 指定したジョブネットワークの削除に成功しました。
DELETE: user=$user, Group=$jnwgroup 指定したジョブネットワークグループの削除に成功しました。
DELETE: user=$user, Schedule=
$schedule

指定したスケジュールの削除に成功しました。(存在しないスケ
ジュールを指定した場合にも出力されます)

Specified object not exists. 指定したジョブネットワークが存在しません。
LANG is not equal to the language used
by JobCenter

環境変数LANGがJobCenterのセットアップ言語と一致していま
せん。

cannot get the database path 環境変数NQS_SITEで指定しているサイト名が間違っています。
Permission denied. 対象ユーザの定義を削除する権限がありません。
invalid option オプションの指定が間違っています。

メッセージの先頭に表示されるエラーコードは記載していません。

■本コマンドは削除対象が存在しない場合は成功とみなします。

3.8.2. オプション
-u $user

削除したい定義をもつユーザ名を指定します。指定しない場合、コマンド実行ユーザのジョブネットワーク、
スケジュールが対象になります。

-j $jnw
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指定したジョブネットワークを削除します。

-g $jnwgroup

指定したジョブネットワークグループを削除します。グループ名は最上位グループから以下のように指定しま
す。

（例）user1のGrp1中に存在するGrp1を通常削除したい場合

jnwdelete -u user1 -g .Grp1.Grp2

$jnwgroup指定時の先頭の「.」はRootグループを意味します。

-f

ジョブネットワークグループ削除時の強制削除/通常削除を指定します。-fを指定しない場合は通常削除、-f
を指定した場合は強制削除になります。

-s $schedule

指定したスケジュールを削除します。

3.8.3. 戻り値
戻り値 内　容
0 正常終了
1 異常終了時に返却され、標準エラー出力にそのエラーが出力されます。
2 コマンドオプションが間違っているか、実行環境に問題がある場合に返却され、標準エ

ラー出力にそのエラーが出力されます。

3.8.4. 注意事項
■本コマンドで削除を行うためには、コマンド実行ユーザに対して、JobCenterのパーミッション設定におけ

る「ジョブネットワークの作成/変更/削除」の権限が与えられている必要があります。パーミッション設定
の詳細については<スタンダードモード用環境構築ガイド>の10章 「ユーザ権限（パーミッション設定）」
を参照してください。

■CL/Winで編集中のジョブネットワークは削除できませんが、スケジュールは削除可能になっていますので注
意してください。

■環境変数LOGNAMEが本コマンドの実行ユーザと一致している必要があります。suコマンドでユーザ変更を
行う場合にはsu -を使用してください。

■環境変数LANGをJobCenterのセットアップ言語と合わせる必要があります。

■クラスタサイトに対して実行する場合、事前に環境変数NQS_SITEにサイト名を設定する必要があります。

詳細は1章 「コマンド一覧」 の注意事項を参照してください。
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3.9. schctrl スケジュールの有効化/無効化
■UNIX版

/usr/lib/nqs/gui/bin/schctrl [-u $user] $subcommand { $schedule... | $group...  | all }

■Windows版

%InstallDirectory%\bin\schctrl [-u $user] $subcommand { $schedule... | $group... | all }

3.9.1. 機能説明
■本コマンドは、スケジュールの有効化/無効化及びスケジュールのグルーピング操作を行います。

■登録済みスケジュールの運用を開始させたり、稼動中のスケジュールを停止させることができます。また、
スケジュールをグルーピングすることで有効化/無効化を一元的に管理ができます。

■グルーピングされたスケジュール及びグルーピングされたグループを操作する際には、コロンを区切り文字
とした以下の形式で指定します。

指定対象 形　式
スケジュール指定 $group:$schedule

例）GROUP01:GROUP02:GROUP03:GROUP04:Schedule01
グループ指定 $group:$group

例）GORUP01:GROUP

一部サブコマンドでは、Rootグループを指定する指定子「:」が使用できます。

■スケジュールグループ名の最大指定文字数は40バイト、スケジュール名の最大指定文字数は128バイトとな
ります。グループは最大５階層まで作成可能であり、各グループには親子関係があります。

■親グループに対して行った操作は子グループに対しても影響します。なお、同一グループ内に同名の子グ
ループを重複して作成することはできません。

3.9.2. オプション
-u $user

スケジュールを操作するユーザを指定します。

省略した場合、コマンド実行したユーザのスケジュールを操作します。

本オプション使用可能なユーザは次の通りです。

■UNIX版では、rootユーザのみとなります。

■Windows版では、JobCenter管理者のみとなります。

3.9.3. サブコマンド
すべてのコマンドは 1 行で入力する必要があります。

1. subcommand一覧

文字列 内　容
on sched 指定したスケジュールを有効化します。すでに有効化されていた場合は無視します。
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on group 指定したグループに所属する全スケジュールを有効化します。すでに有効化されていた
場合は無視します。

on all 全スケジュールを有効化します。すでに有効化されていた場合は無視します。
off sched 指定したスケジュールを無効化します。すでに無効化されていた場合は無視します。
off group 指定したグループに所属する全スケジュールを無効化します。すでに無効化されていた

場合は無視します。
off all 全スケジュールを無効化します。すでに無効化されていた場合は無視します。
create グループを作成します。
delete グループを削除します。
rename グループの名前を変更します。
regist 指定したスケジュールをグループに登録します。
release 指定したスケジュールをグループから除外します。
move sched 指定したスケジュールをグループに移動します。
move group 指定したグループをグループに移動します。
show sched 指定したスケジュールの有効/無効状態を表示します。
show group 指定したグループに所属する全スケジュール及び全グループをtree構造で表示します。

各スケジュールの有効/無効状態を表示します。
show all 全スケジュール及び全グループをtree構造で表示します。

各スケジュールの有効/無効状態を表示します。

2. コマンド形式

schctrl on sched $schedule...

$scheduleを有効化します。

$scheduleは複数指定することが可能です。（最大数：100）

schctrl on group $group...

$groupに所属する全スケジュールを有効化します。

$groupは複数指定することが可能です。（最大数：100）

$groupにRootグループ指定「:」が使用できます。

schctrl on all

ユーザの全スケジュールを有効化します。

schctrl off sched $schedule...

$scheduleを無効化します。

$scheduleは複数指定することが可能です。（最大数：100）

schctrl off group $group...

$groupに所属する全スケジュールを無効化します。

$groupは複数指定することが可能です。（最大数：100）
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$groupにRootグループ指定「:」が使用できます。

schctrl off all

ユーザの全スケジュールを無効化します。

schctrl create $group...

新規グループを作成します。

同一グループ内に同名のグループを作成することはできません。グループは上限値である５階層を超えて作
成することはできません。

$groupは複数指定することが可能です。（最大数：100）

schctrl delete $group...

グループを削除します。削除対象グループにスケジュールや子グループが所属していた場合、当該スケ
ジュールは無所属となり子グループは削除されます。この際、無所属となったスケジュールは有効/無効状
態を保ちます。

$groupは複数指定することが可能です。（最大数：100）

schctrl rename $group $group

変更対象$group の名前を 変更後$group に変更します。コマンドパラメータの末尾には変更後グループ名
を指定してください。

同一グループ内に同名のグループが存在する場合は変更することはできません。

schctrl regist $schedule... $group

無所属スケジュール$scheduleを$groupに登録します。コマンドパラメータの末尾には登録先グループ名を
指定してください。

$scheduleは複数指定することが可能です。（最大数：100）

schctrl release $schedule...

$scheduleを所属グループから除外します。

除外したスケジュールは有効/無効状態を保ったまま無所属になります。

$scheduleは複数指定することが可能です。（最大数：100）

schctrl move sched $schedule... $group

$scheduleを$groupへ移動します。コマンドパラメータの末尾には登録先グループを指定してください。

移動したスケジュールは有効/無効状態を保ったまま指定グループに所属します。

$scheduleは複数指定することが可能です。（最大数：100）

$groupにRootグループ指定「:」が使用できます。
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schctrl move group $group... $group

$groupを移動先$groupへ移動します。コマンドパラメータの末尾には移動先グループ名を指定してくださ
い。なお、移動後にグループ階層が上限値（５階層）を超える場合には移動できません。

移動したグループは有効/無効状態を保ったまま移動先グループに所属します。

移動元$groupは複数指定することが可能です。（最大数：100）

移動先$groupにRootグループ指定「:」が使用できます。

schctrl show sched $schedule...

$scheduleの有効/無効状態を次の形式で表示します。

[SCHEDULE] $schedule : <on|off>

$scheduleは複数指定することが可能です。（最大数：100）

schctrl show group $group...

$groupに所属する全スケジュール及び全グループをtree構造で表示します。

各スケジュールの有効/無効状態を表示します。

$groupは複数指定することが可能です。（最大数：100）

$groupにRootグループ指定「:」が使用できます。

schctrl show all

全スケジュール及び全グループをtree構造で表示します。

各スケジュールの有効/無効状態を表示します。

3.9.4. 戻り値
戻り値 内　容
0 正常終了です。
1 異常終了です。

3.9.5. 注意事項
■本コマンドでは特殊文字「!"#$%&’()*,/:;<=>?@[\]^`{|}~」を無効とみなします。

■スケジュールを無効化しても、すでにスケジュール投入されたトラッカは強制終了されず、処理を継続しま
す。また、保留操作等によって、予定状態から予定確定状態になったトラッカに関連するスケジュールの無
効化操作を行っても、予定確定状態のトラッカを削除しません。

■CL/Win上からスケジュールパラメータの変更を行った場合でも、本コマンドで設定したスケジュールの有
効/無効状態は保持されます。

■スケジュールの有効/無効状態及びスケジュールのグルーピングは、CL/Winの［スケジュール一覧］におけ
る操作と同等です。

■本コマンドでスケジュールを有効化/無効化しても、CL/Winのトラッカ一覧表示の自動更新では状態変更が
反映されません。CL/Winからスケジュールの状態変更を確認する際はトラッカ一覧表示で[最新表示(R) F5]
を実行してください。
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■R13.1以降のバージョンでは、JobCenterが停止している状態で本コマンドを使用す ることはできません。
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3.10. nqsstart デーモンプロセスを起動
■UNIX版

/usr/lib/nqs/nqsstart [-f] [$sitename]

■Windows版

(無し)

3.10.1. 機能説明
■JobCenterを起動します。なおJobCenter デーモンの起動はrootアカウント（スーパーユーザ）しか行えま

せん。本コマンドはUNIX版のみの実装となります。

■本コマンドは、JobCenter デーモン (/usr/lib/nqs/nqsdaemon) と、イベント送信等に関連するデーモンプ
ロセスを起動します。

■本コマンドは、デーモンの起動設定ファイル（/usr/lib/nqs/rc/daemon.conf）を読み込み、デーモン起動
におけるオプションを読み込みます。

3.10.2. オプション
$sitename

サイトモードで起動するローカルサイト名またはクラスタサイト名を指定します。

-f

JobCenter デーモン (/usr/lib/nqs/nqsdaemon) と、イベント送信等に関連するデーモンプロセスを起動しま
す。

前回起動時にJobCenter が正常に終了しなかった、あるいは終了方法が正しく無かった状況で
は、nqsstart [$sitename] のコマンドがエラーとなる場合があります。その際は起動しようとす
るホスト、またはサイトでデーモンが起動していない事を確認した後、-fのオプションを付加して
強制起動してください。

ホスト、またはサイトでデーモンが起動していないことの確認方法

1. ps –efコマンドでjnwxxx, nqsxxx, NQSxxxなどの名前でgrepしてJobCenterの各デーモンのPID
およびPPIDを確認します。

2. cjclsコマンドでクラスタサイト上のnqsdaemon のPIDを確認します。（なお、SHUT と表示され
る場合は、cjclsコマンドの出力結果の同じ行に表示されたサイトにおいてJobCenter が起動して
いないことを表しています。）

3. ホスト上のデーモンを確認する場合は、2の結果のnqsdaemonのPIDおよびPPIDが同nqsdaemon
のPIDと一致するデーモン群を、1の結果より除いたものの存在を確認してください。サイト上の
デーモンを確認する場合は、2の結果のnqsdaemonのPIDおよびPPIDが同nqsdaemonのPIDと一致
するデーモン群の存在を1の結果から確認してください。

3.10.3. 戻り値
戻り値 内　容
0 正常終了です。
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1 異常終了です。

3.10.4. 注意事項
■JobCenter は通常システム立ち上げ時に起動されますが、システムの管理者が本コマンドを利用して起動さ

せることも可能です。ただし、そのような場合、コマンドの標準出力をファイル等にリダイレクションして
おかないと、コンソール、または端末に各デーモンの出力する情報が表示されるようになります。

■本コマンドを使用せずに、JobCenter デーモンを直接起動した場合、依存関係のある必要な常駐プロセスの
幾つかが起動されないため、一部の機能が使用出来なくなる場合があります。

■ローカルサイトの起動時は$site-nameは指定する必要はありません。またクラスタサイト起動については、
通常の運用ではcjcpwを使用するようにしてください。

■nqsstartを起動する時点の、rootアカウントのumask値に注意してください。例えばumask=002が設定さ
れた状態でnqsstartでJobCenterを起動すると、JobCenter内部では処理を行う常駐プロセス他全てにその
umask値が引き継がれますので、JobCenterが直接管理するデータや作成ファイルのパーミッション、単位
ジョブスクリプトから実行した任意のユーザ作成ファイルにもumask=002が適用されるなど、想定と異なる
状態になる場合があります。

そのためumaskを厳密に管理したい場合は、単位ジョブスクリプトの先頭でumaskを明示的に設定する、あ
るいは単位ジョブパラメータの「スクリプト実行用シェルコマンド」に/bin/cshを明示的に指定して各ユー
ザの.cshrcにumaskを設定する、などによりコントロールする必要があります。
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3.11. nqsstop デーモンプロセスを停止
■UNIX版

/usr/lib/nqs/nqsstop [$sitename]

■Windows版

(無し)

3.11.1. 機能説明
■JobCenterを停止します。なおJobCenterデーモンの停止はrootアカウント（スーパーユーザ）しか行えま

せん。本コマンドはUNIX版のみの実装となります。

■本コマンドは、JobCenterデーモン及び関連するデーモンプロセスを停止します。

■JobCenterは、システムのshutdown処理により自動的に停止します。システム停止を行わず任意のタイミン
グでJobCenterを停止する場合に本コマンドを使用してください。

3.11.2. オプション
$site-name

サイトモードで起動したデーモンを停止する場合に、起動時と同じローカルサイト名またはクラスタサイト名
を指定します。

3.11.3. 戻り値
戻り値 内　容
0 正常終了です。
1 異常終了です。

3.11.4. 注意事項
■本コマンドを使用せずにkillコマンドによりデーモンを停止した場合、一部のJobCenter関連プロセスが正常

に終了しません。

そのため、JobCenterデーモン再起動の時点でそれらのプロセスが残っていた場合、正しく動作しなくなる
場合があります。

■本コマンド実行後に「jnwengine: shutdown.」のメッセージが表示される時と表示されずに終了する時があ
ります。

ターミナルにメッセージが表示されるまでの間に、メッセージ出力元プロセスがタイミングにより早めに終
了してしまうと表示されない場合がありますが、内部処理に違いはなく、特に問題はありません。
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3.12. nmapmgr ネットワークの構成管理
■UNIX版

/usr/bin/nmapmgr

■Windows版

%InstallDirectory%\bin\qcmd\nmapmgr

3.12.1. 機能説明

■nmapmgr コマンドは、JobCenter が使用するネットワークデータベースを構築・設定します。このネット
ワークデータベースは次の 6 つの基本的な要素を含みます。

表3.11 nmapmgrコマンドのデータベース構成要素

表　示 内　容
mid JobCenter ネットワークを構成しているマシン間で一意になるように付けられたマシ

ンID番号です。JobCenterはこのmidを特定のマシンを識別するために使用します。
この値の最小値は1です。この値の最大値は231 - 1です。

principal-name JobCenterが所属するネットワーク中で一意なホスト名です。その名前でネットワー
クにアクセスします。

alias ネットワーク内のマシンのprincipal-nameの別名です。aliasはローカルJobCenterホ
ストにのみ理解されます。(ネットワーク上の通信相手としては解釈されません)。本
来のマシン名ではなく業務上の役割で識別したい場合等に使用します。aliasは255文
字以内の長さの文字列にすることができます。

uid ユーザIDです。リモートホスト上のユーザIDをローカルホストの任意のユーザIDに
マッピングできます。

gid グループIDです。リモートホスト上のグループIDをローカルホストの任意のグループ
IDにマッピングできます。

type サポートされているJobCenterのタイプです。現在以下のタイプが用意されていま
す。

▪ nec

UNIX、Linux上で稼動するJobCenter、またはNEC用に機能拡張されたNQS

▪ necnt

Windows OS上で稼働するJobCenter

▪ cos

COSMIC 版 NQS (連携するマシンがACOSの場合)

■本コマンドによりネットワーク構成を変更する操作は、UNIXの場合は、rootアカウント（スーパーユー
ザ）、Windowsの場合は、JobCenter管理者しか行えません。

■それ以外のユーザはshowやgetサブコマンドのみ実行できます。

■nmapmgrコマンドを実行すると、プロンプト「NMAPMGR>:」が表示されます。この状態で、以下に述べる
サブコマンドが入力できます。シェルやコマンドプロンプトに戻るときにはexitサブコマンドまたはquitサ
ブコマンドを使用します。
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3.12.2. 注意事項
■クラスタサイトについて設定を行う場合、事前に環境変数NQS_SITEにサイト名を設定する必要があります。

詳細は1章 「コマンド一覧」 の注意事項を参照してください。

3.12.3. サブコマンド
説明の中で大文字により示されている部分は、コマンドを入力する際の省略形を示しています。たとえば、
CHange Name であれば ch n と省略できます。ただし、省略形c n ではCReate コマンドと区別できないため
エラーとなります。

実際のコマンド記述は大文字、小文字のどちらでもかまいませんが、マシン名などは大文字小文字が区別され
ます。

サブコマンド文字列長は1行256バイト(UNIX)または254バイト(Windows)まで指定可能です。

すべてのコマンドは 1 行で入力する必要があり、行継続文字"\"は使用できません。

Add Mid $mid $principal-name

$mid と $principal-name (プリンシパル名) の組み合わせでネットワーク構成にマシン名の情報を追加しま
す。

$principal-name は、その mid に対応するマシンを一意に識別するために (JobCenterセットアップの際に) 決
まる名前です。

Add Name $alias $to-mid

$to-mid のマシンIDで識別されるマシンの $alias (別名)を追加します。

$alias は本サブコマンドでもCL/Winでも 1つの mid にいくつでも割り当てられますが、CL/Winからはプリン
シパル名を残して別名のみ削除することはできません。

別名のみ削除するには Delete Name サブコマンドを使ってください。

Add Uid $from-mid $from-uid $to-uid

$from-mid のマシンIDで識別されるリモートマシン上の $from-uid で示されるユーザアカウントと、ローカ
ルマシン上の $to-uid で示されるユーザアカウントのユーザマッピング設定を追加します。

CL/Winでのユーザマッピング操作は $from_mid で示すマシン(ジョブリクエストの転送元)に接続して行いま
すが、本サブコマンドを実行してユーザマッピングを設定する場合は、マッピング先のマシン上(ジョブリク
エストの転送先)で行うことに注意してください。

リクエスト転送元のマシンに本サブコマンドでユーザマッピングを設定しても解釈されません。

また、転送元のユーザIDと転送先のユーザIDは n:1 のマッピング関係を持つことに注意してください。1:n の
マッピング関係はジョブリクエストの実行ユーザが一意に決まらないため、設定できません。

CHange Name $mid $principal-name

$mid のマシンIDで識別されるマシンの $principal-name (プリンシパル名) を変更します。

CReate

ネットワーク構成データベースをクリアします。

本サブコマンドを実行すると、以下のような確認メッセージが表示されます。
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Are you sure to initialize the Network mapping database? (y/[n]) :

ネットワーク構成データベースをクリアする場合はyまたはYを、キャンセルする場合はnまたはNを入力して
ください。

本サブコマンドを実行すると、自マシンを含めたすべてのネットワーク構成データベースをクリア
します。したがって緊急時以外は使用しないでください。

データベースをクリアした場合、そのままではJobCenterの起動/停止ができなくなりますので注
意してください。

もし誤ってクリアしてしまった場合は、Add Mid サブコマンドと SEt Local Name
　 サブコマンドにより、クリア前に設定してあった自身のマシン名とマシンIDを自マシンに再登
録・再認識させてください。

Delete DEFUid $from-mid

$from-mid のマシンIDで識別されるリモートマシン上のユーザアカウントに対する、デフォルトのユーザ
マッピング設定を削除します。

SEt DEFUid サブコマンドも参照してください。

Delete Gid $from-mid $from-gid

$from-mid のマシンIDで識別されるリモートマシン上の $from-gid で示されるグループIDに関するマッピン
グ関係を削除します。

Delete Mid $mid

構成データベースから $mid のマシンIDで識別されるマシン情報を削除します。

Add Mid サブコマンドも参照してください。

Delete Name $alias

構成データベースから $alias (別名)を削除します。

Add Name サブコマンドも参照してください。

Delete Uid $from-mid $from-uid

$from-mid のマシンIDで識別されるリモートマシン上の $from-uid で示されるユーザアカウントに関する
ユーザマッピング設定を削除します。

Add Uid サブコマンドも参照してください。

Exit

nmapmgr コマンドを終了します。

Get Gid $from-mid $from-gid

$from-mid のマシンIDで識別されるマシン上の $from-gid で示されるグループIDにマッピングしている、
ローカルマシン上のグループ ID を表示します。

Get Mid $name
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$name にプリンシパル名または別名を指定して、そのマシンに割り当てられているマシンIDを表示します。

Get Name $mid

$mid のマシンIDで識別されるマシンのプリンシパル名を表示します。

登録されているマシン名がプリンシパル名か別名か区別が付かない場合に、Get Mid サブコマンドと組み合わ
せてプリンシパル名を識別する際に使用します。

Get Uid $from-mid $from-uid

$from-mid のマシンIDで識別されるのマシン上の $from-uid で示されるユーザIDにマッピングしている、
ローカルマシン上のユーザ ID を表示します。

Help

サブコマンド一覧を表示します。

Quit

nmapmgr コマンドを終了します。

SEt DEFUid $from-mid $def-uid

$from-mid のマシンIDで識別されるリモートマシン上のユーザアカウントに対する、デフォルトのユーザ
マッピング設定として$def-uidで示されるユーザIDを設定します。

SEt Local Name $localname

自マシンのJobCenterに設定されているプリンシパル名を $localname に変更します。

他マシンではなく自マシンのプリンシパル名を CHange Name サブコマンドで変更した場合は、必
ず本サブコマンドにより自身のプリンシパル名を再登録してください。もし再登録しない場合、正
常動作しなくなる可能性があります。

SEt Mail_address $mid $address

$mid のマシンIDで識別されるマシンのメールアドレスを $address に設定します。

SEt Type $mid $type

$mid のマシンIDで識別されるマシンに $type で指定するJobCenter のマシンタイプを設定します。(通
常、CL/Winからマシンアイコンを追加する場合は、自動的に適切なマシンタイプが選択されます)

$type には次のいずれかを指定できます。

■nec

$midのマシンがUNIXの場合に指定します。

■necnt

$midのマシンがWindowsの場合に指定します。

■cos

$midのマシンがACOSの場合に指定します。
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ACOSマシンと連携する場合はCL/Winからのマシン登録はできません。Add Nameサブコマンドと
本サブコマンドでマシン情報を登録してください。

SHow State [$name]

$name にプリンシパル名または別名を指定して、そのマシンのマッピング状態やマシンID、マシンタイプを表
示します。

$name を省略した場合はすべてのマシンの情報を表示します。
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3.13. jdh_download 定義情報のダウンロード
■UNIX版

/usr/lib/nqs/gui/bin/jdh_download [def] [-h $hostname[:$port]] [-e [$execuser]] [-u $user | -a] [-
p $password] [-t $target] [-g[j] $jnwgroup | -j $jnw] [-gs $schgroup | -s $sch] [-gd $customgroup | -
d $customname] [-c $wcalname] [-l $triggername] [-r $rel_target] [-o $filename | -o $dirname ] [-w
$second] [-f]
/usr/lib/nqs/gui/bin/jdh_download conf [-h $hostname[:$port]] [-u $user] [-p $password] [-o
$filename] [-w $second]

■Windows版

%InstallDirectory%\bin\jdh_download [def] [-h $hostname[:$port]] [-e [$execuser]] [-u $user | -a] [-
p $password] [-t $target] [-g[j] $jnwgroup | -j $jnw] [-gs $schgroup | -s $sch] [-gd $customgroup | -
d $customname] [-c $wcalname] [-l $triggername] [-r $rel_target] [-o $filename | -o $dirname ] [-w
$second] [-f]
%InstallDirectory%\bin\jdh_download conf [-h $hostname[:$port]] [-u $user] [-p $password] [-o
$filename] [-w $second]

3.13.1. 機能説明

JobCenter MG/SVから定義情報、または構成情報をダウンロードして、JPFファイルを作成しま
す。JobCenter CL/Winのダウンロード操作と同等の機能をコマンドラインから実行することができます。コマ
ンド名の後にサブコマンドが指定でき、サブコマンドに何も指定しないか「def」を指定すると定義情報のダウ
ンロードになります。サブコマンドに「conf」を指定すると構成情報のダウンロードになります。

3.13.2. オプション
-h $hostname[:$port]

$hostnameは、ダウンロード先のJobCenter MG/SVのホスト(サイト)名、またはIPアドレスを指定します。

$portは、ダウンロード先のJobCenter MG/SVの接続ポート番号(jccombaseのTCPポート番号)を指定できま
す。

■ポート番号を指定する際の注意事項

以下の条件をともに満たす環境下で実行する場合のみ、ポート番号を指定してください。

▪ JobCenter MG/SV、およびJobCenter CL/Winが未インストールの環境下においてDefinition
Helper同梱の本コマンドを使用する場合

▪ ダウンロード先のJobCenter MG/SVの接続ポート番号(jccombaseのTCPポート番号)をデフォ
ルト値(611)以外に変更している場合

$hostnameにIPアドレスを指定することもできます。指定方法は以下のとおりです。

■ポート番号を指定しない場合

<IPアドレス>の形式で指定してください。

■ポート番号を指定する場合

IPv4アドレスの場合は、<IPv4アドレス:ポート番号>の形式で指定してください。
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IPv6アドレスの場合は、<[IPv6アドレス]:ポート番号>の形式で指定してください。

本オプションを指定しない場合、コマンド実行マシンからダウンロードします。

-u $user | -a

ダウンロードするユーザを指定します。

■-u $user

$userで指定したユーザを対象とします。

■-a

全ユーザを対象とします。

-aを指定した時は-rオプションで jscfが指定された場合と同様の動作となります。

本オプションを指定しない場合、コマンド実行ユーザでログインします。

-e $execuser

ログイン先ユーザを指定します。

本オプションを指定しない場合は以下の動作となります。

■-uでユーザが指定されている。

-uで指定したユーザでログインします。

■上記以外

コマンドを実行しているユーザ名でログインします。

-p $password

ログイン先ユーザのパスワードを指定します。

本オプションを指定しない場合、パスワードプロンプトが表示されます。

-t $target

ダウンロードする定義情報の種類を選択します。種類の選択には、以下の文字を指定してください。

j：ジョブネットワーク
s：スケジュール
c：カレンダ
d：カスタムジョブ定義
l：起動トリガ

本オプションを指定しない場合、「j」を指定したとみなします。

-g[j] $jnwgroup | -j $jnw
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ダウンロードするジョブネットワークグループ、ジョブネットワークを指定します。

■-g[j] $jnwgroup

$jnwgroupで指定したグループを対象とします。

グループの階層指定は「.」を区切り文字とします。グループパスはルート階層から指定してください
(例:.daily_job.job_bat01)

-g、-gjどちらとも同じ動作を行います。-gは過去との互換性のために存在します。

■-j $jnw

$jnwで指定したジョブネットワークを対象とします。

-tオプションでjを指定している状態で、本オプションを指定しない場合、全ジョブネットワーク定義情報を
ダウンロードします。

本オプションは-aオプションと同時には指定できません。

-r $rel_target

関連するサブジョブネットワーク、カレンダ分岐の参照スケジュール、カレンダ、監視対象テキストログもダ
ウンロードするかどうか指定します。

j: 関連するサブジョブネットワークもダウンロードします
s: 関連するカレンダ分岐の参照スケジュールもダウンロードします。
c: 関連するカレンダ分岐の参照スケジュールで選択したカレンダもダウンロードします。
f: 全ての監視対象テキストログもダウンロードします。
m: 関連する監視対象テキストログもダウンロードします。
i: カスタムジョブのアイコンもダウンロードします。

-gs $schgroup | -s $sch

ダウンロードするスケジュールグループ、スケジュールを指定します。

■-gs $schgroup

$schgroupで指定したグループを対象とします。

グループの階層指定は「.」を区切り文字とします。グループパスはルート階層から指定してください
(例:.daily_sch.sch01)

■-s $sch

$schで指定したスケジュールを対象とします。

-tオプションでsを指定している状態で、本オプションを指定しない場合、全スケジュール定義情報をダウン
ロードします。

本オプションは-aオプションと同時には指定できません。

本オプションを指定する場合、必ず-tオプションでsを指定してください。

-l $triggername
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$triggernameで指定した起動トリガをダウンロードします。

-tオプションでlを指定している状態で、本オプションを指定しない場合、全起動トリガ定義情報をダウン
ロードします。

本オプションは-aオプションと同時には指定できません。

本オプションを指定する場合、必ず-tオプションでlを指定してください。

-gd $customgroup | -d $customname

ダウンロードするカスタムジョブテンプレートグループ、カスタムジョブテンプレートを指定します。

■-gd $customgroup

$customgroupで指定したグループを対象とします。

グループの階層指定は「.」を区切り文字とします。グループパスはルート階層から指定してください
(例:.User.NewGroup1)

■-d $customname

$customnameで指定したカスタムジョブテンプレートを対象とします。

-tオプションでdを指定している状態で、本オプションを指定しない場合、全カスタムジョブテンプレート定
義情報をダウンロードします。

本オプションは-aオプションと同時には指定できません。

本オプションを指定する場合、必ず-tオプションでdを指定してください。

-c $wcalname

$wcalnameで指定したカレンダをダウンロードします。

-tオプションでcを指定している状態で、本オプションを指定しない場合、全カレンダ定義情報をダウンロー
ドします。

本オプションを指定する場合、必ず-tオプションでcを指定してください。

-o $filename | -o $dirname

ダウンロードした定義情報の出力先JPF名を指定します。全ユーザのダウンロードを指定した時はディレクト
リ名となり、ディレクトリ配下に各ユーザ名のjpfファイルが作成されます。

本オプションを指定しない場合、「jc_def_<YYYYMMDDhhmmss形式の実行日時>.jpf」というファイル名で
出力します。全ユーザのダウンロードの場合は、「jc_def_<YYYYMMDDhhmmss形式の実行日時>」という
ディレクトリを作成します。

全ユーザのダウンロード時には.jpfの名前がつくディレクトリ名は指定できません。.jpfがつく名
前を指定した場合は.jpfの部分が削除された名前でディレクトリ名が作成されます。

-w $second
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Comagnet通信のタイムアウト時間（秒）を指定します。タイムアウト値（秒）は30から86400までの整数で
入力してください。

本オプションを指定しない場合、デフォルト値の600秒（10分）がタイムアウト値となります。

-f

CL/Winでダウンロード対象の定義を編集中の場合でもダウンロードします。

本オプションを指定しない場合、CL/Winでダウンロード対象の定義を編集中の場合にはダウンロードに失敗
します。

3.13.3. 戻り値
戻り値 内　容
0 正常終了です。
1 異常終了です。

3.13.4. 主要メッセージ
メッセージ 内容

Invalid host format error. 接続先のホスト名、またはポート番号のフォーマット
が正しくありません。 <サイト名>:<ポート番号>の形
式になっているか確認してください。

jccombase port number should be from 1 to 65535. 接続先ポート番号は、1から65535の範囲で指定して
ください。

invalid timeout. [30 - 86400] Comagnet通信のタイムアウト時間(秒)は、30から
86400の範囲で指定してください。

Authentication failure. Check username or
password.

ユーザ名もしくはパスワードが正しくありません。ロ
グインユーザ情報が正しいか確認してください。

connection failure. hostname=($hostname)
port=($port)

指定ホストに接続できません。接続先を確認してくだ
さい。

Invalid first group path. ("." required) グループ指定する際にはルート階層として先頭に「.」
をつけてください。

no such a group path. 指定されたグループは存在しません。

3.13.5. 注意事項
■ホスト(サイト)名を指定する場合は、必ず名前解決が行えるようにOSのネットワーク環境を設定してくださ

い。

■ダウンロードする定義情報の量によっては、ダウンロード先のJobCenter MG/SVの搭載メモリ以上のメモリ
を確保しようとするため、メモリ不足によるエラーが発生する場合があります。ダウンロード時に必要なメ
モリ使用量の概算算出方法については、<スタンダードモード用環境構築ガイド>の「22.5 アップロード・
ダウンロード時のメモリ使用量概算算出方法」を参照してください。

■R16.2より前の環境やクラシックモードの環境でダウンロードしたjpfファイルをスタンダードモードの環境
にアップロードする場合、一部の項目を手動で更新する必要があります。

詳細は<スタンダードモード用移行ガイド>の「3.3.2 構成情報の移行 」を参照してください。
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3.14. jdh_upload 定義情報のアップロード
■UNIX版

/usr/lib/nqs/gui/bin/jdh_upload [-h $hostname[:$port]] [-u $user] [-p $password] [-c] [-r $rulefile]
[-f] [-i] [-w $second] {$jpf_file|-a $jpf_dir}

■Windows版

%InstallDirectory%\bin\jdh_upload [-h $hostname[:$port]] [-u $user] [-p $password] [-c] [-r
$rulefile] [-f] [-i] [-w $second] {$jpf_file|-a $jpf_dir}

3.14.1. 機能説明
JobCenter MG/SVへ定義情報をアップロードします。JobCenter CL/Winのアップロード操作と同等の機能を
コマンドラインから実行できます。

3.14.2. オプション
-h $hostname[:$port]

$hostnameは、アップロード先のJobCenter MG/SVのホスト(サイト)名またはIPアドレスを指定します。

$portは、アップロード先のJobCenter MG/SVの接続ポート番号(jccombaseのTCPポート番号)を指定できま
す。

■ポート番号を指定する際の注意事項

以下の条件をともに満たす環境下で実行する場合のみ、ポート番号を指定してください。

▪ JobCenter MG/SV、およびJobCenter CL/Winが未インストールの環境下においてDefinition
Helper同梱の本コマンドを使用する場合

▪ アップロード先のJobCenter MG/SVの接続ポート番号(jccombaseのTCPポート番号)をデフォ
ルト値(611)以外に変更している場合

$hostnameにIPアドレスを指定することもできます。指定方法は以下のとおりです。

■ポート番号を指定しない場合

<IPアドレス>の形式で指定してください。

■ポート番号を指定する場合

IPv4アドレスの場合は、<IPv4アドレス:ポート番号>の形式で指定してください。

IPv6アドレスの場合は、<[IPv6アドレス]:ポート番号>の形式で指定してください。

本オプションを指定しない場合、コマンド実行マシンへアップロードします。

-u $user

接続するJobCenter MG/SVログイン先ユーザを指定します。

本オプションを指定しない場合、コマンド実行ユーザでログインします。
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-p $password

ログイン先ユーザのパスワードを指定します。

本オプションを指定しない場合、パスワードプロンプトが表示されます。

-w $second

Comagnet通信のタイムアウト時間（秒）を指定します。タイムアウト値（秒）は30から86400までの整数で
入力してください。

本オプションを指定しない場合、デフォルト値の600秒（10分）がタイムアウト値となります。

-c

チェックモードで動作します。チェックモードでは、定義情報の依存関係確認のみを行い、サーバ上の定義情
報を更新しません。

-r $rulefile

ルールファイルに記載されたホスト名の変換フォーマットにしたがって、変換を行います。

-f

キュー情報のチェックを省略します。

-i

拡張アイコンデータをアップロード対象に含めます。拡張カスタムジョブテンプレートをアップロードする場
合は、本オプションを設定してください。

$jpf_file

アップロードする定義情報(JPFファイル)を指定します。本パラメータか-aオプションのディレクトリパラ
メータどちらかを必ず設定してください。

-a $jpf_dir

指定されたディレクトリ($jpf_dir)内のjpfファイルをすべてアップロードします。全ユーザダウンロードで生
成したディレクトリを指定してください。

3.14.2.1. ルールファイル

ホスト名の変換定義を以下のように記述します。

変換元ホスト名1 変換先ホスト名1

変換元ホスト名2 変換先ホスト名2

・

・

3.14.3. 戻り値
戻り値 内　容
0 正常終了です。

88



JobCenter MG/SVのコマンド

1 異常終了です。

3.14.4. 主要メッセージ
メッセージ 内容

Invalid host format error. 接続先のホスト名、またはポート番号のフォーマット
が正しくありません。 <サイト名>:<ポート番号>の形
式になっているか確認してください。

jccombase port number should be from 1 to 65535. 接続先ポート番号は、1から65535の範囲で指定して
ください。

invalid timeout. [30 - 86400] Comagnet通信のタイムアウト時間(秒)は、30から
86400の範囲で指定してください。

Authentication failure. Check username or
password.

ユーザ名もしくはパスワードが正しくありません。ロ
グインユーザ情報が正しいか確認してください。

connection failure. hostname=($hostname)
port=($port)

指定ホストに接続できません。接続先を確認してくだ
さい。

cannot access "filename": No such file 指定したJPFファイル名は存在しません。
Dependency Error パラメータの依存関係が正しくないためアップロード

できません。例えば、スケジュールに関連付けしたカ
レンダがアップロードする定義情報やJobCenter MG/
SV上の定義情報に存在しない場合、依存関係エラーと
なります。

詳細については<スタンダードモード用基本操作ガイ
ド>の「11.4 依存関係エラー」を参照してください。

3.14.5. 注意事項
■ホスト(サイト)名を指定する場合は、必ず名前解決が行えるようにOSのネットワーク環境を設定してくださ

い。

■アップロードする定義情報の量によっては、アップロード先のJobCenter MG/SVの搭載メモリ以上のメモリ
を確保しようとするため、メモリ不足によるエラーが発生する場合があります。アップロード時に必要なメ
モリ使用量の概算算出方法については、<スタンダードモード用環境構築ガイド>の「22.5 アップロード・
ダウンロード時のメモリ使用量概算算出方法」を参照してください。

■巨大なJPFファイルのアップロードを行った場合、通信タイムアウトが発生する可能性があります。タイム
アウトが発生してもサーバ側で定義の更新は継続して行われており、その間は定義の編集を行うことが出来
ませんのでご注意ください。

■R16.2より前の環境やクラシックモードの環境でダウンロードしたjpfファイルをスタンダードモードの環境
にアップロードする場合、一部の項目を手動で更新する必要があります。

詳細は<スタンダードモード用移行ガイド>の「3.3.2 構成情報の移行 」を参照してください。
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3.15. jdh_trkget トラッカ情報の取得
■UNIX版

/usr/lib/nqs/gui/bin/jdh_trkget [-u $user] [-t arc] [-o $output] $YYYYMMDD-YYYYMMDD

/usr/lib/nqs/gui/bin/jdh_trkget [-u $user] -t act [-n $tracker-name] [-i $tracker-id] [-o $output]
[$YYYYMMDD-YYYYMMDD]

/usr/lib/nqs/gui/bin/jdh_trkget [-u $user] -t all [-n $tracker-name] [-i $tracker-id] [-o $output]
$YYYYMMDD-YYYYMMDD

■Windows版

%InstallDirectory%\bin\jdh_trkget [-u $user] [-t arc] [-o $output] $YYYYMMDD-YYYYMMDD

%InstallDirectory%\bin\jdh_trkget [-u $user] -t act [-n $tracker-name] [-i $tracker-id] [-o $output]
[$YYYYMMDD-YYYYMMDD]

%InstallDirectory%\bin\jdh_trkget [-u $user] -t all [-n $tracker-name] [-i $tracker-id] [-o $output]
$YYYYMMDD-YYYYMMDD

3.15.1. 機能説明
指定したオプションと合致するトラッカ情報を収集し、JPFファイルを作成します。

トラッカ情報とは、未アーカイブのトラッカ情報と、トラッカアーカイブファイルを指します。

本コマンドはrootユーザ(Windowsの場合はJobCenter管理者)で実行してください。

3.15.2. オプション
-u $user

トラッカ情報を取得するユーザを指定します。

本オプションを指定しない場合、取得する対象ユーザを全ユーザとします。

-t $target

取得対象のトラッカ情報を指定します。指定可能な文字列は以下になります。

■arc

取得対象をトラッカアーカイブファイルのみとします。

■act

取得対象を未アーカイブのトラッカ情報のみとします。

■all

取得対象を全てのトラッカ情報(未アーカイブのトラッカ情報、およびトラッカアーカイブファイル)としま
す。

本オプションを指定しない場合、トラッカアーカイブファイルのみを採取対象とします。

-n $tracker-name

取得対象のトラッカ名を指定します。
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本オプションを指定しない場合、トラッカ名による取得対象の制限は行いません。

本オプションは、未アーカイブのトラッカ情報を取得対象とした場合のみ有効です。-t arcでは、
指定できません。

-i $tracker-id

取得対象のトラッカIDを指定します。指定したトラッカIDは、取得期間の影響を受けません。

本オプションを指定しない場合、トラッカIDを指定したトラッカの取得は行いません。

(例) NewJnw.20121221095106

本オプションは、未アーカイブのトラッカ情報を取得対象とした場合のみ有効です。-t arcでは、
指定できません。

-o $output

出力ファイル名を指定します。省略した場合はデフォルトの名前(trkget_YYYYMMDDhhmmss.jpf)で出力し
ます。

$YYYYMMDD-YYYYMMDD

トラッカアーカイブファイルを取得する期間を指定します。期間は開始日と終了日を8桁の年月日
(YYYYMMDD[ローカルタイム])でハイフンで繋いで指定します。

(例) 20110702-20110912

トラッカアーカイブファイルは、指定した期間に一部でも含まれる場合は取得します。

本オプションは、-t actのみ省略可能です。

3.15.3. 戻り値
戻り値 内　容
0 正常終了です。
1 異常終了です。

3.15.4. 主要メッセージ
メッセージ 内容

get trkdata(archive) user(user-count). 取得前情報の表示です。

取得対象がトラッカアーカイブファイルのみで、取得
対象のユーザ数をuser-countに表示します。

get trkdata(active) user(user-count)
tracker(tracker-count).

取得前情報の表示です。

取得対象が未アーカイブのトラッカ情報のみで、取得
対象のユーザ数をuser-count、取得する未アーカイブ
のトラッカ情報数をtracker-countに表示します。

get trkdata(all) user(user-count) tracker[active]
(tracker-count).

取得前情報の表示です。

取得対象が全てのトラッカ情報で、取得対象のユーザ
数をuser-count、取得する未アーカイブのトラッカ情
報数をtracker-countに表示します。
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メッセージ 内容
Only root user can execute this command. rootユーザ(Windowsの場合はJobCenter管理者)でコ

マンドを実行してください。
Too few arguments. コマンドの引数が不足しています。トラッカアーカイ

ブファイルの取得期間(YYYYMMDD-YYYYMMDD)の
引数を指定してください。

no trkdata in YYYYMMDD-YYYYMMDD 指定された期間(YYYYMMDD-YYYYMMDD)にトラッ
カアーカイブファイルは存在しませんでした。

Invalid time format(YYYYMMDD-YYYYMMDD) 指定された期間のフォーマットが間違っていま
す。YYYYMMDD-YYYYMMDDのフォーマットで指定
してください。

Invalid time format(start>end) 指定された取得期間の終了日が開始日より前になって
います。終了日を開始日より後にしてください。

Invalid target(target) 指定された取得対象(target)が間違っています。-tで
指定できる取得対象を指定してください。

No such a user (user=username) 指定されたユーザは存在しません。指定したユーザ名
を確認し、指定ユーザがCL/Winでログイン可能か確
認してください。

failed to get tracker[active] user=(user-count)
tracker(tracker-count).

取得後情報の表示です。

未アーカイブのトラッカ情報において、取得できな
かった情報がありました。 取得できなかったユーザ数
をuser-count、取得できなかった未アーカイブのト
ラッカ情報数をtracker-countに表示します。

jpf_statコマンドで採取した情報を確認し、必要なト
ラッカ情報がなければ、本コマンドを再度実行してく
ださい。

failed to get tracker[archive] user=(user-count)
tracker(tracker-count).

取得後情報の表示です。

取得できなかったトラッカアーカイブファイルがあり
ました。 取得できなかったユーザ数をuser-count、
取得できなかったトラッカアーカイブ数をtracker-
countに表示します。

jpf_statコマンドで採取した情報を確認し、必要なト
ラッカ情報がなければ、本コマンドを再度実行してく
ださい。

3.15.5. 注意事項
■クラスタサイトについてコマンドを実行する場合、事前に環境変数NQS_SITE、NQS_SITEDBを設定する必要

があります。

詳細は1章 「コマンド一覧」 の注意事項を参照してください。

■環境変数LANGについて

UNIX版の場合、コマンド実行時の環境変数LANGはJobCenterのセットアップ言語に合わせてください。

Windows版の場合は、環境変数LANGではなくインストール時に指定したセットアップ言語が利用されるの
で、特に注意する必要はありません
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3.16. jpf_stat JPFファイルの情報確認
■UNIX版

/usr/lib/nqs/gui/bin/jpf_stat [-v | -h] $jpf_file

/usr/lib/nqs/gui/bin/jpf_stat -h -a $jpf_folder

■Windows版

%InstallDirectory%\bin\jpf_stat [-v | -h] $jpf_file

%InstallDirectory%\bin\jpf_stat -h -a $jpf_folder

3.16.1. 機能説明
JPFファイルの情報を表示します。出力項目はJPFファイルの種類によって異なります。

3.16.2. オプション
-v

詳細情報を表示します。

-h

JPFファイルに含まれる定義のホスト名変換対象のパラメータに設定されているホスト名の一覧を表示しま
す。

-a

$jpf_folder配下のJPFファイルを対象とする場合に指定します。

本オプションを指定する場合、必ず-hオプションを指定してください。

$jpf_file

JPFファイルを指定します。

本パラメータは-aオプション以外を指定した場合に必須項目となります。

$jpf_folder

JPFファイルが保存されているディレクトリを指定します。

本パラメータは-aオプションを指定した場合に必須項目となります。

3.16.3. 戻り値
戻り値 内　容
0 正常終了です。
1 異常終了です。
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3.16.4. 実行結果項目(共通)
メッセージ 内容

Format type JPFファイルのバージョン
Created JobCenter version JPFファイルを作成したJobCenter MG/SVのバージョ

ン
Creation time JPFファイルの作成日時
Created platform JPFファイルを作成したOS種類

コマンド実行結果例(JobCenter定義情報のJPFファイルの詳細情報を表示の場合)

表示を一部加工してあります。また「/* */」内は内容説明のためのコメントです。「...」は後半の
内容の省略を表しています。

./jpf_stat.exe -v jc_def.jpf
=== JPF file status ===
Format type: Definition 7.0
Created JobCenter version: 15.1.0
Creation time: 2017:05:08 14:32:28
Created platform: Windows

=== Each type of information ===

*** JobNetworks(3) *** /* 3はファイルに含まれている定義の個数です */
日次業務1 (Update) /* 定義名とアップロード時に選択される動作を表示しています */
月次業務1 (Update)
月次業務2 (Update)
*** Schedules(3) ***
日次スケジュール (Update)
月次スケジュール (Update)
特殊処理 (Update)
*** Triggers(TRG)(2) ***
アプリケーションAのエラーログ監視 (Update)
アプリケーションBの警告ログ監視 (Update)
*** Triggers(TARGET_TEXTLOG)(3) ***
アプリケーションAのログ (Update)
アプリケーションBのログ (Update)
アプリケーションCのログ (Update)
*** Calendars(1) ***
社内カレンダー (Update)
*** CustomJob Templates(4) ***
ProcessB (Update)
ProcessC (Update)
ProcessE (Update)
EndProcess (Update)

コマンド実行結果例(JobCenter定義情報のJPFファイルのホスト名変換対象のホスト名の一覧を表示の場合)

./jpf_stat.exe -h jc_def.jpf
=== JPF file hostlist ===
hostname1,hostname2,hostname3

94



JobCenter MG/SVのコマンド

コマンド実行結果例(JobCenter構成情報(スタンダードモード)のJPFファイルの場合)

./jpf_stat -v jc_conf.jpf
=== JPF file status ===
Format type: Configuration 4.0
Created JobCenter version: 16.2
Creation time: 2023:02:02 13:41:08
Created platform: Linux

=== Each type of information ===

** Configuration Status **

Backup mode: Local

*** Host infomation *** /* ホスト情報*/
hostname: aaa  /* ホスト名 */
mid: 123       /* マシン名 */

*** Agents ***
ag1(id=xxxxxxxx-xxxx-xxxx-xxxx-xxxxxxxxxxxx, status=DISCONNECTED)

*** Queues *** /* キュー状態 */
ag1_jobque@ag0 (type=agent, can_enqueue=true, can_dequeue=true, reboot_mode=RESTART) /* キュー名と
キューの状態 */
guilb_def (type=group, can_enqueue=true, can_dequeue=true, reboot_mode=RESTART)

*** Machine List *** /* マシン一覧 */
aaa

*** Spool configuration files *** /* ローカル/クラスタサイトの設定ファイル */
jnwcaster.conf
jobmsg.conf
…

*** Configuration backup users *** /* ユーザ環境設定をバックアップしているユーザ */
nsumsmgr

*** Machine backup files *** /* インストール環境の設定ファイル */
comagent.sh
daemon.conf
…

*** Backup OS infomation *** /* バックアップしたOSの情報 */
Linux yamada_RHEL7 …

*** OS Account Infomation *** /* バックアップしたときのユーザ情報 */
root (uid=0)
bin (uid=1)
…

コマンド実行結果例(JobCenter構成情報(クラシックモード)のJPFファイルの場合)
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./jpf_stat -v jc_conf.jpf

=== JPF file status ===
Format type: Configuration 3.0
Created JobCenter version: 13.1
Creation time: 2012:07:03 12:29:57
Created platform: Linux

=== Each type of information ===

** Configuration Status **

Backup mode: Local

*** Host infomation *** /* ホスト情報 */
hostname: aaa  /* ホスト名 */
mid: 123       /* マシン名 */

*** Queues *** /* キュー状態 */
guilb_def (type=pipe, enable=true, running=true) /* キュー名とキューの状態 */
guinw (type=pipe, enable=true, running=true)
guitp_1 (type=pipe, enable=true, running=true)
guibs_1 (type=batch, enable=true, running=true)

*** Machine List *** /* マシン一覧 */
aaa
bbb

*** Maching groups *** /* マシングループ */
aaa

*** Spool configuration files *** /* ローカル/クラスタサイトの設定ファイル */
jobmsg.conf
umsconf.f
trkcolor.f
...

*** Configuration backup users *** /* ユーザ環境設定をバックアップしているユーザ */
nsumsmgr

*** Machine backup files *** /* インストール環境の設定ファイル */
comagent.sh
destconf.f
jnwcaster.sh
...

*** Backup OS infomation *** /* バックアップしたOSの情報 */
xxxxxx

*** OS Account Infomation *** /* バックアップしたときのユーザ情報 */
root (uid=0)
bin (uid=1)
...

コマンド実行結果例(JobCenter実績情報(トラッカ)のJPFファイルの場合)
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./jpf_stat trkget.jpf
=== JPF file status ===
Format type: Tracker 3.0
Created JobCenter version: 13.1.2
Creation time: 2012:12:21 19:46:28
Created platform: Linux

=== Each type of information ===

** Tracker Status **

====== User (npxjc) ======
-- Tracker [archive] --
  trkarc20121019-20121019
  trkarc20121113-20121113
  trkarc20121119-20121119
  trkarc20121219-20121219
  trkarc20121220-20121220
  trkarc20121221-20121221
-- Tracker [active] --
count : 3

====== User (nsumsmgr) ======
-- Tracker [archive] --
  trkarc20121221-20121221
-- Tracker [active] --
count : 1

====== User (root) ======
-- Tracker [archive] --
  trkarc20121221-20121221
-- Tracker [active] --
count : 1
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3.17. jc_backup 構成情報のバックアップ
■UNIX版

/usr/lib/nqs/gui/bin/jc_backup conf [-c $clusterdb] [-o $output]

■Windows版

%InstallDirectory%\bin\jc_backup conf [-c $clusterdb] [-o $output]

3.17.1. 機能説明
JobCenterの構成情報をバックアップします。 本コマンドは、UNIX版ではrootユーザ、Windows版では
JobCenter管理者で実行してください。 JobCenterが運用状態でも停止状態でも利用できます。 詳細について
は<スタンダードモード用環境構築ガイド>の16章 「JobCenter環境のバックアップ・復元」 を参照してくだ
さい。

3.17.2. オプション
-c $clusterdb

クラスタ構成情報をバックアップする場合に、JobCenterのクラスタDBパスを指定します。 指定しない場合
はローカル構成情報をバックアップします。

-o $output

出力ファイル名を指定します。 指定しない場合は、以下のファイル名で出力します。

ローカル構成情報の場合：jc_conf_local_YYYYMMDDhhmmss.jpf
クラスタ構成情報の場合：jc_conf_cluster_YYYYMMDDhhmmss.jpf

3.17.3. 戻り値
戻り値 内　容
0 正常終了です。
1 異常終了です。

3.17.4. 注意事項
■本コマンドは、OSの管理者権限を持つユーザで実行してください。

■本コマンドは、cmd.exeの右クリックメニューから「管理者として実行」を選択して起動し、コマンドライ
ンから実行してください。

■R15.3より前のバージョンでは、バックアップ・復元機能が想定している使用法は、バックアップした構成
情報を元のサーバ（または、物理的には異なるが同一プラットフォームの同名ホスト）へ復元することで
す。 構成情報をテンプレート的に他のマシンへ配布して、部分的に変更して使用するような用途はサポート
していません。

■スタンダードモードではNQS関連の情報を利用しないため、NQS関連のファイルはバックアップ対象外とな
ります。

■HP-UX、AIXの環境では、本コマンドはサポートしておりません。
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3.18. jc_restore 構成情報の復元
■UNIX版

/usr/lib/nqs/gui/bin/jc_restore conf [-c $clusterdb] $jpf_file

■Windows版

%InstallDirectory%\bin\jc_restore conf [-c $clusterdb] $jpf_file

3.18.1. 機能説明
JobCenterの構成情報を復元します。 本コマンドは、UNIX版ではrootユーザ、Windows版ではJobCenter管理
者で実行してください。 JobCenterが停止状態のとき利用できます。 詳細については<スタンダードモード用
環境構築ガイド>の16章 「JobCenter環境のバックアップ・復元」 を参照してください。

3.18.2. オプション
-c $clusterdb

クラスタ構成情報を復元する場合に、JobCenterのクラスタDBパスを指定します。 指定しない場合は、ロー
カル構成情報として復元します。

jpf_file

構成情報のJPFファイル（jc_backupコマンドで作成したバックアップファイル、または、jpf_configコマン
ドで変換した構成情報のファイル）を指定します。 本パラメータは必須項目です。

3.18.3. 戻り値
戻り値 内　容
0 正常終了です。
1 異常終了です。

3.18.4. 注意事項
■本コマンドは、OSの管理者権限を持つユーザで実行してください。

■本コマンドは、cmd.exeの右クリックメニューから「管理者として実行」を選択して起動し、コマンドライ
ンから実行してください。

■JobCenterで使用する以下のユーザが、復元環境にも存在する必要があります。

▪ jc_backupコマンドで作成した構成情報のバックアップファイルの場合には、バックアップ時にJobCenter
で使用していたユーザ

▪ jpf_configコマンドで変換した構成情報のファイルの場合には、変換後の構成情報のJobCenterで使用す
るユーザ

構成情報のJPFファイルのユーザの情報は、jpf_statコマンドで確認できますので、必要なユーザを復元環
境に登録してください。このとき、ユーザ名だけでなく、UIDも構成情報のJPFファイルの内容と一致させる
必要があります。

UNIX環境のユーザの追加/変更については、OSのコマンドでできます。

Windows環境のユーザの追加/変更については、<スタンダードモード用環境構築ガイド>の「13.4 ユーザの
設定」を参照してください。
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jpf_statコマンドの詳細については、「3.16 jpf_stat JPFファイルの情報確認」を参照してくだ
さい。

■R15.3より前のバージョンでは、バックアップ・復元機能が想定している使用法は、バックアップした構成
情報を元のサーバ（または、物理的には異なるが同一プラットフォームの同名ホスト）へ復元することで
す。 構成情報をテンプレート的に他のマシンへ配布して、部分的に変更して使用するような用途はサポート
していません。

■クラッシックモード環境でバックアップした構成情報は復元することはできません。

■HP-UX、AIXの環境では、本コマンドはサポートしておりません。
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3.19. jpf_config 構成情報のパラメータを変換
■UNIX版

/usr/lib/nqs/gui/bin/jpf_config update -f $rulefile [-o $output] $jpf_file

■Windows版

%InstallDirectory%\bin\jpf_config update -f $rulefile [-o $output] $jpf_file

3.19.1. 機能説明
バックアップした構成情報を基にルールファイルの変換ルールに従いホスト名やユーザ名等のパラメータを変
換した構成情報を作成します。対象となる構成情報については、<スタンダードモード用環境構築ガイド>の
「16.2.2 バックアップ・復元対象の構成情報」を参照してください。本コマンドは、UNIX版ではrootユー
ザ、Windows版ではJobCenter管理者で実行してください。

3.19.2. オプション
-f $rulefile

ホスト名やユーザ名等のパラメータの変換ルールを記載したルールファイルを指定します。本パラメータは必
須項目です。

-o $output

ルールファイルに従いパラメータを変換した構成情報の出力ファイル名を指定します。指定しない場合は、以
下のファイル名で出力します。

ローカル構成情報の場合：jc_conf_local_YYYYMMDDhhmmss.jpf
クラスタ構成情報の場合：jc_conf_cluster_YYYYMMDDhhmmss.jpf

■同名のファイル名が既に存在する場合は上書きします。

■$jpf_fileと同じファイルは指定できません。

$jpf_file

構成情報のバックアップファイル（jc_backupコマンドで作成したJPFファイル）を指定します。本パラメー
タは必須項目です。

3.19.3. ルールファイル
ルールファイルはテキスト形式で、変換ルールで指定できるバラメータは以下です。

■ホスト名

■IPアドレス

■構成情報をバックアップしたサイトのユーザ名

■マシンID

■ユーザID

■グループID
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3.19.3.1. ホスト名の変換ルール

ホスト名の変換ルールは項目間を半角スペース(複数可)またはタブ区切りで以下のように記載します。

hostname 変換元ホスト名1 変換先ホスト名1

hostname 変換元ホスト名2 変換先ホスト名2

・

・

■ホスト名は255バイトまで入力することができます。また、空白、タブ、半角カタカナ、全角文
字、特殊文字、及び「!」「"」「#」「$」「%」「&」「'」「(」「)」「*」「,」「/」「;」
「<」「=」「>」「?」「@」「[」「\」「]」「^」「`」「{」「|」「}」「~」は使用できませ
ん。

■ホスト名のFQDNとショートネームを区別します。FQDNとショートネームの両方を使用している
場合には、FQDNとショートネームの変換ルールを記載してください。

■UNIXではホスト名の大文字・小文字を区別します。

3.19.3.2. IPアドレスの変換ルール

IPアドレスの変換ルールは項目間を半角スペース(複数可)またはタブ区切りで以下のように記載します。

ipaddress 変換元IPアドレス1 変換先IPアドレス1

ipaddress 変換元IPアドレス2 変換先IPアドレス2

・

・

■IPアドレスの変換は、IPアドレスの文字列が一致したものを変換します。よって、IPv6アドレス
の場合にバックアップした構成情報のJPFファイルに保存されている表記文字列と一致する表記文
字列でルールファイルに記載する必要があります。

■UNIXではIPアドレスの大文字・小文字を区別します。

3.19.3.3. 構成情報をバックアップしたサイトのユーザ名の変換ルール

構成情報をバックアップしたサイトのユーザ名の変換ルールは項目間を半角スペース(複数可)またはタブ区切
りで以下のように記載します。

username 変換元ユーザ名1 変換先ユーザ名1

username 変換元ユーザ名2 変換先ユーザ名2

・

・

■ユーザ名は15バイトまで入力することができます。また、空白、タブ、特殊文字、及び「!」
「"」「#」「$」「%」「&」「'」「(」「)」「*」「,」「.」「/」「:」「;」「<」「=」「>」
「?」「@」「[」「\」「]」「^」「`」「{」「|」「}」「~」は使用できません。
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■UNIXではユーザ名の大文字・小文字を区別します。

3.19.3.4. マシンIDの変換ルール

マシンIDの変換ルールは項目間を半角スペース(複数可)またはタブ区切りで以下のように記載します。

mid 変換元マシンID1 変換先マシンID1

mid 変換元マシンID2 変換先マシンID2

・

・

3.19.3.5. ユーザIDの変換ルール

ユーザIDの変換ルールはマシン一覧に登録されているマシンの変換元のマシンID別に項目間を半角スペース(複
数可)またはタブ区切りで以下のように記載します。

uid 変換元マシンID1 変換元ユーザID1 変換先ユーザID1

uid 変換元マシンID1 変換元ユーザID2 変換先ユーザID2

uid 変換元マシンID2 変換元ユーザID1 変換先ユーザID1

・

・

3.19.3.6. グループIDの変換ルール

グループIDの変換ルールはマシン一覧に登録されているマシンの変換元のマシンID別に項目間を半角スペース
(複数可)またはタブ区切りで以下のように記載します。

gid 変換元マシンID1 変換元グループID1 変換先グループID1

gid 変換元マシンID1 変換元グループID2 変換先グループID2

gid 変換元マシンID2 変換元グループID1 変換先グループID1

・

・

3.19.3.7. ルールファイルの記載例

ルールファイルの記載例を以下に示します。

hostname host1 newhost01
hostname host1.local newhost01.local
hostname host2 newhost02
hostname host2.local newhost02.local
ipaddress 192.168.0.1 192.168.100.1
ipaddress 192.168.0.2 192.168.100.2
mid 77001 1
mid 77002 2
username test01 user01
username test02 user02
uid 77001 501 1001
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uid 77001 502 1002
uid 77002 501 1001
uid 77002 502 1002
gid 77001 301 601
gid 77001 302 602
gid 77002 301 701
gid 77002 302 702

3.19.4. 戻り値
戻り値 内　容
0 正常終了です。
1 異常終了です。

3.19.5. 主要メッセージ
メッセージ 内容

update successfully.(output=filename) 構成情報の変換に成功しました。

変換後の構成情報のJPFファイルをfilenameに表示し
ます。

Only JobCenter admins(adminuser) can execute this
command.

Windows版ではJobCenter管理者で実行してくださ
い。

adminuserにはJobCenter管理者ユーザを表示しま
す。

Only root user can execute this command. UNIX版ではrootユーザで実行してください。
Invalid subcommand.

Usage:jpf_config update -f $rulefile [-o $output]
$jpf_file

jpf_configコマンドのサブコマンドが正しくありませ
ん。

サブコマンドにはupdateを指定してください。
Usage:jpf_config update -f $rulefile [-o $output]
$jpf_file

コマンドの引数が正しくありません。

The output file cannot be the same as backup file. -oオプションで指定した構成情報の出力ファイルと指
定した構成情報のバックアップファイルが同じです。

ERROR: No such rulefile "filename". 指定したルールファイルが存在しません。

filenameには指定したルールファイルを表示します。
ERROR: Fail to read rulefile: Invalid key.
(file=filename, key=paramname)

ルールファイルの変換ルールのパラメータ名が正しく
ありません。

filenameには指定したルールファイルを表示します。

paramnameにはエラーとなった正しくないパラメータ
名を表示します。

ERROR: Fail to read rulefile: Invalid rule format.
(file=filename, line=linenumber)

ルールファイルの変換ルールの書式が正しくありませ
ん。

filenameには指定したルールファイルを表示します。

linenumberにはエラーとなったルールファイルの行番
号を表示します。

ERROR: Fail to Check rules:詳しいエラー ルールファイルの変換ルールのパラメータの設定値が
正しくありません。
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メッセージ 内容
ERROR: platform does not support. 構成情報をバックアップしたプラットフォームとは異

なるプラットフォームで構成情報の変換は実行できま
せん。

3.19.6. 注意事項
■スタンダードモードに関わるデータは変換できません。

■R15.3より前のバージョンのJobCenter(MG/SV)でバックアップした構成情報のJPFファイルの変換はサポー
ト外となります。

■構成情報をバックアップしたプラットフォームと異なるプラットフォームでは構成情報の変換はできませ
ん。(jpf_configコマンド実行時にエラーとなります)

jpf_configコマンドを実行するプラットフォーム
Linux(x64) HP-UX AIX Windows(x64)

Linux(x64) ○ × × ×
HP-UX × ○ × ×
AIX × × ○ ×

構成情報をバックアップ
したプラットフォーム

Windows(x64) × × × ○

■異なるプラットフォームの構成情報のJPFファイルには変換できません。(LinuxからHP-UX等)

■ローカルサイトからクラスタサイト、クラスタサイトからローカルサイトへの構成情報のJPFファイルには
変換できません。

■JobCenter(MG/SV)のセットアップ言語の変換はできません。

■対象の構成情報のうち、以下の設定ファイルについては本コマンドの変換対象外となります。

saprfc.ini
sapnwrfc.ini

UNIX版

jcdbs.conf
saprfc.ini
sapnwrfc.ini

Windows版

jcdb.conf

■ルールファイルには以下の制限があります。

▪ コメントを記述することはできません。

▪ 変換元の値が同じ場合、先(ルールファイルの行頭に近い方)に記載した変換ルールが使用されます。(後の
記載は無視されます)
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3.20. jdh_conv JDFファイルとJPFファイルの相互変換
■UNIX版

/usr/lib/nqs/gui/bin/jdh_conv [-w $version] [-c] [-o $output] [$JDFFile ...]

/usr/lib/nqs/gui/bin/jdh_conv -x [-s] [-o $output] [$JPFFile]

■Windows版

%InstallDirectory%\bin\jdh_conv [-w $version] [-c] [-o $output] [$JDFFile ...]

%InstallDirectory%\bin\jdh_conv -x [-s] [-o $output] [$JPFFile]

3.20.1. 機能説明
JDFファイルから定義情報のJPFファイルを生成を行います。-xオプションを指定した場合はJPFファイルから
JDFへの変換を行います。

3.20.2. オプション
オプション 説明

-w $version 生成するJPFのバージョンを"x.x"の形式で指定します。現在
は"1.0","2.0","3.0","4.0","5.0","6.0","7.0","8.0","9.0","10.0"が指定可能です。省略し
た場合はjdh_convが対応している最新のバージョンで生成します。

■12.8.2～12.10のバージョンでは互換性のチェックは行われていません。

■7.0より前のバージョンを指定した場合

▪ 起動トリガ定義、および監視対象テキストログ定義は除外され、生成す
るJPFファイルには含まれません。

■8.0より前のバージョンを指定した場合

▪ サブジョブネットワーク部品の環境変数パラメータは除外され、生成す
るJPFファイルには含まれません。

▪ ジョブネットワーク定義の以下のパラメータは除外され、生成するJPF
ファイルでは「JNW同士の排他」による同時実行数制御の設定が削除さ
れた定義になります。

• 排他種別

• 排他JNW名

▪ 以下の定義が存在すると、JPFファイルの生成に失敗します。

• ジョブネットワーク定義の自動停止後リカバリJNWを実行パラメータ

• ジョブネットワーク定義のサブジョブネットワーク部品がエイリアス
名付きの名前

■9.0より前のバージョンを指定した場合

▪ ダイアログ部品のメッセージが複数行の場合、JPFファイルの生成に失
敗します。

■9.0以降のバージョンを指定した場合
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オプション 説明
▪ カスタムパラメータの値に「\」の文字があり、その直後の文字が「b」

「w」「q」以外の場合、不正なエスケープシーケンスとして、JPFファ
イルの生成に失敗します。

-c JPFファイルの作成は行わず、JDFファイルのチェックのみ行います。

12.8.2～12.10のバージョンではチェックは部分的です。

-o $output 出力先を指定します。

本オプションを指定しない場合、「jc_def_<YYYYMMDDhhmmss形式の実行日時
>.jpf」というファイル名で出力します。-xオプション指定時のデフォルトの出力先は
「jpf_YYYYMMDDHHMMSS」になります。（-x と-sオプション同時指定時のデフォル
トの出力先は「jobnetwork_YYYYMMDDHHMMSS」になります。）

$JDFFile ... JPFに変換したいJDFファイルを指定します。customjob_templateタイプ、jnwタイ
プ、shcedタイプ、trgタイプ、wkcalタイプは全て指定する必要はなく定義を作成した
ものだけ指定可能です。また、オペレーションファイル(operation.jdf)のみで指定する
ことも可能です。

(例1) $jdh_conv customjob_template.jdf jnw.jdf sched.jdf trg.jdf wkcal.jdf
operation.jdf

(例2) $jdh_conv jnw.jdf operation.jdf

(例3) $jdh_conv operation.jdf

jdh_convコマンドで変換を行う際、オペレーションを定義したオペレーショ
ンファイル（operation.jdf）は必ず指定してください。

-x JPFからJDFへの変換を行います。結果の構成は以下のとおりです。

jpf/
 |-- def/
 |   |-- customjob_template.jdf //customjob_templateタイプのJDF
 |   |-- jnw.jdf                //jnwタイプのJDF
 |   |-- sched.jdf              //schedタイプのJDF
 |   |-- trg.jdf                //trgタイプのJDF
 |   `-- wkcal.jdf              //wkcalタイプのJDF
 `-- operation/
     `-- operation.jdf              //operationタイプのJDF
                

各JDFファイルは、定義がない場合は存在しません。
-s 外部の差分確認ツール(diffコマンド等)での確認が容易になるよう、JPFからの変換時

に部品単位のファイルへ変換します。結果の構成は以下のとおりです。

 |-- ジョブネットワーク1名/
 |   |-- UJOB@ジョブ名                  //単位ジョブ
 |   |-- ERPJOB@ジョブ名                //ERPジョブ
 |   |-- BIJOB@ジョブ名                 //BIジョブ
 |   |-- PCJOB@ジョブ名                 //PCジョブ
 |   |-- WOBSJOB@ジョブ名               //WOBSジョブ
 |   |-- CUSTOMJOB@ジョブ名             //カスタムジョブ
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オプション 説明
 |   |-- SJNW@サブジョブネットワーク名  //サブジョブネットワーク
 |   |-- DIA@ダイアログ名               //ダイアログ
 |   |-- CONT@コンティニュー先部品名    //コンティニュー
 |   |-- WFILE@ファイル名               //ファイル待ち合わせ
 |   |-- WTIME@時間                     //時刻待ち合わせ
 |   |-- EVTSND@イベント送信名          //イベント送信
 |   |-- EVTRCV@イベント受信名          //イベント受信
 |   |-- JNW@param                      //ジョブネットワークパラメータ
 |   `-- JNW@flow                       //ジョブネットワークフロー
 |-- ジョブネットワーク2名/
 :
                

各ファイルおよびディレクトリは、定義がない場合は存在しません。

■ジョブネットワーク定義の情報のみが出力されます。

■変換後のファイルはJPFに変換することができません。

$JPFFile JDFに変換したいJPFファイルを指定します。

3.20.3. 戻り値
戻り値 内容

0 正常終了です。
1 異常終了です。

3.20.4. 主要メッセージ一覧
メッセージ 内容

JPF file "jc_def_20111028162232.jpf" conversion
successfully.

JDFファイルからJPFファイルの作成に成功しまし
た。作成ファイル名
は"jc_def_20111028162232.jpf"です。

Output JDFs to "jpf_20111028162342/jpf". JPFファイルからJDFファイルへの変換に成功しまし
た。出力先は"jpf_20111028162342/jpf"です。

Convert check successfully. JDFのチェックが成功しました。
Extract JNWs to "jobnetwork_20220123123456". JPFファイルからの変換に成功しました（-sオプショ

ン指定時）。出力先
は"jobnetwork_20220123123456"です。

ERROR: test.jdf:2: Invalid line format. "param=" このエラーメッセージは行のJDFフォーマットが間
違っている場合の一般的なメッセージです。該当ファ
イルの行を確認してJDFフォーマットに従っているか
確認してください。上記は「test.jdfファイルの2行
目のフォーマットが不正です。2行目の内容
は"param="です。」と言う意味になります。

ERROR: test.jdf: No body section. JDFファイルにボディセクションが存在しませ
ん。JDFファイルには必ずボディセクションが必要な
ので指定してください。具体的には「%%%」セパ
レータが必要になります。

ERROR: test.jdf:1: No "version" key in header
section.

ヘッダセクションにversionキーが存在しません。JDF
ファイルではヘッダセクションにversionキーは必ず
指定してください。
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メッセージ 内容
ERROR: test.jdf:1: No "type" key in header section. ヘッダセクションにtypeキーが存在しません。JDF

ファイルではヘッダセクションにtypeキーは必ず指定
してください。

ERROR: test.jdf:4: No "id" key オブジェクトに必須なキーが存在しません。必須な
キーを指定してください。この場合は「test.jdfファ
イルの4行目付近のオブジェクトに必要なidキーが存
在しません」という意味になります。

ERROR: test.jdf:5: Unknown object type(soso) 未定義のキーが指定されています。この場合は
「soso」という存在しないキーが指定されています。

ERROR: test.jdf:4: pre_parts (1) not found for obj
3

JNWフローの依存関係エラーです。この場合は「部品
のid=3の前部品に指定されているid=1の部品が存在
しません。」という依存関係エラーになります。

ERROR: test.jdf:9: Duplicate object id (3) 部品のidが重複しています。この場合は「test.jdf
ファイルの9行目でid=9が重複しています」と言う意
味になります。

ERROR: test.jdf:10:Invalid
parameter(recovery_jnw) : need estop="stop" or
"quit".

ジョブネットワーク定義の「自動停止後リカバリJNW
を実行」パラメータを設定する場合、「エラー時の自
動停止」パラメータの値は「stop(停止)」または
「quit(中断)」にする必要があります。

ERROR: recovery_jnw(<自動停止後リカバリJNWを実
行の値>) is not SJNW or is not placed at the end
of the flow.

ジョブネットワーク定義の「自動停止後リカバリJNW
を実行」パラメータに設定しているサブジョブネット
ワーク部品がフローの最後に設定されていません。

ERROR: test.jdf:10: "recovery_jnw" is supported in
version 8.0 or later.

JDFのバージョンが8.0より前のバージョンが指定され
ており、かつジョブネットワーク定義の「自動停止後
リカバリJNWを実行」パラメータが存在するた
め、JPFファイルの作成に失敗しました。

ERROR: test.jdf:150: The value of scriptVAR
contains characters that cannot be unescaped.

カスタムパラメータの値の「\」の後ろに「b」「w」
「q」以外の文字が設定されているため、エスケープ
されている文字をアンエスケープできません。

ERROR: test.jdf:40: Dialog message with multiline
is supported in version 9.0 or later.

ダイアログ部品のmessageパラメータが複数行の場
合、JDFのバージョン9.0より前のバージョンは指定で
きません。

ERROR: test.jdf:50: Invalid parameter(message):
Dialog message max line error (max:8).

ダイアログ部品のメッセージが、最大行数(8行)を超
えたため、JPFファイルの生成に失敗しました。

ERROR: test.jdf:80: Invalid parameter(message):
too long string.

ダイアログ部品のメッセージが、最大長(改行を含めて
2062バイト)を超えた、または、1行あたりの最大長
(256バイト)を超えたため、JPFファイルの生成に失敗
しました。

WARNING: test.jdf: JDF of Launch Trigger was
ignored. This JDF format is available in version 7.0
or later.

JDFのバージョンが7.0より前のバージョンが指定され
たため、起動トリガ定義、および監視対象テキストロ
グはJPFファイルに含まれません。

WARNING: test.jdf: Operation of Launch Trigger
was ignored. This type is available in version 7.0
or later.

JDFのバージョンが7.0より前のバージョンが指定され
たため、起動トリガ定義、および監視対象テキストロ
グのアップロード時の操作が無視されました。

WARNING: test.jdf:150: The value of scriptVAR
contains a '\'. Please check if the Definition version
and format of the created jpf are correct.

カスタムパラメータの値に「\」の文字が含まれてい
ます。カスタムパラメータの値に設定している書式と
変換するJPFファイルのバージョンが一致しているか
確認してください。
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3.20.5. 注意事項

■12.8.2～12.10に同梱されているjdh_convは現在一般ユーザには非公開機能であり、以下の制限事項があり
ます。本コマンドを使用の際には制限事項について理解した上でご使用ください。

▪ JDFのフォーマットのエラーチェックが十分ではありません。使用の際には、JDFのフォーマットが正確に
記載されているかを確認して、注意してご使用ください。

▪ JPFバージョンの互換性のチェックは実装されていません。互換性に関してはJDFファイル作成時に十分確
認して作成してください。

▪ JDFのフォーマット、JPFバージョンの互換性に関しては、<テキスト定義機能の利用手引き>を参照して
ください。

■不正なJDFファイルから作成したJPFファイルをサーバにアップロードした場合、予期せぬ不具合が生じる可
能性があります。

■jdh_convコマンドの-x -sオプションをUNIX環境で使用する場合、端末のエンコード設定は環境変数LANG及
びJobCenterセットアップ時の言語環境と一致させてください。

■カスタムジョブのカスタム変数の値はDefinition 9.0以降でエスケープするようになったため、JDFファイル
を編集してJPFファイルを作成する場合、手順に注意する必要があります。

▪ R15.5以前の環境でJPFファイルをダウンロードし、内容を編集後、R16.1以降の環境にアップロードする
場合

1. R15.5以前の環境でJPFファイルをダウンロードします。

2. jpf_statコマンドで、JPFファイルが Definition 8.0以前 であることを確認します。

jpf_statコマンドの詳細は「3.16 jpf_stat JPFファイルの情報確認」を参照してください。

3. R16.1以降の環境のjdh_convコマンドで、JDFファイルに変換します。

4. JDFファイルを編集します。

このとき、カスタム変数の値の「\」を「\b」に修正する必要はありません。7.のアップロード時に自
動的にエスケープされます。

5. R16.1以降の環境のjdh_convコマンドで、Definition 8.0のJPFファイルを作成します。(必ず、-w 8.0
を指定します)

6. jpf_statコマンドで、JPFファイルが Definition 8.0 であることを確認します。

7. JPFファイルをR16.1以降の環境にアップロードします。

▪ R16.1以降の環境でJPFファイルをダウンロードし、内容を編集後、R15.5以前の環境にアップロードする
場合

1. R16.1以降の環境でJPFファイルをダウンロードします。

2. jpf_statコマンドで、JPFファイルが Definition 9.0 であることを確認します。

jpf_statコマンドの詳細は「3.16 jpf_stat JPFファイルの情報確認」を参照してください。

3. R16.1以降の環境のjdh_convコマンドで、JDFファイルに変換します。

4. JDFファイルを編集します。

このとき、カスタム変数の値の「\b」を手動で「\」に修正する必要があります。
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5. R16.1以降の環境のjdh_convコマンドで、Definition 8.0のJPFファイルを作成します。(必ず、-w 8.0
を指定します)

6. jpf_statコマンドで、JPFファイルが Definition 8.0 であることを確認します。

7. JPFファイルをR15.5以前の環境にアップロードします。

■JPFファイル作成時、カスタムパラメータの値に「\」が設定されていた場合、バージョンによってエスケー
プの仕様が異なるため、必ず「WARNING: (JDFファイル名):(行数): The value of scriptVAR contains a '\'.
Please check if the Definition version and format of the created jpf are correct.」の警告メッセージ
が出力されます。

JDFファイルのカスタムパラメータの値のフォーマットが、-wオプションのバージョンのフォーマットと一
致しているか確認してください。

一致していない場合、正しいバージョンを指定してJPFファイルを再作成してください。

エスケープの詳細については、<テキスト定義機能の利用手引き>の「3.1.23 カスタムジョブ」のカスタム変
数の項目を参照してください。

■R16.2より前の環境やクラシックモードの環境でダウンロードしたjpfファイルをスタンダードモードの環境
にアップロードする場合、一部の項目を手動で更新する必要があります。

詳細は<スタンダードモード用移行ガイド>の「3.3.2 構成情報の移行 」を参照してください。
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3.21. sleep Windows版sleepコマンド
■Windows版

%InstallDirectory%\bin\utils\sleep.exe  [$second]

3.21.1. 機能説明
sleepを行うコマンドをWindowsで提供するコマンドです。 本コマンドで指定した秒数だけ動作を停止しま
す。

3.21.2. オプション
$second

動作を停止する秒数（整数）を指定します。 0から2147483647の範囲で指定します。

3.21.3. 戻り値
戻り値 内　容
0 正常終了です。
1 異常終了です。

3.21.4. 注意事項
■指定する秒数は整数で入力してください。（マイナスの値を入れるとエラーとなります)

２つ以上の引数を指定しないでください。（こちらも、エラーとなります）
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3.22. spoolconv R12.10.x以前のユーザ定義情報を移行
■UNIX版

/usr/lib/nqs/gui/bin/spoolconv [-c $clusterdb]

■Windows版

(無し)

3.22.1. 機能説明
R12.10.x 以前の環境で構築したユーザ定義をR13.1へ移行します。UNIX版では本コマンドを使用して移行を行
う必要が有りますが、Windows版では自動で移行が行われます。

3.22.2. オプション
-c $ clusterdb

クラスタサイトの定義を移行する場合に、JobCenterのクラスタDBパスを指定します。指定しない場合は、
ローカルサイトを対象として移行します。本オプションを指定する場合は、環境変数NQS_SITEの設定が必要
です。

3.22.3. 戻り値
戻り値 内 容
0 正常終了です。
1 異常終了です。

3.22.4. 注意事項
■本コマンドはrootユーザで実行してください。
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3.23. jc_iedata_conv エクスポートデータからJPFファイルへの
変換

■UNIX版

/usr/lib/nqs/gui/bin/jc_iedata_conv [-o $output] [-r $rulefile] $exportdata_dir

■Windows版

%InstallDirectory%\bin\jc_iedata_conv.exe  [-o $output] [-r $rulefile] $exportdata_dir

3.23.1. 機能説明
エクスポートデータからJPF形式に変換します。変換時にルールファイルを指定することで、ホスト名変換を
行うことができます。

以下にUNIX版の実行例を示します。

$ /usr/lib/nqs/gui/bin/jc_iedata_conv -r rulefile -o /tmp/jpf /usr/spool/nqs/users/nsumsmgr/
exportfile/JNW_jcserver_201304161001001
convert successfully.(output=/tmp/jpf)

3.23.2. オプション
-o $output

変換結果の出力先ディレクトリを指定します。本オプションを省略した場合、出力先ディレクトリは、コマン
ドを実行したカレントディレクトリ配下のjc_YYYYMMDDhhmmssというディレクトリになります。

YYYYMMDDhhmmssは、コマンド実行時の日時になります。

-r $rulefile

ホスト名変換用のルールファイル名を指定します。本オプションを省略した場合、ホスト名変換は行いませ
ん。

ホスト名変換の対象パラメータは、以下になります。

■ジョブネットワークのデフォルト投入キューのホスト名部分

■単位ジョブ、WOBSジョブ、カスタムジョブの投入キューのホスト名部分

■イベント送信部品の送信先ホスト名

■イベント受信部品の正常終了条件、および異常終了条件の送信元ホスト名

$exportdata_dir

変換対象のエクスポートデータディレクトリを指定します。

3.23.2.1. ルールファイル

ホスト名の変換定義を半角スペース区切りで以下のように記述します。

変換元ホスト名1 変換先ホスト名1

変換元ホスト名2 変換先ホスト名2

・
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・

■変換先ホスト名の最大バイト数は、63バイトです。

■ホスト名にタブ、半角カタカナ、全角文字および以下の文字は使用できません。また、ホスト名
の先頭文字に数字は使用できません。

! " # $ % & ' ( ) * , / : ; < = + > ? @ [ \ ] ^ ` { | } ~

3.23.3. 戻り値
戻り値 内 容
0 正常終了です。
1 異常終了です。

3.23.4. 主要メッセージ
メッセージ 内容

Too many arguments. 引数の数が多いです。引数の指定数が正しいか確認し
てください。

Too few arguments. 引数の数が少ないです。引数の指定数が正しいか確認
してください。

No such data_dir path
"JNW_jcserver_20130415091900".

指定したディレクトリは存在しません。エクスポート
データを格納したディレクトリパスが正しいか確認し
てください。

Invalid export data dir
"JNW_jcserver_20130415091900".

指定したディレクトリ配下のエクスポートデータは不
正です。 指定したディレクトリ配下に以下の２ファイ
ルが存在することを確認してください。

■エクスポートデータファイル

例：JNW_jcserver_20130415091900.zip

■属性定義ファイル

例：JNW_jcserver_20130415091900.param
Invalid rule format(line=1) 指定したルールファイルは不正です。ルールファイル

内の１行目のホスト名変換の指定方法が正しいか確認
してください。

Invalid character(source machine name). 指定したルールファイル内の変換元ホスト名が不正で
す。指定したルールファイル内の変換元ホスト名に使
用できない文字が含まれていないか確認してくださ
い。

Invalid character(destination machine name). 指定したルールファイル内の変換先ホスト名が不正で
す。指定したルールファイル内の変換先ホスト名に使
用できない文字が含まれていないか確認してくださ
い。

No such rulefile path "rulefile". 指定したルールファイルは存在しません。ルールファ
イルパスが正しいか確認してください。

Cannot convert ExportData.(DataLang=<エクス
ポートデータの文字コード>, TermLang=<端末の文字
コード>)

変換サポート外のエクスポートデータが指定されたた
め、変換を中止しました。
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メッセージ 内容
本メッセージは、Windows版のみのメッセージになり
ます。

Windows版の変換サポート可否の詳細は、注意事項を
参照してください。

convert successfully.
(output=jc_20130415202745)

エクスポートデータからJPFファイルの変換に成功し
ました。 JPFファイルは、jc_20130415202745ディ
レクトリ配下にユーザごとのJPFファイルが作成され
ます。

3.23.5. 注意事項
■エクスポートデータ内で以下のような問題がある場合、JPFファイルに変換はできますが、 JPFファイルの

アップロードに失敗します。定義の移行時は、依存関係のある定義を含めてエクスポートしてください。

サブジョブネットワーク部品として参照するジョブネットワークの定義がエクスポートデータ内に存在しな
い

カレンダ分岐部品として参照するスケジュールの定義がエクスポートデータ内に存在しない

スケジュール起動を行うスケジュールの定義がエクスポートデータ内に存在しない

スケジュールから参照する稼働日カレンダの定義がエクスポートデータ内に存在しない

■カレンダ情報の変換結果を格納するユーザは以下の通りです。定義移行時は、変換結果の出力先ディレクト
リをアップロード対象の ディレクトリとして指定し、全ユーザを対象にアップロードを実行してください。

UNIX版の場合、nsumsmgrのJPFファイルに格納されます。

Windows版の場合、JobCenter管理者のJPFファイルに格納されます。

■Windows版のエクスポートデータ変換のサポート可否について

Windows版の場合、変換対象のエクスポートデータの文字コードによって、変換を中止するパターンがあり
ます。

エクスポートデータの変換対応表は、以下の通りです。

○:変換可能、×:変換不可能

表3.12 Windows版jc_iedata_convコマンドの変換対応表

エクスポートデータの文
字コード

日本語OS環境(SJIS) 中国語OS環境(GB18030) 英語OS環境

ASCII(C) ○ ○ ○
SJIS ○ × ×
GB18030 × ○ ×
EUC × × ×
UTF-8 × × ×
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3.24. jc_perf 実行状況の分析
■UNIX版

/usr/lib/nqs/gui/bin/jc_perf config [-s $server] [$key=$val]

/usr/lib/nqs/gui/bin/jc_perf stat [-q] $data_file

/usr/lib/nqs/gui/bin/jc_perf view { qreq $qtype $qname | rtrk | rjob [-a $jobtype]  } [-s $server]
[-f {csv | rd}] [-v {0 | 1 | 2}] [-n] [-d $date] [-p $period] [-i $interval] [-e $extdir]

■Windows版
%InstallDirectory%\bin\jc_perf config [-s $server] [$key=$val]

%InstallDirectory%\bin\jc_perf stat [-q] $data_file

%InstallDirectory%\bin\jc_perf view { qreq $qtype $qname | rtrk | rjob [-a $jobtype]  } [-s $server]
[-f {csv | rd}] [-v {0 | 1 | 2}] [-n] [-d $date] [-p $period] [-i $interval] [-e $extdir]

スタンダードモードでは、パラメータqreqは非対応です。

3.24.1. 機能概要
JobCenterの実行状況について、データを収集し解析を行います。

本コマンドにより、データ収集のON/OFFの切り替え、設定の確認、及び、データの解析を行うことができま
す。収集できるデータは以下の3種類です。

■トラッカの実行状況（rtrkデータ）

ジョブネットワークを実行開始する場合、フローや各部品のデータはメモリ上に展開され、実行完了後に
アーカイブされるとメモリから破棄されます。従って、同時に実行させるジョブネットワークが多い場合に
は、JobCenterのメモリ使用量は増加することになります。

通常は事前のサイジングにより、ピーク時間帯やそのときのメモリ使用量を見積りますが、実際には、運用
開始後の定義追加等により、当初の見積りを超えてしまう場合があります。この場合、メモリ使用量やCPU
使用率などのリソース監視についてはOSの標準機能等により確認可能ですが、どの時間にどの程度のジョブ
ネットワークが稼働中だったかについては、その実行結果(トラッカ)を確認する必要があります。

本データを収集することで、このようなトラッカの実行状況を確認することが可能になります。

■フロー上で投入可能状態となっているジョブ数（rjobデータ）

ジョブネットワークが実行開始されてフローがジョブ部品に到達した場合、その投入処理が行われますが、
投入可能な状態（前段の部品が実行完了している状態）となっているジョブ部品が複数存在する場合には、
まったくの同時に処理が行われるわけではなく、内部的には最初に投入可能状態となったジョブ部品から順
次投入処理が行われることになります。

従って、並列度の高い分岐に到達して同時に多数のジョブ部品の投入処理を行わなければならない場合や、
大量のジョブネットワークを同時に稼働させているために、同様に多数のジョブ部品の投入処理が発生して
いる場合には、前段の部品が実行完了しているにもかかわらず後続のジョブ部品がなかなか始まらない
（WAITからSUBMITに遷移しない）という状況が発生することがあります。

単位時間あたりに投入可能なジョブ数は対象サーバのスペックによりある程度決まってしまうため、それを
超える量が同時に発生した場合には遅延が発生することになります。このようなフロー上の部品と部品の間
が開いてしまう遅延現象は、もちろんメモリやCPU等のリソース枯渇によっても発生しますが、リソースが
十分にある状況下でも前述のような理由により発生する場合があります。
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本データを収集することで、このような遅延現象を発生させる要因となる、投入可能状態となっているジョ
ブ数を確認することができます。

■NQSにキューイングされたリクエストの滞留状況（qreqデータ）

フローが単位ジョブ部品に到達するとその投入処理が行われ、指定されたキューにキューイングされます
が、キュー内ではいくつかの状態を遷移し、キューの同時実行可能数に空きがあれば実行が開始されること
になります。フロー上で対象のジョブがSUBMITと表示されていて、なかなか実行が始まらない(RUN状態に
変わらない)場合、投入先のキューの同時実行可能数に空きがなく、キューの中で順番待ちをしていることが
考えられます。

本データを収集することで、このようなキューの滞留状況を確認することができます。

3.24.2. 機能説明
jc_perfコマンドには3つのコマンドモードがあります。ここではそれぞれのコマンドモードの使い方とオプ
ションについて説明します。

3.24.2.1. 設定の確認・変更（config）

■概要

第1引数にconfigを指定することで、データ収集機能の設定の確認と変更を行うことができます。

■オプション
-s $server

リモートサーバを指定します。指定しない場合はローカルサーバが対象となります。

設定確認・変更を行いたいサーバがリモートのサーバであれば本オプションを指定し、現在ログインしてい
るローカルサーバが対象であれば本オプションを指定しないようにしてください。

なお、ローカルサーバ上にローカルサイトとクラスタサイトが存在する場合には、環境変数NQS_SITEに
よって区別されます。

$key=$val

指定したパラメータ($key)を指定した値($val)に変更します。指定可能なパラメータ名と値は以下の通りで
す。

パラメータ名
($key)

設定可能な値
($val)

初期値 説明

qreq onまたはoff off qreqデータを収集するかどうかを指定します。
rtrk onまたはoff off rtrkデータを収集するかどうかを指定します。
rjob onまたはoff off rjobデータを収集するかどうかを指定します。
file_size 64～1024 128 データ保存先となるファイル(データファイル)の、1

ファイルの最大サイズをMB単位で指定します。
file_lifetime 1～365 90 データファイルの保存期間を日で指定します。

$key=$valを指定した場合は設定変更が行われますが、指定しない場合には設定確認のみとなります。

configモードによる設定の確認・変更を行う場合、対象のJobCenterが起動している必要があり
ます。

■出力例
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configモードを指定した場合、標準出力に以下のような出力が行われます。

server: jobmanager.nec.com
collect(qreq): off
collect(rtrk): off
collect(rjob): off
file_size: 128 MB
file_lifetime: 90 days

各行の出力は$keyで指定するパラメータに対応しています。

■データファイルについて

収集されたデータは以下のファイルに保存されます。

格納先ディレクトリ

ローカルサイト /usr/spool/nqs/perf/<YYYYMMDD>UNIX版
クラスタサイト <クラスタDBパス>/perf/<YYYYMMDD>
ローカルサイト %InstallDirectory\spool\perf\%<YYYYMMDD>Windows版
クラスタサイト <クラスタDBパス>\perf\<YYYYMMDD>

ファイル名

qreqデータ qreq_<n>.dat
rtrkデータ rtrk_<n>.dat
rjobデータ rjob_<n>.dat

格納先ディレクトリの<YYYYMMDD>は日付を表しており、1日単位でディレクトリ管理されています。この
ディレクトリ配下に各種データファイルが作成されますが、ファイル名の<n>は1以上の整数であり、1日の
うちで1つのデータファイルのサイズがfile_sizeパラメータの値を超えるような場合に2,3,...と作成されま
す。

また、データファイルはプラットフォーム非依存のバイナリ形式で保存されており、データを参照・解析す
るにはviewモードを利用する必要があります。viewモードの詳細については「3.24.2.3 データの参照・解析
（view）」を参照してください。

データファイルを他サーバへコピーする場合には、必ず日付ディレクトリ単位でコピーしてくだ
さい。

3.24.2.2. データファイルの確認（stat）

■概要

第1引数にstatを指定することで、保存されたデータのファイルのプロパティ情報を確認することができま
す。

■オプション

-q

データファイルに含まれているキュー名を一覧表示します。$data_fileにqreqデータを指定した場合のみ有
効です。

viewモードでデータを解析する場合、キュー種別とキュー名が必要ですが、それが不明な場合にはこの-qオ
プションで事前に確認してください。

119



JobCenter MG/SVのコマンド

$data_file

プロパティ情報を参照したいデータファイルを指定します。本パラメータは必須項目です。

■出力例

statモードで実行した場合、標準出力に以下のような出力が行われます。(-qオプションを指定した場合の
例)

=== Data file status ===
Server: jobmanager.nec.com
JobCenter version: 13.2
Platform: Linux
Data type: qreq
Data version: 100
Data size: 44
Number of data: 1637
Creation time: 2013/09/20 01:03:12
File date: 20130920
File id: 1

=== Queue list ===
--- Pipe queue ---
guilb_def
guinw
guitp_1
pipe1
pipe2
--- Batch queue ---
batch1
batch2
guibs_1
--- Network queue ---
DefaultNetQue

Data file statusの出力項目は以下の通りです。

Server データ収集元のサーバ名です。
JobCenter version JobCenterのバージョンです。
Platform プラットフォーム種別です。HPUX,AIX,Linux,Windowsのいずれかになります。
Data type データ種別です。qreq,rtrk,rjobのいずれかになります。
Data version データのバージョンです。
Data size 1データのサイズ(byte)です。
Number of data このデータファイルに含まれるデータ数です。
Creation time データファイルの作成時刻です。
File date データファイルの日付です。格納先ディレクトリの<YYYYMMDD>に一致します。
File id データファイルのファイルIDです。データファイル名の<n>に一致します。

Queue listには対象データファイルに含まれるキュー一覧が出力されます。

3.24.2.3. データの参照・解析（view）

■概要
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第1引数にviewを指定することで、収集されたデータの解析をすることができます。

第2引数には必ずデータ種別を表す以下のいずれかの識別子を指定する必要があります。

qreq qreqデータの解析を行います。

qreqを指定する場合、続けて解析対象となるキュー種別($qtype)とキュー名($qname)を
指定する必要があります。

$qtypeには以下のいずれかを指定します。

▪ pipe: パイプキュー

▪ batch: バッチキュー

▪ network: ネットワークキュー

$qnameにはキュー名を指定します。キュー名の形式は<キュー名>@<ホスト名>となって
いますが@以降は指定せずにキュー名のみを指定します。

また、statモードでデータファイルに含まれるキュー一覧を確認することも可能です。こ
の方法については「3.24.2.1 設定の確認・変更（config）」を参照してください。

rtrk rtrkデータの解析を行います。
rjob rjobデータの解析を行います。

デフォルトの解析対象は単位ジョブのみですが、-a $jobtypeを指定することで追加の
ジョブ種別を指定することができます。

$jobtypeには以下を指定することができます。

▪ sap: SAP系ジョブ部品(ERPジョブ、BIジョブ、PCジョブ)

■その他のオプション

-s $server

リモートサーバを指定します。指定しない場合はローカルサーバが対象となります。

解析を行いたいサーバがリモートのサーバであれば本オプションを指定し、現在ログインしているローカル
サーバが対象であれば本オプションを指定しないようにしてください。

なお、ローカルサーバ上にローカルサイトとクラスタサイトが存在する場合には、環境変数NQS_SITEに
よって区別されます。

-eオプションと同時には指定できません。

-f

解析結果の出力形式を指定します。以下のいずれかを指定します。

▪ rd: 可読形式で出力します

▪ csv: CSV形式で出力します

本オプションを指定しない場合可読形式での出力となります。
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それぞれの出力レベルでの出力フォーマットについては「3.24.2.4 viewモードの出力フォーマット」を参
照してください。

-v

解析結果の出力レベルを指定します。以下のいずれかを指定します。

▪ 0: 対象データのIN/OUT数

▪ 1: ステータス毎の時間平均値

▪ 2: 0及び1で出力される全情報、及び、時間毎の最大値/最小値

本オプションを指定しない場合、0指定と同じ出力となります。

それぞれの出力レベルでの出力フォーマットについては「3.24.2.4 viewモードの出力フォーマット」を参
照してください。

レベル2の場合、出力する情報量が多いため可読形式での表示は行えません。レベル2を指定する
場合、必ず-fオプションでCSV形式を指定してください。

-n

解析結果の出力時に、タイトル行(ヘッダ行)を出力させたくない場合に指定します。

-d $date

解析したいデータの日時をYYYYMMDDの形式で指定します。

例えば、2013年9月20日のデータを解析したい場合、20130920を指定します。

本オプションを指定しない場合、当日のデータが対象となります。

-p $period

解析したいデータの期間をhhmm-hhmmの形式で指定します。指定可能範囲は0000-2400です。

例えば、12:00-18:00のデータを解析したい場合、1200-1800と指定します。この場合、12:00:00.000
から17:59:59.999までに記録されたデータが対象となります。(18:00:00.000ちょうどのデータは含まれ
ません)

当日のデータを解析する場合、現在時刻以降のデータ出力は行われませんので、出力結果が
$periodで指定した期間よりも短くなる場合があります。

本オプションを指定しない場合、指定日の全データが対象となります。

-e $extdir

対象サーバ上のデータではなく、別のサーバからコピーしたデータを解析する場合に指定します。

$extdirで指定するディレクトリは日付ディレクトリ（YYYYMMDD）の1つ上のディレクトリを指定してく
ださい。データファイルの格納ディレクトリについては「データファイルについて」を参照してください。
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-sオプションと同時には指定できません。

3.24.2.4. viewモードの出力フォーマット

viewモードの出力フォーマットについて説明します。

以降の説明では、全て-iオプション(interval)を60分で指定した場合の出力例として説明します。

■qreq、レベル0

可読形式

DATE                   IN      OUT
==================================
2013/09/20 00:00       48       48
2013/09/20 01:00       31       31
2013/09/20 02:00        0        0
2013/09/20 03:00       11       10
2013/09/20 04:00        8        9
2013/09/20 05:00        0        0
...

CSV形式

DATE,IN,OUT
2013/09/20 00:00,48,48
2013/09/20 01:00,31,31
2013/09/20 02:00,0,0
2013/09/20 03:00,11,10
2013/09/20 04:00,8,9
2013/09/20 05:00,0,0
...

IN/OUTの見方は以下の通りです。

IN その時間帯に、対象キューにエンキューされた(キューに入った)数です。
OUT その時間帯、対象キューからデキューされた(キューから出た)数です。
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■qreq、レベル1

キューの種別によってリクエストの取りうるステータスが異なるため、出力フォーマットも異なります。

それぞれの数値は、リクエストがそのステータスで存在していた時間平均を表しています。TOTALはその合
計値となっています。

従って、ステータスごとの値が1.0を超えているようであれば、その時間帯は平均して1個以上のリクエスト
がそのステータスで存在したことを意味しています。

それぞれのステータスの意味については<クラシックモード用NQS機能利用の手引き>の「2.1.5
リクエストの状態」を参照してください。

可読形式(パイプキュー)

DATE                TOTAL   DEPART    ROUTE   QUEUED     WAIT     HOLD   ARRIVE
===============================================================================
2013/09/20 00:00      0.1      0.0      0.1      0.0      0.0      0.0      0.0
2013/09/20 01:00      0.0      0.0      0.0      0.0      0.0      0.0      0.0
2013/09/20 02:00      0.1      0.0      0.1      0.0      0.0      0.0      0.0
2013/09/20 03:00      0.8      0.0      0.8      0.0      0.0      0.0      0.0
2013/09/20 04:00      0.1      0.0      0.1      0.0      0.0      0.0      0.0
2013/09/20 05:00      0.0      0.0      0.0      0.0      0.0      0.0      0.0
...

CSV形式(パイプキュー)

DATE,TOTAL,DEPART,ROUTE,QUEUED,WAIT,HOLD,ARRIVE
2013/09/20 00:00,0.1,0.0,0.1,0.0,0.0,0.0,0.0
2013/09/20 01:00,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0
2013/09/20 02:00,0.1,0.0,0.1,0.0,0.0,0.0,0.0
2013/09/20 03:00,0.8,0.0,0.8,0.0,0.0,0.0,0.0
2013/09/20 04:00,0.1,0.0,0.1,0.0,0.0,0.0,0.0
2013/09/20 05:00,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0
...

パイプキューは他のキューへ転送することが主目的であり、転送処理中のステータスはROUTEかDEPARTと
なります。従って、この値が大きい場合には転送処理に時間がかかっているリクエストが多いことを意味し
ますので注意が必要です。

可読形式(バッチキュー)

DATE              TOTAL   EXIT    RUN SUSPND  STAGE QUEUED   WAIT   HOLD ARRIVE
===============================================================================
2013/09/20 00:00    0.2    0.0    0.0    0.0    0.0    0.1    0.0    0.0    0.1
2013/09/20 01:00   20.4    0.0    8.0    0.0    0.0   12.3    0.0    0.0    0.1
2013/09/20 02:00   20.0    0.0    8.0    0.0    0.0   11.8    0.0    0.0    0.2
2013/09/20 03:00   17.9    0.1    8.0    0.0    0.0    9.8    0.0    0.0    0.0
2013/09/20 04:00    5.1    0.0    4.9    0.0    0.0    0.1    0.0    0.0    0.1
2013/09/20 05:00    0.0    0.0    0.0    0.0    0.0    0.0    0.0    0.0    0.0
...
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表示の都合上、表示幅を調整しているため、実際の出力の幅とは異なります。

CSV形式(バッチキュー)

DATE,TOTAL,EXIT,RUN,SUSPEND,STAGE,QUEUED,WAIT,HOLD,ARRIVE
2013/09/20 00:00,0.2,0.0,0.0,0.0,0.0,0.1,0.0,0.0,0.1
2013/09/20 01:00,20.4,0.0,8.0,0.0,0.0,2.3,0.0,0.0,0.1
2013/09/20 02:00,20.0,0.0,8.0,0.0,0.0,1.8,0.0,0.0,0.2
2013/09/20 03:00,17.9,0.1,8.0,0.0,0.0,0.8,0.0,0.0,0.0
2013/09/20 04:00,5.1,0.0,4.9,0.0,0.0,0.1,0.0,0.0,0.1
2013/09/20 05:00,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0
...

バッチキューの目的はキューイングされているリクエスト(ジョブ)を実行することであり、実行中のリクエ
ストはRUNとなります。RUNとなるためにはキューの同時実行可能数に空きがある必要があり、空きがない
場合にはQUEUEDで待たされることになります。従って、QUEUEDの値が大きい場合には対象キューでリク
エストが詰まっていることを意味しますので注意が必要です。

例えば上の出力例において対象キューの同時実行可能数が8だとすると、1～3時台はRUNが8.0となってお
り、常に上限いっぱいのリクエストがRUN状態となっていることがわかります。またその際、QUEUEDで多
数のリクエストが待ち合わせさせられていることがわかります。

可読形式(ネットワークキュー)

DATE                TOTAL      RUN   QUEUED     WAIT     HOLD   ARRIVE
======================================================================
2013/09/20 00:00      0.0      0.0      0.0      0.0      0.0      0.0
2013/09/20 01:00      0.3      0.3      0.0      0.0      0.0      0.0
2013/09/20 02:00      0.3      0.3      0.0      0.0      0.0      0.0
2013/09/20 03:00      0.2      0.2      0.0      0.0      0.0      0.0
2013/09/20 04:00      0.1      0.1      0.0      0.0      0.0      0.0
2013/09/20 05:00      0.0      0.0      0.0      0.0      0.0      0.0
...

CSV形式(ネットワークキュー)

DATE,TOTAL,RUN,QUEUED,WAIT,HOLD,ARRIVE
2013/09/20 00:00,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0
2013/09/20 01:00,0.3,0.3,0.0,0.0,0.0,0.0
2013/09/20 02:00,0.3,0.3,0.0,0.0,0.0,0.0
2013/09/20 03:00,0.2,0.2,0.0,0.0,0.0,0.0
2013/09/20 04:00,0.1,0.1,0.0,0.0,0.0,0.0
2013/09/20 05:00,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0
...

ネットワークキューの目的は実行完了したリクエスト(ジョブ)の結果を転送元へ返却することであり、結果
返却処理中の場合にはRUNとなります。同時実行可能数を超えている場合にはQUEUEDで待ち合わせが発生
します。

ネットワークキューはUNIX版だけのキュー種別であり、Windows版には存在しません。
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■qreq、レベル2

レベル0とレベル1の情報に加え、各時間帯の最小値(MIN)と最大値(MAX)が出力されます。より詳細な情報
を確認したい場合に指定してください。

以下に出力フォーマットのみ記載します。

CSV形式(パイプキュー)

DATE,IN,OUT,TOTAL(AVE),TOTAL(MIN),TOTAL(MAX),DEPART(AVE),DEPART(MIN),
DEPART(MAX),ROUTE(AVE),ROUTE(MIN),ROUTE(MAX),QUEUED(AVE),QUEUED(MIN),
QUEUED(MAX),WAIT(AVE),WAIT(MIN),WAIT(MAX),HOLD(AVE),HOLD(MIN),HOLD(MAX),
ARRIVE(AVE),ARRIVE(MIN),ARRIVE(MAX)
2013/09/20 00:00,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0
2013/09/20 01:00,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0
2013/09/20 02:00,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0
2013/09/20 03:00,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0
2013/09/20 04:00,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0
2013/09/20 05:00,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0
...

CSV形式(バッチキュー)

DATE,IN,OUT,TOTAL(AVE),TOTAL(MIN),TOTAL(MAX),EXIT(AVE),EXIT(MIN),EXIT(MAX),
RUN(AVE),RUN(MIN),RUN(MAX),SUSPEND(AVE),SUSPEND(MIN),SUSPEND(MAX),STAGE(AVE),
STAGE(MIN),STAGE(MAX),QUEUED(AVE),QUEUED(MIN),QUEUED(MAX),WAIT(AVE),WAIT(MIN),
WAIT(MAX),HOLD(AVE),HOLD(MIN),HOLD(MAX),ARRIVE(AVE),ARRIVE(MIN),ARRIVE(MAX)
2013/09/20 00:00,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0
2013/09/20 01:00,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0
2013/09/20 02:00,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0
2013/09/20 03:00,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0
2013/09/20 04:00,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0
2013/09/20 05:00,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0
...

CSV形式(ネットワークキュー)

DATE,IN,OUT,TOTAL(AVE),TOTAL(MIN),TOTAL(MAX),RUN(AVE),RUN(MIN),RUN(MAX),QUEUED(AVE),
QUEUED(MIN),QUEUED(MAX),WAIT(AVE),WAIT(MIN),WAIT(MAX),HOLD(AVE),HOLD(MIN),HOLD(MAX),
ARRIVE(AVE),ARRIVE(MIN),ARRIVE(MAX)
2013/09/20 00:00,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0
2013/09/20 01:00,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0
2013/09/20 02:00,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0
2013/09/20 03:00,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0
2013/09/20 04:00,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0
2013/09/20 05:00,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0
...

表示の都合上、タイトル行に改行が入っていますが、実際には1行で出力されます。
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■rtrk、レベル0

可読形式

DATE                   IN      OUT
==================================
2013/09/20 00:00       10        8
2013/09/20 01:00       12       11
2013/09/20 02:00       14       15
2013/09/20 03:00       14       14
2013/09/20 04:00       10       10
2013/09/20 05:00       10       11
...

CSV形式

DATE,IN,OUT
2013/09/20 00:00,10,8
2013/09/20 01:00,12,11
2013/09/20 02:00,14,15
2013/09/20 03:00,14,14
2013/09/20 04:00,10,10
2013/09/20 05:00,10,11
...

IN/OUTの見方は以下の通りです。

IN その時間帯にメモリに読み込まれたトラッカ数です。以下のいずれかの場合にメモリ
に読み込まれます。

▪ 予定状態のトラッカが予定開始時刻を迎えた場合

▪ 予定状態のトラッカ対して何らかの操作を行い、予定[確定]状態となった場合

▪ ジョブネットワークを即時投入した場合
OUT その時間帯にメモリから解放されたトラッカ数です。以下のいずれかの場合にメモリ

から解放されます。

▪ 未アーカイブのトラッカがアーカイブされた場合

▪ 未アーカイブのトラッカを削除した場合
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■rtrk、レベル1

可読形式

DATE                TOTAL  PREPARE  RUNCTRL      RUN RERUNWAI
=============================================================
2013/09/20 00:00      0.0      0.0      0.0      0.0      0.0
2013/09/20 01:00      6.5      0.2      0.0      2.3      4.0
2013/09/20 02:00     19.8      1.1      4.8      9.1      4.8
2013/09/20 03:00     17.0      0.0      0.0      5.8     11.2
2013/09/20 04:00      9.0      0.0      0.0      3.9      5.1
2013/09/20 05:00      0.0      0.0      0.0      0.0      0.0
...

CSV形式

DATE,TOTAL,PREPARE,RUNCTRL,RUN,RERUNWAI
2013/09/20 00:00,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0
2013/09/20 01:00,6.5,0.2,0.0,2.3,4.0
2013/09/20 02:00,19.8,1.1,4.8,9.1,4.8
2013/09/20 03:00,17.0,0.0,0.0,5.8,11.2
2013/09/20 04:00,9.0,0.0,0.0,3.9,5.1
2013/09/20 05:00,0.0,0.0,0.0,0.0,0.0
...

各ステータスの見方は以下の通りです。

PREPARE 予定[確定]状態となっているトラッカ数の時間平均値です。
RUNCTRL ジョブネットワークパラメータの同時起動可能数の制限により、予定[確定]状態とし

て待ち合わせているトラッカ数の時間平均値です。
RUN 実行中となっているトラッカ数の時間平均値です。
RERUNWAI 実行は完了していますがまだアーカイブされていないトラッカ数の時間平均値です。
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■rtrk、レベル2

レベル0とレベル1の情報に加え、各時間帯の最小値(MIN)と最大値(MAX)が出力されます。より詳細な情報
を確認したい場合に指定してください。

以下に出力フォーマットのみ記載します。

CSV形式

DATE,IN,OUT,TOTAL(AVE),TOTAL(MIN),TOTAL(MAX),PREPARE(AVE),PREPARE(MIN),
PREPARE(MAX),RUNCTRL(AVE),RUNCTRL(MIN),RUNCTRL(MAX),RUN(AVE),RUN(MIN),
RUN(MAX),RERUNWAI(AVE),RERUNWAI(MIN),RERUNWAI(MAX)
2013/09/20 00:00,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0
2013/09/20 01:00,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0
2013/09/20 02:00,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0
2013/09/20 03:00,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0
2013/09/20 04:00,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0
2013/09/20 05:00,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0
...

表示の都合上、タイトル行に改行が入っていますが、実際には1行で出力されます。
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■rjob、レベル0

可読形式

                     UNIT     UNIT
DATE                   IN      OUT
==================================
2013/09/20 00:00      121      121
2013/09/20 01:00      374      374
2013/09/20 02:00      811      811
2013/09/20 03:00      374      374
2013/09/20 04:00      374      374
2013/09/20 05:00      370      370
...

CSV形式

DATE,UJ_IN,UJ_OUT
2013/09/20 00:00,121,121
2013/09/20 01:00,374,374
2013/09/20 02:00,811,811
2013/09/20 03:00,374,374
2013/09/20 04:00,374,374
2013/09/20 05:00,370,370
...

IN/OUTの見方は以下の通りです。

IN その時間帯に投入可能状態となった(フローが到達した)ジョブ部品数です。
OUT その時間帯に投入処理が完了したジョブ部品数です。

OUTが記録されても実行が開始されているわけではありませんので注意してくださ
い。実際にジョブが実行されるのは、投入先のキューの空き状況に依存します。
キューの状態はqreqデータで確認することができます。

上記出力例は-aオプションを指定しない単位ジョブだけの出力例であり、-aオプションを指定し
た場合にはさらに指定したジョブ部品のフィールドが出力されます。
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■rjob、レベル1

可読形式

                     UNIT     UNIT     UNIT
DATE                TOTAL     WAIT      RUN
===========================================
2013/09/20 00:00      0.0      0.1      0.0
2013/09/20 01:00      4.5      4.5      0.0
2013/09/20 02:00     12.0     12.0      0.0
2013/09/20 03:00     10.0     10.0      0.0
2013/09/20 04:00     46.2     46.1      0.1
2013/09/20 05:00      0.0      0.0      0.0
...

CSV形式

DATE,UJ_TOTAL,UJ_WAIT,UJ_RUN
2013/09/20 00:00,0.0,0.1,0.0
2013/09/20 01:00,4.5,4.5,0.0
2013/09/20 02:00,12.0,12.0,0.0
2013/09/20 03:00,10.0,10.0,0.0
2013/09/20 04:00,46.2,46.1,0.1
2013/09/20 05:00,0.0,0.0,0.0
...

WAITとRUNは投入可能状態となったジョブ部品の、JobCenter内部での処理状態を表しています。TOTALは
その合計値です。

WAIT 投入可能状態となったジョブ部品のうち、まだ投入処理が始まっていないジョブ部品
数の時間平均値です。

RUN 投入可能状態となったジョブ部品のうち、投入処理が始まったジョブ部品数の時間平
均値です。

つまり、フローがジョブ部品に到達するとこのrjobデータのINとして計上され、その際の最初の状態がWAIT
となります。その後、実際に投入処理が始まるとRUNに変わり、投入処理が完了するとrjobデータのOUTと
して計上されます。

このレベル1のデータにおいて、RUNとなっている時間、すなわち投入処理にかかっている時間はほぼ一瞬で
あり、実際にはWAIT状態として計上されることがほとんどです。従って、TOTAL値にのみ注目してくださ
い。

ここでのTOTAL値が大きい場合、投入可能状態となっているジョブが未処理のまま溜まっていることを意味
するため、その場合、前段の部品が実行完了しているにも関わらず後続のジョブ部品がなかなか始まらない
（SUBMIT状態に遷移しない）という遅延が発生します。このような状況が頻発し、かつ、発生している遅延
時間が運用として許容できない場合には、ジョブの実行が集中しないようスケジューリング設定の見直しが
必要になります。

上記出力例は-aオプションを指定しない単位ジョブだけの出力例であり、-aオプションを指定し
た場合にはさらに指定したジョブ部品のフィールドが出力されます。
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■rjob、レベル2

レベル0とレベル1の情報に加え、各時間帯の最小値(MIN)と最大値(MAX)が出力されます。より詳細な情報
を確認したい場合に指定してください。

以下に出力フォーマットのみ記載します。

CSV形式

DATE,UJ_IN,UJ_OUT,UJ_TOTAL(AVE),UJ_TOTAL(MIN),UJ_TOTAL(MAX),UJ_WAIT(AVE),
UJ_WAIT(MIN),UJ_WAIT(MAX),UJ_RUN(AVE),UJ_RUN(MIN),UJ_RUN(MAX)
2013/09/20 00:00,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0
2013/09/20 01:00,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0
2013/09/20 02:00,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0
2013/09/20 03:00,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0
2013/09/20 04:00,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0
2013/09/20 05:00,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0,0.0,0,0
...

表示の都合上、タイトル行に改行が入っていますが、実際には1行で出力されます。

上記出力例は-aオプションを指定しない単位ジョブだけの出力例であり、-aオプションを指定し
た場合にはさらに指定したジョブ部品のフィールドが出力されます。
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3.24.3. 戻り値
戻り値 内 容
0 正常終了です。
1 異常終了です。

3.24.4. 主要メッセージ
メッセージ 内容

Only manager user can execute this command. JobCenter管理者ユーザ以外で実行していま
す。JobCenter管理者ユーザで実行してください。

Too many arguments. 引数の数が多いです。引数の指定数が正しいか確認し
てください。

Too few arguments. 引数の数が少ないです。引数の指定数が正しいか確認
してください。

Data file or data not found. データファイルが存在しないか、データファイル中に
解析対象となるデータが存在しません。

Invalid command mode コマンドモードが不正です。config,stat,viewのいず
れかを指定する必要があります。

Invalid data type 指定したデータ種別が不正です。qreq,rtrk,rjobのい
ずれかを指定する必要があります。

3.24.5. 注意事項
■本コマンドはJobCenter管理者ユーザで実行する必要があります。

■本コマンドによりデータ収集機能をONにした場合、実行状況を記録したデータが蓄積されるため、そのデー
タの保存期間とディスクの空き容量に注意してください。
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3.25. setuserpwd ユーザパスワードの更新
■Windows版

%InstallDirectory%\bin\setuserpwd -c

%InstallDirectory%\bin\setuserpwd $user $password

3.25.1. 機能説明
Windows版JobCenter MGにおいて、指定したユーザのパスワードを更新します。

OSのパスワードを変更した場合にはその変更内容で再度登録する必要があります。

指定するパスワード文字列は、以下の条件を満たす必要があります。

■末尾に奇数個の「\」がない

■「{」と「}」が対になっている(「}」で閉じられていない「{」が存在しない)

パスワードの登録は、本コマンドで更新する他、サーバの環境設定からも更新可能です。サーバの環境設定か
ら行う方法については、<スタンダードモード用環境構築ガイド>の「13.4 ユーザの設定」を参照してくださ
い。

3.25.2. オプション
-c

パスワードの登録状況を標準出力に表示します。

$user

更新対象のユーザ名を指定します。

$password

更新対象となるユーザのパスワードを指定します。

パスワードに以下の文字が含まれる場合、それぞれ以下の文字でエスケープが必要です。

エスケープが必要な
文字

エスケープ文字 コマンド実行例

^
&
|
<
>

^ setuserpwd.exe user1 te^^st^<123^>45

" \ setuserpwd.exe user1 test\"123\"45

3.25.3. 出力結果
-c指定時、標準出力に出力される内容は以下の通りです。

  UserName                 HostName                   PasswordStatus
 ------------------------------------------------------------------------
  user1                    testdomain.local           OK
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  user2                    testdomain.local           NG
  testuser                 jobmanager                 OK
  Administrator            testdomain.local           OK

項目 内容
UserName ユーザ名
HostName 対象ユーザの所属するドメイン名が表示されます。

ローカルユーザの場合は自ホスト名が表示されます。
PasswordStatus 対象ユーザのパスワード登録状況が表示されます。

OK: 正しいパスワードが登録されています

NG: パスワードが間違っています

NOTSET: 未登録

その他の主要メッセージは以下の通りです。

メッセージ 内容
Updating JobCenter administrator password... OK JobCenter管理者のパスワードの更新に成功しまし

た。
Set user password OK! 一般ユーザのパスワードの更新に成功しました。
The password is incorrect.(ERRORCODE=xxx) 入力されたパスワードによる認証に失敗しました。(エ

ラーコード=xxx)
The account does not belong to JobCenter group. 対象ユーザはJobCenterグループに所属していませ

ん。
Error! The parameter is incorrect. 引数が間違っています。

3.25.4. 戻り値
■-c指定時

戻り値 内　容
0 全ユーザのPasswordStatusがOK
1 PasswordStatusがNGとなっているユーザが1人以上存在
2 コマンド異常終了

■パスワード更新時

戻り値 内　容
0 正常終了
2 異常終了

3.25.5. 注意事項
■JobCenter管理者（アカウント）のパスワードを変更した場合は、JobCenter MGの再起動を行う必要があり

ます。
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3.26. paramctrl 暗号化DBへのパラメータ登録
■UNIX版

/usr/lib/nqs/gui/tools/paramctrl list

/usr/lib/nqs/gui/tools/paramctrl [ -f | -c ] set $key $value

/usr/lib/nqs/gui/tools/paramctrl [-f] del $key

■Windows版
%InstallDirectory%\tools\paramctrl.bat list

%InstallDirectory%\tools\paramctrl.bat [ -f | -c ] set $key $value

%InstallDirectory%\tools\paramctrl.bat [-f] del $key

3.26.1. 機能説明
■本コマンドは、拡張カスタムジョブで使用するパラメータをJobCenter内のDBに暗号化して格納する機能を

提供します。

■設定した暗号化パラメータは、拡張カスタムジョブのカスタムパラメータで$key$の形式で指定することが
できます。パスワード等の秘匿パラメータを利用する場合に、本コマンドを使用することで暗号化して保存
することができます。

■カスタムパラメータにおけるパラメータの展開は実行時に行われるため、スクリプトプレビュー機能では
$key$のまま表示されます。

3.26.2. サブコマンド
サブコマンド 機能
list 設定されているキーの一覧を表示します。
set 暗号化DB上にキー($key)と値($value)の組を登録します。

$keyは半角英字の大文字小文字を区別します。
del 暗号化DB上に登録されているキー($key)を削除します。

$keyは半角英字の大文字小文字を区別します。

3.26.3. オプション
-f

本オプションを指定した場合、既存のキーに対して確認を行わずに上書き(set)または削除(del)を行います。

本オプションおよび後述の-cオプションのどちらも指定しない場合、以下のような確認メッセージが表示され
ます。

■set指定時

Entry of "$key" already exists. Do you want to overwrite it? (y/n)

■del指定時

Do you want to delete key ? [ $key ] (y/n)

続行する場合はyを選択します。nを選択した場合、処理はキャンセルされます。
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-c

setサブコマンドのオプションです。

本オプションを指定した場合、$keyと同名のキーが既に存在した時に確認を行わず登録処理をキャンセルしま
す。

登録処理がキャンセルされた場合、以下のようなメッセージが表示されコマンドは正常終了します。

key already exists : [ $key ].

-cオプションと-fオプションを同時に指定することはできません。

同時に指定された場合、以下のメッセージが表示されコマンドは異常終了します。

<-f> and <-c> cannot exist at the same time.

3.26.4. 戻り値
戻り値 内容
0 正常終了です。
1 異常終了です。

3.26.5. 注意事項
■クラスタサイトについてコマンドを実行する場合、事前に環境変数NQS_SITEを設定する必要があります。

■暗号化パラメータは、バックアップ・復元機能のバックアップ対象外データです。暗号化パラメータを復元
する場合は、本コマンドにより同じ値を再設定する必要があります。
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3.27. jcres JobCenter MG専用のHTTPデーモン
■UNIX版

/usr/lib/nqs/gui/tools/jcres

/usr/lib/nqs/gui/tools/jcres -e

/usr/lib/nqs/gui/tools/jcres -v

■Windows版

%InstallDirectory%\tools\jcres.bat

%InstallDirectory%\tools\jcres.bat -e

%InstallDirectory%\tools\jcres.bat -v

3.27.1. 機能説明
本コマンドは、JobCenter MG専用のHTTPデーモンjcresの起動及び停止を行います。

jcresの使用方法については、<スタンダードモード用環境構築ガイド>の17章 「jcresの使用方法」 を参照し
てください。

3.27.2. オプション
-e

jcresを停止します。
-v

バージョン情報を表示します。

3.27.3. 設定ファイル
jcresの動作を設定することができます。デフォルトの動作を変更したい場合に設定してください。

設定ファイルは以下のディレクトリに格納されています。

UNIX版 /usr/lib/nqs/rc/jcres.conf
Windows版 %InstallDirectory%\etc\jcres.conf

テキストエディタで以下のフォーマットに従って設定してください。

パラメータ=値

設定可能なパラメータは以下のとおりです。

パラメータ 説明 範囲 初期値
LOGDIR アクセスログ及びエラーログを保存

するディレクトリを絶対パスで指定
します。

絶対パス ■UNIX版

/usr/spool/nqs/log

■Windows版

%InstallDirectory%
\spool\log\error

PORT ポート番号を指定します。 1 ～ 65535 50080
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パラメータ 説明 範囲 初期値
IPADDRESS IPアドレスを指定します。 IPv4アドレス 0.0.0.0
SSL httpsプロトコルによる通信の有

効/無効を設定します。
on / off off

SSL.PORT https受信ポートを設定します。 1～65535 50443
SSL.VERSION https通信に使用するTLSバージョ

ンの下限値を設定します。

TLSv1_2を設定した場合、TLS
1.2、および、TLS 1.3での通信が
可能です。

TLSv1_2 / TLSv1_3 TLSv1_2

SSL.CERTIFICATE SSLサーバ証明書のファイルパスを
絶対パスで設定します。

絶対パス -

SSL.CERTIFICATE_KEY 秘密鍵のファイルパスを絶対パスで
設定します。

絶対パス -

SSL.CA_CERTIFICATE 認証局証明書のファイルパスを絶対
パスで設定します。

絶対パス -

SSL.VERIFY_CLIENT TLSのクライアント認証の有効/無
効を設定します。

onを設定した場合、TLSの通信で、
クライアント証明書が必須となりま
す。

on / off off

設定ファイルのサンプルは以下のとおりです。

LOGDIR=/usr/spool/nqs/log
PORT=50080
IPADDRESS=0.0.0.0
SSL=on
SSL.PORT=50443
SSL.VERSION=TLSv1_2
SSL.CERTIFICATE=/usr/local/ssl/certs/server.crt
SSL.CERTIFICATE_KEY=/usr/local/ssl/certs/server.key
#SSL.CA_CERTIFICATE
SSL.VERIFY_CLIENT=off

■設定ファイルは、jcresを停止してから編集してください。jcresが起動したままの状態で設定ファ
イルを編集した場合、jcresを正常に停止できなくなる可能性があります。

■設定ファイルの読み込みに失敗した場合は、各パラメータは初期値で動作します。

■パラメータが未設定の場合や不正なパラメータを指定した場合、そのパラメータは初期値で動作
します。

■LOGDIRを設定する場合は、事前に対象のディレクトリを作成しておいてください。存在しない
ディレクトリやファイルを作成できないディレクトリを指定した場合、初期値で動作します。

3.27.4. アクセスログ
受信したHTTPリクエストのアクセスログが記録されます。

アクセスログは以下のディレクトリに格納されます。
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UNIX版 /usr/spool/nqs/log/jcres_access.log
Windows版 %InstallDirectory%\spool\log\error\jcres_access.log

格納先のディレクトリは設定ファイルで変更することができます。設定ファイルの詳細は「3.27.3 設定ファイ
ル」を参照してください。

アクセスログのフォーマットは以下のとおりです。

送信元IPアドレス [YYYY/MM/DD hh:mm:ss] HTTPメソッド URL レスポンスステータス

■送信元IPアドレス

HTTPリクエストの送信元IPアドレスです。

■[YYYY/MM/DD hh:mm:ss]

HTTPリクエストの受信日時です。

■HTTPメソッド

HTTPメソッド名です。

■URL

リクエストのURLです。

■レスポンスステータス

クライアントに返却したレスポンスコードです。

3.27.5. エラーログ
障害が発生した場合の原因究明に必要な情報が記録されます。

エラーログは以下のディレクトリに格納されます。

UNIX版 /usr/spool/nqs/log/jcres_error.log
Windows版 %InstallDirectory%\spool\log\error\jcres_error.log

格納先のディレクトリは設定ファイルで変更することができます。設定ファイルの詳細は「3.27.3 設定ファイ
ル」を参照してください。

なお、エラーログのフォーマットは公開しておりませんので、あらかじめご了承ください。

3.27.6. API
jcresで使用可能なAPIです。以下のフォーマットでHTTPリクエストを発行してください。

<http または https>://<jcresのIPアドレス>:<jcresのポート番号>/<APIのURL>

<https>は、jcres.confにて、SSL=onにした場合のみ指定可能です。

<http>の場合、<jcresのポート番号>には、jcres.confのPORTの値を指定します。

<https>の場合、<jcresのポート番号>には、jcres.confのSSL.PORTの値を指定します。

結果はapplication/octet-stream形式で返却されますので、ブラウザによってはファイルをダウン
ロードしてテキストエディタで表示する必要があります。

140



JobCenter MG/SVのコマンド

3.27.6.1. ping

■機能説明

jcresの疎通確認を行います。

jcresが起動している場合、文字列"pong"を返却します。

■URL

/ping

■パラメータ

なし

■HTTPメソッド

GET

3.27.7. 戻り値
戻り値 内容
0 正常終了です。
1 異常終了です。

3.27.8. 主要メッセージ
メッセージ 内容

error: Only root user can execute this command. UNIX版ではrootユーザで実行してください。
error: Only JobCenter admin can execute this
command.

Windows版ではJobCenter管理者で実行してくださ
い。

failed to bind. (エラーの詳細情報) バインドに失敗しました。
failed to stop server. (エラーの詳細情報) jcresの停止に失敗しました。

3.27.9. 注意事項
■本コマンドは、UNIX版ではrootユーザ、Windows版ではJobCenter管理者で実行してください。

■IPv6アドレスはサポートしていません。

■jcresを複数起動しないでください。

141



JobCenter MG/SVのコマンド

3.28. jnwqctrl 起動トリガ機能が管理するJNW投入予約リストの
参照、および削除

■UNIX版

▪ JNW投入予約リストの参照
/usr/lib/nqs/gui/tools/jnwqctrl show -a

/usr/lib/nqs/gui/tools/jnwqctrl show -u $user  [-t $trg ] [-l $line  [-r]]

/usr/lib/nqs/gui/tools/jnwqctrl show -h

▪ JNW投入予約リストの削除
/usr/lib/nqs/gui/tools/jnwqctrl delete -a

/usr/lib/nqs/gui/tools/jnwqctrl delete -u $user  [-t $trg ]

/usr/lib/nqs/gui/tools/jnwqctrl delete -h

■Windows版

▪ JNW投入予約リストの参照
%InstallDirectory%\tools\jnwqctrl show -a

%InstallDirectory%\tools\jnwqctrl show -u $user  [-t $trg ] [-l $line  [-r]]

%InstallDirectory%\tools\jnwqctrl show -h

▪ JNW投入予約リストの削除
%InstallDirectory%\tools\jnwqctrl delete -a

%InstallDirectory%\tools\jnwqctrl delete -u $user  [-t $trg ]

%InstallDirectory%\tools\jnwqctrl delete -h

3.28.1. 機能説明
本コマンドは、起動トリガ機能が管理するJNW投入予約リストの参照、および削除する機能を提供します。

JNW投入予約リストは、起動トリガ機能から投入するJNWの投入データを管理しています。

起動トリガ機能から大量のJNW投入が行われる場合(例えば、メッセージラッシュなど)、本コマンドで状況の
確認、およびJNW投入のキャンセルを行うことができます。

3.28.2. サブコマンド
サブコマンド 機能
show 起動トリガ機能が管理する投入予約リストを参照します。
delete 起動トリガ機能が管理する投入予約リスト内のJNW投入データの一部、または全てを削

除します。

3.28.3. オプション
-a, --all

JNW投入予約リスト内の全てのJNW投入データを操作対象とします。
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-u, --user

JNW投入予約リスト内のJNW投入データにおいて、$userで指定したユーザ名と一致するJNW投入データを操
作対象とします。

本オプションは-aオプションと同時に指定できません。

-t, --target

JNW投入予約リスト内のJNW投入データにおいて、$trgで指定した起動トリガ名と一致するJNW投入データ
を操作対象とします。

本オプションは-aオプションと同時に指定できません。

-l, --line

JNW投入予約リスト内の投入予約の追加が古い順から$line件のJNW投入データを操作対象とします。

-uオプション、-tオプションを指定している場合、-uオプションと-tオプションによる操作対象の絞込み後に
適用されます。

$lineは、最大1000件まで指定可能です。

-r, --reverse

-lオプションを指定した場合、操作対象とする順番を投入予約の追加が新しい順(直近で投入予約された順)に
変更します。

-h, --help

コマンドのヘルプメッセージが表示されます。

3.28.4. 戻り値
戻り値 内容
0 正常終了です。
1 異常終了です。

3.28.5. 実行結果例
■JNW投入予約リストの参照

▪ テキストログ監視の出力形式

• 出力形式は、以下の通りです。

ユーザ名,起動トリガ名,JNW名,環境変数1,環境変数2,...
                  

環境変数1,環境変数2,...に対応する環境変数は、以下の環境変数の順番で出力されます。

以下の環境変数については、<スタンダードモード用基本操作ガイド>の「7.2.1.4 起動条件を設定す
る」を参照してください。

• NSJNW_TRG_LOG_MATCH_LINE
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• NSJNW_TRG_LOG_MATCH_0

• NSJNW_TRG_LOG_MATCH_1

• NSJNW_TRG_LOG_MATCH_2

• NSJNW_TRG_LOG_MATCH_3

• NSJNW_TRG_LOG_MATCH_4

• NSJNW_TRG_LOG_MATCH_5

• NSJNW_TRG_LOG_MATCH_6

• NSJNW_TRG_LOG_MATCH_7

• NSJNW_TRG_LOG_MATCH_8

• NSJNW_TRG_LOG_MATCH_9

環境変数が未設定の場合は、空文字列となります。

• 出力例は、以下の通りです。

testuser,ログ監視1,エラー対応JNW,2017/03/28 10:00:00 (error) error message.,2017/03/28
 10:00:00,error,,,,,,,,
testuser,ログ監視2,警告対応JNW,2017/03/28 10:00:00 (warn) warning message.,2017/03/28
 10:00:00,warn,,,,,,,,
                  

■JNW投入予約リストの削除

指定したオプションに応じた削除条件を表示した後、削除を実行するか確認を行います。

表示を一部加工してあります。また、「/* */」内は内容説明のためのコメントです。

Remove the records matching the following conditions:
  User = testuser        /* -uオプション指定時のみ表示 */
  Target = trgname       /* -tオプション指定時のみ表示 */
  All records            /* -aオプション指定時のみ表示 */

remove?(y/n)
          

削除確認に対してyで応答後、処理の経過、および結果概要が表示されます。

結果概要は、ユーザごとに起動トリガ定義別に削除したJNW投入データの件数を表示します。

process: 1000 records, delete: 1000 records
process: 2000 records, delete: 2000 records
process: 3000 records, delete: 3000 records
process: 3967 records, delete: 3967 records
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--------------- delete result ---------------
user=testuser1
  trg=trgname10, deleted=2910
  trg=trgname11, deleted=792
user=testuser2
  trg=trgname20, deleted=265
          

3.28.6. 注意事項
■本コマンドは、UNIX版ではrootユーザ、Windows版ではJobCenter管理者で実行してください。

■本コマンドは、JobCenterが起動している場合のみ利用可能です。

■クラスタサイトについてコマンドを実行する場合、事前に環境変数NQS_SITEを設定する必要があります。
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3.29. jc_usermgr JobCenterのユーザの管理
■Windows版

▪ OS上のユーザをJobCenterのユーザとして登録

%InstallDirectory%\bin\jc_usermgr.exe add -u [$domainname\]$username -p $password

3.29.1. 機能説明
本コマンドは、JobCenterのユーザの管理を行う機能を提供します。

3.29.2. サブコマンド
サブコマンド 機能
add OS上に存在しているユーザをJobCenterのユーザとして登録します。

■本サブコマンドでJobCenterのユーザとして登録を行っただけでは、ユー
ザ環境設定やパーミッション設定を行えません。JobCenterへのログイ
ン、またはjc_usercfgコマンドのinitサブコマンドを実行する必要があり
ます。

jc_usercfgコマンドの詳細は「3.30 jc_usercfg ユーザ環境の作成、ユー
ザ環境設定の参照および変更」を参照してください。

■JobCenterを正常に動作させるためにはJobCenterのユーザに対して、適
切な権限を付与する必要があります。

必要な権限については<スタンダードモード用リリースメモ>の「3.3.6 必
要な権限」を参照してください。

3.29.3. オプション
-u [$domainname\]$username

ユーザ名を指定します。ドメインユーザの場合はドメイン名も指定します。

ユーザ名、ドメイン名の制限は次のとおりです。

1.ユーザ名、ドメイン名ともに15バイト以内で指定してください。

2.ユーザ名にはスペース、タブ文字、および以下の記号は使用できません。

!"#$%&'()*,./:;<=>?@[\]^`{|}~

3.ドメイン名にはスペース、タブ文字、および以下の記号は使用できません。

/\:*?"<>|

4.コマンドを実行するサーバがドメインコントローラの場合、ドメイン名の指定は不要です。ドメ
イン名が指定された場合、ドメイン名部分は無視します。

5.ユーザ名、ドメイン名は大文字・小文字を区別しません。

-p $password
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-uオプションで指定したユーザのパスワードを指定します。

パスワードに以下の文字が含まれる場合、それぞれ次の文字でエスケープが必要です。

エスケープが必要な
文字

エスケープ文字 コマンド実行例

^
&
|
<
>

^ setuserpwd.exe user1 te^^st^<123^>45

" \ setuserpwd.exe user1 test\"123\"45

3.29.4. 戻り値
戻り値 内容
0 正常終了です。
1 異常終了です。

3.29.5. 主要メッセージ
メッセージ 内容

Successfully added ユーザ名 to JobCenter group. ユーザの登録に成功しました。
WARN: The specified user has already existed in
the JobCenter group.

指定したユーザは既にJobCenterのユーザとして登録
されています。

ERROR: Too few arguments. 引数の数が少ないです。
ERROR: Too many arguments. 引数の数が多いです。
ERROR: Invalid subcommand(サブコマンド). 無効なサブコマンドが指定されています。
ERROR: Please input user name. ユーザ名を入力してください。
ERROR: Please input password. パスワードを入力してください。
ERROR: User name can't more than 15 bytes. ユーザ名には15バイトより大きい値は指定できませ

ん。
ERROR: User name can't use space, tab and the
characters as shown below.

The forbidded characters: !"#$%&'()*,./:;<=>?
@[\]^`{|}~

ユーザ名に禁止文字が入力されています。

ERROR: Username is invalid. ユーザ名が不正です。
ERROR: User does not exist in OS. 指定されたユーザはOSに存在しません。
ERROR: Please execute jc_usermgr.exe with the
user in Administrators group.

Administratorsグループのユーザで実行してくださ
い。

ERROR: Failed to get JobCenter Administrator. JobCenter管理者の取得に失敗しました。

3.29.6. 注意事項
■本コマンドは、OSの管理者権限を持つユーザで実行してください。

■本コマンドは、cmd.exeの右クリックメニューから「管理者として実行」を選択して起動し、コマンドライ
ンから実行してください。
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■次のような動作を行った場合、JobCenterが正常に動作しなくなる可能性があります。

▪ <スタンダードモード用リリースメモ>の「6.3.1 注意事項」の「使用不可ユーザ名について」に記載の
ユーザをJobCenterユーザとして登録する。

▪ ドメインユーザではなくローカルユーザをJobCenter管理者としてセットアップした後、ドメインユーザ
をJobCenterユーザとして登録する。

▪ 次のようなユーザの両方をJobCenterユーザとして登録する。

• 同じアカウント名のローカルユーザとドメインユーザ

• 同じアカウント名のドメインユーザと別ドメインのユーザ
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3.30. jc_usercfg ユーザ環境の作成、ユーザ環境設定の参照およ
び変更

■UNIX版

▪ ユーザ環境の作成

/usr/lib/nqs/gui/bin/jc_usercfg init [-u $username ]

▪ ユーザ環境設定の参照

/usr/lib/nqs/gui/bin/jc_usercfg getcfg [-u $username ]

▪ ユーザ環境設定の変更

/usr/lib/nqs/gui/bin/jc_usercfg setcfg [-u $username ] $paramname $paramvalue

■Windows版

▪ ユーザ環境の作成

%InstallDirectory%\bin\jc_usercfg.exe init [-u $username ]

▪ ユーザ環境設定の参照

%InstallDirectory%\bin\jc_usercfg.exe getcfg [-u $username ]

▪ ユーザ環境設定の変更

%InstallDirectory%\bin\jc_usercfg.exe setcfg [-u $username ] $paramname $paramvalue

3.30.1. 機能説明
本コマンドは、初回ログイン時のユーザ環境の作成を行う機能ならびにユーザ環境設定の参照、変更を行う機
能を提供します。

3.30.2. サブコマンド
サブコマンド 機能
init 対象のユーザをJobCenterで使用できるように、CL/Winの初回接続時に行われるユー

ザ環境の作成を行います。

ユーザ名を省略した場合は実行ユーザを対象とします。

getcfg 対象のユーザのユーザ環境設定を参照します。

ユーザ名を省略した場合は実行ユーザを対象とします。
setcfg 対象のユーザのユーザ環境設定を変更します。

ユーザ名を省略した場合は実行ユーザを対象とします。

3.30.3. オプション
-u $username

対応のユーザ名を指定します。

このオプションはJobCenter管理者のみが利用できます。

149



JobCenter MG/SVのコマンド

JobCenterとして使用できるユーザ名には制限があります。詳細は <スタンダードモード用リリー
スメモ>の6章 「注意事項・制限事項」 を参照してください。

3.30.4. 出力結果
getcfgサブコマンドの出力結果は以下の通りです。

===========================basic config===========================
def_queue                               guilb_def
error_action                            continue
overtime_action                         continue
flow_collapse                           off
erp_auto_start                          on
flow_zoom                               100

==========================tracker config==========================
trk_filter                              off
trk_status_filter                       waitting,running,terminated
show_skipped_subjnw(branch skipped)     off
skipped_waitjnw_status(branch skipped)  hide
show_skipped_waitjnw(branch skipped)    on
show_arch_trk                           on
latest_trk_mode                         off
latest_trk_target                       all
latest_trk_period                       10(day)
disp_date_format                        mid(mm/dd hh:mm)
disp_start_time                         00:00
hierarchical_mode                       auto
trk_disp_period                         1(day)
trk_show_hierarchy                      on
trk_hierarchical_level                  all
trk_display_mode                        tree
auto_refresh                            on
refresh_interval                        30(second)
refresh_after_ctrl                      on

==========================archive config==========================
enable_trk_archive                      on
arch_file_name                          trkarc
retention_interval                      1(day)
disable_cross_month                     on
auto_del_arch_file                      on
retention_file_num                      90
arch_stdout                             on
arch_stderr                             on
arch_log                                on
arch_env                                on
arch_timing_mode                        relative
relative_time                           10(minute)
absolute_time                           00:00
include_errstop_trk                     off

3.30.5. パラメータ一覧
ユーザ環境設定で参照・変更できるパラメータは以下となります。
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パラメータ 説明
def_queue ジョブネットワークに属する各ジョブを投入するキューの既定値を設定

できます。

<キュー名>@<マシン名>の形式で設定を行います。

<キュー名>および<マシン名>の制限は以下の通りです。

■キュー名

▪ 最大バイト数は15バイトです。

▪ 半角英数字、アンダーラインのみ指定可能です。また、最初の文字
を数字にすることはできません。

■マシン名

▪ 最大バイト数は63バイトです。

▪ 数値のみの名前は使用できません。

▪ スペース、タブ、改行および以下の文字は使用できません。

! " # $ % & ' ( ) * , / : ; < = + > ? @ [ \ ] ^ ` { | } ~

ユーザ環境作成時はデフォルト値として、自マシンの「guilb_def」が設
定されます。

error_action エラー発生時のジョブネットワークのデフォルト動作を設定できます。

■stop

エラー発生時にジョブネットワークを停止します。

■continue

エラー発生時にジョブネットワークを停止しません。

■abort

エラーが発生時にジョブネットワークの実行を中断します。

ユーザ環境作成時はデフォルト値として「continue」が設定されます。

setcfgサブコマンドで設定する場合、大文字・小文字は区別しません。
overtime_action ジョブネットワークまたは単位ジョブの実行が終了予定時刻を超過した

場合の動作を設定できます。

■continue

ジョブネットワークまたは単位ジョブの実行を継続します。

■stop

ジョブネットワークまたは単位ジョブの実行を停止します。

■skip

ジョブネットワークまたは単位ジョブの実行をスキップします。
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パラメータ 説明
ユーザ環境作成時はデフォルト値として「continue」が設定されます。

setcfgサブコマンドで設定する場合、大文字・小文字は区別しません。
flow_collapse ジョブネットワークフロー画面およびトラッカフロー画面を表示した際

の、分岐部品の折りたたみの初期状態を設定できます。

■on

すべての分岐部品を折りたたんだ状態で表示します。

■off

すべての分岐部品を展開した状態で表示します。

ユーザ環境作成時はデフォルト値として「off」が設定されます。

setcfgサブコマンドで設定する場合、大文字・小文字は区別しません。
erp_auto_start ERPジョブを自動スタートするかを設定できます。

■on

JobCenterにより自動的に実行状態になります。

■off

対象のERPジョブを投入されるとSAP ERPシステムへのジョブ登録処
理が行われます。ただしスタート処理は行われず、[SUBMIT]状態と
なったまま実行操作の待ち状態となります。

ユーザ環境作成時はデフォルト値として「on」が設定されます。

setcfgサブコマンドで設定する場合、大文字・小文字は区別しません。
flow_zoom ジョブネットワークのフローの表示倍率におけるデフォルト値を設定で

きます。

表示倍率は10〜100の範囲で設定できます。

ユーザ環境作成時はデフォルト値として「100」が設定されます。
trk_filter トラッカの表示条件の設定を使用するか設定できます。

■on

表示条件の設定を使用します。

■off

表示条件の設定を使用しません。

ユーザ環境作成時はデフォルト値として「off」が設定されます。

setcfgサブコマンドで設定する場合、大文字・小文字は区別しません。
trk_status_filter トラッカの表示条件として、表示するトラッカのステータスの条件を設

定できます。

以下の中から条件を選択します。条件を複数選択したい場合は「,」で区
切って指定します。
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パラメータ 説明
(例) waiting、runningおよびterminatedを設定したい場合は
「waitting,running,terminated」を指定します。

■waitting

まだ実行が開始されていないトラッカのみを表示します。

■running

実行が開始されているトラッカのみを表示します。

■terminated

すでに実行が終了しているトラッカのみを表示します。

■error

異常が発生したトラッカのみを表示します。

■warning

警告が発生したトラッカのみを表示します。

■stop

エラー停止したトラッカのみを表示します。

■skip

スキップ状態のトラッカのみを表示します。

■hold

保留状態のトラッカのみを表示します。

■wait

待ち合わせ状態のトラッカのみを表示します。

ユーザ環境作成時はデフォルト値として
「waitting,running,terminated」が設定されます。

setcfgサブコマンドで設定する場合、大文字・小文字は区別しません。
show_skipped_subjnw トラッカの表示条件として、分岐スキップ済サブJNWを表示するかを設

定できます。

■on

分岐スキップ済サブJNWを表示します。

■off

分岐スキップ済サブJNWを表示しません。

ユーザ環境作成時はデフォルト値として「off」が設定されます。

setcfgサブコマンドで設定する場合、大文字・小文字は区別しません。
skipped_waitjnw_status トラッカの表示条件として、予定状態のトラッカについて実際の処理分

岐（カレンダ分岐）を判定するかしないかを設定できます。

153



JobCenter MG/SVのコマンド

パラメータ 説明
「skipped_waitjnw_status」を「show」に設定した上で
「show_skipped_waitjnw」を「on」に設定することで、予定状態のト
ラッカについてカレンダ分岐により実行されないサブJNWを判定し、分
岐スキップ済みとして表示できます。

■show

予定状態のトラッカについてカレンダ分岐により実行されないサブ
JNWを判定します。

■hide

予定状態のトラッカについてカレンダ分岐により実行されないサブ
JNWを判定しません。

ユーザ環境作成時はデフォルト値として「hide」が設定されます。

setcfgサブコマンドで設定する場合、大文字・小文字は区別しません。
show_skipped_waitjnw 「skipped_waitjnw_status」が「show」となっている時に予定状態の

トラッカについてカレンダ分岐により実行されないサブJNWを表示する
かを設定できます。

■on

予定状態のトラッカについてカレンダ分岐により実行されないサブ
JNWを表示します。

■off

予定状態のトラッカについてカレンダ分岐により実行されないサブ
JNWを表示しません。

ユーザ環境作成時はデフォルト値として「on」が設定されます。

setcfgサブコマンドで設定する場合、大文字・小文字は区別しません。
show_arch_trk アーカイブ済みのトラッカを表示するかしないかを設定できます。

■on

アーカイブ済みのトラッカも表示します。

■off

アーカイブ済みのトラッカは表示しません。

ユーザ環境作成時はデフォルト値として「on」が設定されます。

setcfgサブコマンドで設定する場合、大文字・小文字は区別しません。
latest_trk_mode トラッカ一覧画面を全表示モードで表示するか、最新トラッカ表示モー

ドで表示するかを設定できます。

■on

最新トラッカ表示モードで表示します。

■off

全表示モードで表示します。
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パラメータ 説明
ユーザ環境作成時はデフォルト値として「off」が設定されます。

setcfgサブコマンドで設定する場合、大文字・小文字は区別しません。
latest_trk_target 「latest_trk_mode」を「on」に設定したとき、最新トラッカ表示モー

ドで表示するトラッカの条件を設定できます。

■all

過去全てのトラッカを検索して、最新のトラッカのみを表示します。

■period

「latest_trk_period」で設定された期間内のトラッカを検索して、最
新のトラッカのみを表示します。

ユーザ環境作成時はデフォルト値として「all」が設定されます。

setcfgサブコマンドで設定する場合、大文字・小文字は区別しません。
latest_trk_period 「latest_trk_target」を「period」に設定した時に、トラッカを検索す

る期間を設定できます。

期間は1〜9999の範囲で設定できます。

ユーザ環境作成時はデフォルト値として「10」が設定されます。
disp_date_format トラッカリストの表示をテキストモードにした場合に、表示される予定

および実績開始終了時間の表示形式のデフォルト値を設定できます。

■short

「hh:mm」形式で時分を表示します。

■mid

「MM/DD hh:mm」形式で月日時分を表示します。

■long

「YYYY/MM/DD hh:mm:ss」形式で年月日時分秒を表示します。

ユーザ環境作成時はデフォルト値として「mid」が設定されます。

setcfgサブコマンドで設定する場合、大文字・小文字は区別しません。
disp_start_time トラッカリストの表示を開始する先頭の時刻を設定できます。

時刻は0〜23(時)の範囲での整数で設定できます。

ユーザ環境作成時はデフォルト値として「0」が設定されます。
hierarchical_mode サブジョブネットワークのトラッカの階層を自動的に表示するかどうか

のデフォルト値を設定できます。

■select

選択した状態を保持します。

■auto

自動的に表示します。
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パラメータ 説明
■non_auto

自動的に表示しません。

ユーザ環境作成時はデフォルト値として「auto」が設定されます。

setcfgサブコマンドで設定する場合、大文字・小文字は区別しません。
trk_disp_period トラッカリストの表示期間のデフォルト値を設定できます。

表示期間は1〜59分、1〜23時、1〜7日、1〜5週、1〜3ヶ月の範囲で設
定できます。分指定の場合は「min」、時間指定の場合は「h」、日指定
の場合は「d」、週指定の場合は「w」、月指定の場合は「m」をつけて
指定します。

(例) 12時間の場合は「12h」、1ヶ月の場合は「1m」

ユーザ環境作成時はデフォルト値として「1(day)」が設定されます。

setcfgサブコマンドで設定する場合、大文字・小文字は区別しません。
trk_show_hierarchy トラッカの表示形式を階層表示として表示するか設定できます。

■on

常にルートジョブネットワークから階層表示します。

■off

指定した条件に合うトラッカのみを表示します。

ユーザ環境作成時はデフォルト値として「on」が設定されます。

setcfgサブコマンドで設定する場合、大文字・小文字は区別しません。
trk_hierarchical_level トラッカ表示モードに表示されるジョブネットワークの階層レベルを設

定できます。

階層レベルには「all」または、1～40の範囲の数値で設定できます。

■all

すべてのジョブネットワークを表示します。

■1～40

設定した階層までのジョブネットワークを表示します。

ユーザ環境作成時はデフォルト値として「all」が設定されます。

setcfgサブコマンドで設定する場合、大文字・小文字は区別しません。
trk_display_mode トラッカ表示モードのデフォルト値を設定できます。

■tree

トラッカをツリー構造で階層的に表示します。

■time

予定開始時間の昇順に並べ替えて表示します。
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パラメータ 説明
■sort

マシングループに属するすべてのマシンまたは該当マシンごとに、予
定開始時間の昇順で並べ替えて表示します。

ユーザ環境作成時はデフォルト値として「tree」が設定されます。

setcfgサブコマンドで設定する場合、大文字・小文字は区別しません。
auto_refresh トラッカやリクエストに関するウィンドウの更新を自動で行うか設定で

きます。「on」に設定した場合の更新間隔は「refresh_interval」の設
定に従います。

■on

一定間隔で表示更新を行います。

■off

自動更新を行いません。

ユーザ環境作成時はデフォルト値として「on」が設定されます。

setcfgサブコマンドで設定する場合、大文字・小文字は区別しません。
refresh_interval 「auto_refresh」を「on」に設定したときに表示更新を行う間隔を設定

できます。

間隔は10〜3600秒または1〜60分の範囲で設定できます。秒指定の場合
は「s」、分指定の場合は「min」をつけて指定します。

(例) 40秒の場合は「40s」、30分の場合は「30min」

ユーザ環境作成時はデフォルト値として「30(second)」が設定されま
す。

setcfgサブコマンドで設定する場合、大文字・小文字は区別しません。
refresh_after_ctrl トラッカ操作後にトラッカ一覧画面の全件更新を行うか設定できます。

■on

トラッカ操作後にトラッカ一覧画面の全件更新を行います。

■off

トラッカ操作後にトラッカ一覧画面の全件更新を行いません。

ユーザ環境作成時はデフォルト値として「on」が設定されます。

setcfgサブコマンドで設定する場合、大文字・小文字は区別しません。
enable_trk_archive トラッカ情報をトラッカアーカイブファイルに保存するかどうかを設定

できます。

■on

保存します。

■off
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パラメータ 説明
保存しません。(アーカイブ待ち時間経過後にトラッカは削除されま
す)

ユーザ環境作成時はデフォルト値として「on」が設定されます。

setcfgサブコマンドで設定する場合、大文字・小文字は区別しません。

arch_file_name トラッカ情報を保存するトラッカアーカイブファイル名を設定できま
す。

トラッカアーカイブファイル名の制限は以下の通りです。

■2バイト文字および以下の文字は使用できません。

「+」「'」「#」「,」「;」「*」「?」「"」「<」「>」「|」

■192バイト以内で指定してください。

■アーカイブファイルへのフルパスがOS毎のパスの長さ制限に収まって
いる必要がありますのでご注意ください。

アーカイブファイルへのフルパスの長さは以下のとおりです。

JobCenterのインストールディレクトリまたはサイトデータベースの
パス長 + アーカイブファイル名の長さ + 53バイト

ユーザ環境作成時はデフォルト値として「trkarc」が設定されます。
retention_interval アーカイブファイルの保存間隔を設定できます。

保存間隔は1〜365日、1〜53週、1〜12ヶ月の範囲で設定できます。日
指定の場合は「d」、週指定の場合は「w」、月指定の場合は「m」をつ
けて指定します。

(例) 10日の場合は「10d」、1ヶ月の場合は「1m」

「retention_interval」と「retention_file_num」の設定値はそれらの
合計が1年間より小さい値になるよう設定する必要があります。

ユーザ環境作成時はデフォルト値として「1(day)」が設定されます。

setcfgサブコマンドで設定する場合、大文字・小文字は区別しません。
disable_cross_month 保存間隔の設定で、単位を期間（週）に設定した場合に、アーカイブ

ファイルの保存間隔が月を跨がないか設定できます。

■on

月を跨ぎません。

■off

月を跨ぎます。

ユーザ環境作成時はデフォルト値として「on」が設定されます。

setcfgサブコマンドで設定する場合、大文字・小文字は区別しません。
auto_del_arch_file 保存期間を経過したアーカイブファイルを自動削除するかどうかを設定

できます。
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パラメータ 説明
■on

自動削除します。

■off

自動削除しません。

ユーザ環境作成時はデフォルト値として「on」が設定されます。

setcfgサブコマンドで設定する場合、大文字・小文字は区別しません。
retention_file_num 保存期間を経過したアーカイブファイルを保存する個数を設定できま

す。

保存期間の個数は0〜90の範囲で設定できます。

ユーザ環境作成時はデフォルト値として「90」が設定されます。

「retention_interval」と「retention_file_num」の設定値はそれらの
合計が1年間より小さい値になるよう設定する必要があります。

arch_stdout 各ジョブの標準出力の内容をトラッカアーカイブファイルに保存するか
どうかを設定できます。

■on

保存します。

■off

保存しません。

ユーザ環境作成時はデフォルト値として「on」が設定されます。

setcfgサブコマンドで設定する場合、大文字・小文字は区別しません。
arch_stderr 各ジョブの標準エラー出力の内容をトラッカアーカイブファイルに保存

するかどうかを設定できます。

■on

保存します。

■off

保存しません。

ユーザ環境作成時はデフォルト値として「on」が設定されます。

setcfgサブコマンドで設定する場合、大文字・小文字は区別しません。
arch_log ジョブネットワーク実行時のログをトラッカアーカイブファイルに保存

するかどうかを設定できます。

■on

保存します。

■off

保存しません。
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パラメータ 説明
ユーザ環境作成時はデフォルト値として「on」が設定されます。

setcfgサブコマンドで設定する場合、大文字・小文字は区別しません。
arch_env ジョブネットワーク実行時の環境変数をトラッカアーカイブファイルに

保存するかどうかを設定できます。

■on

保存します。

■off

保存しません。

ユーザ環境作成時はデフォルト値として「on」が設定されます。

setcfgサブコマンドで設定する場合、大文字・小文字は区別しません。
arch_timing_mode トラッカの削除、または、アーカイブするタイミングを設定できます。

■relative

ジョブネットワークの実行が完了してから、待ち時間で設定した時間
ほど経過したらトラッカの削除、または、アーカイブを行います。

■absolute

ジョブネットワークの実行が完了してから、次の指定した時刻に到達
した時にトラッカの削除、または、アーカイブを行います。

ユーザ環境作成時はデフォルト値として「relative」が設定されます。

setcfgサブコマンドで設定する場合、大文字・小文字は区別しません。
relative_time 「arch_timing_mode」を「relative」に設定したときのジョブネット

ワークの実行が完了してから、トラッカを削除、または、アーカイブす
るまでの待ち時間を設定できます。

待ち時間は0〜2678400秒、0〜44640分、0〜744時間、0〜31日の範
囲で設定できます。秒指定の場合は「s」、分指定の場合は「min」、時
間指定の場合は「h」、日指定の場合は「d」をつけて指定します。

(例) 5分の場合は「5min」、1日の場合は「1d」

ユーザ環境作成時はデフォルト値として「10(minute)」が設定されま
す。

setcfgサブコマンドで設定する場合、大文字・小文字は区別しません。
absolute_time 「arch_timing_mode」を「absolute」に設定したときのトラッカを削

除、または、アーカイブする時刻を設定できます。

時刻は00:00~23:59の範囲で設定できます。

ユーザ環境作成時はデフォルト値として「00:00」が設定されます。
include_errstop_trk エラー停止状態のトラッカをトラッカ削除/アーカイブのタイミングの設

定に従い、削除、または、アーカイブするかを設定できます。

■on
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パラメータ 説明
エラー停止状態のトラッカをトラッカ削除/アーカイブのタイミングの
設定に従い、削除、または、アーカイブします。

■off

エラー停止状態のトラッカをトラッカ削除/アーカイブのタイミングの
設定に従い、削除、または、アーカイブしません。

ユーザ環境作成時はデフォルト値として「off」が設定されます。

setcfgサブコマンドで設定する場合、大文字・小文字は区別しません。

3.30.6. 戻り値
戻り値 内容
0 正常終了です。
1 異常終了です。

3.30.7. 主要メッセージ
■コマンド共通のメッセージ

メッセージ 内容
ERROR: Too few arguments. 引数の数が少ないです。
ERROR: Invalid subcommand($subcommand). 無効なサブコマンドが指定されています。
ERROR: It is only JobCenter manager that can use
'-u' option.

JobCenter管理者以外のユーザが-uオプションを使用
することはできません。

ERROR: User name can't more than 15 bytes. ユーザ名の長さの制限を超えています。ユーザ名は
15byteまでにする必要があります。

ERROR: Invalid character. ユーザ名に使用できない文字が含まれています。
ERROR: Invalid site. 環境変数NQS_SITEで指定されたサイト名に問題があ

ります。

■initサブコマンド固有のメッセージ

メッセージ 内容
Successfully initialized $username. ユーザ環境の作成に成功しました。
WARN: User is already initialized. 対象のユーザのユーザ環境は既に作成されています。
ERROR: User does not exist (user=$username). 対象のユーザが存在しません。

■getcfgサブコマンド固有のメッセージ

メッセージ 内容
ERROR: You are not initialized user. コマンドの実行ユーザのユーザ環境が作成されていま

せん。
ERROR: User does not exist (user=$username). 対象のユーザが存在しません。

■setcfgサブコマンド固有のメッセージ

メッセージ 内容
ERROR: You are not initialized user. コマンドの実行ユーザのユーザ環境が作成されていま

せん。
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メッセージ 内容
ERROR: User does not exist (user=$username). 対象のユーザが存在しません。
ERROR: Set userconfig failure("No "$paramname"
key.")

指定されたパラメータ名が誤っています。

ERROR: Set userconfig failure("Invalid parameter
value.")

指定されたパラメータの値が不正です。

ERROR: Get lock failure. 他のユーザが対象のユーザのユーザ環境設定を編集し
ているため、ユーザ環境の設定に失敗しました。

3.30.8. 注意事項
■クラスタサイトについてコマンドを実行する場合、事前に環境変数NQS_SITEを設定する必要があります。

詳細は 1章 「コマンド一覧」 の注意事項を参照してください。

■getcfgおよびsetcfgサブコマンドは、コマンド自体の実行ユーザおよび対象とするユーザの両方がユーザ環
境を作成したユーザの必要があります。ユーザ環境の作成は、JobCenterへのログインまたはinitサブコマン
ドで実施してください。

■Windows版の場合はJobCenter管理者についてもインストール時にユーザ環境の作成が行われません。その
ためgetcfgおよびsetcfgを使用したい場合は一度、JobCenterへのログインまたはinitサブコマンドでユー
ザ環境の作成を行う必要が有ります。

■setcfgサブコマンドで設定できる各パラメータの詳細については、<スタンダードモード用環境構築ガイド
>の「7.2 ユーザ環境の設定を変更する」を参照してください。

■setcfgサブコマンドで「def_queue」を設定するとき、指定したキュー名が存在するかはチェックされませ
んのでご注意ください。
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3.31. jc_syscfg システム環境設定の参照および変更
■UNIX版

▪ システム環境設定の参照
/usr/lib/nqs/gui/bin/jc_syscfg getcfg [ -p $paramname | -c $category ]

▪ システム環境設定の変更
/usr/lib/nqs/gui/bin/jc_syscfg setcfg $paramname $paramvalue

■Windows版

▪ システム環境設定の参照
%InstallDirectory%\bin\jc_syscfg.exe getcfg [ -p $paramname | -c $category ]

▪ システム環境設定の変更
%InstallDirectory%\bin\jc_syscfg.exe setcfg $paramname $paramvalue

3.31.1. 機能説明
本コマンドは、システム環境設定の参照、変更を行う機能を提供します。

3.31.2. サブコマンド
サブコマンド 機能
getcfg システム環境設定を参照します。
setcfg $paramnameで指定したシステム環境設定を$paramvalueで指定した値に変更します。

3.31.3. オプション
-p $paramname

参照するシステム環境設定のパラメータ名を指定します。本オプションを省略した場合、全てのシステム環境
設定を対象とします。

指定できるパラメータは「3.31.5 パラメータ一覧」を参照してください。
-c $category

参照するシステム環境設定のカテゴリを指定します。本オプションを省略した場合、全てのシステム環境設定
を対象とします。

指定できるカテゴリは「3.31.5 パラメータ一覧」を参照してください。

3.31.4. 出力結果
getcfgサブコマンドの出力結果は以下の通りです。

==========================time config==========================
time.customized             off
time.mode                   all
time.shift                  00:00
time.zone                   off
time.indefinite             off

==========================op&exec log==========================
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op.apply                    off
op.period                   1(year)
op.baknum                   0
op.size                     1(mb)
exec.apply                  off
exec.period                 1(year)
exec.baknum                 0
exec.size                   1(mb)

==========================smtp server==========================
smtp.mode                   each
smtp.hostname
smtp.port                   25
smtp.auth                   off
smtp.auth.cram.md5          off
smtp.auth.login             off
smtp.auth.plain             off
smtp.userid
smtp.password

3.31.5. パラメータ一覧
システム環境設定で参照・変更できるパラメータ、及びカテゴリは以下となります。

カテゴリ パラメータ 説明
time.customized 補正時刻の使用有無を表します。

■on

補正時刻を使用します。

■off

補正時刻を使用しません。

setcfgサブコマンドで設定する場合、大文字・小文字は区別しません。
time.mode 補正時刻の設定方法を表します。

■all

サイト全体に設定された補正時刻が適用されます。

■each

ジョブネットワーク毎に補正時刻が設定できます。

time.modeパラメータを「each」に設定した場合、time.shiftパラメー
タの値が「00:00」に変更されます。

setcfgサブコマンドで設定する場合、大文字・小文字は区別しません。
time.shift サイト全体に補正時刻を適用する場合の補正時刻を表します。

補正時刻は、time.modeパラメータが「all」の場合に設定が可能で、0
時0分からの相対時刻指定で、-23:59～23:59の範囲で設定を行うこと
ができます。

time

time.zone カレンダへのタイムゾーン設定機能の使用有無を表します。

■on
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カテゴリ パラメータ 説明
カレンダへのタイムゾーン設定機能を使用します。

■off

カレンダへのタイムゾーン設定機能を使用しません。

setcfgサブコマンドで設定する場合、大文字・小文字は区別しません。

time.indefinite スケジュールとカレンダへの適用期間終了日既定値の設定を表します。

■on

適用期間終了日既定値に無期限(2037/12/31)を適用します。

■off

適用期間終了日既定値に翌年年末を適用します。

setcfgサブコマンドで設定する場合、大文字・小文字は区別しません。
op.apply 操作ログの出力有無を表します。

■on

操作ログを出力します。

■off

操作ログを出力しません。

setcfgサブコマンドで設定する場合、大文字・小文字は区別しません。
op.period 操作ログの保存期間を表します。

保存期間は、1～365日間、または1～5年間の範囲で設定を行うことが
できます。日指定の場合は「d」を、年指定の場合は「y」を付けて指定
します。

(例) 30日間の場合は「30d」、5年間の場合は「5y」

保持期間を「365d」で設定した場合、getcfgサブコマンドでの出力は
「1(year)」として表示されます。

setcfgサブコマンドで設定する場合、大文字・小文字は区別しません。
op.baknum 操作ログのバックアップファイルの数を表します。

バックアップファイルの数は、0～9の範囲で設定を行うことができま
す。

log

op.size 操作ログの1ファイルの最大サイズを表します。

1ファイルの最大サイズは、1～1024KB、または1～1024MBの範囲で設
定を行うことができます。KB指定の場合は「kb」を、MB指定の場合は
「mb」を付けて指定します。

(例) 100KBの場合は「100kb」、512MBの場合は「512mb」

1ファイルの最大サイズを「1024kb」で設定した場合、getcfgサブコマ
ンドでの出力は「1(mb)」として表示されます。
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カテゴリ パラメータ 説明
setcfgサブコマンドで設定する場合、大文字・小文字は区別しません。

exec.apply 実行ログの出力有無を表します。

■on

実行ログを出力します。

■off

実行ログを出力しません。

setcfgサブコマンドで設定する場合、大文字・小文字は区別しません。
exec.period 実行ログの保存期間を表します。

保存期間は、1～365日間、または1～5年間の範囲で設定を行うことが
できます。日指定の場合は「d」を、年指定の場合は「y」を付けて指定
します。

(例) 30日間の場合は「30d」、5年間の場合は「5y」

保持期間を「365d」で設定した場合、getcfgサブコマンドでの出力は
「1(year)」として表示されます。

setcfgサブコマンドで設定する場合、大文字・小文字は区別しません。
exec.baknum 実行ログのバックアップファイルの数を表します。

バックアップファイルの数は、0～9の範囲で設定を行うことができま
す。

exec.size 実行ログの1ファイルの最大サイズを表します。

1ファイルの最大サイズは、1～1024KB、または1～1024MBの範囲で設
定を行うことができます。KB指定の場合は「kb」を、MB指定の場合は
「mb」を付けて指定します。

(例) 100KBの場合は「100kb」、512MBの場合は「512mb」

1ファイルの最大サイズを「1024kb」で設定した場合、getcfgサブコマ
ンドでの出力は「1(mb)」として表示されます。

setcfgサブコマンドで設定する場合、大文字・小文字は区別しません。
smtp.mode SMTPサーバの指定方法を表します。

■all

サイト全体に設定されたSMTPサーバが適用されます。

■each

ジョブネットワーク毎にSMTPサーバが設定できます。

smtp.modeパラメータを「all」に設定する場
合、smtp.hostname、smtp.portパラメータを設定する必要がありま
す。

setcfgサブコマンドで設定する場合、大文字・小文字は区別しません。

smtp

smtp.hostname SMTPサーバ名を表します。
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カテゴリ パラメータ 説明
SMTPサーバ名を設定する場合は、SMTPサーバのホスト名、またはIPア
ドレスを指定します。SMTPサーバ名は256バイトまで入力することがで
きます。また、空白、タブ、半角カタカナ、全角文字、及び「!」「"」
「#」「$」「%」「&」「'」「(」「)」「*」「,」「/」「;」「<」
「=」「>」「?」「@」「[」「\」「]」「^」「`」「{」「|」「}」
「~」は使用できません。

smtp.port SMTPサーバのポート番号を表します。

ポート番号は、1～65535の範囲で設定を行うことができます。
smtp.auth SMTPユーザ認証機能の利用有無を表します。

■on

SMTPユーザ認証機能を利用します。

■off

SMTPユーザ認証機能を利用しません。

smtp.authパラメータを「on」に設定する場
合、smtp.userid、smtp.passwordパラメータの設定、及び
smtp.auth.cram.md5、smtp.auth.login、smtp.auth.plainパラメータの
いずれかが「on」に設定されている必要があります。

setcfgサブコマンドで設定する場合、大文字・小文字は区別しません。
smtp.auth.cram.md5 SMTPユーザ認証機能のユーザ認証方式として、CRAM-MD5の利用有無

を表します。

■on

ユーザ認証方式にCRAM-MD5を利用します。

■off

ユーザ認証方式にCRAM-MD5を利用しません。

smtp.authパラメータが「on」に設定されている状態
で、smtp.auth.cram.md5パラメータを「off」に設定する場
合、smtp.auth.login、smtp.auth.plainパラメータのいずれかが「on」
に設定されている必要があります。

setcfgサブコマンドで設定する場合、大文字・小文字は区別しません。

ユーザ認証方式を複数設定した場合は、CRAM-MD5→LOGIN→PLAINの
優先順位で、順次SMTPサーバへの認証を試みます。

smtp.auth.login SMTPユーザ認証機能のユーザ認証方式として、LOGINの利用有無を表し
ます。

■on

ユーザ認証方式にLOGINを利用します。

■off

ユーザ認証方式にLOGINを利用しません。
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カテゴリ パラメータ 説明
smtp.authパラメータが「on」に設定されている状態
で、smtp.auth.loginパラメータを「off」に設定する場合
は、smtp.auth.cram.md5、smtp.auth.plainパラメータのいずれかが
「on」に設定されている必要があります。

setcfgサブコマンドで設定する場合、大文字・小文字は区別しません。

ユーザ認証方式を複数設定した場合は、CRAM-MD5→LOGIN→PLAINの
優先順位で、順次SMTPサーバへの認証を試みます。

smtp.auth.plain SMTPユーザ認証機能のユーザ認証方式として、PLAINの利用有無を表し
ます。

■on

ユーザ認証方式にPLAINを利用します。

■off

ユーザ認証方式にPLAINを利用しません。

smtp.authパラメータが「on」に設定されている状態
で、smtp.auth.plainパラメータを「off」に設定する場合
は、smtp.auth.cram.md5、smtp.auth.loginパラメータのいずれかが
「on」に設定されている必要があります。

setcfgサブコマンドで設定する場合、大文字・小文字は区別しません。

ユーザ認証方式を複数設定した場合は、CRAM-MD5→LOGIN→PLAINの
優先順位で、順次SMTPサーバへの認証を試みます。

smtp.userid SMTPユーザ認証機能で使用するユーザIDを表します。

ユーザIDは255バイトまで入力することができます。また、タブ、半角
カタカナ、全角文字、特殊文字、及び「"」「#」「'」は使用できませ
ん。

smtp.password SMTPユーザ認証機能で使用するユーザIDに対応するパスワードを表しま
す。パスワードが設定されている場合、マスクした値で表示されます。

パスワードは64バイトまで入力することができます。

3.31.6. 戻り値
戻り値 内容
0 正常終了です。
1 異常終了です。

3.31.7. 主要メッセージ

■コマンド共通のメッセージ

メッセージ 内容
ERROR: Too few arguments. コマンドの引数が不足しています。
ERROR: Too many arguments. コマンドの引数が多いです。
ERROR: Invalid subcommand(サブコマンド). 無効なサブコマンドが指定されています。
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メッセージ 内容
ERROR: This user is not registed. コマンドを実行しているユーザはJobCenterグループ

に所属していません。
ERROR: User does not exist. コマンドを実行しているユーザのユーザ環境が作成

されていません。
ERROR: Invalid site. 環境変数NQS_SITEで指定したサイトが不正です。

■getcfgサブコマンド固有のメッセージ

メッセージ 内容
ERROR: The specified parameter not found. 指定されたパラメータは存在しません。
ERROR: The specified category not found. 指定されたカテゴリは存在しません。
ERROR: Paramname can't more than 40 bytes. パラメータ名には40バイトより大きい値は指定でき

ません。
ERROR: Get sysconfig failure("エラーメッセージ") システム環境設定の取得に失敗しました。

■setcfgサブコマンド固有のメッセージ

メッセージ 内容
Successfully set system config. システム環境設定の設定に成功しました。
ERROR: Set system config failure("No "パラメータ
名" key.")

指定したパラメータが存在しないため、システム環
境設定の設定に失敗しました。

ERROR: Set system config failure("Invalid
parameter value.")

指定したパラメータの値が不正なため、システム環
境設定の設定に失敗しました。

ERROR: Set system config failure("The required
paramaters aren't proper.")

依存関係のあるパラメータの値が不適切であるた
め、システム環境設定の設定に失敗しました。

ERROR: Set system config failure("Can't set
the time.shift paramater when the time.mode is
"each".")

time.modeパラメータが「each」であるた
め、time.shiftパラメータの設定に失敗しました。

ERROR: Set system config failure("エラーメッセー
ジ")

システム環境設定の設定に失敗しました。

ERROR: Only manager can execute this command. JobCenter管理者でのみ実行できるサブコマンドで
す。

ERROR: Get lock failure. システム環境設定が編集中のため、設定に失敗しま
した。

3.31.8. 注意事項
■クラスタサイトについてコマンドを実行する場合、事前に環境変数NQS_SITEを設定する必要があります。

詳細は 1章 「コマンド一覧」 の注意事項を参照してください。

■本コマンドは、JobCenterへのログイン、またはjc_usercfgコマンドのinitサブコマンドでユーザの環境を作
成したユーザで実行する必要があります。

jc_usercfgコマンドの詳細は 「3.30 jc_usercfg ユーザ環境の作成、ユーザ環境設定の参照および変更」を
参照してください。

■setcfgサブコマンドは、JobCenter管理者で実行する必要があります。
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3.32. jc_permcfg パーミッション設定の参照、および変更
■UNIX版

/usr/lib/nqs/gui/bin/jc_permcfg $subcommand $options...

■Windows版

%InstallDirectory%\bin\jc_permcfg.exe $subcommand $options...

3.32.1. 機能説明

本コマンドは、パーミッション設定の参照、変更を行う機能を提供します。

本コマンドのサブコマンドは以下の通りです。

サブコマンド 機能
getperm 権限グループのパーミッション情報を出力します。
creategrp 権限グループを新規作成します。
delgrp 権限グループを削除します。
copygrp 権限グループを複製します。
setperm 権限グループのアクセス権限を設定します。
assignuser ユーザの所属する権限グループを変更します。
addaccuser 権限グループに他ユーザへのアクセス許可を追加します。
delaccuser 権限グループから他ユーザへのアクセス許可を削除します。

それぞれのサブコマンドの使い方とオプションについては以降の節で説明します。

■デフォルト権限グループについて

本コマンドでは、デフォルトの権限グループは以下の名前で入出力します。(CL/Winの画面上では末尾にア
スタリスク「*」が付いて表示されますが、本コマンドではアットマーク「@」で始まる文字列で入出力しま
す。)

権限グループ名 本コマンドで表示・入力する名称
JobCenter管理者 @JobCenterManager
ジョブネットワーク開発者 @JnwDeveloper
ジョブネットワーク運用者 @JnwOperator
実行監視者 @ExecSurveillant
一般ユーザ @NormalUser

権限グループ名の制限は以下の通りです。

▪ 権限グループ名の最大バイト数は、40バイトです。

▪ 空白、タブ、特殊文字および以下の文字は使用できません。

! " # $ % ' ( ) * , . / : ; < = > ? @ [ \ ] ^ ` { | } ~

▪ デフォルトの権限グループを指定する場合を除き、権限グループ名にアットマーク「@」は使
用できません。
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3.32.1.1. 権限グループのパーミッション情報の参照（getperm）

■コマンドラインインタフェース
jc_permcfg getperm [-g $groupname ]

■概要

権限グループのパーミッション情報を出力します。

■オプション
-g $groupname

パーミッション情報を出力したい権限グループ名を指定します。

本オプション省略時は、すべての権限グループのパーミッション情報を出力します。

■出力フォーマット

権限グループのパーミッション情報の出力フォーマットを説明します。

<権限グループ名>
  Member
    <所属ユーザ一覧>
  Authority
    <アクセス権限一覧>
  Permitted User
    <アクセス許可ユーザ一覧>

セクション 説明
Member 権限グループに所属しているユーザ名の一覧がカンマ区切りで表示されます。
Authority 各アクセス権限の有無が「権限文字列 <on/off>」の形式で表示されます。

権限文字列とそれに対応するアクセス権限は以下の通りです。

権限文字列 アクセス権限
own.jnw.read ユーザ自身のジョブネットワークの一覧と参照
own.jnw.write ユーザ自身のジョブネットワークの作成/変更/削除
own.jnw.execute ユーザ自身のジョブネットワークの実行
own.trk.read ユーザ自身のトラッカの一覧と参照
own.trk.operation ユーザ自身のトラッカの操作
other.jnw.read 他ユーザのジョブネットワークの一覧と参照
other.jnw.write 他ユーザのジョブネットワークの作成/変更/削除
other.jnw.execute 他ユーザのジョブネットワークの実行
other.trk.read 他ユーザのトラッカの一覧と参照
other.trk.operation 他ユーザのトラッカの操作

Permitted User 権限グループからアクセス許可のあるユーザ名の一覧がカンマ区切りで表示されま
す。

■実行例

以下にUNIX版の実行例を示します。

▪ 指定した権限グループの情報を出力
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# /usr/lib/nqs/gui/bin/jc_permcfg getperm -g 他ユーザ監視グループ
他ユーザ監視グループ
  Member
    jnwmonitor
  Authority
    own.jnw.read         off
    own.jnw.write        off
    own.jnw.execute      off
    own.trk.read         off
    own.trk.operation    off
    other.jnw.read       on
    other.jnw.write      on
    other.jnw.execute    on
    other.trk.read       on
    other.trk.operation  on
  Permitted User
    jnwmonitor,nsumsmgr,root

▪ すべての権限グループの情報を出力

# /usr/lib/nqs/gui/bin/jc_permcfg getperm
@JobCenterManager
  Member
    nsumsmgr,root
  Authority
    own.jnw.read         on
    own.jnw.write        on
    own.jnw.execute      on
    own.trk.read         on
    own.trk.operation    on
    other.jnw.read       on
    other.jnw.write      on
    other.jnw.execute    on
    other.trk.read       on
    other.trk.operation  on
  Permitted User
    jnwmonitor,nsumsmgr,root

@JnwDeveloper
  Member

  Authority
    own.jnw.read         on
    own.jnw.write        on
    own.jnw.execute      on
    own.trk.read         on
    own.trk.operation    on
    other.jnw.read       on
    other.jnw.write      on
    other.jnw.execute    on
    other.trk.read       on
    other.trk.operation  on
  Permitted User
    jnwmonitor,nsumsmgr,root

@JnwOperator
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  Member

  Authority
    own.jnw.read         on
    own.jnw.write        off
    own.jnw.execute      on
    own.trk.read         on
    own.trk.operation    on
    other.jnw.read       on
    other.jnw.write      off
    other.jnw.execute    on
    other.trk.read       on
    other.trk.operation  on
  Permitted User
    jnwmonitor,nsumsmgr,root

@ExecSurveillant
  Member

  Authority
    own.jnw.read         off
    own.jnw.write        off
    own.jnw.execute      off
    own.trk.read         on
    own.trk.operation    off
    other.jnw.read       off
    other.jnw.write      off
    other.jnw.execute    off
    other.trk.read       on
    other.trk.operation  off
  Permitted User
    jnwmonitor,nsumsmgr,root

他ユーザ監視グループ
  Member
    jnwmonitor
  Authority
    own.jnw.read         off
    own.jnw.write        off
    own.jnw.execute      off
    own.trk.read         off
    own.trk.operation    off
    other.jnw.read       on
    other.jnw.write      on
    other.jnw.execute    on
    other.trk.read       on
    other.trk.operation  on
  Permitted User
    jnwmonitor,nsumsmgr,root

@NormalUser
  Member

  Authority
    own.jnw.read         on
    own.jnw.write        on
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    own.jnw.execute      on
    own.trk.read         on
    own.trk.operation    on
    other.jnw.read       off
    other.jnw.write      off
    other.jnw.execute    off
    other.trk.read       off
    other.trk.operation  off
  Permitted User

■主要メッセージ

「3.32.3 コマンド共通の主要メッセージ」を参照してください。

3.32.1.2. 権限グループの新規作成（creategrp）

■コマンドラインインタフェース
jc_permcfg creategrp $groupname

■概要

権限グループの新規作成を行います。

本サブコマンドで作成した権限グループはすべての権限が無効になっているので、「3.32.1.5 権限グルー
プのアクセス権限を変更（setperm）」、「3.32.1.7 権限グループに他ユーザへのアクセス許可を追加
（addaccuser）」で権限を設定してください。

■オプション
$groupname

新規作成する権限グループ名を指定します。

既に存在する権限グループと同じ名前を指定することはできません。

■実行例

以下にUNIX版の実行例を示します。

# /usr/lib/nqs/gui/bin/jc_permcfg creategrp 新規権限グループ
Successfully set the permission.
# /usr/lib/nqs/gui/bin/jc_permcfg getperm -g 新規権限グループ
新規権限グループ
  Member

  Authority
    own.jnw.read         off
    own.jnw.write        off
    own.jnw.execute      off
    own.trk.read         off
    own.trk.operation    off
    other.jnw.read       off
    other.jnw.write      off
    other.jnw.execute    off
    other.trk.read       off
    other.trk.operation  off
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  Permitted User

■主要メッセージ

本サブコマンド固有のメッセージを説明します。その他のメッセージは「3.32.3 コマンド共通の主要メッ
セージ」を参照してください。

メッセージ 内容
Successfully set the permission. 権限グループの作成に成功しました。
ERROR: The specified group already exists. 指定した名前の権限グループは既に存在します。

3.32.1.3. 権限グループの削除（delgrp）

■コマンドラインインタフェース

jc_permcfg delgrp $groupname

■概要

権限グループの削除を行います。

■オプション

$groupname

削除する権限グループ名を指定します。

デフォルトの権限グループは削除できません。

■実行例

以下にUNIX版の実行例を示します。

# /usr/lib/nqs/gui/bin/jc_permcfg getperm -g 他ユーザ監視グループ
他ユーザ監視グループ
  Member
    jnwmonitor
  Authority
    own.jnw.read         off
    own.jnw.write        off
    own.jnw.execute      off
    own.trk.read         off
    own.trk.operation    off
    other.jnw.read       on
    other.jnw.write      on
    other.jnw.execute    on
    other.trk.read       on
    other.trk.operation  on
  Permitted User
    jnwmonitor,nsumsmgr,root
# /usr/lib/nqs/gui/bin/jc_permcfg delgrp 他ユーザ監視グループ
Successfully set the permission.
# /usr/lib/nqs/gui/bin/jc_permcfg getperm -g 他ユーザ監視グループ
ERROR: The specified group could not be found.

■主要メッセージ
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本サブコマンド固有のメッセージを説明します。その他のメッセージは「3.32.3 コマンド共通の主要メッ
セージ」を参照してください。

メッセージ 内容
Successfully set the permission. 権限グループの削除に成功しました。
ERROR: Can't specify the group name to be a
built-in group.

デフォルトの権限グループは削除できません。

3.32.1.4. 権限グループの複製（copygrp）
■コマンドラインインタフェース

jc_permcfg copygrp $srcgroup $dstgroup

■概要

既に存在する権限グループと同じ設定内容を持つ権限グループを作成します。

■オプション
$srcgroup

複製元となる権限グループ名を指定します。

$dstgroup

複製先の権限グループ名を指定します。

$srcgroupにJobCenter管理者グループ「@JobCenterManager」を指定することはできません。

$dstgroupに既に存在する権限グループと同じ名前を指定することはできません。

■実行例

以下にUNIX版の実行例を示します。

# /usr/lib/nqs/gui/bin/jc_permcfg getperm -g 他ユーザ監視グループ
他ユーザ監視グループ
  Member
    jnwmonitor
  Authority
    own.jnw.read         off
    own.jnw.write        off
    own.jnw.execute      off
    own.trk.read         off
    own.trk.operation    off
    other.jnw.read       on
    other.jnw.write      on
    other.jnw.execute    on
    other.trk.read       on
    other.trk.operation  on
  Permitted User
    jnwmonitor,nsumsmgr,root
# /usr/lib/nqs/gui/bin/jc_permcfg copygrp 他ユーザ監視グループ コピーグループ
Successfully set the permission.
# /usr/lib/nqs/gui/bin/jc_permcfg getperm -g コピーグループ
コピーグループ
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  Member

  Authority
    own.jnw.read         off
    own.jnw.write        off
    own.jnw.execute      off
    own.trk.read         off
    own.trk.operation    off
    other.jnw.read       on
    other.jnw.write      on
    other.jnw.execute    on
    other.trk.read       on
    other.trk.operation  on
  Permitted User
    jnwmonitor,nsumsmgr,root

■主要メッセージ

本サブコマンド固有のメッセージを説明します。その他のメッセージは「3.32.3 コマンド共通の主要メッ
セージ」を参照してください。

メッセージ 内容
Successfully set the permission. 権限グループの複製に成功しました。
ERROR: The specified srcgroup could not be found. 複製元に指定した名前の権限グループが見つかりま

せん。
ERROR: The specified dstgroup already exists. 複製先に指定した名前の権限グループは既に存在し

ます。
ERROR: Can't copy from JobCenter manager group. JobCenter管理者グループを複製することはできませ

ん。

3.32.1.5. 権限グループのアクセス権限を変更（setperm）

■コマンドラインインタフェース

jc_permcfg setperm $groupname $mode

■概要

権限グループのアクセス権限を変更します。

■オプション

$groupname

アクセス権限を変更する権限グループ名を指定します。

$mode

アクセス権限を文字列で指定します。指定方法は、「アクセス権限の指定方法」を参照してください。

デフォルトの権限グループのアクセス権限を変更することはできません。

■アクセス権限の指定方法

対象の権限グループに付与したいアクセス権限の権限文字列を指定します。複数の権限文字列を指定する場
合はカンマ区切りで指定します。指定できる権限文字列は以下の通りです。
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権限文字列 アクセス権限名
own.jnw.read ユーザ自身のジョブネットワークの一覧と参照
own.jnw.write ユーザ自身のジョブネットワークの作成/変更/削除
own.jnw.execute ユーザ自身のジョブネットワークの実行
own.trk.read ユーザ自身のトラッカの一覧と参照
own.trk.operation ユーザ自身のトラッカの操作
other.jnw.read 他ユーザのジョブネットワークの一覧と参照
other.jnw.write 他ユーザのジョブネットワークの作成/変更/削除
other.jnw.execute 他ユーザのジョブネットワークの実行
other.trk.read 他ユーザのトラッカの一覧と参照
other.trk.operation 他ユーザのトラッカの操作

一部のアクセス権限には依存関係があるものが存在し、それらを設定場合には前提となるアクセス権限が必
要となります。本コマンドでアクセス権限を設定する場合、前提となるアクセス権限が明示的に指定されて
いなくても、自動的に設定されます。

権限文字列 前提となる(同時に付与される)アクセス権限の権限文字列
own.jnw.write own.jnw.read
own.jnw.execute own.trk.read

own.trk.operation
own.trk.operation own.trk.read
own.jnw.write own.jnw.read
other.jnw.execute other.trk.read

other.trk.operation
other.trk.operation other.trk.read

権限文字列にallを使うことで、複数のアクセス権限を同時に付与できます。

権限文字列 付与されるアクセス権限の権限文字列
all own.jnw.read

own.jnw.write

own.jnw.execute

own.trk.read

own.trk.operation

other.jnw.read

other.jnw.write

other.jnw.execute

other.trk.read

other.trk.operation
own.all own.jnw.read
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権限文字列 付与されるアクセス権限の権限文字列
own.jnw.write

own.jnw.execute

own.trk.read

own.trk.operation
own.jnw.all own.jnw.read

own.jnw.write

own.jnw.execute

own.trk.read

own.trk.operation

依存関係があるため、own.trkのアクセス権限も同時
に付与されます。

own.trk.all own.trk.read

own.trk.operation
other.all other.jnw.read

other.jnw.write

other.jnw.execute

other.trk.read

other.trk.operation
other.jnw.all other.jnw.read

other.jnw.write

other.jnw.execute

other.trk.read

other.trk.operation

依存関係があるため、other.trkのアクセス権限も同
時に付与されます。

other.trk.all other.trk.read

other.trk.operation

権限文字列に空文字「""」を指定した場合、権限グループの全てのアクセス権限を無効にします。

■実行例

以下にUNIX版の実行例を示します。

# /usr/lib/nqs/gui/bin/jc_permcfg creategrp 新規権限グループ
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Successfully set the permission.
# /usr/lib/nqs/gui/bin/jc_permcfg setperm 新規権限グループ own.all,other.trk.all
Successfully set the permission.
# /usr/lib/nqs/gui/bin/jc_permcfg getperm -g 新規権限グループ
新規権限グループ
  Member

  Authority
    own.jnw.read         on
    own.jnw.write        on
    own.jnw.execute      on
    own.trk.read         on
    own.trk.operation    on
    other.jnw.read       off
    other.jnw.write      off
    other.jnw.execute    off
    other.trk.read       on
    other.trk.operation  on
  Permitted User
    jnwmonitor,nsumsmgr,root
# /usr/lib/nqs/gui/bin/jc_permcfg setperm 新規権限グループ ""
Successfully set the permission.
# /usr/lib/nqs/gui/bin/jc_permcfg getperm -g 新規権限グループ
新規権限グループ
  Member

  Authority
    own.jnw.read         off
    own.jnw.write        off
    own.jnw.execute      off
    own.trk.read         off
    own.trk.operation    off
    other.jnw.read       off
    other.jnw.write      off
    other.jnw.execute    off
    other.trk.read       off
    other.trk.operation  off
  Permitted User

■主要メッセージ

本サブコマンド固有のメッセージを説明します。その他のメッセージは「3.32.3 コマンド共通の主要メッ
セージ」を参照してください。

メッセージ 内容
Successfully set the permission. アクセス権限の変更に成功しました。
ERROR: Invaild permission mode. 不正な権限文字列が指定されました。
WARN: The permission mode has no change. 変更前と変更後のアクセス権限に違いはありませ

ん。
ERROR: Can't specify the group name to be a
built-in group.

デフォルトの権限グループのアクセス権限は変更で
きません。

3.32.1.6. ユーザの所属する権限グループを変更（assignuser）

■コマンドラインインタフェース
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jc_permcfg assignuser $groupname $user1 [ $user2 $user3 ... $userN ]

■概要

ユーザの所属する権限グループを変更します。

■オプション
$groupname

ユーザを所属させる権限グループ名を指定します。

$user1 [ $user2 $user3 ... $userN ]

$groupnameで指定した権限グループに所属させるユーザ名を1個以上指定します。

一度に指定できるユーザの最大数は100です。

JobCenter管理者の所属権限グループを変更することはできません。

JobCenter管理者グループに一般ユーザを所属させることはできません。

■実行例

以下にUNIX版の実行例を示します。

# /usr/lib/nqs/gui/bin/jc_permcfg getperm -g @NormalUser
@NormalUser
  Member
    jnwmonitor,user01,user02
  Authority
    own.jnw.read         on
    own.jnw.write        on
    own.jnw.execute      on
    own.trk.read         on
    own.trk.operation    on
    other.jnw.read       off
    other.jnw.write      off
    other.jnw.execute    off
    other.trk.read       off
    other.trk.operation  off
  Permitted User

# /usr/lib/nqs/gui/bin/jc_permcfg assignuser 他ユーザ監視グループ jnwmonitor
Successfully set the permission.
# /usr/lib/nqs/gui/bin/jc_permcfg getperm -g 他ユーザ監視グループ
他ユーザ監視グループ
  Member
    jnwmonitor
  Authority
    own.jnw.read         off
    own.jnw.write        off
    own.jnw.execute      off
    own.trk.read         off
    own.trk.operation    off
    other.jnw.read       on
    other.jnw.write      on
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    other.jnw.execute    on
    other.trk.read       on
    other.trk.operation  on
  Permitted User
    jnwmonitor,nsumsmgr,root,user01,user02
# /usr/lib/nqs/gui/bin/jc_permcfg assignuser @JnwDeveloper user01 user02
Successfully set the permission.
# /usr/lib/nqs/gui/bin/jc_permcfg getperm -g @JnwDeveloper
@JnwDeveloper
  Member
    user01,user02
  Authority
    own.jnw.read         on
    own.jnw.write        on
    own.jnw.execute      on
    own.trk.read         on
    own.trk.operation    on
    other.jnw.read       on
    other.jnw.write      on
    other.jnw.execute    on
    other.trk.read       on
    other.trk.operation  on
  Permitted User
    jnwmonitor,nsumsmgr,root,user01,user02

■主要メッセージ

本サブコマンド固有のメッセージを説明します。その他のメッセージは「3.32.3 コマンド共通の主要メッ
セージ」を参照してください。

メッセージ 内容
Successfully set the permission. 所属する権限グループの変更に成功しました。
ERROR: Can't change the JobCenter Manager
group's user.

所属先の権限グループにJobCenter管理者グループを
指定することはできません。

WARN: The user already exists(username). ユーザは既に指定された権限グループに所属してい
ます。

ERROR: Can't modify the JobCenter
manager(username) to group(groupname).

JobCenter管理者の所属する権限グループを変更する
ことはできません。

3.32.1.7. 権限グループに他ユーザへのアクセス許可を追加（addaccuser）
■コマンドラインインタフェース

jc_permcfg addaccuser $groupname $user1 [ $user2 $user3 ... $userN ]

jc_permcfg addaccuser $groupname -a

■概要

権限グループに他ユーザへのアクセス許可を追加します。

■オプション
$groupname

アクセス許可を追加する権限グループ名を指定します。

$user1 [ $user2 $user3 ... $userN ]
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$groupnameで指定した権限グループからアクセス許可するユーザ名を1個以上指定します。

一度に指定できるユーザの最大数は100です。

-a

$groupnameで指定した権限グループのアクセス許可ユーザに全ユーザを追加します。

JobCenter管理者グループのアクセス許可ユーザを変更することはできません。

他ユーザに対する権限を一切持たない権限グループに対しては、アクセス許可ユーザの変更は行
えません。そのため、あらかじめ対象の権限グループに対して、他ユーザに対するいずれかの権
限が設定されている必要があります。

■実行例

以下にUNIX版の実行例を示します。

▪ 指定したユーザへのアクセス許可を追加

# /usr/lib/nqs/gui/bin/jc_permcfg getperm -g 他ユーザ監視グループ
他ユーザ監視グループ
  Member
    jnwmonitor
  Authority
    own.jnw.read         off
    own.jnw.write        off
    own.jnw.execute      off
    own.trk.read         off
    own.trk.operation    off
    other.jnw.read       on
    other.jnw.write      on
    other.jnw.execute    on
    other.trk.read       on
    other.trk.operation  on
  Permitted User

# /usr/lib/nqs/gui/bin/jc_permcfg addaccuser 他ユーザ監視グループ nsumsmgr
Successfully set the permission.
# /usr/lib/nqs/gui/bin/jc_permcfg getperm -g 他ユーザ監視グループ
他ユーザ監視グループ
  Member
    jnwmonitor
  Authority
    own.jnw.read         off
    own.jnw.write        off
    own.jnw.execute      off
    own.trk.read         off
    own.trk.operation    off
    other.jnw.read       on
    other.jnw.write      on
    other.jnw.execute    on
    other.trk.read       on
    other.trk.operation  on
  Permitted User
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    nsumsmgr

▪ すべてのユーザへのアクセス許可を追加

# /usr/lib/nqs/gui/bin/jc_permcfg getperm -g 他ユーザ監視グループ
他ユーザ監視グループ
  Member
    jnwmonitor
  Authority
    own.jnw.read         off
    own.jnw.write        off
    own.jnw.execute      off
    own.trk.read         off
    own.trk.operation    off
    other.jnw.read       on
    other.jnw.write      on
    other.jnw.execute    on
    other.trk.read       on
    other.trk.operation  on
  Permitted User
    nsumsmgr
# /usr/lib/nqs/gui/bin/jc_permcfg addaccuser 他ユーザ監視グループ -a
Successfully set the permission.
# /usr/lib/nqs/gui/bin/jc_permcfg getperm -g 他ユーザ監視グループ
他ユーザ監視グループ
  Member
    jnwmonitor
  Authority
    own.jnw.read         off
    own.jnw.write        off
    own.jnw.execute      off
    own.trk.read         off
    own.trk.operation    off
    other.jnw.read       on
    other.jnw.write      on
    other.jnw.execute    on
    other.trk.read       on
    other.trk.operation  on
  Permitted User
    jnwmonitor,nsumsmgr,root,user01,user02

■主要メッセージ

本サブコマンド固有のメッセージを説明します。その他のメッセージは「3.32.3 コマンド共通の主要メッ
セージ」を参照してください。

メッセージ 内容
Successfully set the permission. アクセス許可の追加に成功しました。
WARN: Duplicate username(username). 引数に同じユーザ名を複数回指定しています。
WARN: The user already exists(username). 指定されたユーザは既にアクセス許可されていま

す。
ERROR: No permission. 権限グループに他ユーザに対するアクセス権限がな

いため、アクセス許可の追加ができません。
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3.32.1.8. 権限グループから他ユーザへのアクセス許可を削除（delaccuser）

■コマンドラインインタフェース

jc_permcfg delaccuser $groupname $user1 [ $user2 $user3 ... $userN ]

jc_permcfg delaccuser $groupname -a

■概要

権限グループから他ユーザへのアクセス許可を削除します。

■オプション

$groupname

アクセス許可を削除する権限グループ名を指定します。

$user1 [ $user2 $user3 ... $userN ]

$groupnameで指定した権限グループからアクセス許可を削除するユーザ名を1個以上指定します。

一度に指定できるユーザの最大数は100です。

-a

$groupnameで指定した権限グループのアクセス許可ユーザから全ユーザを削除します。

JobCenter管理者グループのアクセス許可ユーザを変更することはできません。

他ユーザに対する権限を一切持たない権限グループに対しては、アクセス許可ユーザの変更は行
えません。そのため、あらかじめ対象の権限グループに対して、他ユーザに対するいずれかの権
限が設定されている必要があります。

■実行例

以下にUNIX版の実行例を示します。

▪ 指定したユーザへのアクセス許可を削除

# /usr/lib/nqs/gui/bin/jc_permcfg getperm -g 他ユーザ監視グループ
他ユーザ監視グループ
  Member
    jnwmonitor
  Authority
    own.jnw.read         off
    own.jnw.write        off
    own.jnw.execute      off
    own.trk.read         off
    own.trk.operation    off
    other.jnw.read       on
    other.jnw.write      on
    other.jnw.execute    on
    other.trk.read       on
    other.trk.operation  on
  Permitted User
    jnwmonitor,nsumsmgr,root,user01,user02
# /usr/lib/nqs/gui/bin/jc_permcfg delaccuser 他ユーザ監視グループ user01 user02
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Successfully set the permission.
# /usr/lib/nqs/gui/bin/jc_permcfg getperm -g 他ユーザ監視グループ
他ユーザ監視グループ
  Member
    jnwmonitor
  Authority
    own.jnw.read         off
    own.jnw.write        off
    own.jnw.execute      off
    own.trk.read         off
    own.trk.operation    off
    other.jnw.read       on
    other.jnw.write      on
    other.jnw.execute    on
    other.trk.read       on
    other.trk.operation  on
  Permitted User
    jnwmonitor,nsumsmgr,root

▪ ユーザへのアクセス許可をすべて削除

# /usr/lib/nqs/gui/bin/jc_permcfg getperm -g 他ユーザ監視グループ
他ユーザ監視グループ
  Member
    jnwmonitor
  Authority
    own.jnw.read         off
    own.jnw.write        off
    own.jnw.execute      off
    own.trk.read         off
    own.trk.operation    off
    other.jnw.read       on
    other.jnw.write      on
    other.jnw.execute    on
    other.trk.read       on
    other.trk.operation  on
  Permitted User
    jnwmonitor,nsumsmgr,root
# /usr/lib/nqs/gui/bin/jc_permcfg delaccuser 他ユーザ監視グループ -a
Successfully set the permission.
# /usr/lib/nqs/gui/bin/jc_permcfg getperm -g 他ユーザ監視グループ
他ユーザ監視グループ
  Member
    jnwmonitor
  Authority
    own.jnw.read         off
    own.jnw.write        off
    own.jnw.execute      off
    own.trk.read         off
    own.trk.operation    off
    other.jnw.read       on
    other.jnw.write      on
    other.jnw.execute    on
    other.trk.read       on
    other.trk.operation  on
  Permitted User
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■主要メッセージ

本サブコマンド固有のメッセージを説明します。その他のメッセージは「3.32.3 コマンド共通の主要メッ
セージ」を参照してください。

メッセージ 内容
Successfully set the permission. アクセス許可の削除に成功しました。
WARN: Duplicate username(username). 引数に同じユーザ名を複数回指定しています。
WARN: The user could not be found(username). 指定されたユーザがアクセス許可ユーザの中から見

つかりません。
ERROR: No permission. 権限グループに他ユーザに対するアクセス権限がな

いため、アクセス許可の削除ができません。

3.32.2. 戻り値
戻り値 内容
0 正常終了です。
1 異常終了です。

3.32.3. コマンド共通の主要メッセージ
メッセージ 内容

ERROR: Too few arguments. コマンドの引数が不足しています。
ERROR: Invalid subcommand(subcommand). 無効なサブコマンドが指定されています。
ERROR: The user name could not be
found(username).

指定されたユーザが見つかりません。

ERROR: The specified group could not be found. 指定された権限グループが見つかりません。
ERROR: Group name can't more than 40 bytes. 40バイトを超える権限グループ名が指定されました。
ERROR: Group name has invalid character. 権限グループ名に使用できない文字が指定されまし

た。
ERROR: Invalid group name. 権限グループ名に空文字列が指定されました。
ERROR: Invalid site. 環境変数NQS_SITEの値が不正です。
ERROR: Only manager can execute this command. 一般ユーザで実行できない操作です。

3.32.4. 注意事項
■getpermサブコマンドはJobCenterのユーザ環境を作成したユーザで実行する必要があります。ユーザ環境

の作成は、JobCenterへのログイン、またはjc_usercfgのinitサブコマンドで実施してください。

その他のサブコマンドはJobCenter管理者で実行する必要があります。

■クラスタサイトについてコマンドを実行する場合、事前に環境変数NQS_SITEを設定する必要があります。

詳細は 1章 「コマンド一覧」 の注意事項を参照してください。

■Windows版JobCenterで権限グループを指定する場合、大文字小文字は区別されません。

3.32.5. 制限事項
対象のJobCenter MGにCL/Winで一度もログインされていないユーザについては、パーミッション設定の対象
とすることができません。そのため、パーミッション設定を行うには、あらかじめ対象ユーザでJobCenter MG
にログインを行ってください。この初回ログインによりユーザ環境がMG上に生成され、対象ユーザに対する
パーミッション設定を行うことができるようになります。
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または、CL/Winからログインを行わなくとも、jc_usercfgのinitサブコマンドで同等のことを行うことができ
ます。詳細については「3.30 jc_usercfg ユーザ環境の作成、ユーザ環境設定の参照および変更」を参照して
ください。
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3.33. jcexectrl スタンダードモードのリソース参照・操作
■UNIX版

/usr/lib/nqs/gui/bin/jcexecutor/jcexectrl $resource $subcommand [ $options... ]

■Windows版
%InstallDirectory%\bin\jcexecutor\jcexectrl.exe $resource $subcommand [ $options... ]

3.33.1. 機能説明
本コマンドはスタンダードモードで扱うリソースの参照や操作を行う機能を提供します。クラシックモードで
は利用できません。本コマンドは、UNIX版ではrootユーザ、Windows版ではJobCenter管理者で実行してくだ
さい。

接続するMGのURLは、環境変数「NATS_URL」または--nats-urlオプションにて指定します。指定が無い場合
は、デフォルトの「nats://localhost:23141」になります。

入力パラメータがあるサブコマンドでは、標準入力またはファイルによりJSON形式でパラメータを指定しま
す。出力パラメータがあるサブコマンドでは、JSON形式で標準出力に出力します。

3.33.2. リソース
リソース($resource)に指定できるものは以下です。
リソース 説明
queue キュー
agent エージェント
request リクエスト

※障害対応として必要な場合に利用します。

3.33.3. サブコマンド一覧
サブコマンド($subcommand)に指定できるものをリソース別に一覧で記載します。オプションやパラメータも
含めた具体的な指定方法については、「3.33.6 サブコマンド別パラメータ一覧」を参照してください。

queue リソースのサブコマンド一覧
サブコマンド 機能
create キューを作成します。
update キューの情報を更新します。
list キューの一覧を取得します。
get キューの詳細情報を取得します。
enable キューを有効にします。
disable キューを無効にします。
start キューを開始します。
stop キューを停止します。
purge キューのリクエストを一括削除します。指定したキュー内のリクエストのうち実行中で

ないもの(QUEUED、HOLD状態のもの)をすべて削除します。

※クラシックモードのqmgrコマンドのpurge queueに相当する機能です。
delete キューを削除します。実行中のリクエストは強制終了します。キューにリクエストがあ

る場合、リクエストもすべて削除されます。
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agent リソースのサブコマンド一覧
サブコマンド 機能
create エージェントの定義を作成します。
update エージェントの定義を更新します。
list エージェントの定義の一覧を取得します。
get エージェントの定義の詳細情報を取得します。
check-user エージェント上のOSユーザをチェックします。エージェントがCONNECTED、PAUSE状

態の場合に利用できます。
continue エージェントの一時停止を解除してリクエスト実行処理を再開します。エージェントが

PAUSE状態の場合に利用できます。
delete エージェントの定義を削除します。

request リソースのサブコマンド一覧　※障害対応として必要な場合に利用します。
サブコマンド 機能
list リクエストの一覧を取得します。
get リクエストの詳細情報を取得します。
cat リクエストの標準出力、標準エラー出力を取得します。
delete リクエストを削除します。

3.33.4. オプション（共通）
サブコマンド共通のオプションについて説明します。

サブコマンドごとに異なるオプションについては、「3.33.6 サブコマンド別パラメータ一覧」の各サブコマン
ドの「オプション」を参照してください。
--nats-url <URL>

接続するMGのURLを指定します。

未指定の場合は環境変数 NATS_URL を参照します。環境変数 NATS_URL も未設定の場合は、デフォルトの
「nats://localhost:23141」を使用します。
--pretty-print

コマンド実行結果のJSON出力を整形表示(pretty-print)にします。

3.33.5. 出力形式（共通）
コマンドの出力はJSON形式になります。JSON形式で出力する場合の出力メッセージの基本フォーマットは以
下の形式です。

{
    "error": {
        "has_error": true/false,
        "code": <エラー番号>,
        "message": "<エラーメッセージ>",
        "reason": "<エラー原因>"
    },
    "result" : "<実行結果の状態>" ,
    "param1": "value",
    "param2": "value",
       :
    "paramN": "value"
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}

パラメータ タイプ 説明 範囲
error object エラー情報を格納したオブジェクトで

す。
-

error.has_error bool エラーの有無を表示します。

true:異常終了

false:正常終了

true / false

error.code number エラー番号を表示します。 数値
error.message string エラーメッセージを表示します。 文字列
error.reason string エラー原因を表示します。 文字列
result string 実行結果の状態を表示します。 "Success" / "Failed" /

"NotFound"

error.code、 error.message、 resultに設定される値については「3.33.8 主要メッセージ」を参照してくださ
い。error.reasonはエラー原因に関する情報が存在する場合に表示します。

paramNはサブコマンドごとに異なりますので、次の各サブコマンドの「出力パラメータ説明」を参照してくだ
さい。

3.33.6. サブコマンド別パラメータ一覧
主にサブコマンドごとのオプションや入出力パラメータについて説明します。

3.33.6.1. 共通の説明

戻り値やエラーメッセージはサブコマンド共通になりますので、「3.33.7 戻り値」、「3.33.8 主要メッセー
ジ」を参照してください。サブコマンド共通のオプションは、「3.33.4 オプション（共通）」に記載していま
す。次節よりサブコマンド別のオプション、入出力パラメータ、実行例について説明します。

また、エージェント名とキュー名に関する制約、オプションでエージェント、キュー、リクエストを指定する
場合の注意点は以下になります。

■エージェント名の制約

▪ 最大63バイトです

▪ 数値のみの名前は使用できません

▪ 全角文字、半角カナは使用できません

▪ スペース、タブ、改行および以下の文字は使用できません

! " # $ % & ' ( ) * , / : ; < = + > ? @ [ \ ] ^ ` { | } ~

■キュー名の制約

▪ 最大15バイトです

▪ 半角英数字、アンダーラインのみ利用できます

▪ 最初の文字を数字にすることはできません

■エージェントを指定する場合の注意点

以下のいずれかの方法を利用します。両方指定した場合は --agent-id を優先します。
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▪ --agent-id オプションでエージェントID(UUID)を指定

▪ --agent-name オプションでエージェント名を指定

■キューを指定する場合の注意点

以下のいずれかの方法を利用します。両方指定した場合は --queue-id を優先します。

▪ --queue-id オプションでキューID(UUID)を指定

▪ --queue-name オプションでキュー名を指定。キュー名は以下のいずれかの形式で記述します。

キュー名@エージェント名　　　※エージェントキュー利用時

キュー名@MGマシン名　　　※グループキュー利用時

キュー名　　　※グループキュー利用時

■リクエストを指定する場合の注意点

以下のいずれかの方法を利用します。--request-id と --legacy-id は、両方同時に指定できません。

▪ --request-id オプションでリクエストID(UUID)を指定

▪ --legacy-idオプションでリクエスト登録時に払い出されたID(LegacyID)を指定。以下のいずれかの形式で
記述します。

数値を指定　(例) --legacy-id 1

<LegacyID>.<MGマシン名>の形式でMGマシン名と組み合わせて指定　(例) --legacy-id 1.jcmanager

3.33.6.2. queue create

キューを作成します。

■コマンドラインインタフェース
jcexectrl queue create [ $option ]

■オプション
オプション 説明 範囲 デフォルト
-f <ファイル名> パラメータを記載したファイルを指定しま

す。本指定が無い場合は、標準入力からパラ
メータを受け取ります。

- -

■ファイル/標準入力で指定するパラメータ

{
            "name": "<キュー名>",
            "type": "<キューの種別>",
            "can_enqueue": true/false,
            "can_dequeue": true/false,
            "reboot_mode": "<RebootMode>",
            "max_concurrency": <同時実行可能数>,
            "priority": <キュー間優先度>,
            "members": [
                {
                    "id": "<キューID>"
                }
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            ],
            "agent": {
                "id": "<エージェントID>",
            }
}

■入力パラメータ説明

パラメータ 型 説明 範囲 デフォル
ト

name string 作成するキューの名前を指定しま
す。必須項目です。

「3.33.6.1 共通の説
明」の「キュー名の制
約」参照

-

type string 作成するキューの種別を指定しま
す。必須項目です。

agent:エージェントキュー

group:グループキュー

"agent" / "group" -

can_enqueue bool キューに投入可能か否かという
キューの状態を指定します(クラ
シックモードのenable/disable相
当)。

true:投入可能

false:投入不可

true / false true

can_dequeue bool 転送可能か否か、実行可能か否か
というキューの状態を指定します
(クラシックモードのstart/stop相
当)。

true:転送/実行可能

false:転送/実行不可

true / false true

reboot_mode string MG再起動時のキューの動作モード
を指定します。

RESTART:リクエストをリスタート

STOP:キューをSTOP

PURGE:リクエストを削除

"RESTART" /
"STOP" / "PURGE"

"RESTART"

max_concurrency number キューの同時実行可能数を設定し
ます。typeがagentの場合のみ有
効です。

数値(1-220) 1

priority number キュー間の優先度を設定しま
す。typeがagentの場合のみ有効
です。

0が最も低く63が最も高い優先度
になります。

数値(0-63) 31

members array 転送先のキューの配列を指定しま
す。typeがgroupの場合のみ有効
です。省略時は空配列を指定した
場合と同じ扱いとなります。

- 空配列
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パラメータ 型 説明 範囲 デフォル
ト

members.id string 転送先のエージェントキューのID
を指定します。membersを指定す
る場合は、必須項目となります。

文字列 -

agent object 投入されたリクエストを実行する
エージェントを指定します。type
がagentの場合のみ有効かつ必須項
目となります。typeにgroupを指
定した場合は指定不要です。

- null

agent.id string 投入されたリクエストを実行する
エージェントのIDを指定します。

文字列 -

■出力結果

{
        "result" : "<実行結果の状態>" ,
        "queue": {
            "id": "<キューID>"
            "name": "<キュー名>",
            "type": "<キューの種別>",
            "can_enqueue": true/false,
            "can_dequeue": true/false,
            "reboot_mode": "<RebootMode>",
            "max_concurrency": <同時実行可能数>,
            "priority": <キュー間優先度>,
            "members": [
                {
                    "id": "<キューID>",
                    "name": "<キュー名>"
                }
            ],
            "agent": {
                "id": "<エージェントID>",
                "name": "<エージェント名>"
            },
            "request": {
                "total": <リクエスト総数>,
                "queued": <処理待ちリクエスト数>,
                "running": <処理中リクエスト数>,
                "waiting": <転送待ちリクエスト数>,
                "holding": <保留リクエスト数>
            }
        }
}

■出力パラメータ説明

resultまでの説明は「3.33.5 出力形式（共通）」を参照してください。

パラメータ 型 説明 範囲
queue object キューの情報を格納したオブジェ

クトです。
-

queue.id string キューのIDです。 文字列
queue.name string キューの名前です。 文字列
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パラメータ 型 説明 範囲
queue.type string キューの種別です。

agent:エージェントキュー

group:グループキュー

"agent" / "group"

queue.can_enqueue bool キューに投入可能か否かという
キューの状態です(クラシックモー
ドのenable/disable相当)。

true:投入可能

false:投入不可

true / false

queue.can_dequeue bool 転送可能か否か、実行可能か否か
というキューの状態です(クラシッ
クモードのstart/stop相当)。

true:転送/実行可能

false:転送/実行不可

true / false

queue.reboot_mode string MG再起動時のキューの動作モード
です。

RESTART:リクエストをリスタート

STOP:キューをSTOP

PURGE:リクエストを削除

"RESTART" /
"STOP" / "PURGE"

queue.max_concurrency number キューの同時実行可能数で
す。typeがagentの場合のみ有効
な値を通知します。typeがgroup
の場合は0となります。

0-220

queue.priority number キュー間の優先度です。typeが
agentの場合のみ有効な値を通知し
ます。typeがgroupの場合は0とな
ります。

0が最も低く63が最も高い優先度
になります。

0-63

queue.members array 転送先のキューの配列です。type
がgroupの場合のみ有効な値を通知
します。

-

queue.members[n] object 転送先のキュー情報を表すオブ
ジェクトです。

-

queue.members[n].id string 転送先のエージェントキューのID
です。

文字列

queue.members[n].name string キューの名前です。 文字列
queue.agent object 投入されたリクエストを実行する

エージェントの情報です。typeが
agentの場合のみ有効な値を通知し
ます。

-

queue.agent.id string 投入されたリクエストを実行する
エージェントのIDです。

文字列
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パラメータ 型 説明 範囲
queue.agent.name string 投入されたリクエストを実行する

エージェントの名前です。
文字列

queue.request object キューに所属するリクエストのサ
マリー情報です。

-

queue.request.total number キューに所属するリクエストの総
数です。

数値(0以上)

queue.request.queued number 処理を待ち合わせているリクエス
トの数です。

数値(0以上)

queue.request.running number 処理中のリクエストの数です。 数値(0以上)
queue.request.waiting number 転送を待ち合わせているリクエス

トの数です。
数値(0以上)

queue.request.holding number 保留リクエストの数です。 数値(0以上)

■実行例

jcexectrl queue create

■標準入力

{
    "name": "ag1_jobque",
    "type": "agent"
    "agent": {
        "id": "aaaaaaaa-bbbbb-ccccc-ddddd-eeeeeeee"
    }
}

■結果

{
    "error": {
        "has_error": false,
        "code": 0
    },
    "result": "Success",
    "queue": {
        "id": "aaaaaaaa-bbbbb-ccccc-ddddd-eeeeeeee",
        "name": "ag1_jobque",
        "type": "agent",
        "can_enqueue": true,
        "can_dequeue": true,
        "reboot_mode": "RESTART",
        "max_concurrency": 1,
        "priority": 31,
        "members": null,
        "agent": {
            "id": "aaaaaaaa-bbbbb-ccccc-ddddd-eeeeeeee",
            "name": "ag1"
        },
        "request": {
            "total": 0,
            "queued": 0,
            "running": 0,
            "waiting": 0,
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            "holding": 0
        }
    }
}

3.33.6.3. queue update

キューの情報を更新します。

■コマンドラインインタフェース

jcexectrl queue update $option

■オプション

オプション 説明 範囲 デフォルト
--queue-id <キューID> 更新するキューのIDを指定します。

※--queue-idと--queue-nameはどちら
か一方を指定する必要があります。両
方指定した場合は --queu-id を優先し
ます。

文字列 -

--queue-name <キュー名@エージェン
ト名>

更新するキューの名前を指定します。
グループキューの場合は@以降を省略
するかエージェント名の代わりにMGマ
シン名を指定します。

※--queue-idと--queue-nameはどちら
か一方を指定する必要があります。両
方指定した場合は --queu-id を優先し
ます。

文字列 -

-f <ファイル名> パラメータを記載したファイルを指定
します。本指定が無い場合は、標準入
力からパラメータを受け取ります。

- -

■ファイル/標準入力で指定するパラメータ

{
            "name": "<キュー名>",
            "can_enqueue": true/false,
            "can_dequeue": true/false,
            "reboot_mode": "<RebootMode>",
            "max_concurrency": <同時実行可能数>,
            "priority": <キュー間優先度>,
            "members": [
                {
                    "id": "<キューID>"
                }
            ]
}

■入力パラメータ説明

変更するパラメータのみ指定してください。パラメータ省略時は元の情報を維持します。
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パラメータ 型 説明 範囲 デフォル
ト

name string キューの名前を指定します。 「3.33.6.1 共通の説
明」の「キュー名の制
約」参照

-

can_enqueue bool 投入可能か否かというキュー状態
を指定します(クラシックモードの
enable/disable相当)。

true:投入可能

false:投入不可

true / false -

can_dequeue bool 転送可能か否か、実行可能か否か
というキューの状態を指定します
(クラシックモードのstart/stop相
当)。

true:転送/実行可能

false:転送/実行不可

true / false -

reboot_mode string MG再起動時のキューの動作モード
を指定します。

RESTART:リクエストをリスタート

STOP:キューをSTOP

PURGE:リクエストを削除

"RESTART" /
"STOP" / "PURGE"

-

max_concurrency number キューの同時実行可能数を指定し
ます。エージェントキュー（type
がagent）の場合のみ有効です。

1-220 -

priority number キュー間の優先度を設定します。
エージェントキュー（typeが
agent）の場合のみ有効です。

0が最も低く63が最も高い優先度
になります。

0-63 -

members array 転送先のキューの配列を指定しま
す。typeがgroupの場合のみ有効
です。省略(or null指定)時は変更
しません。

ただし、配列を指定した場合は、
指定した内容ですべて置き換わり
ます。そのため、空配列を指定し
た場合、転送先はすべてクリアさ
れます。

- -

members[n] object 転送先のキューの情報を表すオブ
ジェクトです。

- -

members[n].id string 転送先のキューのIDを指定しま
す。

文字列 -

■出力結果
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{
        "result" : "<実行結果の状態>" ,
        "queue": {
            "id": "<キューID>",
            "name": "<キュー名>",
            "type": "<キューの種別>",
            "can_enqueue": true/false,
            "can_dequeue": true/false,
            "reboot_mode": "<RebootMode>",
            "max_concurrency": <同時実行可能数>,
            "request": {
                "total": <リクエスト総数>,
                "queued": <処理待ちリクエスト数>,
                "running": <処理中リクエスト数>,
                "waiting": <転送待ちリクエスト数>,
                "holding": <保留リクエスト数>
            },
            "priority": <キュー間優先度>,
            "members": [
                {
                    "id": "<キューID>",
                    "name": "<キュー名>"
                }
            ],
            "agent": {
                "id": "<エージェントID>",
                "name": "<エージェント名>"
            }
        }
}

■出力パラメータ説明

resultまでの説明は「3.33.5 出力形式（共通）」を参照してください。

パラメータ 型 説明 範囲
queue object キューの情報を格納したオブジェ

クトです。
-

queue.id string キューのIDです。 文字列
queue.name string キューの名前です。 文字列
queue.type string キューの種別です。

agent:エージェントキュー

group:グループキュー

"agent" / "group"

queue.can_enqueue bool キューに投入可能か否かという
キューの状態です(クラシックモー
ドのenable/disable相当)。

true:投入可能

false:投入不可

true / false

queue.can_dequeue bool 転送可能か否か、実行可能か否か
というキューの状態です(クラシッ
クモードのstart/stop相当)。

true / false
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パラメータ 型 説明 範囲
true:転送/実行可能

false:転送/実行不可
queue.reboot_mode string MG再起動時のキューの動作モード

です。

RESTART:リクエストをリスタート

STOP:キューをSTOP

PURGE:リクエストを削除

"RESTART" /
"STOP" / "PURGE"

queue.max_concurrency number キューの同時実行可能数で
す。typeがagentの場合のみ有効
な値を通知します。typeがgroup
の場合は0となります。

0-220

queue.priority number キュー間の優先度です。typeが
agentの場合のみ有効な値を通知し
ます。typeがgroupの場合は0とな
ります。

0が最も低く63が最も高い優先度
になります。

0-63

queue.members array 転送先のキューの配列です。type
がgroupの場合のみ有効な値を通知
します。

-

queue.members[n] object 転送先のキュー情報を表すオブ
ジェクトです。

-

queue.members[n].id string 転送先のエージェントキューのID
です。

文字列

queue.members[n].name string 転送先のエージェントキューの名
前です。

文字列

queue.agent object 投入されたリクエストを実行する
エージェントの情報です。typeが
agentの場合のみ有効な値を通知し
ます。

-

queue.agent.id string エージェントIDです。 文字列
queue.agent.name string エージェント名です。 文字列
queue.request object キューに所属するリクエストのサ

マリー情報です。
-

queue.request.total number キューに所属するリクエストの総
数です。

数値(0以上)

queue.request.queued number 処理を待ち合わせているリクエス
トの数です。

数値(0以上)

queue.request.running number 処理中のリクエストの数です。 数値(0以上)
queue.request.waiting number 転送を待ち合わせているリクエス

トの数です。
数値(0以上)

queue.request.holding number 保留リクエストの数です。 数値(0以上)

■実行例

200



JobCenter MG/SVのコマンド

jcexectrl queue update --queue-name group1

■標準入力

{
        "can_enqueue": false,
        "can_dequeue": false,
        "members": [
            {
                "id": "aaaaaaaa-bbbbb-ccccc-ddddd-eeeeeeee"
            }
        ]
}

■結果

{
    "error": {
        "has_error": false,
        "code": 0,
        "message", "",
        "reason": ""
    },
    "result": "Success",
    "queue": {
        "id": "aaaaaaaa-bbbbb-ccccc-ddddd-eeeeeeee",
        "name": "group1",
        "type": "group",
        "can_enqueue": false,
        "can_dequeue": false,
        "reboot_mode": "RESTART",
        "max_concurrency": 0,
        "priority": 0,
        "members": [
            {
                "id": "aaaaaaaa-bbbbb-ccccc-ddddd-eeeeeeee"
                "name": "ag1_jobque"
            }
        ],
        "request": {
            "total": 0,
            "queued": 0,
            "running": 0,
            "waiting": 0,
            "holding": 0
        }
    }
}

3.33.6.4. queue list
キューの一覧を取得します。

■コマンドラインインタフェース
jcexectrl queue list [ $option ]

■オプション
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オプション 説明 範囲 デフォルト
--type <キューの種別> 取得するキューの種別を指定します。

省略した場合はすべての種別を取得し
ます。

agent / group / all all

--agent-id <エージェン
トID>

--type agent指定時に利用できます。
指定した<エージェントID>へ投入する
エージェントキューを取得します。 本
オプションと--agent-nameを両方省略
した場合は、すべてのキューを取得し
ます。

※--agent-idと--agent-nameはどちら
か一方を指定します。両方指定した場
合は --agent-id を優先します。

文字列 -

--agent-name <エージェ
ント名>

--type agent指定時に利用できます。
指定した<エージェント名>へ投入する
エージェントキューを取得します。 本
オプションと--agent-idを両方省略し
た場合は、すべてのキューを取得しま
す。

※--agent-idと--agent-nameはどちら
か一方を指定します。両方指定した場
合は --agent-id を優先します。

文字列 -

■出力結果

{
        "result" : "<実行結果の状態>" ,
        "items": [
            {
                "name": "<キュー名>",
                "type": "<キューの種別>",
                "can_enqueue": true/false,
                "can_dequeue": true/false,
                "reboot_mode": "<RebootMode>",
                "max_concurrency": <同時実行可能数>,
                "priority": <キュー間優先度>,
                "members": [
                    {
                        "id": "<キューID>",
                        "name": "<キュー名>"
                    }
                ],
                "agent": {
                    "id": "<エージェントID>",
                    "name": "<エージェント名>"
                },
                "request": {
                "total": <リクエスト総数>,
                "queued": <処理待ちリクエスト数>,
                "running": <処理中リクエスト数>,
                "waiting": <転送待ちリクエスト数>,
                "holding": <保留リクエスト数>
                }
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            }
        ]
}

■出力パラメータ説明

resultまでの説明は「3.33.5 出力形式（共通）」を参照してください。

パラメータ 型 説明 範囲
items array キューの一覧の配列です。空の場

合は空配列になります。
-

items[n] object キュー情報を表すオブジェクトで
す。

-

items[n].id string キューのIDです。 文字列
items[n].name string キューの名前です。 文字列
items[n].type string キューの種別です。

agent:エージェントキュー

group:グループキュー

"agent" / "group"

items[n].can_enqueue bool キューに投入可能か否かという
キューの状態です(クラシックモー
ドのenable/disable相当)。

true:投入可能

false:投入不可

true / false

items[n].can_dequeue bool 転送可能か否か、実行可能か否か
というキューの状態です(クラシッ
クモードのstart/stop相当)。

true:転送/実行可能

false:転送/実行不可

true / false

items[n].reboot_mode string MG再起動時のキューの動作モード
です。

RESTART:リクエストをリスタート

STOP:キューをSTOP

PURGE:リクエストを削除

"RESTART" /
"STOP" / "PURGE"

items[n].max_concurrency number キューの同時実行可能数で
す。typeがagentの場合のみ有効
な値を通知します。typeがgroup
の場合は0となります。

0-220

items[n].priority number キュー間の優先度です。typeが
agentの場合のみ有効な値を通知し
ます。typeがgroupの場合は0とな
ります。

0が最も低く63が最も高い優先度
になります。

0-63
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パラメータ 型 説明 範囲
items[n].members array 転送先のキュー情報の配列で

す。typeがgroupの場合のみ有効
な値を通知します。

-

items[n].members[m] string 転送先のキュー情報を表すオブ
ジェクトです。

文字列

items[n].members[m].id string 転送先のエージェントキューのID
です。

文字列

items[n].members[m].name string 転送先のエージェントキューの名
前です。

文字列

items[n].agent object 投入されたリクエストを実行する
エージェントの情報です。typeが
agentの場合のみ有効な値を通知し
ます。

-

items[n].agent.id string 投入されたリクエストを実行する
エージェントのIDです。

文字列

items[n].agent.name string 投入されたリクエストを実行する
エージェントの名前です。

文字列

items[n].request object キューに所属するリクエストのサ
マリー情報です。

-

items[n].request.total number キューに所属するリクエストの総
数です。

数値(0以上)

items[n].request.queued number 処理を待ち合わせているリクエス
トの数です。

数値(0以上)

items[n].request.running number 処理中のリクエストの数です。 数値(0以上)
items[n].request.waiting number 転送を待ち合わせているリクエス

トの数です。
数値(0以上)

items[n].request.holding number 保留リクエストの数です。 数値(0以上)

■実行例

jcexectrl queue list

■結果

{
    "error": {
        "has_error": false,
        "code": 0,
        "reason": ""
    },
    "result": "Success",
    "items": [
        {
            "id": "aaaaaaaa-bbbbb-ccccc-ddddd-eeeeeeee",
            "name": "ag1_jobque",
            "type": "agent",
            "can_enqueue": true,
            "can_dequeue": true,
            "reboot_mode": "RESTART",
            "max_concurrency": 10,
            "priority": 31,
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            "members": null,
            "agent": {
                "id": "aaaaaaaa-bbbbb-ccccc-ddddd-eeeeeeee",
                "name": "ag1"
            },
            "request": {
                "total": 3,
                "queued": 2,
                "running": 1,
                "waiting": 0,
                "holding": 0
            }
        }
    ]
}

3.33.6.5. queue get

キューの詳細情報を取得します。

■コマンドラインインタフェース

jcexectrl queue get $option

■オプション

オプション 説明 範囲 デフォルト
--queue-id <キューID> 取得するキューのIDを指定します。

※--queue-idと--queue-nameはどちら
か一方を指定する必要があります。両
方指定した場合は --queu-id を優先し
ます。

文字列 -

--queue-name <キュー名@エージェン
ト名>

取得するキューのキューの名前を指定
します。グループキューの場合は@以
降を省略するかエージェント名の代わ
りにMGマシン名を指定します。

※--queue-idと--queue-nameはどちら
か一方を指定する必要があります。両
方指定した場合は --queu-id を優先し
ます。

文字列 -

■出力結果

{
        "result" : "<実行結果の状態>" ,
        "queue": {
            "id": "<キューID>",
            "name": "<キュー名>",
            "type": "<キューの種別>",
            "can_enqueue": true/false,
            "can_dequeue": true/false,
            "reboot_mode": "<RebootMode>",
            "max_concurrency": <同時実行可能数>,
            "priority": <キュー間優先度>,
            "members": [
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                {
                    "id": "<キューID>"
                    "name": "<キュー名>"
                }
            ],
            "agent": {
                "id": "<エージェントID>",
                "name": "<エージェント名>"
            },
            "request": {
                "total": <リクエスト総数>,
                "queued": <処理待ちリクエスト数>,
                "running": <処理中リクエスト数>,
                "waiting": <転送待ちリクエスト数>,
                "holding": <保留リクエスト数>
            }
}

■出力パラメータ説明

resultまでの説明は「3.33.5 出力形式（共通）」を参照してください。

パラメータ 型 説明 範囲
queue object キューの情報を格納したオブジェ

クトです。
-

queue.id string キューのIDです。 文字列
queue.name string キューの名前です。 文字列
queue.type string キューの種別です。

agent:エージェントキュー

group:グループキュー

"agent" / "group"

queue.can_enqueue bool キューに投入可能か否かという
キューの状態です(クラシックモー
ドのenable/disable相当)。

true:投入可能

false:投入不可

true / false

queue.can_dequeue bool 転送可能か否か、実行可能か否か
というキューの状態です(クラシッ
クモードのstart/stop相当)。

true:転送/実行可能

false:転送/実行不可

true / false

queue.reboot_mode string MG再起動時のキューの動作モード
です。

RESTART:リクエストをリスタート

STOP:キューをSTOP

PURGE:リクエストを削除

"RESTART" /
"STOP" / "PURGE"

queue.max_concurrency number キューの同時実行可能数で
す。typeがagentの場合のみ有効

0-220

206



JobCenter MG/SVのコマンド

パラメータ 型 説明 範囲
な値を通知します。typeがgroup
の場合は0となります。

queue.priority number キュー間の優先度です。typeが
agentの場合のみ有効な値を通知し
ます。typeがgroupの場合は0とな
ります。

0が最も低く63が最も高い優先度
になります。

0-63

queue.members array 転送先のキュー情報の配列で
す。typeがgroupの場合のみ有効
な値を通知します。

-

queue.members[n] object 転送先のキュー情報を表すオブ
ジェクトです。

-

queue.members[n].id string 転送先のエージェントキューのID
です。

文字列

queue.members[n].name string 転送先のエージェントキューの名
前です。

文字列

queue.agent object 投入されたリクエストを実行する
エージェントの情報です。typeが
agentの場合のみ有効な値を通知し
ます。

-

queue.agent.id string 投入されたリクエストを実行する
エージェントのIDです。

文字列

queue.agent.name string 投入されたリクエストを実行する
エージェントの名前です。

文字列

queue.request object キューに所属するリクエストのサ
マリー情報です。

-

queue.request.total number キューに所属するリクエストの総
数です。

数値(0以上)

queue.request.queued number 処理を待ち合わせているリクエス
トの数です。

数値(0以上)

queue.request.running number 処理中のリクエストの数です。 数値(0以上)
queue.request.waiting number 転送を待ち合わせているリクエス

トの数です。
数値(0以上)

queue.request.holding number 保留リクエストの数です。 数値(0以上)

■実行例

jcexectrl queue get --queue-name group1

■結果

{
    "error": {
        "has_error": false,
        "code": 0,
        "message": "",
        "reason": ""
    },
    "result": "Success",
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    "queue": {
        "id": "aaaaaaaa-bbbbb-ccccc-ddddd-eeeeeeee",
        "name": "group1",
        "type": "group",
        "can_enqueue": true,
        "can_dequeue": true,
        "reboot_mode": "RESTART",
        "max_concurrency": 0,
        "priority": 0,
        "members": [
            {
                "id": "aaaaaaaa-bbbbb-ccccc-ddddd-eeeeeeee",
                "name": "ag1_jobque"
            }
        ],
        "agent": null,
        "request": {
            "total": 2,
            "queued": 2,
            "running": 0,
            "waiting": 0,
            "holding": 0
        }
    }
}

3.33.6.6. queue enable

キューを有効にします。

■コマンドラインインタフェース

jcexectrl queue enable $option

■オプション

オプション 説明 範囲 デフォルト
--queue-id <キューID> 更新するキューのIDを指定します。

※--queue-idと--queue-nameはどちら
か一方を指定する必要があります。両
方指定した場合は --queu-id を優先し
ます。

文字列 -

--queue-name <キュー名@エージェン
ト名>

更新するキューの名前を指定します。
グループキューの場合は@以降を省略
するかエージェント名の代わりにMGマ
シン名を指定します。

※--queue-idと--queue-nameはどちら
か一方を指定する必要があります。両
方指定した場合は --queu-id を優先し
ます。

文字列 -

■出力結果

固有の形式はありません。共通の説明は「3.33.5 出力形式（共通）」を参照してください。

■実行例
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jcexectrl queue enable --queue-name ag1_jobque@ag1

■結果

{
    "error": {
        "has_error": false,
        "code": 0,
        "message": "",
        "reason": ""
    },
    "result": "Success"
}

3.33.6.7. queue disable

キューを無効にします。

■コマンドラインインタフェース

jcexectrl queue disable $option

■オプション

オプション 説明 範囲 デフォルト
--queue-id <キューID> 更新するキューのIDを指定します。

※--queue-idと--queue-nameはどちら
か一方を指定する必要があります。両
方指定した場合は --queu-id を優先し
ます。

文字列 -

--queue-name <キュー名@エージェン
ト名>

更新するキューの名前を指定します。
グループキューの場合は@以降を省略
するかエージェント名の代わりにMGマ
シン名を指定します。

※--queue-idと--queue-nameはどちら
か一方を指定する必要があります。両
方指定した場合は --queu-id を優先し
ます。

文字列 -

■出力結果

固有の形式はありません。共通の説明は「3.33.5 出力形式（共通）」を参照してください。

■実行例

jcexectrl queue disable --queue-name ag1_jobque@ag1

■結果

{
    "error": {
        "has_error": false,
        "code": 0,
        "message": "",
        "reason": ""
    },

209



JobCenter MG/SVのコマンド

    "result": "Success"
}

3.33.6.8. queue start

キューを開始します。

■コマンドラインインタフェース

jcexectrl queue start $option

■オプション

オプション 説明 範囲 デフォルト
--queue-id <キューID> 更新するキューのIDを指定します。

※--queue-idと--queue-nameはどちら
か一方を指定する必要があります。両
方指定した場合は --queu-id を優先し
ます。

文字列 -

--queue-name <キュー名@エージェン
ト名>

更新するキューの名前を指定します。
グループキューの場合は@以降を省略
するかエージェント名の代わりにMGマ
シン名を指定します。

※--queue-idと--queue-nameはどちら
か一方を指定する必要があります。両
方指定した場合は --queu-id を優先し
ます。

文字列 -

■出力結果

固有の形式はありません。共通の説明は「3.33.5 出力形式（共通）」を参照してください。

■実行例

jcexectrl queue start --queue-name ag1_jobque@ag1

■結果

{
    "error": {
        "has_error": false,
        "code": 0,
        "message": "",
        "reason": ""
    },
    "result": "Success"
}

3.33.6.9. queue stop

キューを停止します。

■コマンドラインインタフェース

jcexectrl queue stop $option

■オプション
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オプション 説明 範囲 デフォルト
--queue-id <キューID> 更新するキューのIDを指定します。

※--queue-idと--queue-nameはどちら
か一方を指定する必要があります。両
方指定した場合は --queu-id を優先し
ます。

文字列 -

--queue-name <キュー名@エージェン
ト名>

更新するキューの名前を指定します。
グループキューの場合は@以降を省略
するかエージェント名の代わりにMGマ
シン名を指定します。

※--queue-idと--queue-nameはどちら
か一方を指定する必要があります。両
方指定した場合は --queu-id を優先し
ます。

文字列 -

■出力結果

固有の形式はありません。共通の説明は「3.33.5 出力形式（共通）」を参照してください。

■実行例

jcexectrl queue stop --queue-name ag1_jobque@ag1

■結果

{
    "error": {
        "has_error": false,
        "code": 0,
        "message": "",
        "reason": ""
    },
    "result": "Success"
}

3.33.6.10. queue purge

キューのリクエストを一括削除します。指定したキュー内のリクエストのうち実行中でないもの
(QUEUED、HOLD状態のもの)をすべて削除します。

※クラシックモードのqmgrコマンドのpurge queueに相当する機能です。

■コマンドラインインタフェース

jcexectrl queue purge $option

■オプション

オプション 説明 範囲 デフォルト
--queue-id <キューID> 更新するキューのIDを指定します。

※--queue-idと--queue-nameはどちら
か一方を指定する必要があります。両
方指定した場合は --queu-id を優先し
ます。

文字列 -
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オプション 説明 範囲 デフォルト
--queue-name <キュー名@エージェン
ト名>

更新するキューの名前を指定します。
グループキューの場合は@以降を省略
するかエージェント名の代わりにMGマ
シン名を指定します。

※--queue-idと--queue-nameはどちら
か一方を指定する必要があります。両
方指定した場合は --queu-id を優先し
ます。

文字列 -

■出力結果

固有の形式はありません。共通の説明は「3.33.5 出力形式（共通）」を参照してください。

■実行例

jcexectrl queue purge --queue-name ag1_jobque@ag1

■結果

{
    "error": {
        "has_error": false,
        "code": 0,
        "message": "",
        "reason": ""
    },
    "result": "Success"
}

3.33.6.11. queue delete

キューを削除します。実行中のリクエストは強制終了します。キューにリクエストがある場合、リクエストも
すべて削除されます。

■コマンドラインインタフェース

jcexectrl queue delete $option

■オプション

オプション 説明 範囲 デフォルト
--queue-id <キューID> 更新するキューのIDを指定します。

※--queue-idと--queue-nameはどちら
か一方を指定する必要があります。両
方指定した場合は --queu-id を優先し
ます。

文字列 -

--queue-name <キュー名@エージェン
ト名>

更新するキューの名前を指定します。
グループキューの場合は@以降を省略
するかエージェント名の代わりにMGマ
シン名を指定します。

※--queue-idと--queue-nameはどちら
か一方を指定する必要があります。両
方指定した場合は --queu-id を優先し
ます。

文字列 -
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■出力結果

固有の形式はありません。共通の説明は「3.33.5 出力形式（共通）」を参照してください。

■実行例

jcexectrl queue delete --queue-name group1

■結果

{
    "error": {
        "has_error": false,
        "code": 0,
        "message": "",
        "reason": ""
    },
    "result": "Success"
}

3.33.6.12. agent create

エージェントの定義を作成します。

■コマンドラインインタフェース
jcexectrl agent creat [ $option ]

■オプション
オプション 説明 範囲 デフォルト
-f <ファイル名> パラメータを記載したファイルを指定

します。本指定が無い場合は、標準入
力からパラメータを受け取ります。

- -

■ファイル/標準入力で指定するパラメータ

{
    "name" : "<エージェント名>",
    "generate_key_pair": true/false,
    "cert": "<エージェントで使用する鍵ペアの公開鍵の平文>",
    "max_concurrency": <最大同時実行数>
}

■入力パラメータ説明
パラメータ 型 説明 範囲 デフォル

ト
name string 作成するエージェントの名前を指

定します。必須項目です。
「3.33.6.1 共通の説
明」の「エージェント
名の制約」参照

-

generate_key_pair bool 鍵ペアを生成する場合はtrueを指
定します。

true:鍵ペアを生成する

false:鍵ペアを生成しない

true / false false

cert string 鍵ペアを生成しない場合に公開鍵
を指定します。

文字列(公開鍵) 空文字

213



JobCenter MG/SVのコマンド

パラメータ 型 説明 範囲 デフォル
ト

generate_key_pairを省略または
false指定の場合に利用します。

max_concurrency number 作成するエージェントのリクエス
ト同時実行可能数を指定します。
マネージャ上の定義でありエー
ジェント側の定義とは異なりま
す。

数値(1-2000) 1000

■出力結果

{
    "result" : "<実行結果の状態>" ,
    "agent": {
        "id": "<エージェントID>",
        "name": "<エージェント名>",
        "type": "<OS種別>",
        "max_concurrency": <最大同時実行数>,
        "cert": "<エージェントで使用する公開鍵>",
        "key": "<エージェントで使用する鍵ペアの秘密鍵>",
        "status": "<エージェントの状態>"
}

■出力パラメータ説明

resultまでの説明は「3.33.5 出力形式（共通）」を参照してください。
パラメータ 型 説明 範囲
agent object 作成したエージェントの情報を格

納したオブジェクトです。
-

agent.id string エージェントのIDです。 文字列
agent.name string エージェントの名前です。 文字列
agent.type string エージェントのOS種別です。エー

ジェントが接続されるまでは空文
字です。

空文字 / "linux" /
"windows"

agent.max_concurrency number エージェントのリクエスト最大同
時実行数です。

1-2000

agent.cert string エージェントの公開鍵です。 文字列(公開鍵)
agent.key string エージェントの秘密鍵です。

作成時に generate_key_pair を
true に設定した場合のみ存在しま
す。MGに保存しないため再取得は
できません。

文字列(秘密鍵)

agent.status string エージェントの状態です。

REGISTERED:定義作成後、一度も
接続していない状態

CONNECTED:接続状態

DISCONNECTED:接続していない状
態

"REGISTERED" /
"CONNECTED" /
"DISCONNECTED" /
"PAUSE"
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パラメータ 型 説明 範囲
PAUSE:接続しているが、リクエス
トの実行処理が停止している状態

■実行例１

jcexectrl agent create

■標準入力

{
        "name": "ag1",
        "generate_key_pair": true
}

■結果

{
    "error": {
        "has_error": false,
        "code": 0
    },
    "result": "Success",
    "agent": {
        "name": "ag1",
        "id": "aaaaaaaa-bbbbb-ccccc-ddddd-eeeeeeee",
        "os_type": "",
        "max_concurrency": 1000,
        "cert": "-----BEGIN PUBLIC KEY----- (略) -----END PUBLIC KEY-----",
        "key": -----BEGIN RSA PRIVATE KEY----- (略)-----END RSA PRIVATE KEY-----",
        "status": "REGISTERED"
    }
}

■実行例２

jcexectrl agent create

■標準入力

{
        "name": "ag1",
        "generate_key_pair": false,
        "cert": "-----BEGIN PUBLIC KEY----- (略) -----END PUBLIC KEY-----"
}

■結果

{
    "error": {
        "has_error": false,
        "code": 0
    },
    "result": "Success",
    "agent": {
        "name": "ag1",
        "id": "aaaaaaaa-bbbbb-ccccc-ddddd-eeeeeeee",
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        "os_type": "",
        "max_concurrency": 1000,
        "cert": "-----BEGIN PUBLIC KEY----- (略) -----END PUBLIC KEY-----",
        "status": "REGISTERED"
    }
}

3.33.6.13. agent update

エージェントの定義を更新します。

■コマンドラインインタフェース

jcexectrl agent update $option

■オプション

オプション 説明 範囲 デフォルト
--agent-id <エージェントID> 更新対象のエージェントIDです。

※--agent-idと--agent-nameはどちら
か一方を指定する必要があります。両
方指定した場合は --agent-id を優先し
ます。

文字列 -

--agent-name <エージェント名> 更新対象のエージェント名です。

※--agent-idと--agent-nameはどちら
か一方を指定する必要があります。両
方指定した場合は --agent-id を優先し
ます。

文字列 -

-f <ファイル名> パラメータを記載したファイルを指定
します。本指定が無い場合は、標準入
力からパラメータを受け取ります。

- -

■ファイル/標準入力で指定するパラメータ

{
    "name" : "<エージェント名>",
    "cert": "<エージェントで使用する鍵ペアの公開鍵の平文>",
    "max_concurrency": <最大同時実行数>
}

■入力パラメータ説明

変更するパラメータのみ指定してください。パラメータ省略時は元の情報を維持します。

パラメータ 型 説明 範囲 デフォル
ト

name string 更新するエージェントの名前を指
定します。

「3.33.6.1 共通の説
明」の「エージェント
名の制約」参照

-

cert string 更新するエージェントの公開鍵を
指定します。

文字列(公開鍵) -

max_concurrency number 更新するエージェントのリクエス
ト同時実行可能数を指定します。
マネージャ上の定義でありエー

数値(1-2000) -
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パラメータ 型 説明 範囲 デフォル
ト

ジェント側の定義とは異なりま
す。

■出力結果

{
    "result" : "<実行結果の状態>" ,
    "agent": {
        "id": "<エージェントID>",
        "name": "<エージェント名>",
        "type": "<OS種別>",
        "max_concurrency": <最大同時実行数>,
        "cert": "<エージェントで使用する公開鍵>",
        "status": "<エージェントの状態>"
}

■出力パラメータ説明

resultまでの説明は「3.33.5 出力形式（共通）」を参照してください。
パラメータ 型 説明 範囲
agent object 更新したエージェントの情報を格

納したオブジェクトです。
-

agent.id string エージェントのIDです。 文字列
agent.name string エージェントの名前です。 文字列
agent.type string エージェントのOS種別です。エー

ジェントが接続されるまでは空文
字です。

空文字 / "linux" /
"windows"

agent.max_concurrency number エージェントのリクエスト最大同
時実行数です。

1-2000

agent.cert string エージェントの公開鍵です。 文字列(公開鍵)
agent.status string エージェントの状態です。

REGISTERED:定義作成後、一度も
接続していない状態

CONNECTED:接続状態

DISCONNECTED:接続していない状
態

PAUSE:接続しているが、リクエス
トの実行処理が停止している状態

"REGISTERED" /
"CONNECTED" /
"DISCONNECTED" /
"PAUSE"

■実行例

jcexectrl agent update --agent-id aaaaaaaa-bbbbb-ccccc-ddddd-eeeeeeee

■標準入力

{
        "name": "ag2",
        "cert": "-----BEGIN PUBLIC KEY----- (略) -----END PUBLIC KEY-----"
}
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■結果

{
    "error": {
        "has_error": false,
        "code": 0
    },
    "result": "Success",
    "agent": {
        "name": "ag2",
        "id": "aaaaaaaa-bbbbb-ccccc-ddddd-eeeeeeee",
        "type": "linux",
        "cert": "-----BEGIN PUBLIC KEY----- (略) -----END PUBLIC KEY-----",
        "max_concurrency": 1000,
        "status": "REGISTERED"
    }
}

3.33.6.14. agent list

エージェントの定義の一覧を取得します。

■コマンドラインインタフェース
jcexectrl agent list [ $option ]

固有のオプションや入力パラメータはありません。

■出力結果

{
    "result" : "<実行結果の状態>" ,
        "items": [
            {
            "id": "<エージェントID>",
            "name": "<エージェント名>",
            "type": "<OS種別>",
            "max_concurrency": <最大同時実行数>,
            "cert": "<エージェントで使用する公開鍵>",
            "status": "<エージェントの状態>"
            }
        ]
}

■出力パラメータ説明

resultまでの説明は「3.33.5 出力形式（共通）」を参照してください。
パラメータ 型 説明 範囲
items array エージェント一覧の配列です。 -
items[n] object エージェント情報を格納したオブ

ジェクトです。
-

items[n].id string エージェントのIDです。 文字列
items[n].name string エージェントの名前です。 文字列
items[n].type string エージェントのOS種別です。エー

ジェントが接続されるまでは空文
字です。

空文字 / "linux" /
"windows"
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パラメータ 型 説明 範囲
items[n].max_concurrency number エージェントのリクエスト最大同

時実行数です。
1-2000

items[n].cert string エージェントの公開鍵です。 文字列(公開鍵)
items[n].status string エージェントの状態です。

REGISTERED:定義作成後、一度も
接続していない状態

CONNECTED:接続状態

DISCONNECTED:接続していない状
態

PAUSE:接続しているが、リクエス
トの実行処理が停止している状態

"REGISTERED" /
"CONNECTED" /
"DISCONNECTED" /
"PAUSE"

■実行例

jcexectrl agent list

■結果

{
    "error": {
        "has_error": false,
        "code": 0
    },
    "result": "Success",
    "items": [
        {
            "id": "aaaaaaaa-bbbbb-ccccc-ddddd-eeeeeeee",
            "name": "ag1",
            "type": "linux",
            "max_concurrency": 1000,
            "cert": "-----BEGIN PUBLIC KEY----- (略) -----END PUBLIC KEY-----",
            "status": "CONNECTED"
        }
    ]
}

3.33.6.15. agent get

エージェントの定義の詳細情報を取得します。

■コマンドラインインタフェース
jcexectrl agent get $option

■オプション
オプション 説明 範囲 デフォルト
--agent-id <エージェントID> 取得対象のエージェントIDです。

※--agent-idと--agent-nameはどちら
か一方を指定する必要があります。両
方指定した場合は --agent-id を優先し
ます。

文字列 -
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オプション 説明 範囲 デフォルト
--agent-name <エージェント名> 取得対象のエージェント名です。

※--agent-idと--agent-nameはどちら
か一方を指定する必要があります。両
方指定した場合は --agent-id を優先し
ます。

文字列 -

--include-user 指定するとエージェント上のOSユーザ
情報を取得します。

- -

■出力結果

{
        "result" : "<実行結果の状態>" ,
        "agent": {
            "name": "<エージェント名>",
            "id": "<エージェントID>",
            "type": "<OS種別>",
            "max_concurrency": <最大同時実行数>,
            "cert": "<エージェントで使用する公開鍵>",
            "status": "<エージェントの状態>"
            "users": [
                {
                    "name": "<ユーザ名>",
                    "uid":  "<ユーザID>",
                    "type": "<ユーザ種別>"
                }
            ]
        }
}

■出力パラメータ説明

resultまでの説明は「3.33.5 出力形式（共通）」を参照してください。
パラメータ 型 説明 範囲
agent object 取得したエージェントの情報を格

納したオブジェクトです。
-

agent.id string エージェントのIDです。 文字列
agent.name string エージェントの名前です。 文字列
agent.type string エージェントのOS種別です。エー

ジェントが接続されるまでは空文
字です。

空文字 / "linux" /
"windows"

agent.max_concurrency number エージェントのリクエスト最大同
時実行数です。

1-2000

agent.cert string エージェントの公開鍵です。 文字列(公開鍵)
agent.status string エージェントの状態です。

REGISTERED:定義作成後、一度も
接続していない状態

CONNECTED:接続状態

DISCONNECTED:接続していない状
態

"REGISTERED" /
"CONNECTED" /
"DISCONNECTED" /
"PAUSE"
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パラメータ 型 説明 範囲
PAUSE:接続しているが、リクエス
トの実行処理が停止している状態

agent.users array OSユーザ一覧です。 -
agent.users[n] object OSユーザ情報を表すオブジェクト

です。
-

agent.users[n].name string ユーザ名です。 文字列
agent.users[n].uid string ユーザIDです。 文字列
agent.users[n].type string ユーザ種別です。

Windows用の情報です。Linuxの
場合は本項目は意味を持ちません
("os"固定)。

os:OSのローカルユーザ

domain:ドメインユーザ

"os" / "domain"

■実行例

jcexectrl agent get --include-user aaaaaaaa-bbbbb-ccccc-ddddd-eeeeeeee

■結果

{
    "error": {
        "has_error": false,
        "code": 0
    },
    "result": "Success",
    "agent": {
        "name": "ag1",
        "id": "aaaaaaaa-bbbbb-ccccc-ddddd-eeeeeeee",
        "type": "linux",
        "cert": "-----BEGIN PUBLIC KEY----- (略) -----END PUBLIC KEY-----",
        "status": "REGISTERED",
        "users": [
            {
                "name": "user1",
                "uid": "1000",
                "type": "os"
            }
        ]
    }
}

3.33.6.16. agent check-user

エージェント上のOSユーザの存在をチェックします。

エージェントがCONNECTED、PAUSE状態の場合に利用できます。REGISTERED、DISCONNECTED状態の場合
はエラーとなります。また、エージェントから60秒間応答がない場合はタイムアウトエラーとなります。

■コマンドラインインタフェース
jcexectrl agent check-user $option
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■オプション
オプション 説明 範囲 デフォルト
--agent-id <エージェントID> 対象のエージェントIDです。

※--agent-idと--agent-nameはどちら
か一方を指定する必要があります。両
方指定した場合は --agent-id を優先し
ます。

文字列 -

--agent-name <エージェント名> 対象のエージェント名です。

※--agent-idと--agent-nameはどちら
か一方を指定する必要があります。両
方指定した場合は --agent-id を優先し
ます。

文字列 -

-f <ファイル名> パラメータを記載したファイルを指定
します。本指定が無い場合は、標準入
力からパラメータを受け取ります。

- -

■ファイル/標準入力で指定するパラメータ

{
        "user_name" : "ユーザ名",
        "password": "パスワード(平文)"
}

■入力パラメータ説明
パラメータ 型 説明 範囲 デフォルト
user_name string チェック対象のユーザ名を指定しま

す。必須項目です。
文字列 -

password string チェック対象ユーザのパスワードを平
文で指定します。

Windowsのみ指定が必要です。なお、
マネージャーとエージェント間の通信
では暗号化します。

文字列 空文字

■出力結果

固有の形式はありません。共通の説明は「3.33.5 出力形式（共通）」を参照してください。

■実行例

jcexectrl agent check-user --agent-id aaaaaaaa-bbbbb-ccccc-ddddd-eeeeeeee

■標準入力

{
        "user_name": "user1",
        "password": "xxxxxxxx"
}

■結果

{
    "error": {
        "has_error": false,
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        "code": 0
    },
    "result": "Success",
}

3.33.6.17. agent continue
エージェントの一時停止を解除してリクエスト実行処理を再開します。

エージェントがPAUSE状態の場合に利用できます。他の状態の場合はエラーとなります。また、エージェント
から60秒間応答がない場合はタイムアウトエラーとなります。

■コマンドラインインタフェース
jcexectrl agent continue $option

■オプション
オプション 説明 範囲 デフォルト
--agent-id <エージェントID> 操作対象のエージェントIDです。

※--agent-idと--agent-nameはどちら
か一方を指定する必要があります。両
方指定した場合は --agent-id を優先し
ます。

文字列 -

--agent-name <エージェント名> 操作対象のエージェント名です。

※--agent-idと--agent-nameはどちら
か一方を指定する必要があります。両
方指定した場合は --agent-id を優先し
ます。

文字列 -

■出力結果

固有の形式はありません。共通の説明は「3.33.5 出力形式（共通）」を参照してください。

■実行例

jcexectrl agent continue --agent-id aaaaaaaa-bbbbb-ccccc-ddddd-eeeeeeee

■結果

{
{
    "error": {
        "has_error": false,
        "code": 0
    },
    "result": "Success"
}
}

3.33.6.18. agent delete
エージェントの定義を削除します。

■コマンドラインインタフェース
jcexectrl agent delete $option

■オプション
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オプション 説明 範囲 デフォルト
--agent-id <エージェントID> 更新対象のエージェントIDです。

※--agent-idと--agent-nameはどちら
か一方を指定する必要があります。両
方指定した場合は --agent-id を優先し
ます。

文字列 -

--agent-name <エージェント名> 更新対象のエージェント名です。

※--agent-idと--agent-nameはどちら
か一方を指定する必要があります。両
方指定した場合は --agent-id を優先し
ます。

文字列 -

■出力結果

固有の形式はありません。共通の説明は「3.33.5 出力形式（共通）」を参照してください。

■実行例

jcexectrl agent delete --agent-id aaaaaaaa-bbbbb-ccccc-ddddd-eeeeeeee

■結果

{
{
    "error": {
        "has_error": false,
        "code": 0
    },
    "result": "Success"
}
}

3.33.6.19. request list

リクエストの一覧を取得します。

■コマンドラインインタフェース
jcexectrl request list [ $option ]

■オプション

オプションを省略した場合は、対象MGのすべてのリクエストを取得します。

--queue-xxx、--agent-xxx オプションを指定する場合は、いずれか一つを指定してください。--queue-xxx
と --agent-xxx を両方指定するとエラーになります。
オプション 説明 範囲 デフォルト
--queue-id <キューID> 取得するリクエストの所属するキュー

のIDを指定します。

※--queue-idと--queue-nameを両方
指定した場合は --queu-id を優先しま
す。

文字列 -

--queue-name <キュー名@エージェン
ト名>

取得するリクエストの所属するキュー
の名前を指定します。グループキュー

文字列 -
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オプション 説明 範囲 デフォルト
の場合は@以降を省略するかエージェ
ント名の代わりにMGマシン名を指定し
ます。

※--queue-idと--queue-nameを両方
指定した場合は --queu-id を優先しま
す。

--agent-id <エージェントID> <エージェントID>で指定したエージェ
ントにて実行中のリクエストを取得し
ます。

※--agent-idと--agent-nameを両方指
定した場合は --agent-id を優先しま
す。

文字列 -

--agent-name <エージェント名> <エージェント名>で指定したエージェ
ントにて実行中のリクエストを取得し
ます。

※--agent-idと--agent-nameを両方指
定した場合は --agent-id を優先しま
す。

文字列 -

■出力結果

{
        "result" : "<実行結果の状態>" ,
        "items": [
            {
                "id": "<リクエストID>",
                "legacy_id": "<レガシーID>",
                "name": "<リクエスト名>",
                "user": "<ユーザ名>",
                "queue": "<キュー名>",
                "priority": <優先度の数値>,
                "status": "<リクエストの状態>",
            }
        ]
}

■出力パラメータ説明

resultまでの説明は「3.33.5 出力形式（共通）」を参照してください。

パラメータ 型 説明 範囲
items array リクエスト情報の一覧を格納する配列

です。

DELETE、EXIT、TERMINATE状態の
リクエストは除外されます。

-

items[n] object リクエスト情報を表すオブジェクトで
す。

-

items[n].id string リクエストのIDです。 文字列
items[n].legacy_id string リクエストのレガシーIDです。 文字列
items[n].name string リクエストの名前です。 文字列
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パラメータ 型 説明 範囲
items[n].queue_id string リクエストが投入されているキューの

IDです。
文字列

items[n].queue_name string リクエストが投入されているキューの
名前です。

キューが削除されている場合は空文字
になります。

文字列

items[n].user string リクエストの実行ユーザラベルです。 文字列
items[n].priority number リクエストの優先度です。

0が最も低く63が最も高い優先度にな
ります。

0-63

items[n].hold bool リクエストを保留状態でキューへ投入
するか否かを表します。

true:保留状態とする

false:保留状態としない

true / false

items[n].restart bool 実行中のリクエストについて、MG再
起動時に再実行するか否かを表しま
す。

true:再実行する

false:再実行しない

true / false

items[n].status string リクエストの状態です。

QUEUED:リクエストがキューへ投入
された状態

HOLD:キュー内のリクエストが保留状
態

SUBMIT:MGからエージェントへリク
エストを送信した状態

STANDBY:エージェントがリクエスト
を受け付けた状態

RUNNING:エージェント上でリクエス
トのプロセスが実行状態

SUSPEND:エージェント上でリクエス
トのプロセスが中断状態

EXIT:リクエストが終了状態

TERMINATE:リクエストが強制終了状
態

"QUEUED" /
"HOLD" /
"SUBMIT" /
"STANDBY" /
"RUNNING" /
"SUSPEND" /
"EXIT" /
"TERMINATE"

items[n].agent_id string リクエストが実行されるエージェント
のIDです。

文字列

items[n].agent_name string リクエストが実行されるエージェント
の名前です。

文字列
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パラメータ 型 説明 範囲
エージェントが削除されている場合は
空文字となります。

items[n].shell string スクリプトを解釈するシェルです。 文字列
items[n].script string 実行するスクリプトファイルのパスで

す。
文字列

items[n].stdout string リクエストの標準出力の出力先のファ
イルパスです。

文字列

items[n].stderr string リクエストの標準エラー出力の出力先
のファイルパスです。

文字列

items[n].job_type string ジョブのタイプです。

NORMAL: 単位ジョブ

EXCUSTOM: 拡張カスタムジョブ

WOBS: WOBSジョブ

"NORMAL" /
"EXCUSTOM" /
"WOBS"

items[n].process_info object プロセス情報を表すオブジェクトで
す。

-

items[n].process_info.pid number リクエストで実行されたプロセスの
PIDです。

プロセスが実行されていない場合は0
になります。

数値

items[n].process_info.ppid number リクエストで実行されたプロセスの
PPIDです。

プロセスが実行されていない場合は0
になります。

数値

items[n].process_info.exitcode number リクエストで実行されたプロセスの終
了コードです。

プロセスが実行されていない場合は0
になります。

数値

■実行例

jcexectrl request list

■結果

{
    "error": {
        "has_error": false,
        "code": 0
    },
    "result": "Success",
    "items": [
        {
            "id": "aaaaaaaa-bbbbb-ccccc-ddddd-eeeeeeee",
            "legacy_id": "1",
            "name": "JOB1",
            "user": "jc_exec_user1",
            "queue_id": "aaaaaaaa-bbbbb-ccccc-ddddd-eeeeeeee",
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            "queue_name": "ag1_jobque",
            "priority": 30,
            "status": "RUNNING",
            "agent_id": "aaaaaaaa-bbbbb-ccccc-ddddd-eeeeeeee"",
            "agent_name": "ag1"
            ...(略)...
        }
    ]
}

3.33.6.20. request get

リクエストの詳細情報を取得します。

■コマンドラインインタフェース

jcexectrl request get $option

■オプション

オプション 説明 範囲 デフォルト
--legacy-id <レガシーID>[.<マシン名
>]

取得するリクエストのレガシーIDを指
定します。

※--legacy-idと--request-idはどちら
か一方を指定します。両方指定した場
合は --legacy-id を優先します。

文字列 -

--request-id <リクエストID> 取得するリクエストのIDを指定しま
す。

※--legacy-idと--request-idはどちら
か一方を指定します。両方指定した場
合は --legacy-id を優先します。

文字列 -

■出力結果

{
    "result" : "<実行結果の状態>" ,
    "request": {
        "id": "<リクエストID>",
        "legacy_id": "<レガシーID>",
        "name": "<リクエスト名>",
        "user": "<ユーザ名>",
        "queue_id": "<キューID>",
        "queue_name": "<キュー名>",
        "priority": <優先度の数値>,
        "status": "<リクエストの状態>",
        "agent_id": "<エージェントID>",
        "agent_name": "<エージェント名>",
        "shell": "<使用するシェル名>",
        "restart": true/false,
        "stdout": "<標準出力先のファイルパス>",
        "stderr": "<標準エラー出力先のファイルパス>",
        "job_type": "<ジョブのタイプ>",
        "process_info": {
            "pid": "<リクエストで実行されるスクリプトのPID>",
            "ppid": "<リクエストで実行されるスクリプトのPPID>",
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            "exitcode": <スクリプトの終了コード>
        }
    }
}

■出力パラメータ説明

resultまでの説明は「3.33.5 出力形式（共通）」を参照してください。

パラメータ 型 説明 範囲
request object リクエスト情報を表すオブジェクトで

す。
-

request.id string リクエストのIDです。 文字列
request.legacy_id string リクエストのレガシーIDです。 文字列
request.name string リクエストの名前です。 文字列
request.queue_id string リクエストが投入されているキューの

IDです。
文字列

request.queue_name string リクエストが投入されているキューの
名前です。

キューが削除されている場合は空文字
になります。

文字列

request.user string リクエストの実行ユーザラベルです。 文字列
request.priority number リクエストの優先度です。

0が最も低く63が最も高い優先度にな
ります。

0-63

request.hold bool リクエストを保留状態でキューへ投入
するか否かを表します。

true:保留状態とする

false:保留状態としない

true / false

request.restart bool 実行中のリクエストについて、再起動
時に再実行するか否かを表します。

true:再実行する

false:再実行しない

true / false

request.status string リクエストの状態です。

QUEUED:リクエストがキューへ投入
された状態

HOLD:キュー内のリクエストが保留状
態

SUBMIT:MGからエージェントへリク
エストを送信した状態

STANDBY:エージェントがリクエスト
を受け付けた状態

RUNNING:エージェント上でリクエス
トのプロセスが実行状態

"QUEUED" /
"HOLD" /
"SUBMIT" /
"STANDBY" /
"RUNNING" /
"SUSPEND" /
"EXIT" /
"TERMINATE"
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パラメータ 型 説明 範囲
SUSPEND:エージェント上でリクエス
トのプロセスが中断状態

EXIT:リクエストが終了状態

TERMINATE:リクエストが強制終了状
態

request.agent_id string リクエストを実行するエージェントの
IDです。エージェントキューに投入さ
れている場合に設定されます。

文字列

request.agent_name string リクエストを実行するエージェントの
名前です。エージェントキューに投入
されている場合に設定されます。

エージェントが削除されている場合は
空文字となります。

文字列

request.shell string スクリプトを解釈するシェルです。 文字列
request.script string 実行するスクリプトファイルのパスで

す。
文字列

request.stdout string リクエストの標準出力の出力先のファ
イルパスです。

文字列

request.stderr string リクエストの標準エラー出力の出力先
のファイルパスです。

文字列

request.job_type string ジョブのタイプです。

NORMAL: 単位ジョブ

EXCUSTOM: 拡張カスタムジョブ

WOBS: WOBSジョブ

"NORMAL" /
"EXCUSTOM" /
"WOBS"

request.process_info object プロセス情報を表すオブジェクトで
す。

-

request.process_info.pid number リクエストで実行されたプロセスの
PIDです。

プロセスが実行されていない場合は0
になります。

数値

request.process_info.ppid number リクエストで実行されたプロセスの
PPIDです。

プロセスが実行されていない場合は0
になります。

数値

request.process_info.exitcode number リクエストで実行されたプロセスの終
了コードです。

プロセスが実行されていない場合は0
になります。

数値

■実行例

jcexectrl request get --legacy-id 1.jcmanager
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■結果

{
    "error": {
        "has_error": false,
        "code": 0
    },
    "result": "Success",
    "request": {
        "id": "aaaaaaaa-bbbbb-ccccc-ddddd-eeeeeeee",
        "legacy_id": "1",
        "name": "JOB1",
        "user": "jc_exec_user1",
        "queue_id": "aaaaaaaa-bbbbb-ccccc-ddddd-eeeeeeee",
        "queue_name": "ag1_jobque",
        "priority": 30,
        "status": "RUNNING",
        "agent_id": "aaaaaaaa-bbbbb-ccccc-ddddd-eeeeeeee",
        "agent_nme": "ag1"
        ...(略)...
    }
}

3.33.6.21. request cat

リクエストの標準出力、標準エラー出力を取得します。

・出力時の文字コードはUTF-8固定

・改行コードはLF

■コマンドラインインタフェース
jcexectrl request cat $option

■オプション
オプション 説明 範囲 デフォルト
--legacy-id <レガシーID>[.<マシン名
>]

取得するリクエストのレガシーIDを指
定します。

※--legacy-idと--request-idはどちら
か一方を必ず指定します。両方指定し
た場合は --legacy-id を優先します。

文字列 -

--request-id <リクエストID> 取得するリクエストのIDを指定しま
す。

※--legacy-idと--request-idはどちら
か一方を必ず指定します。両方指定し
た場合は --legacy-id を優先します。

文字列 -

--stdout 標準出力を取得する場合に指定しま
す。

※--stdoutと--stderrはどちらか一方
を必ず指定します。両方指定した場合
は --stdout を優先します。

- -

--stderr 標準エラーを取得する場合に指定しま
す。

- -
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オプション 説明 範囲 デフォルト
※--legacy-idと--request-idはどちら
か一方を必ず指定します。両方指定し
た場合は --stdout を優先します。

■実行例１

jcexectrl request cat --stdout --legacy-id 1.jcmanager

■結果

success.

■実行例２

jcexectrl request cat --stderr --legacy-id 0.jcmanager

■結果

failed.

3.33.6.22. request delete

指定したリクエストを削除します。

正常に動作しているリクエストを削除した場合、リクエストの実行は正常に継続することができなくなりま
す。JobCenterの障害発生時の対応で、リクエストの削除を指示された場合以外では使用しないでください。

■コマンドラインインタフェース
jcexectrl request delete $option

■オプション
オプション 説明 範囲 デフォルト
--legacy-id <レガシーID>[.<マシン名
>]

削除するリクエストのレガシーIDを指
定します。

※--legacy-idと--request-idはどちら
か一方を必ず指定します。両方指定し
た場合は --legacy-id を優先します。

文字列 -

--request-id <リクエストID> 削除するリクエストのIDを指定しま
す。

※--legacy-idと--request-idはどちら
か一方を必ず指定します。両方指定し
た場合は --legacy-id を優先します。

文字列 -

--signal <シグナル> 実行中のリクエストに指定したシグナ
ルを送信し、リクエストを強制終了し
て削除します。

1 / 2 / 9 9

--timeout <タイムアウト秒数> 操作完了の待ち合わせのタイムアウト
時間を秒単位で指定します。

10-3600 60

■実行例

jcexectrl request delete --signal 9 --legacy-id 1.jcmanager

■結果
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{
    "error": {
        "has_error": false,
        "code": 0
    },
    "result": "Success"
}

3.33.7. 戻り値
戻り値 内容
0 正常終了です。
1 異常終了です。

3.33.8. 主要メッセージ
■エラー番号とエラーメッセージ(jcexectrl共通)

エラー番号 エラーメッセージ 内容
500 Internal error 内部エラーが発生
400 Request is invalid パラメータの値が不正

■エラー番号とエラーメッセージ(jcexectrl agent create)

エラー番号 エラーメッセージ 内容
500 Failed to add agent エージェントの追加処理に失敗
500 Key generation error 鍵ペアの生成に失敗
500 Failed to update agent certificate エージェントの公開鍵情報の更新に失敗

■エラー番号とエラーメッセージ(jcexectrl agent list)

エラー番号 エラーメッセージ 内容
500 Failed to get agent list エージェント一覧の取得に失敗

■エラー番号とエラーメッセージ(jcexectrl agent get)

エラー番号 エラーメッセージ 内容
500 Failed to get agent エージェント情報の取得に失敗
500 Failed to get OS user list エージェントが起動しているホストのOSユー

ザ情報の取得に失敗

■エラー番号とエラーメッセージ(jcexectrl agent update)

エラー番号 エラーメッセージ 内容
500 Failed to update agent certificate エージェントの公開鍵情報の更新に失敗
500 Unable to get agent to update 更新対象のエージェント情報の取得に失敗
500 Failed to update agent name エージェント名の更新に失敗
500 Failed to update agent configuration エージェント設定の更新に失敗

■エラー番号とエラーメッセージ(jcexectrl agent continue)

エラー番号 エラーメッセージ / エラー原因 内容
404 Unable to get agent to continue 操作対象のエージェント情報の取得に失敗
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エラー番号 エラーメッセージ / エラー原因 内容
400 Failed to continue the Agent / Agent

status is not PAUSE
エージェントの状態がPAUSEではない場合

408 Timeout occurred / wait canceled エージェントからの応答がないためタイムア
ウトが発生（タイムアウト時間: 60秒）

■エラー番号とエラーメッセージ(jcexectrl agent delete)

エラー番号 エラーメッセージ 内容
500 Failed to delete agent エージェント情報の削除に失敗

■エラー番号とエラーメッセージ(jcexectrl agent check-user)

エラー番号 エラーメッセージ 内容
500 Unabled to get agent to check user ユーザチェック対象のエージェント情報の取

得に失敗
500 Invalid public key エージェントに登録されている公開鍵情報が

不正
500 Password encryption failed エージェントに登録されている公開鍵を利用

した暗号化が失敗
408 Timeout occurred エージェントからの応答がないためタイムア

ウトが発生（タイムアウト時間: 60秒）

■エラー番号とエラーメッセージ(jcexectrl queue create)

エラー番号 エラーメッセージ 内容
500 Failed to create agent queue エージェントキューの作成に失敗
500 Failed to create group queue グループキューの作成に失敗

■エラー番号とエラーメッセージ(jcexectrl queue list)

エラー番号 エラーメッセージ 内容
500 Failed to get agent queue list エージェントキュー一覧の取得に失敗
500 Failed to get group queue list グループキュー一覧の取得に失敗
500 Failed to get queue list キュー一覧の取得に失敗

■エラー番号とエラーメッセージ(jcexectrl queue get)

エラー番号 エラーメッセージ 内容
500 Failed to get queue キュー情報の取得に失敗

■エラー番号とエラーメッセージ(jcexectrl queue update)

エラー番号 エラーメッセージ 内容
500 Unable to get queue to update 更新対象のキュー情報の取得に失敗
500 Failed to update queue configuration キュー情報の更新に失敗

■エラー番号とエラーメッセージ(jcexectrl queue delete)

エラー番号 エラーメッセージ 内容
500 Failed to delete queue キューの削除に失敗

■エラー番号とエラーメッセージ(jcexectrl queue enable/disable/start/stop/purge)
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エラー番号 エラーメッセージ 内容
500 Unable to get queue to control 操作対象のキュー情報の取得に失敗
500 Queue operation failed キューの操作に失敗

■エラー番号とエラーメッセージ(jcexectrl request create)

エラー番号 エラーメッセージ 内容
500 Unable to get queue to enqueue リクエスト作成対象のキュー情報の取得に失

敗
500 Failed to enqueue request リクエストの作成に失敗

■エラー番号とエラーメッセージ(jcexectrl request list)

エラー番号 エラーメッセージ 内容
500 Failed to get requests in agent エージェントに関連するリクエスト一覧の取

得に失敗
500 Failed to get requests in queue キューに登録されているリクエスト一覧の取

得に失敗
500 Failed to get requests リクエスト一覧の取得に失敗

■エラー番号とエラーメッセージ(jcexectrl request delete)

エラー番号 エラーメッセージ 内容
404 Request not found 削除対象のリクエストが存在しない
500 Unable to get request to delete 削除対象のリクエストの取得に失敗
500 Failed to kill request リクエストの強制終了に失敗
408 Request status not changed within time リクエストの状態に変化がないためタイムア

ウトが発生

■エラー番号とエラーメッセージ(jcexectrl request get)

エラー番号 エラーメッセージ 内容
404 Request not found リクエストが存在しない
500 Failed to get request リクエスト情報の取得に失敗
500 Failed to get queue リクエストに関連するキュー情報の取得に失

敗
500 Failed to get agent リクエストに関連するエージェント情報の取

得に失敗

■エラー番号とエラーメッセージ(jcexectrl request hold/release/suspend/resume)

エラー番号 エラーメッセージ 内容
404 Request not found 操作対象のリクエストが存在しない
500 Unable to get request to control 操作対象のリクエスト情報の取得に失敗
500 Failed to control request リクエストの操作に失敗
408 Request status not changed within time リクエストのsuspend/resume操作後にリク

エストの状態が変化しないためタイムアウト
が発生

500 Request has already ended 操作対象のリクエストがすでに終了していた
ため失敗
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■実行結果の状態

実行結果の状態 内容
Success 実行、チェック、データの取得等に成功しました。
NotFound 対象データが存在しないか、または、チェック対象

が存在しません。
Failed エラーが発生しました。エラー内容は出力メッセー

ジのerrorに設定されます。

3.33.9. 注意事項
■本コマンドは、UNIX版ではrootユーザ、Windows版ではJobCenter管理者で実行してください。

■接続するMGのURLは、事前に環境変数「NATS_URL」に設定するか、--nats-urlオプションで指定します。
指定が無い場合は、デフォルトの「nats://localhost:23141」になります。

詳細は 1章 「コマンド一覧」 の注意事項を参照してください。

■リクエストリソースの操作は、JobCenterの障害発生時の対応として指示された場合に実施してください。
正常に動作しているリクエストを削除した場合、リクエストの実行は正常に継続することができなくなりま
す。
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3.34. jcauthctrl ユーザ情報の管理
■UNIX版

▪ /usr/lib/nqs/jcauth/jcauthctrl $subcommand [ $options... ]

■Windows版

▪ %InstallDirectory%\bin\jcauth\jcauthctrl.exe $subcommand [ $options... ]

3.34.1. 機能説明
本コマンドは、ユーザ情報の管理を行う機能を提供します。本コマンドは、UNIX版ではrootユーザ、Windows
版ではJobCenter管理者で実行してください。

対象のサイトは、--nats-urlオプションまたは環境変数「NATS_URL」を参照します。指定が無い場合は、デ
フォルトの「nats://localhost:23141」になります。

入力パラメータがあるサブコマンドでは、JSON形式で標準入力としてパラメータを指定します。出力パラメー
タがあるサブコマンドでは、JSON形式で標準出力に出力します。

3.34.2. サブコマンド
サブコマンド 機能
add-os-user エージェントに紐づくOSユーザ情報の追加登録を行います。
update-os-user エージェントに紐づくOSユーザのパスワード情報の更新を行います。
delete-os-user エージェントに紐づくOSユーザ情報の削除を行います。
list-os-users エージェントに紐づく全てのOSユーザ情報を取得します。
list-exec-users 全ての実行ユーザ情報(実行ユーザラベル)を取得します。
add-user-mapping 指定されたエージェントにおけるユーザマッピング情報の追加登録を行います。
delete-user-
mapping

指定したエージェント + 実行ユーザラベルにおけるユーザマッピング情報の削除を行い
ます。

list-user-mappings エージェントが持つ全てのユーザマッピング情報を取得します。

3.34.3. オプション
共通のオプションについて説明します。

--nats-url $URL

接続するMGのURLを指定します。

未指定の場合は環境変数 NATS_URL を参照します。環境変数 NATS_URL も未設定の場合は、デフォルトの
「nats://localhost:23141」を使用します。
--pretty-print

コマンド実行結果のJSON出力を整形表示(pretty-print)にします。

3.34.4. 出力結果
コマンドの出力はJSON形式になります。JSON形式で出力する場合の出力メッセージの基本フォーマットは以
下の形式です。

{
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    "error": {
        "has_error": true/false,
        "code": <エラー番号>,
        "message": "<エラーメッセージ>",
        "reason": "<エラー原因>"
    },
    "result" : "<実行結果の状態>" ,
    "param1": "value",
    "param2": "value",
       :
    "paramN": "value"
}

パラメータ タイプ 説明 範囲
error object エラー情報を格納したオブジェクトで

す。
-

error.has_error bool エラーの有無が表示されます。

true: 異常終了

false: 正常終了

true / false

error.code integer エラー番号が表示されます。 「3.34.7 主要メッセー
ジ」を参照してくださ
い。

error.message string エラーメッセージが表示されます。 「3.34.7 主要メッセー
ジ」を参照してくださ
い。

error.reason string エラー原因が表示されます。 -
result string 実行結果の状態が表示されます。

Success: 正常終了

Failed: 異常終了

"Success" / "Failed"

paramNはサブコマンドごとに異なりますので、次の各サブコマンドの「出力パラメータ説明」を参照してくだ
さい。

3.34.5. パラメータ一覧
サブコマンド別の入出力パラメータについて説明します。

3.34.5.1. add-os-user

■コマンドラインインタフェース

jcauthctrl add-os-user --agent-id <エージェントID> [-f <ファイル名>]

■説明

オプション タイプ 説明 範囲 デフォルト
--agent-id string 紐づけるエージェントの

ID(エージェントID)を指定しま
す。

- なし

-f string パラメータを記載したファイル
を指定します。

- なし
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オプション タイプ 説明 範囲 デフォルト
パラメータの形式は後述の標準
入力から指定する場合と同じで
す。

本パラメータ指定が無い場合、
標準入力からパラメータを受け
取ります。

■標準入力で指定するパラメータ

{
            "user_name": "<OSのユーザ名>",
            "user_type": "<ユーザのタイプ>",
            "password": "<パスワード>"
}

■説明
パラメータ タイプ 説明 範囲 デフォルト
user_name string OSのユーザ名を指定します。

jcexectrl agent get --
include-user で取得したもの
を指定します。

空文字列は使用でき
ません。

-

user_type string ユーザのタイプを指定します。

jcexectrl agent get --
include-user で取得したもの
を指定します。

空文字列は使用でき
ません。

-

password string ユーザのパスワードを指定しま
す。

jcexectrl agent check-user
でチェックがOKのものを指定
します。

指定するパスワード文字列は、
以下の条件を満たす必要があり
ます。

▪ 末尾に奇数個の「\」がない

▪ 「{」と「}」が対になってい
る(「}」で閉じられていない
「{」が存在しない)

- 空文字列

■出力結果

{
    "error": {
        "has_error": true/false,
        "code": <エラー番号>,
        "message": "<エラーメッセージ>",
        "reason": "<エラー原因>"
    },
    "result" : "<実行結果の状態>"
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}

3.34.5.2. update-os-user

■コマンドラインインタフェース

jcauthctrl update-os-user --agent-id <エージェントID> --user-name <OSのユーザ名> [-f <ファイル
名>]

■説明

オプション タイプ 説明 範囲 デフォルト
--agent-id string 更新するOSユーザ情報のエー

ジェントのID(エージェントID)
を指定します。

- なし

--user-name string 更新するOSユーザ情報のユー
ザ名(OSのユーザ名)を指定しま
す。

- なし

-f string パラメータを記載したファイル
を指定します。

パラメータの形式は後述の標準
入力から指定する場合と同じで
す。

本パラメータ指定が無い場合、
標準入力からパラメータを受け
取ります。

- なし

■標準入力で指定するパラメータ

{
            "password": "<パスワード>"
}

■説明

パラメータ タイプ 説明 範囲 デフォルト
password string ユーザのパスワードを指定しま

す。

jcexectrl agent check-user
でチェックがOKのものを指定
します。

- 空文字列

■出力結果

{
    "error": {
        "has_error": true/false,
        "code": <エラー番号>,
        "message": "<エラーメッセージ>",
        "reason": "<エラー原因>"
    },
    "result" : "<実行結果の状態>"
}
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3.34.5.3. delete-os-user

■コマンドラインインタフェース

jcauthctrl delete-os-user --agent-id <エージェントID> --user-name <OSのユーザ名>

■説明

オプション タイプ 説明 範囲 デフォルト
--agent-id string 削除するOSユーザ情報のエー

ジェントのID(エージェントID)
を指定します。

- なし

--user-name string 削除するOSユーザ情報のユー
ザ名(OSのユーザ名)を指定しま
す。

- なし

エージェントID + OSのユーザ名、の組が存在するものが削除対象です。

■出力結果

{
    "error": {
        "has_error": true/false,
        "code": <エラー番号>,
        "message": "<エラーメッセージ>",
        "reason": "<エラー原因>"
    },
    "result" : "<実行結果の状態>"
}

3.34.5.4. list-os-users

■コマンドラインインタフェース

jcauthctrl list-os-users --agent-id <エージェントID>

■説明

オプション タイプ 説明 範囲 デフォルト
--agent-id string OSユーザ情報が紐づくエー

ジェントのID(エージェントID)
を指定します。

- なし

■出力結果

{
    "error": {
        "has_error": true/false,
        "code": <エラー番号>,
        "message": "<エラーメッセージ>",
        "reason": "<エラー原因>"
    },
    "result" : "<実行結果の状態>",
    "items" : [
        {
            "user_name": "<OSのユーザ名>",
            "user_type": "<ユーザのタイプ>",
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            "status": "<ユーザのステータス>"
        },
          :
    ]
}

■説明
パラメータ タイプ 説明 範囲
items array OSユーザ情報の配列が表示されます。

取得件数が0件の場合は要素数=0の配
列になります。

-

items.user_name string OSのユーザ名が表示されます。 -
items.user_type string ユーザのタイプが表示されます。 -
items.status string ユーザのステータスが表示されます。

　OK : 正常

　PASSWORD_EXPIRED : パスワード
情報が無効

"OK" /
"PASSWORD_EXPIRED"

3.34.5.5. list-exec-users

■コマンドラインインタフェース
jcauthctrl list-exec-users

■出力結果

{
    "error": {
        "has_error": true/false,
        "code": <エラー番号>,
        "message": "<エラーメッセージ>",
        "reason": "<エラー原因>"
    },
    "result" : "<実行結果の状態>",
    "items" : [
        {
            "exec_user_label": "<実行ユーザラベル>"
        },
          :
    ]
}

■説明
パラメータ タイプ 説明 範囲
items array OS実行ユーザ情報の配列が表示されま

す。

取得件数が0件の場合は要素数=0の配
列になります。

-

items.exec_user_label string 実行ユーザラベルが表示されます。 items に含まれる実行
ユーザラベルに重複した
ものは含まれません。
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3.34.5.6. add-user-mapping

■コマンドラインインタフェース

jcauthctrl add-user-mapping --agent-id <エージェントID> [-f <ファイル名>]

■説明

オプション タイプ 説明 範囲 デフォルト
--agent-id string ユーザマッピング情報を追加登

録するエージェントのID(エー
ジェントID)を指定します。

- なし

-f string パラメータを記載したファイル
を指定します。

パラメータの形式は後述の標準
入力から指定する場合と同じで
す。

本パラメータ指定が無い場合、
標準入力からパラメータを受け
取ります。

- なし

■標準入力で指定するパラメータ

{
            "exec_user_label": <実行ユーザラベル>,
            "os_user": <OSのユーザ名>
}

■説明

パラメータ タイプ 説明 範囲 デフォルト
exec_user_label string 実行ユーザラベルを指定しま

す。

エージェントID + 実行ユーザ
ラベル、の組が既に存在するも
のは登録できません。

空文字列は使用でき
ません。

全角文字、半角カナ
は使用できません。

最大バイト数は15バ
イトです。

数値のみの名前は使
用できません。

スペース、タブ、改
行および以下の文字
は使用できません、

! " # $ % ( )
* , . / : ; < = > ?
@ [ \ ] ^ ` { | } ~

なし

os_user string OSのユーザ名を指定します。

jcexectrl agent get --
include-user で取得したもの
を指定します。

空文字列は使用でき
ません。

なし
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■出力結果

{
    "error": {
        "has_error": true/false,
        "code": <エラー番号>,
        "message": "<エラーメッセージ>",
        "reason": "<エラー原因>"
    },
    "result" : "<実行結果の状態>"
}

3.34.5.7. delete-user-mapping

■コマンドラインインタフェース

jcauthctrl delete-user-mapping --agent-id <エージェントID> --exec-user-label <実行ユーザラベル>

■説明

オプション タイプ 説明 範囲 デフォルト
--agent-id string 削除したいユーザマッピング

情報に紐づくエージェントの
ID(エージェントID)を指定しま
す。

- なし

--exec-user-label string 削除したいユーザマッピング情
報に紐づく実行ユーザラベルを
指定します。

- なし

エージェントID + 実行ユーザラベル、の組が存在するものが削除対象です。

■出力結果

{
    "error": {
        "has_error": true/false,
        "code": <エラー番号>,
        "message": "<エラーメッセージ>",
        "reason": "<エラー原因>"
    },
    "result" : "<実行結果の状態>"
}

3.34.5.8. list-user-mappings

■コマンドラインインタフェース

jcauthctrl list-user-mappings --agent-id <エージェントID>

■説明

オプション タイプ 説明 範囲 デフォルト
--agent-id string 取得したいユーザマッピン

グ情報を持つエージェントの
ID(エージェントID)を指定しま
す。

- なし

■出力結果
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{
    "error": {
        "has_error": true/false,
        "code": <エラー番号>,
        "message": "<エラーメッセージ>",
        "reason": "<エラー原因>"
    },
    "result" : "<実行結果の状態>",
    "items" : [
        {
            "exec_user_label": "<実行ユーザラベル>"
            "os_user": "<OSのユーザ名>"
        },
          :
    ]
}

■説明

パラメータ タイプ 説明 範囲
items array ユーザマッピング情報の配列が表示さ

れます。

取得件数が0件の場合は要素数=0の配
列となります。

-

items.exec_user_label string 実行ユーザラベルが表示されます。 -
items.os_user string OSのユーザ名が表示されます。 -

3.34.6. 戻り値
戻り値 内容
0 正常終了です。
0以外 異常終了です。

3.34.7. 主要メッセージ
■実行結果の状態

実行結果の状態 内容
Success 処理の実行に成功しました。
Failed エラーが発生しました。エラー内容は出力メッセー

ジのerrorに設定されます。

■エラーメッセージ

メッセージ 内容
Failed to execute request Natsとの通信エラー等のため、処理の実行ができま

せんでした。
Invalid parameter 不正なパラメータが指定されたため、処理の実行が

できませんでした。
Failed to create OS user 存在しないエージェントID指定、あるいは、重複す

るエージェントID+OSユーザ名が指定されたた
め、OSユーザ情報の作成に失敗しました。
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メッセージ 内容
Failed to update OS user 存在しないエージェントID指定、あるいは、存在し

ないエージェントID+OSユーザ名が指定されたた
め、OSユーザ情報の更新に失敗しました。

Failed to delete OS user 存在しないエージェントID指定、あるいは、存在し
ないエージェントID+OSユーザ名が指定されたた
め、OSユーザ情報の削除に失敗しました。

Failed to create exec user label 存在しないエージェントID指定のため、実行ユーザ
ラベルの作成に失敗しました。

Failed to create user mapping 重複するエージェントID+実行ユーザラベルが指定さ
れたため、ユーザマッピング情報の作成に失敗しま
した。

Failed to delete user mapping 存在しないエージェントID+実行ユーザラベルが指定
されたため、ユーザマッピング情報の削除に失敗し
ました。

3.34.8. 注意事項
■本コマンドは、UNIX版ではrootユーザ、Windows版ではJobCenter管理者で実行してください。
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4. JobCenter Agentのコマンド
本章ではJobCenter Agentがインストールされたマシンで利用可能なコマンドを説明します。
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4.1. jcagctrl エージェントの情報を管理
■UNIX版

/usr/bin/jcagctrl $subcommand [options]

■Windows版

%InstallDirectory%\bin\jcagctrl $subcommand [options]

4.1.1. 機能説明
■本コマンドは、エージェントの情報(使用ディレクトリや接続先など)を管理し、サービス登録や起動、停止

などを行います。

■管理するエージェントの情報の単位を「インスタンス」と呼びます。

■インスタンスの作成、参照、更新、削除、インスタンスのサービスの登録、解除、開始、停止、インスタン
スで使用するユーザの追加、削除が行えます。

4.1.2. サブコマンド
1. subcommand一覧

文字列 内　容
create エージェントのインスタンスを作成します。
update エージェントのインスタンスを更新します。
delete エージェントのインスタンスを削除します。
list エージェントのインスタンスのリストを表示します。
enable 対象のインスタンスの情報でエージェントを起動するようにOSのサービスに登録しま

す。
disable 登録したOSのサービスを削除します。
start 登録したOSのサービスを開始して、エージェントを起動します。
stop 登録したOSのサービスを停止して、エージェントを停止します。
set-lang エージェントで使用するLanguageを指定します。
add-user 対象のインスタンスで使用しているユーザグループに指定したOSにユーザを追加しま

す。
del-user 対象のインスタンスで使用しているユーザグループから指定したOSユーザを削除しま

す。
list-user 対象のインスタンスで使用しているユーザグループのユーザ一覧を表示します。
help 使用方法を表示します。

4.1.3. サブコマンドのオプション

4.1.3.1. create

エージェントのインスタンスを作成します。

--instance-name $name

エージェントのインスタンスの名前を指定します。

本オプションは必須項目です。
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--instance-id $id

登録するエージェントのインスタンスID(-ありのUUID)を指定します。未指定の場合は自動生成されます。

クラスタ構築において、待機系側の作成時にインスタンスIDを統一するために指定する必要があります。

--endpoint $url

接続先のマネージャ(jcexecutor-webserver)のURLを指定します。

$urlの書式は以下のとおりです。

<httpまたはhttps>://<接続先マネージャのホスト名またはIPアドレス>:<JCEXECUTORのポート番号>

プロトコルについて、接続先マネージャのjcexecutor_webserverのHTTPS設定を行っている場合はhttps、
行っていない場合はhttpとなります。詳細は<スタンダードモード用環境構築ガイド>の「6.9
jcexecutor_webserverデーモンの動作設定について」を参照してください。

JCEXECUTORのポート番号のデフォルト値は23151です。ポート番号を変更している場合はそのポート番号
を指定してください。

本オプションは必須項目です。

--agent-id $agent-id

接続先のマネージャで作成したエージェントのIDを指定します。

--agent-idまたは--agent-nameのいずれかの指定が必要です。

--agent-idと--agent-nameを同時に指定することはできません。

本オプションは必須項目です。

--agent-name $agent-name

接続先のマネージャで作成したエージェントの名前を指定します。

--agent-idまたは--agent-nameのいずれかの指定が必要です。

--agent-idと--agent-nameを同時に指定することはできません。

本オプションは必須項目です。

--private-key $filepath

接続先マネージャに登録した公開鍵のペアである秘密鍵を指定します。

サポートする秘密鍵アルゴリズムはRSAです。

本オプションは必須項目です。

--spool-dir $filepath

エージェントのデータを保存するディレクトリを指定します。

ディレクトリは事前に作成しておく必要があります。

UNIX版の場合、spoolディレクトリのパーミッションは755に設定してください。

本オプションは必須項目です。
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Linuxの場合、指定するディレクトリは一般ユーザでも実行が可能なように 上位のディレクトリに
実行権限が付与されている必要があります。

--user-group $group

エージェントで使用するOSのユーザグループを指定します。存在しない場合は自動的にユーザーグループを
作成します。

デフォルト値：jobcenterag (Linuxの場合), JobCenterAG (Windowsの場合)

--root-ca $filepath

エージェントで使用するルート証明書を指定したい場合に指定します。

--no-verify

サーバ証明書の検証を無効にしたい場合に指定します。

--proxy $proxy

接続時に使用するproxyのURLを指定します。

-h, --help

コマンドのヘルプメッセージが表示されます。

4.1.3.2. update

エージェントのインスタンスを更新します。

対象のエージェントが起動している間は更新できません。

変更したいパラメータのオプションを指定します。省略したパラメータは変更されません。
--instance-name $name

編集するエージェントのインスタンスの名前を指定します。

本オプションは必須項目です。

--endpoint $url

接続先のマネージャ(jcexecutor-webserver)のURLを指定します。

--agent-id $agent-id

接続先のマネージャで作成したエージェントのIDを指定します。

マネージャ上のエージェント情報のIDを更新するのではなく、--instance-nameで指定したインスタンスをど
のエージェント情報に関連付けるかを設定します。

--agent-idと--agent-nameを同時に指定することはできません。

--agent-name $agent-name

接続先のマネージャで作成したエージェントの名前を指定します。

マネージャ上のエージェント情報の名前を更新するのではなく、--instance-nameで指定したインスタンスを
どのエージェント情報に関連付けるかを設定します。

250



JobCenter Agentのコマンド

--agent-idと--agent-nameを同時に指定することはできません。

--private-key $filepath

接続先マネージャに登録した公開鍵のペアである秘密鍵を指定します。

サポートする秘密鍵アルゴリズムはRSAです。

--spool-dir $filepath

エージェントのデータを保存するディレクトリを指定します。

Linuxの場合、指定するディレクトリは一般ユーザでも実行が可能なように 上位のディレクトリに
実行権限が付与されている必要があります。

--user-group $group

エージェントで使用するOSのユーザグループを指定します。存在しない場合は自動的にユーザーグループを
作成します。

--root-ca $filepath

エージェントで使用するルート証明書を指定したい場合に指定します。

--no-verify

サーバ証明書の検証を無効にしたい場合に指定します。

指定時は無効、省略時は有効となるため、無効のままにしたい場合は都度指定してください。

--proxy $proxy

接続時に使用するproxyのURLを指定します。

-h, --help

コマンドのヘルプメッセージが表示されます。

4.1.3.3. delete

エージェントのインスタンスを削除します。

存在しないインスタンス名を指定された場合は成功として扱います。

対象のインスタンスのサービスが登録されている場合は削除できません。
--instance-name $name

削除するエージェントのインスタンスの名前を指定します。

本オプションは必須項目です。

-h, --help

コマンドのヘルプメッセージが表示されます。

4.1.3.4. list

エージェントのインスタンスのリストを表示します。
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--format $format

出力のフォーマット(read/json)を指定します。省略した場合（デフォルト）read(可読形式)になります。

--pretty-print

--formatでjsonを指定した場合、JSON出力を整形します。

［出力例(jcagctrl list --format read)］

表4.1 エージェントインスタンスリストの可読形式フォーマット

項目名 説　明
INSTANCE-NAME エージェントのインスタンス名
INSTANCE-ID エージェントのインスタンスID
ACTIVE エージェントの稼働状態 (true:稼働中、false:停止中)
ENABLE OSのサービスへのエージェントの登録状態 (true:登録済、false:

未登録)
STATUS エージェントの状態

■CONNECTED

マネージャと接続中の状態です。

アプリケーションレベルでの接続状態であり、マネージャとの
WebSocketのコネクション確立後に認証が成功した時この状態
に遷移します。

■PAUSE

マネージャに接続中でリクエストの実行処理が停止している状
態です。

エージェントの動作設定によって、エージェント起動時に
PAUSE状態に遷移します。

詳細は<スタンダードモード用ジョブ実行エージェント構築ガ
イド>の「3.1 エージェントの動作設定変更」を参照してくだ
さい。

■DISCONNECTED

マネージャと未接続の状態です。

■UNKNOWN

エージェントの状態取得に失敗した状態です。

状態取得で失敗した場合は標準エラー出力にエラーメッセージ
が出力されますが、コマンド自体は正常終了となります。

この状態が続く場合はエージェントに異常が発生している可能
性が考えられます。
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AGENT-ID 接続先のマネージャで作成したエージェントのID
AGENT-NAME 接続先のマネージャで作成したエージェントの名前
USER-GROUP エージェントで使用するOSのユーザグループ名
ENDPOINT 接続先のマネージャ(jcexecutor-webserver)のURL

［出力例(jcagctrl list --format json --pretty-print)］

表4.2 エージェントインスタンスリストのJSON形式フォーマット

項目名 説　明
instance-name エージェントのインスタンス名
instance-id エージェントのインスタンスID
agent-id 接続先のマネージャで作成したエージェントのID
agent-name 接続先のマネージャで作成したエージェントの名前
endpoint 接続先のマネージャ(jcexecutor-webserver)のURL
private-key 接続先マネージャに登録した公開鍵のペアである秘密鍵
spool-dir エージェントのデータを保存するディレクトリ
group エージェントで使用するOSのユーザグループ名
enable OSのサービスへのエージェントの登録状態 (true:登録済、false:

未登録)
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active エージェントの稼働状態 (true:稼働中、false:停止中)
status エージェントの状態

■CONNECTED

マネージャと接続中の状態です。

アプリケーションレベルでの接続状態であり、マネージャとの
WebSocketのコネクション確立後に認証が成功した時この状態
に遷移します。

■PAUSE

マネージャに接続中でリクエストの実行処理が停止している状
態です。

エージェントの動作設定によって、エージェント起動時に
PAUSE状態に遷移します。

詳細は<スタンダードモード用ジョブ実行エージェント構築ガ
イド>の「3.1 エージェントの動作設定変更」を参照してくだ
さい。

■DISCONNECTED

マネージャと未接続の状態です。

■UNKNOWN

エージェントの状態取得に失敗した状態です。

状態取得で失敗した場合は標準エラー出力にエラーメッセージ
が出力されますが、コマンド自体は正常終了となります。

この状態が続く場合はエージェントに異常が発生している可能
性が考えられます。

root-ca エージェントで使用するルート証明書
no-verify サーバ証明書の検証の無効化 (true:無効、false:有効)
proxy 接続時に使用するプロキシサーバURL

4.1.3.5. enable

対象のインスタンスの情報でエージェントを起動するようにOSのサービスに登録します。

本サブコマンドは登録のみで更新はできません。

そのため起動ユーザ、またはパスワード更新したい場合は、以下のいずれかの方法で行ってください。

・jcagctrl disableによって一度サービスを削除した後、再度jcagctrl enableでサービスを登録する。

・Windowsの該当のサービスのプロパティで、[ログオン]タブの[アカウント]、[パスワード]を更新する。

--instance-name $name

エージェントのインスタンスの名前を指定します。

本オプションは必須項目です。

--user-name $user
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Windowsでサービスの起動ユーザを指定したい場合にユーザ名を指定します。

(ドメインユーザの場合は <ドメイン>[\]<ユーザ名>)

指定するユーザについては、以下の条件を満たすようなユーザを指定してください。

■Administratorsグループに所属している

■MGのJobCenter管理者と同等の権限を持っている

JobCenter管理者の権限の詳細については<スタンダードモード用リリースメモ>の「3.3.6 必要な権限」を参
照してください。

※本オプションはWindows版のみ有効です。

--password $password

Windowsでサービスの起動ユーザを指定したい場合にパスワードを指定します。

※本オプションはWindows版のみ有効です。

-h, --help

コマンドのヘルプメッセージが表示されます。

4.1.3.6. disable

エージェントのインスタンスをOSのサービスから削除します。

なお、対象のインスタンスのサービスが起動している場合は削除することはできません。

--instance-name $name

エージェントのインスタンスの名前を指定します。

本オプションは必須項目です。

-h, --help

コマンドのヘルプメッセージが表示されます。

4.1.3.7. start

登録したOSのサービスを開始して、エージェントを起動します。

あらかじめ enable でサービスが登録されている必要があります。

--instance-name $name

エージェントのインスタンスの名前を指定します。

本オプションは必須項目です。

-h, --help

コマンドのヘルプメッセージが表示されます。

4.1.3.8. stop

登録したOSのサービスを開始して、エージェントを停止します。
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あらかじめ enable でサービスが登録されている必要があります。

--instance-name $name

エージェントのインスタンスの名前を指定します。

本オプションは必須項目です。

-h, --help

コマンドのヘルプメッセージが表示されます。

4.1.3.9. set-lang

エージェントで使用する言語を指定します。

■この設定は、エージェントで共通の設定になります。

■エージェントが一つでも起動している場合は変更することはできません。

■停止中のエージェントに実行中のリクエストが残っている場合、言語の変更後にエージェントの
データ領域の再作成が必要となります。

言語の変更後にデータ領域の再作成をせずにエージェントを起動した場合、エージェント側で残
存しているリクエストの再実行で文字化けが発生します。

停止中のエージェントに実行中のリクエストが無い場合には再作成は必要ありません。

--lang $Language

エージェントで使用する言語を指定します。

Linux : utf-8/euc/sjis/english/gb18030

Windows(日本語) : sjis/english

Windows(中国語) : gb18030/english

Windows(英語) : english

--unicode-mode

Unicodeモードを使用する場合に指定します。

※本オプションはWindows環境でのみ有効です。また、日本語環境以外は非サポートです。

-h, --help

コマンドのヘルプメッセージが表示されます。

4.1.3.10. add-user

対象のインスタンスで使用しているユーザグループに、指定したOSのユーザを追加します。

Windows版の場合は合わせて権限の付与も同時に行います。

・Windows
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　　指定したユーザをグループへ登録します。

　　付与される権限

　　・ローカルでのログオンを許可する

　　・バッチジョブとしてログオン

・Linux

　　指定したユーザをグループへ登録します。

--instance-name $name

エージェントのインスタンスの名前を指定します。

本オプションは必須項目です。

--user-name $user

ユーザグループに追加するOSのユーザを指定します。

(ドメインユーザの場合は <ドメイン>[\]<ユーザ名>)

-h, --help

コマンドのヘルプメッセージが表示されます。

4.1.3.11. del-user

対象のインスタンスで使用しているユーザグループから、指定したOSのユーザを削除します。

なお、存在しないOSのユーザが指定された場合は成功扱いとします。

--instance-name $name

エージェントのインスタンスの名前を指定します。

本オプションは必須項目です。

ユーザグループに追加するOSのユーザを指定します。

(ドメインユーザの場合は <ドメイン>[\]<ユーザ名>)

-h, --help

コマンドのヘルプメッセージが表示されます。

4.1.3.12. list-user

対象のインスタンスで使用しているユーザグループのユーザ一覧を表示します。

--instance-name $name

エージェントのインスタンスの名前を指定します。

本オプションは必須項目です。
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-h, --help

コマンドのヘルプメッセージが表示されます。

[出力例(Linuxの場合)]

+----------+------+
| NAME     | UID  |
+----------+------+
| user1    | 1000 |
| nsumsmgr | 1003 |
+----------+------+

[出力例(Windowsの場合)]

+-------+--------+--------------------------------------------------+
| NAME  | DOMAIN | SID                                              |
+-------+--------+--------------------------------------------------+
| user1 | DM1    | S-1-5-21-2644628043-2395542531-2746206096-1005   |
| user2 |        | S-1-5-21-540803650-2820391054-2149355898-1672060 |
+-------+--------+--------------------------------------------------+

4.1.3.13. help

ヘルプメッセージを表示します。

help以外に、-h または --help を指定したときもヘルプメッセージを表示します。

なお、help以外のサブコマンドに-h、--helpを使用した場合はサブコマンド毎のヘルプメッセージが表示され
ます。

4.1.4. 戻り値
戻り値 内　容
0 正常終了です。
1 異常終了です。

4.1.5. 注意事項
■本コマンド実行に必要な権限は以下になります。

　・UNIX

　　　root権限

　・Windows

　　　Administrators権限

■set-langサブコマンドの--langオプションで english を指定した場合、createサブコマンド等で指定する以
下のインスタンスのパラメータにマルチバイト文字を含めると正常動作しない可能性があります。

ASCII文字のみを指定するようにしてください。

▪ --instance-name

▪ --private-key

▪ --spool-dir
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▪ --root-ca

4.1.6. 主要メッセージ
■コマンド共通のメッセージ

メッセージ 内容
Not running as Administrators user. Administratorsの所属ユーザ以外で実行されました

(Windows版)。
Not running as root user. root以外のユーザで実行されました(Linux版)。
Invalid parameter. 指定された引数の値が不正です。
<パラメータ名> is required. 必須パラメータが指定されていません。
<パラメータ名> does not exist.(<PATH>). ファイルまたはディレクトリを指定するパラメータ

で、指定されたPATHが存在しません。
<パラメータ名> is invalid. パラメータの値が不正(範囲外)です。
unknown flag: <パラメータ名> 認識していない不正なオプションが指定されました。
if any flags in the group [<パラメータ名1> <パラ
メータ名2>] are set none of the others can be;
[agent-id agent-name] were all set

排他関係にあるパラメータを同時に指定されました。

flag needs an argument: <パラメータ名> 引数の指定が必要なオプションに引数が指定されてい
ません。

Failed to load agents data. <エラー詳細> エージェントのインスタンスデータのファイルの保存
に失敗しました。権限の不正などの可能性が考えられ
ます。

Not found instance. 指定されたインスタンス名のインスタンスが存在しま
せん。

■サブコマンド create 固有のメッセージ

メッセージ 内容
Failed to create agent. already exists same
value instance. The following values can not be
duplicated.

 instance-name

 instance-id

 endpoint and agent-id

 endpoint and agent-name

 spool-dir

重複できないパラメータが同じインスタンスに既に存
在しています。

equired flag(s) "agent-id" or "agent-name" not set agent-idとagent-nameのいずれも指定されていませ
ん。

Failed to save agents data. <エラー詳細> エージェントのインスタンスデータのファイルへの保
存に失敗しました。権限の不正などの可能性が考えら
れます。

Failed to connect to manager. Failed to run
jcexecutor_agent. exit status 1

stdout

jcexecutor_agentでの接続確認に失敗しました。
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stderr: <エラー詳細>
Failed to connect to manager. Failed to run
jcexecutor_agent. exit status 1

stdout

stderr: Error: failed to load lang data. not found
lang data

set-langが実施されていません。

Failed to connect to manager. Timeout connection
test. signal: killed

jcexecutor_agentでの接続確認でタイムアウトしまし
た。endpointのパラメータの誤りやマネージャ側が起
動していない可能性が考えらます。詳細な情報はエー
ジェントのログで確認してください。

Failed to lock agents data file. <エラー詳細> エージェントのインスタンスデータのロックの取得に
失敗しました。他の端末で同時に操作が行われている
可能性、データ用のディレクトリの作成に失敗してい
る可能性などが考えられます。

■サブコマンド update 固有のメッセージ

メッセージ 内容
Failed to update agent. already exists same
value instance. The following values can not be
duplicated.

 endpoint and agent-id

 endpoint and agent-name

 spool-dir

重複できないパラメータが同じインスタンスに既に存
在しています。

Failed to save agents data. <エラー詳細> エージェントのインスタンスデータのファイルへの保
存に失敗しました。権限の不正などの可能性が考えら
れます。

Failed to connect to manager. Failed to run
jcexecutor_agent. exit status 1

stdout

stderr: <エラー詳細>

jcexecutor_agentでの接続確認に失敗しました。

Failed to connect to manager. Failed to run
jcexecutor_agent. exit status 1

stdout

stderr: Error: failed to load lang data. not found
lang data

set-langが実施されていません。

Failed to connect to manager. Timeout connection
test. signal: killed

jcexecutor_agentでの接続確認でタイムアウトしまし
た。endpointのパラメータの誤りやマネージャ側が起
動していない可能性が考えらます。詳細な情報はエー
ジェントのログで確認してください。

Can not update when during running agent. 指定されたインスタンスのエージェントが起動してい
ます。

Failed to lock agents data file. <エラー詳細> エージェントのインスタンスデータのロックの取得に
失敗しました。他の端末で同時に操作が行われている
可能性、データ用のディレクトリの作成に失敗してい
る可能性などが考えられます。
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■サブコマンド delete 固有のメッセージ

メッセージ 内容
Can not delete when during enable service. 指定されたインスタンスのサービスが登録されていま

す。
Failed to lock agents data file. <エラー詳細> エージェントのインスタンスデータのロックの取得に

失敗しました。他の端末で同時に操作が行われている
可能性、データ用のディレクトリの作成に失敗してい
る可能性などが考えられます。

■サブコマンド list 固有のメッセージ

メッセージ 内容
Failed to get agent status(instance-id=<インスタ
ンスID>). <エラー詳細>

エージェントの状態取得に失敗しました。このエラー
が続く場合はエージェントに異常が発生している可能
性が考えられます。

■サブコマンド enable 固有のメッセージ

メッセージ 内容
Failed to install service. <エラー詳細> OS側へのサービス登録に失敗しました。既に登録済の

サービスを再登録しようとした可能性があります。
The user name or password is incorrect. 指定されたユーザ名またはパスワードが間違っていま

す。
The parameter is incorrect. --passwordのみを指定しています。--user-name も

指定してください。

■サブコマンド disable 固有のメッセージ

メッセージ 内容
Failed to uninstall service. <エラー詳細> OS側のサービス削除に失敗しました。登録していない

状態のサービスを削除しようとした可能性がありま
す。

Can not disable service when during running agent. 指定されたインスタンスのエージェントが起動してい
ます。

■サブコマンド start 固有のメッセージ

メッセージ 内容
Failed to start service. <エラー詳細> OS側のサービス開始に失敗しました。登録していない

サービスを開始しようとし可能性があります。

■サブコマンド stop 固有のメッセージ

メッセージ 内容
Failed to stop service. <エラー詳細> OS側のサービス停止に失敗しました。登録していない

サービスを停止しようとした可能性があります。

■サブコマンド set-lang 固有のメッセージ

メッセージ 内容
Can not configure language settings when during
running agents.

エージェントを起動しているインスタンスが存在して
います。

Faield to write lang file. <エラー詳細> Languageのファイルへの保存に失敗しました。権限
の不正などの可能性が考えられます。
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Failed to lock agents data file. <エラー詳細> エージェントのインスタンスデータのロックの取得に
失敗しました。他の端末で同時に操作が行われている
可能性、データ用のディレクトリの作成に失敗してい
る可能性などが考えられます。

■サブコマンド add-user 固有のメッセージ

メッセージ 内容
Not found user. 指定されたOSユーザが存在しません。
Failed to attach user to group. <エラー詳細> OSのユーザグループへのユーザ追加処理中にエラーが

発生しました。何らかの原因でインスタンスに設定さ
れているグループが削除された場合などが考えられま
す。

■サブコマンド del-user 固有のメッセージ

メッセージ 内容
Failed to look up user in group. <エラー詳細> OSのユーザグループの所属ユーザの確認処理中にエ

ラーが発生しました。何らかの原因でインスタンスに
設定されているグループが削除された場合などが考え
られます。
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4.2. nqsbg ジョブ内からジョブの終了時に始末されないプロセス
を起動

■UNIX版

/usr/local/jcagent/bin/nqsbg [-w] [ -n $subcommand ] $maincommand

■Windows版

(無し)

4.2.1. 機能説明
■nqsbgコマンドは、単位ジョブスクリプトから単位ジョブ終了時に上記シグナル（TERM/KILL）を受信しな

いバックグラウンドプロセスとして、$maincommandで指定したユーザコマンドを起動する機能を提供しま
す。

JobCenterは通常、ジョブリクエストから起動したコマンドプロセスの終了を待ち合わせます。そのコマン
ドプロセスが終了してジョブリクエストの処理を終了する時に、コマンドプロセスから起動された同一プロ
セスグループに属する子プロセスに対してシグナル（TERM/KILL）を送信し、ジョブリクエストから起動さ
れたプロセスがジョブの終了後に残らないよう制御します。

例えばメールを送信するプロセスをバックグラウンドで起動して戻るユーザコマンドや、デーモンプロセス
のような常駐プロセスを単位ジョブスクリプトに記述して起動した場合、単位ジョブとしてトラッカ上正常
に終了した時点で実際には起動したはずのバックグラウンドプロセスが終了させられてる、という状態を本
コマンドにより回避できます。

■$maincommandに指定したコマンドをバックグラウンドプロセスとして起動します。

■起動されたプロセスはジョブから制御が切り離されるため、このプロセスの終了状態をJobCenterから監視
することはできません。また、JobCenterを終了しても起動されたプロセスは終了しません。

■本コマンドはUNIX版のみの実装となります。(Windows版については、OSのstartコマンド等を利用してく
ださい)

4.2.2. オプション
(オプションなし：通常の使用方法)

nqsbgはサブプロセスを起動して直ちに終了します。

起動されたサブプロセスはさらに$maincommandで指定したユーザコマンドを実行します。そのため、nqsbg
のプロセスIDと実際にバックグラウンドで起動されるプロセスのプロセスIDは異なります。

-w

サブプロセスを起動しません。

nqsbgは端末とプロセスグループを切り離したあと、実際にバックグラウンドで起動するサブプロセスを起動
せずに、直接コマンドを起動します。この場合nqsbgのプロセスIDと起動されるコマンドのプロセスIDが同じ
になりますが、プロセス自体はバックグラウンドになりません。

-n $subcommand

$subcommandに指定した文字列を、起動コマンド（$maincommand）のargv[0]に指定して利用します。ps
などで表示されるプロセス名を変更する必要がある場合に利用します。
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4.2.3. 戻り値
戻り値 内　容
0 戻り値1以外の場合です。

■$maincommandで指定したコマンドファイルが実際に存在せず起動できな
かった場合でも、nqsbg自体の戻り値としては0となりますのでご注意く
ださい。

■$maincommand で指定したコマンドが異常終了した場合でも、nqsbgは
$maincommandを起動するとすぐプロセスグループを切り離すた
め、nqsbg自体の戻り値としては0となりますのでご注意ください。

1 プロセスのプロセスグループを切り離すことができません。

サブプロセス／コマンドプロセスが生成できません。

-wを指定して直接コマンドを起動した場合は、起動されたプログラムの終了コードを返します。

4.2.4. 注意事項
■nqsbgで起動されるプロセスについては、標準出力と標準エラー出力はいずれも/dev/nullにリダイレクトす

るように設定してください。

/dev/nullへのリダイレクトを設定していない場合、本コマンドを介して起動したプロセスの標準出力/標準
エラー出力に書き込まれる内容はジョブのトラッカデータを構成するファイルに記録されます。 そのためト
ラッカデータの肥大や、データ参照時等にエラーを誘発する可能性が有ります。
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4.3. sleep Windows版sleepコマンド
■Windows版

%InstallDirectory%\bin\sleep.exe  [$second]

4.3.1. 機能説明
sleepを行うコマンドをWindowsで提供するコマンドです。 本コマンドで指定した秒数だけ動作を停止しま
す。

4.3.2. オプション
$second

動作を停止する秒数（整数）を指定します。 0から2147483647の範囲で指定します。

4.3.3. 戻り値
戻り値 内　容
0 正常終了です。
1 異常終了です。

4.3.4. 注意事項
■指定する秒数は整数で入力してください。（マイナスの値を入れるとエラーとなります)

２つ以上の引数を指定しないでください。（こちらも、エラーとなります）
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5. クラスタ環境のコマンド
クラスタ環境において、クラスタサイトを作成する、データベースを再構築する、あるいはデーモンプロセス
の起動および監視、停止を行うなどの機能を持つコマンドです。
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5.1. cjcmksite サイトを作成
■UNIX版

/usr/lib/nqs/cluster/cjcmksite $site-name $nqs-host-id $db-directory

■Windows版

%InstallDirectory%\bin\cluster\cjcmksite $site-name $nqs-host-id $db-directory

5.1.1. 機能説明
■クラスタサイトを作成します。サイトはパッケージごとに作成されるJobCenterの実行環境です。

■$site-nameには、サイト名を指定します。サイト名には使用するリロケータブルIPアドレスに対応するホス
ト名（ネットワークオフィシャルなフルドメイン名）を指定します。エイリアス名(別名)は指定できませ
ん。

■$nqs-host-idには、JobCenterで使用するマシンIDを指定します。

マシンIDはシステムでユニークなID（数字）をつける必要があります。

■$db-directoryには、JobCenterで使用するデータベースディレクトリ名を指定します。

これはパッケージの共有ディスク上のディレクトリを指定します。指定したディレクトリにJobCenterの
データベースが作成されます。

■R16.1以前からバージョンアップ後、バージョンアップ前のspoolを引き継ぐ場合、本コマンドでバージョン
アップ前の$site-name、$nqs-host-id、$db-directoryを全て指定する事で変換処理を実施します。

変換処理の際、バックアップを作成します。移行終了後にバックアップしたディレクトリは削除もしくは退
避します。

バックアップディレクトリは$db-directoryと同階層に_jcbak_＜yyyymmddhhmmss＞を付与した名称で生
成されます。バックアップは自動では削除されないため、変換後のspoolの動作を確認後、削除、退避してく
ださい。

■本コマンドは、UNIX版ではrootユーザ、Windows版ではJobCenter管理者で実行してください。

5.1.2. オプション
なし

5.1.3. 戻り値
戻り値 内容
0 正常終了です（cjcmksite:complete.のメッセージを表示）。
1 異常終了です。

5.1.4. 注意事項
■クラスタサイトは、リロケータブルIPアドレスを特定してバインドするため、ルーティングの設定によって

は、接続できない場合があります。ローカルでサイトを指定したときも同様となります。

■cjcmksiteで誤ったサイト名を指定するなどで構築に失敗した場合は、$db_directory配下を一旦削除した上
で再度cjcmksiteで構築しなおしてください。

■追加するサイトのDBパスが既存の他サイトのDBパスと重ならないようにしてください。
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5.2. cjcpw デーモンプロセスの起動と監視、停止
■UNIX版

クラスタ環境の場合

/usr/lib/nqs/cluster/cjcpw [-v] [-c] $site-name $db-directory

/usr/lib/nqs/cluster/cjcpw -stop $site-name

ローカル環境の場合

/usr/lib/nqs/cluster/cjcpw [-v] [-c] -local

/usr/lib/nqs/cluster/cjcpw -stop -local

■Windows版

クラスタ環境の場合

%InstallDirectory%\bin\cluster\cjcpw [ [ -service [-f] ] | [ [-u JobCenter管理者] [-c] ] ] $site-
name $db-directory

%InstallDirectory%\bin\cluster\cjcpw -stop $site-name

ローカル環境の場合

%InstallDirectory%\bin\cluster\cjcpw [ [ -service [-f] ] | [ [-u JobCenter管理者] [-c] ] ] -local

%InstallDirectory%\bin\cluster\cjcpw -stop -local

5.2.1. 機能説明

■クラスタ環境の場合

▪ 第一の形式は$site-nameで指定したクラスタサイトを起動します。起動後はクラスタサイトの常駐プロセ
スが動作していることを監視します(-cオプションが指定されていない場合)。もし必要な常駐プロセスが
何らかの理由により終了した場合、その時点で他の常駐プロセスの終了とクラスタサイトの停止を試みま
す。

▪ 第二の形式は、クラスタサイトの停止を行います。クラスタサイトの常駐プロセスを順次停止し、その停
止完了を待ち合わせた上で自身を停止します。

▪ UNIX環境の場合、本コマンドはクラスタサイト起動に必要なシンボリックリンク等が存在しない場合は自
動的に形成します。

▪ 第二の形式は$site-nameで指定したクラスタサイトの停止を行います。クラスタサイトの常駐プロセスを
順次停止し、その停止完了を待ち合わせた上で自身を停止します。通常はクラスタ管理ソフトのクラスタ
パッケージ停止スクリプトに記述して、そこから実行されるようにします。

▪ $site-nameには、サイト名を指定します。

▪ $db-directoryには、JobCenterで使用するデータベースディレクトリ名を指定します。

■ローカル環境の場合

▪ 第一の形式はローカルサイトを起動します。起動後は、ローカルサイトの常駐プロセスが動作しているこ
とを監視します。もし必要な常駐プロセスが何らかの理由により終了した場合、その時点で他の常駐プロ
セスの終了を試みます。

268



クラスタ環境のコマンド

なお、Windows版のcjcpwでローカルサイトの起動を行った場合、JobCenterのサービスであるjcservice
は起動せず、cjcpwがトッププロセスになります。

▪ 第二の形式は、ローカルサイトの停止を行います。ローカルサイトの常駐プロセスを順次停止し、その停
止完了を待ち合わせた上で自身を停止します。

5.2.2. オプション
-c

cjcpwはデーモンプロセスを監視しません。必要なデーモンプロセスを起動して常駐したのを確認した後、自
身は終了します。

-v

動作状況を標準エラー出力に表示します。

-stop

サイトの停止を行います。

JobCenter常駐プロセスの終了を待ち合わせるのは、サイト起動時に-cを付けずに実行して常駐し
ているcjcpwの方です。本オプション付きで実行したcjcpwは常駐プロセスの終了を待ち合わせま
せんので、注意してください。

-u

JobCenter管理者を指定します。

-service [-f]

サイトをローカルシステムアカウントで、Windowsのサービスとして起動します。

初めてWindowsのサービスとして起動する場合には、以下のメッセージにより、Windowsのサービスへの登
録確認が行われます。

Would you like to register this site as a Windows Service?[y/n](default:n)

-fオプションを指定した場合には、Windowsのサービスへの登録確認は行われません。

5.2.3. メンテナンスモード
JobCenterの関連デーモンを起動せずに、cjcpwプロセスのみ起動させるモードのことをメンテナンスモードと
いいます。このモードを利用することで、クラスタソフトウェアの設定変更を行わずにサイト環境のメンテナ
ンスを行うことができます。メンテナンスモードを利用するには、daemon.confに「maintenance=ON」の記
述を行ってからcjcpwデーモンプロセスを起動してください。

daemon.confの設定を行う以外にもメンテナンスモードを利用する方法はあります。詳細は<スタンダードモー
ド用クラスタ機能利用の手引き>の「2.4.4 メンテナンスモードでのJobCenterの起動（Linux版JobCenter MG
のみ）」をご覧ください。

5.2.4. 関連ファイル
/usr/lib/nqs/nqsstart
/usr/lib/nqs/nqsstop
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/usr/lib/nqs/rc/daemon.conf
/usr/spool/nqs/daemon.conf

5.2.5. 戻り値
戻り値 内容
0 正常終了です。
1 異常終了です。

5.2.6. 注意事項
■cjcpwを-cオプション無しで起動すると、cjcpw自身は実行中のままになり、プロンプトが返ってこなくなり

ます。そのため、クラスタサイトまたはローカルサイトを停止したい場合は別の端末からcjcpw –stopを実行
して下さい。ただし、このcjcpw -stopコマンド自身は、実行中のままになっている起動時のcjcpwとは非同
期に処理を行います。

■cjcpwプロセスは全てのデーモンが終了するまで待ち合わせるため、例えば実行中のリクエストが大量にあ
る場合に停止するなどした場合は、停止に時間がかかる場合があります。
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5.3. cjcls コマンドを実行したマシン上で稼動しているサイトの一
覧を表示

■UNIX版

/usr/lib/nqs/cluster/cjcls [-a|-p]

■Windows版

%InstallDirectory%\bin\cluster\cjcls [-a|-l|-p]

5.3.1. 機能説明

■UNIX版のコマンド実行結果の例と説明を以下に示します。

[UNIX版の実行結果例]

----------------------------------------------------------------------
 SITE-NAME                 DAEMON-PID    DB-PATH(LINK)
----------------------------------------------------------------------
 testsite                  18616         /mnt/jobdb
                                         (/usr/spool/nqs/0AC0120A)
 othersite                 18672         /mnt/other-jobdb
                                         (/usr/spool/nqs/0AC0120B)
----------------------------------------------------------------------

SITE-NAMEの列にサイト名、DAEMON-PIDの列にjcexecutor_managerのプロセスIDが表示されます(プロセ
スが起動していない場合はSHUTと表示されます)。 DB-PATH(LINK)の列にはデータベースディレクトリと、
データベースディレクトリへのシンボリックリンク(括弧内のパス)が2行で表示されます。

このコマンドは任意のユーザで実行可能です。

■Windows版のコマンド実行結果の例と説明を以下に示します。

[Windows版の実行結果例]

--------------------------------------------------------------------------------
 SITE-NAME                      PID    DB-PATH                        STATUS
--------------------------------------------------------------------------------
 testsite                       4284   D:\testsite                    RUN
 othersite                      4356   E:\othersite                   RUN
--------------------------------------------------------------------------------

SITE-NAMEの列にサイト名、PIDの列にcjcpwのプロセスID(プロセスが起動していない場合はSHUTと表示さ
れます)、DB-PATHの列にデータベースディレクトリ、STATUSの列にサイトの状態が表示されます。ただし
オプションでローカルサイトの情報を表示した場合、ローカルサイトをサービスとして起動していると、
ローカルサイトのPIDにはjcserviceのプロセスIDが表示されます。

STATUSの列に表示されるステータスとサイトの状態は以下の通りです。

ステータス サイトの状態
RUN サイトが起動しています。
RUN(SERV) ローカルサイトがサービスとして起動しています。
NW 非監視モード(cjcpwで-cオプションで起動した場合)でサイトが起動しています。
SHUT サイトが停止しています。
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BROKEN サイトの必要な常駐プロセスで起動していないものがあります(起動中の可能性もあり
ます)。

DISCON データベースにアクセスできない状態です。

このコマンドは任意のユーザで実行可能です。

5.3.2. オプション
-a

ローカルサイトも含めてプロセス監視の状況を表示します。UNIX版の場合はこのオプションを指定すると実
行結果にCJCPWの列が追加され、監視状況(ON/OFF)が表示されます。

-l

本オプションはWindows版のみ有効です。

ローカルサイトも含めてプロセス監視の状況をロング形式で表示します。ロング形式では途中で途切れてしま
うような長い項目も全て表示します。

-p

ローカルサイトも含めて起動中のサイト名、プロセス名、PIDを表示します。Windows版の場合、-pと-Pは同
じ出力です。

[-pの実行結果例(UNIX版)]

----------------------------------------------------------------------
 SITE-NAME                 PROCESS-NAME                 PID
----------------------------------------------------------------------
 (localsite)               jcdbs                        20540
                           jnwcaster                    20550
                           nats_start                   20559
                           jcexecutor_manager           20587
                           jcexecutor_webserver         20620
                           sclaunchd                    20637
                           jnwlauncher                  20642
                           comagent                     20656
                           jcwebserver                  20668
                           jnwengine                    20635
----------------------------------------------------------------------
 clustersite               jcdbs                        20737
                           jnwcaster                    20743
                           nats_start                   20752
                           jcexecutor_manager           20789
                           jcexecutor_webserver         20821
                           sclaunchd                    20842
                           jnwlauncher                  20854
                           comagent                     20860
                           jcwebserver                  20870
                           jnwengine                    20837
----------------------------------------------------------------------

[-pの実行結果例(Windows版)]

---------------------------------------------------------------------------
 SITE-NAME                      PROCESS-NAME                   PID
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---------------------------------------------------------------------------
 (local)                        cjc                            9080
                                comagent                       12820
                                jcdbs                          2168
                                jcexecutormanager              5672
                                jcexecutorwebserver            8336
                                jcnats                         13140
                                jcwebserver                    3196
                                jnwengine                      6176
                                jnwlauncher                    11912
                                sclaunchd                      9232
---------------------------------------------------------------------------
 ClusterSite                    cjc                            12424
                                comagent                       1232
                                jcdbs                          9196
                                jcexecutormanager              8620
                                jcexecutorwebserver            2944
                                jcnats                         10488
                                jcwebserver                    6984
                                jnwengine                      9180
                                jnwlauncher                    5496
                                sclaunchd                      10292
---------------------------------------------------------------------------

Windows版の-pの実行結果において"cjc"で表示されているプロセス名はWindows内
で"jcservice(サービス起動時)"や"cjcpw(cjcpwコマンド起動時)"のイメージ名（プロセス名）で管
理されており、そのイメージ名に紐付いたPIDが表示されます。

5.3.3. 戻り値
戻り値 内　容
0 正常終了です。
1 異常終了です。

5.3.4. 注意事項
■cjcmksiteコマンドを用いて不要なサイトを構築した場合、cjclsに不要なサイトの表示が出力されます。

UNIX版の場合、この状態はDB-PATH(LINK)の列に表示されているシンボリックリンクを削除することで解消
します。

■本コマンドを実行しても、そのノードマシンで一度もクラスタサイトを実行していない場合は、何も情報を
出力しません。
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5.4. nqspath データベースパス名を表示
■UNIX版

/usr/lib/nqs/nqspath [$site-name]

■Windows版

(無し)

5.4.1. 機能説明
■そのサイトが使用しているデータベースパス名（標準スプールパス名）を表示します。(ただし改行コードは

付与されません)

■$site-nameには、サイト名を指定します。存在しないサイト名を指定した場合は異常終了します。

■$site-nameを省略した場合、環境変数NQS_SITEの値が使用されます。環境変数NQS_SITEが設定されていな
い場合、ローカルサイトのデータベースのパス名が表示されます。

■任意のユーザで実行できます。

5.4.2. オプション
なし

5.4.3. 戻り値
戻り値 内　容
0 正常終了です。
1 異常終了です。
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5.5. nqsportkpr JobCenter関連サービスのポートを一時的にバイ
ンド

■UNIX版

/usr/lib/nqs/nqsportkpr [-d] [-s service1,service2...] [-i IP1,IP2...] [$hostname]

■Windows版

(無し)

5.5.1. 機能説明
■IP1,IP2...に指定したIPアドレス、或いは$hostnameから取得するIPアドレスでservice1,service2...に指定し

たJobCenter関連サービスのポートを一時的にバインドして、他のプロセスがバインドされたポートを使用
しないよう、一時的に占有します。JobCenter関連サービスのポートは/etc/servicesに記述されているポー
トを使用します（デフォルト nqs：607/tcp jccombase：611/tcp）。スタンダードモードではnqsは利用し
ないため、必ず-sを用いて対象サービスにnqs以外を指定します。

(実行例)

ローカルサイト /usr/lib/nqs/nqsportkpr -s jccombase localhost
クラスタサイト /usr/lib/nqs/nqsportkpr -s jccombase -i 192.168.32.34 testsite1
バインド停止 /usr/lib/nqs/nqsportkpr -s jccombase -d testsite1

■nqsportkprによるポートのバインドは、JobCenterのデーモン（netdaemon）起動時に自動的に解除されま
す。

■本コマンドはrootユーザのみ実行可能です。

5.5.2. オプション
-d

指定したアドレスに対するnqsportkprによるバインドを停止します。

-s service1,service2...

指定したサービスのポートに対するバインドを実施します。最大6個までです。必ず-sオプションを指定しま
す。

-i IP1,IP2...

指定したIPアドレスに対するバインドを実施します。最大6個までです。省略した場合、$hostnameから取得
するIPアドレスに対するバインドとなります。

$hostname

指定したサイトに対するバインドを実施します。ローカルサイトの場合、localhostで指定、または省略して
ください。クラスタサイトの場合、必ずクラスタサイト名を指定してください。

■-iのオプションのみを指定した場合は、ローカルサイトに対して、-iのオプションで指定したIPア
ドレスに対するバインドとなります。

■$hostnameのオプションのみを指定した場合は、$hostnameで指定したサイト名に対し
て、$hostnameから取得するIPアドレスに対するバインドとなります。
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■-iのオプションと$hostnameのオプションを両方指定した場合は、$hostnameで指定したサイト
名に対して、-iのオプションで指定したIPアドレスに対するバインドとなります。

■-iのオプションと$hostnameのオプションを両方省略した場合は、ローカルサイトの
INADDR_ANYアドレスに対するバインドとなります。

■-sオプションを省略した場合、jccombaseサービスとスタンダードモードでは使用しないnqsサー
ビス用ポート(607/tcp)をバインドします。nqsサービスポートのバインドはJobCenterのデーモン
起動時に自動的に解除されないため、本コマンドの-dオプションを用いて解除します。

5.5.3. 戻り値
戻り値 内　容
0 正常終了です。
1 異常終了です。

5.5.4. 注意事項
■JobCenterをインストールすると自動的にOSのrcスクリプト(nqs.pre)として本コマンドを実行するように

セットアップされますが、自動的にセットアップされるのはローカルサイト分のみとなります。

■クラスタサイト起動前に本コマンドでサービスのポートを占有したい場合は、別途クラスタパッケージのス
クリプト内で、リロケータブルIPアドレスが有効になった直後に本コマンドを実行しておく必要がありま
す。
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6. SAP ERPのコマンド
JobCenterからSAP ERPシステムへの連携を可能とするERP Optionを利用する際に、使用するコマンドです。
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6.1. sapclient SAP ERPと連携
■UNIX版

/usr/lib/nqs/sap/sapclient $command [パラメータ...]

■Windows版

%InstallDirectory%\bin\sapclient $command [パラメータ...]

6.1.1. 機能説明
■jnwengineが、ERPジョブ部品を実行、監視するときに使用します。また、ユーザがERPへのログインを確認

する場合にも使用します。SAP ERPが記録するXMIログのオーディットレベルの設定を行う場合にも使用しま
す。

$commandには、ユーザが直接使用するサブコマンドを指定します。ユーザが直接使用するサブコマンドは
次のとおりです。

■サブコマンド

conntest destination

SAP ERPへの接続テストを行います。

destinationには、設定ファイルdestconf.fに定義されている接続先パラメータセット名を指定します。

destconf.f と sapnwrfc.iniに必要なパラメータを設定してから実行してください。

auditlevel level

オーディットレベルを設定します。

levelには、0～3の値を指定します。

6.1.2. オプション
なし

6.1.3. 戻り値
contestが成功した場合、"connected successful"と表示します。

エラーの場合はその旨を表示します。

6.1.4. 関連ファイル
/usr/lib/nqs/sap/destconf.f
/usr/spool/nqs/gui/<ユーザ名>/sapopt.f
/usr/spool/nqs/sapnwrfc.ini

クラスタ環境の場合は /usr/spool の部分を<クラスタDBパス>と読み替えてください。
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6.2. sapcmd SAP ERP接続パラメータを生成
■UNIX版

/usr/lib/nqs/sap/sapcmd -ms

/usr/lib/nqs/sap/sapcmd -mp -U $sap_user -P $password

■Windows版

%InstallDirectory%\bin\sapcmd -ms

%InstallDirectory%\bin\sapcmd -mp -U $sap_user -P $password

6.2.1. 機能説明
■第一の形式は、接続パラメータファイルのサンプルファイルを作成します。

■第二の形式は、パラメータファイルに記述する、暗号化したSAPユーザのパスワードを生成します。

6.2.2. オプション
-ms

接続パラメータファイルのサンプルファイルを作成します。

-mp -U $sap_user -P $password

パラメータファイルに記述する、暗号化したSAPユーザのパスワードを生成します。

パスワードは次の形式で生成されます。

$sap_user： ユーザ名

$password： パスワード

6.2.3. 戻り値
第二の形式は、暗号化したSAPユーザのパスワードを表示します。

6.2.4. 関連ファイル
destconf.f.sapmle ... connopt.fのサンプル
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7. 設定確認コマンド
JobCenterはネットワークの設定やユーザのデータディレクトリの各種設定に問題があると、起動や動作に支
障をきたすことがあります。たとえば、システムのネットワーク設定の変更時やデータディレクトリの移行時
などに、設定変更のミスや漏れがあった場合、JobCenterが正しく動作しない場合があります。

設定確認コマンドはJobCenterの実行環境が変動した際、現在の環境に問題がないかどうかを検査します。
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7.1. jc_check JobCenterの設定環境を確認
■UNIX版

/usr/lib/nqs/check/jc_check [-v] [-l [-b] [-u $user] [$server]]

■Windows版
%InstallDirectory%\bin\check\jc_check\jc_check [-v] [-l [-b] [-u $user] [$server]]

7.1.1. 機能説明
■JobCenterの設定環境の確認を行います。

■ネットワークの設定状況、ユーザのデータディレクトリの状況などを検査し、JobCenterが動作する環境と
して問題がないかどうかを確認します。

■$serverにはホスト名を指定します。指定されたホスト名に対して検査を実行し、結果を出力します。本オプ
ションは-lが指定された場合にのみ有効です。

7.1.2. オプション
-v

Verbose modeで実行します。

-l

すべてのユーザ、すべてのホスト名（サイト名）に対して、すべての検査を実行し、結果を出力します。

-b

本オプションは-lが指定された場合にのみ有効です。

ジョブネットワーク定義ファイルの確認とキューの詳細情報の取得が省略されます。キュー情報は一覧情報の
みが取得されます。

「-l」オプション指定時には全ユーザの定義ファイルを検査するため、定義ファイル数が多い場合には処理に
非常に時間がかかる場合があります。

この処理時間を短縮したい場合には本オプションを指定してください。

-u $user

本オプションは-lが指定された場合にのみ有効です。

データディレクトリの検査部分に関して、$userに指定されたユーザのデータディレクトリに対して検査を実
行し、結果を出力します（デフォルトではJobCenterに登録されているすべてのユーザのデータディレクトリ
について検査を行います）。

ネットワーク設定の検査部分には影響を及ぼしません。

7.1.3. 注意事項
■本コマンドはクラスタサイト利用の際でも、必ず環境変数NQS_SITEやNQS_SITEDBが設定されていない状態

で実行してください。

NQS_SITEやNQS_SITEDBを設定したまま実行すると、正常に情報が採取できません。

■jc_checkコマンドはUNIX版ではroot、Windows版では管理者権限で実行してください。
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コマンドを実行すると次の項目を検査し、[OK]/[NG]で結果を表示します。

■resolv.defのフォーマットチェックの結果(Windows版のみの機能、UNIX版ではresolv.defを定義しても
チェックを行いません)

■ネットワークの設定状況（ホスト名またはサイト名とIPアドレスの名前解決の状況）

■JobCenterの各ユーザのデータディレクトリの設定状況（ディレクトリおよびファイルのオーナ名の確認、
重要パラメータの設定状況の確認）

[NG]であった場合、その原因もあわせて表示されます（Windows版とUNIX版では検査項目、出力が若干異な
ります）。

なお、ユーザ数やジョブネットワーク数が非常に多い場合、実行終了まで時間がかかることがあります。

■-lオプション指定時は、環境によっては非常に多くの情報が端末に出力されます。その場合は、出力結果を
ファイルにリダイレクトして参照してください。

■-bオプションは、ユーザの定義情報が極めて多く、処理に非常に時間がかかる場合にのみ指定するようにし
てください。-bオプションによる情報採取の省略によって、ユーザの定義情報やキューの詳細情報は省略さ
れます。

ただしネットワーク設定や環境設定などのJobCenterシステムやプロセスなどの障害の一次解析に必要な情
報は取得されます。基本的にはすべての情報を採取していただくのが望ましいので、極力-bオプションを指
定せずに情報採取を行ってください。

■クラスタ環境で1台のマシンに対して複数のホスト名（サイト名）が定義されている場合、$serverを設定し
てもネットワーク設定の検査部分には影響を及ぼしません。

■スタンダードモードの場合、MACHINE GROUP/QUEUES AND REQUESTS/PARAMETERSの結果は取得できま
せん。

7.1.4. 実行結果例（Windows版）
Windows版での実行結果の例を示します。

この例では、次の2点において問題が発生していることが分かります。

［実行結果例］

#### jc_check command output ####
#### 2013/01/07 16:27:30 REV. *** #####
Host:hostA
-------------------------------------------------------------------
resolv.def's format:            [OK]

resolv.def:
The resolv.def file is empty.

Windows (OS):
hostA.example.com       (192.168.1.144) [OK]

Windows (Wrapper):
hostA.example.com       (192.168.1.144) [OK]

-------------------------------------------------------------------
Check local site:
hostA.example.com       hostA.example.com[OK]
-------------------------------------------------------------------
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Users(ALL)
-------------------------------------------------------------------
nsagent               (1001)    PASSWORD:[NG](NO PASSWORD)注1

Administrator         (0)       PASSWORD:[OK]
                                PRIVILEGE:[NG]注2

                                        SeBatchLogonRight

localsite:
        nsagent(1001):
                        JNW:[--]
                        SCH:[--]
        Administrator(0):
                        JNW:[--]
                        SCH:[--]
-------------------------------------------------------------------
NQS_site=hostA.example.com
-------------------------------------------------------------------
（ここには“depend_tool”コマンドの実行結果が出力されます）
-------------------------------------------------------------------
NQS_site=hostA.example.com
-------------------------------------------------------------------
NMAP LIST
-------------------------------------------------------------------
（ここには“nmapmgr show state”コマンドの実行結果が出力されます）
-------------------------------------------------------------------
QUEUE LIST
-------------------------------------------------------------------
（ここには“jcexectrl queue list”コマンドの実行結果が出力されます）
-------------------------------------------------------------------
REQUEST LIST
-------------------------------------------------------------------
（ここには“jcexectrl request list”コマンドの実行結果が出力されます）
-------------------------------------------------------------------
USER INFORMATION LIST
-------------------------------------------------------------------
EXECUTABLE USER LABEL LIST
-------------------------------------------------------------------
（ここには“jcauthctrl list-exec-users”コマンドの実行結果が出力されます）
-------------------------------------------------------------------
OS USER LIST
-------------------------------------------------------------------
（ここには“jcauthctrl list-os-users --agent-id エージェントID”コマンドの実行結果が出力されます）
-------------------------------------------------------------------
USER MAPPING LIST
-------------------------------------------------------------------
（ここには“jcauthctrl list-user-mappings --agent-id エージェントID”コマンドの実行結果が出力されま
す）
-------------------------------------------------------------------
#### OK=4, NG=2 ####
#### normal end of list ####

注1 "nsagent"ユーザでパスワードが設定されてないか無効になっている(CL/Win未接続、また
はパスワード失効)

注2 "Administrator"ユーザ(uid=0で表示されるJobCenter管理者)で権限(SeBatchLogonRight)
の不足が発生している
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7.2. depend_tool JobCenter定義の整合性を確認
■UNIX版

/usr/lib/nqs/check/depend_tool [-r] [-u $user]

■Windows版

%InstallDirectory%\bin\check\depend_tool\depend_tool [-r] [-u $user]

7.2.1. 機能説明
■JobCenterが管理している定義のファイルと、その関連情報を格納した内部DB上のデータの整合性確認を行

います。

■ジョブネットワーク定義、スケジュール定義、起動トリガ定義、監視対象テキストログ、カレンダ定義、カ
スタムジョブ定義を検査し、JobCenterが動作する環境として問題がないかどうかを確認します。

■本コマンドはUNIX版ではroot、Windows版ではJobCenter管理者で実行してください。

7.2.2. オプション
-u $user

ユーザ定義データの検査部分に関して、$userに指定されたユーザに対して検査を実行し、結果を出力します
（デフォルトではJobCenterに登録されているすべてのユーザのデータディレクトリについて検査を行いま
す）。

-r

定義修復モードで実行します。

定義の依存関係および、定義ファイルとDB間のデータ整合性の確認を行い、データの不整合が存在する場合
は、データの修復を選択する事ができます。

本オプションは、障害発生時の対応で指示された場合に使用するようにしてください。

7.2.3. 主要メッセージ
■定義の検査時のメッセージ

メッセージ 内容
Dependencies are valid 依存関係の不整合は検出されませんでした。
Missing subjnw [ "JNW_NAME" ] サブJNW部品として参照するJNW "JNW_NAME"の定

義ファイルが存在しないか、DBに登録されていませ
ん。

Missing exclusive_jnw [ "JNW_NAME" ] JNWパラメータの排他JNW名に設定しているJNW
"JNW_NAME"の定義ファイルが存在しないか、DBに
登録されていません。

Missing own jnw in exclusive_jnw [ "JNW_NAME" ] JNW "JNW_NAME"のJNW定義ファイルのJNWパラ
メータの排他JNW名に、検査対象のJNWの名前が設
定されていません。

Missing calbranch [ "SCH_NAME" ] カレンダ分岐部品として参照するスケジュール
"SCH_NAME"の定義ファイルが存在しないか、DBに
登録されていません。
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メッセージ 内容
Missing schedule [ "SCH_NAME" ] スケジュール起動を行うスケジュール

"SCH_NAME"の定義ファイルが存在しないか、DBに
登録されていません。

Missing calendar [ "CAL_NAME" ] スケジュールから参照する稼動日カレンダ
"CAL_NAME"の定義ファイルが存在しないか、DBに
登録されていません。

Missing jobnetwork [ "JNW_NAME" ] 起動トリガで投入するJNW "JNW_NAME"の定義ファ
イルが存在しないか、DBに登録されていません。

Missing target_textlog
[ "TARGET_TEXTLOG_NAME" ]

起動トリガの監視対象として参照する監視対象テキ
ストログ "TARGET_TEXTLOG_NAME"の定義ファイ
ルが存在しないか、DBに登録されていません。

Invalid entries are registered in DB(subjnw).
[ "JNW_NAME" ]

サブJNW部品として参照するJNW "JNW_NAME"の定
義ファイルは存在しませんが、DBに登録されていま
す。

Invalid entries are registered in
DB(exclusive_jnw). [ "JNW_NAME" ]

JNWパラメータの排他JNW名に設定されていない
JNW "JNW_NAME"が、DBに登録されています。

Doesn't exist in flow(recovery_jnw).
[ "JNW_NAME" ]

JNWパラメータのリカバリJNW名に設定されている
JNW "JNW_NAME"が、フローに存在しません。

Invalid entries are registered in DB(calbranch).
[ "SCH_NAME" ]

カレンダ分岐部品として参照するスケジュール
"SCH_NAME"の定義ファイルは存在しませんが、DB
に登録されています。

Invalid entries are registered in DB(schedule).
[ "SCH_NAME" ]

スケジュール起動を行うスケジュール
"SCH_NAME"の定義ファイルは存在しませんが、DB
に登録されています。

Invalid entries are registered in DB(calendar).
[ "CAL_NAME" ]

スケジュールから参照する稼働日カレンダ
"CAL_NAME"の定義ファイルは存在しませんが、DB
に登録されています。

Invalid entries are registered in DB(jobnetwork).
[ "JNW_NAME" ]

起動トリガで投入するJNW "JNW_NAME"の定義ファ
イルは存在しませんが、DBに登録されています。

Invalid entries are registered in
DB(target_textlog).
[ "TARGET_TEXTLOG_NAME" ]

起動トリガの監視対象として参照する監視対象テキ
ストログ "TARGET_TEXTLOG_NAME"の定義ファイ
ルは存在しませんが、DBに登録されています。

Doesn't exist or not registered in DB. 定義ファイルが存在しないか、DBに登録されていま
せん。

Invalid entries are registered in DB. 定義ファイルの存在しない定義が、DBに登録されて
います。

■定義の修復時のメッセージ

メッセージ 内容
DB was successfully repaired
($OBJ_TYPE["OBJ_NAME"])

DB内のデータの修復に成功しました。

$OBJ_TYPEは修復対象定義、"OBJ_NAME"は修復対
象定義名になります。

$OBJ_TYPEに表示される定義は、以下の通りです。

▪ JNW : ジョブネットワーク

▪ SCHED : スケジュール
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メッセージ 内容
▪ TRG : 起動トリガ

▪ TARGET_TEXTLOG : 監視対象テキストログ

▪ WKCAL : 稼働日カレンダ

▪ CUSTOMJOB : カスタムジョブ
failed to repair DB ($OBJ_TYPE["OBJ_NAME"]) DB内のデータの修復に失敗しました。

$OBJ_TYPEは修復対象定義、"OBJ_NAME"は修復対
象定義名になります。

$OBJ_TYPEに表示される定義は、以下の通りです。

▪ JNW : ジョブネットワーク

▪ SCHED : スケジュール

▪ TRG : 起動トリガ

▪ TARGET_TEXTLOG : 監視対象テキストログ

▪ WKCAL : 稼働日カレンダ

▪ CUSTOMJOB : カスタムジョブ
Createted empty definition
($OBJ_TYPE["OBJ_NAME"])

依存関係のある定義の修復のため、依存関係先の定
義を新規作成しました。

$OBJ_TYPEは新規作成した定義、"OBJ_NAME"は新
規作成した定義名になります。

$OBJ_TYPEに表示される定義は、以下の通りです。

▪ JNW : ジョブネットワーク

▪ SCHED : スケジュール

▪ TARGET_TEXTLOG : 監視対象テキストログ

▪ WKCAL : 稼働日カレンダ

▪ CUSTOMJOB : カスタムジョブ
exclusive_jnw was successfully repaired
(JNW["OBJ_NAME"])

JNW定義のJNWパラメータの排他JNW名の修復に成
功しました。

"OBJ_NAME"は修復対象定義名になります。
failed to repair exclusive_jnw
(JNW["OBJ_NAME"])

JNW定義のJNWパラメータの排他JNW名の修復に失
敗しました。

"OBJ_NAME"は修復対象定義名になります。
recovery_jnw was successfully repaired
(JNW["OBJ_NAME"])

JNW定義のJNWパラメータのリカバリJNW名の修復
に成功しました。

"OBJ_NAME"は修復対象定義名になります。
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メッセージ 内容
failed to repair recovery_jnw
(JNW["OBJ_NAME"])

JNW定義のJNWパラメータのリカバリJNW名の修復
に失敗しました。

"OBJ_NAME"は修復対象定義名になります。

7.2.4. 注意事項
■依存関係のある定義の修復により依存関係先の定義が新規作成された場合、新規作成された定義を再度設定

する必要があります。

■本コマンドをクラスタサイトを対象に利用する場合は、必ず環境変数NQS_SITEが設定されている状態で実行
してください。
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7.3. jc_ping 指定したサイトに対する通信確認
■UNIX版

/usr/lib/nqs/check/jc_ping [-h] [-f {rd | json}] [-p {ipv4 | ipv6}] [-w $timeout] $destination_host

■Windows版
%InstallDirectory%\bin\check\jc_ping [-h] [-f {rd | json}] [-p {ipv4 | ipv6}] [-w $timeout]
$destination_host

7.3.1. 機能説明
■ローカルサイトもしくはクラスタサイトを送信元のサイトとし、$destination_hostに指定した送信先のサ

イトのnqs,jccombase,jceventのポートに対して順に通信確認を行います。

■送信元のサイトは、環境変数:NQS_SITEで設定したサイトとなります。(環境変数:NQS_SITEを設定していな
い場合には、ローカルサイトとなります。)

スタンダードモードでは、nqsポートへの通信確認を行うことはできません。そのため、jc_pingの
出力内のnqsの通信確認結果は必ず「NG」になります。

7.3.2. オプション
-h

ヘルプを表示します。他のオプションと併用した場合、他のオプションは無視されます。

-f

実行結果の出力形式を指定します。以下のいずれかを指定します。

■rd: 可読形式で出力します

■json: JSON形式で出力します

本オプションを指定しない場合、可読形式での出力となります。

それぞれの出力形式のフォーマットについては「7.3.5 出力形式（可読形式／JSON形式）」を参照してくださ
い。

-p

通信確認を行うプロトコルを指定します。以下のいずれかを指定します。

■ipv4: IPv4アドレスでの通信確認を行います

■ipv6: IPv6アドレスでの通信確認を行います

本オプションを指定しない場合、IPv4アドレスでの通信確認を行います。

-w $timeout

各ポートに対する接続処理のタイムアウト時間(秒)を指定します。タイムアウト時間（秒）は0から600まで
の整数で入力してください。

本オプションを指定しない場合、デフォルト値として30秒がタイムアウト時間(秒)となります。

$destination_host
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送信先のサイト名を指定します。

7.3.3. 戻り値
戻り値 内　容
0 正常終了です。
1 異常終了です。

コマンドの戻り値は、通信確認の継続が不可能な場合のみ異常終了となります。

7.3.4. 注意事項
■本コマンドは、送信元のサイトから送信先のサイトに対する通信確認を行うコマンドです。MG-SV間の双方

向の通信確認をする場合には、それぞれのサイトで本コマンドを実行する必要があります。

■UNIX環境にてローカルサイトをサイトモードで起動している環境の場合、送信元のサイトがローカルサイト
でも環境変数:NQS_SITEを設定して本コマンドを実行する必要があります。

■Windows版に於いて、Winsockの初期化でエラーが発生した場合に限り、オプションによる出力フォーマッ
トの指定に関わらず出力形式がJSON形式となります。

■送信元のサイトのマシン一覧に送信先のサイトが追加されている必要があります。

■送信先のサイトのマシン一覧に送信元のサイトが追加されている必要があります。

■本コマンドはWindows版では、JobCenter管理者またはJobCenterグループに所属しているアカウントで実
行してくだい。JobCenter管理者、JobCenterグループに所属しているアカウント以外のアカウントで実行
する場合にはcmd.exeの右クリックメニューから「管理者として実行」を選択して起動したコマンドプロン
プトで本コマンドを実行してください。

7.3.5. 出力形式（可読形式／JSON形式）
7.3.5.1. 可読形式

可読形式のファーマットは次のようになります。

results :
 destination_host = 送信先サイト名
 destination_ip   = 送信先サイトのIPアドレス
 source_host      = 送信元サイト名
 source_ip        = 送信元サイトのIPアドレス

 connect :
  nqs       : [nqsのポートの通信確認結果]
    nqsのポートの通信確認のメッセージ
  jccombase : [jccombaseのポートの通信確認結果]
    jccombaseのポートの通信確認のメッセージ
  jcevent   : [jceventのポートの通信確認結果]
    jceventのポートの通信確認のメッセージ

通信確認結果のメッセージ

可読形式の各名称の説明は以下の通りです。

表7.1 可読形式の出力形式

名称 説　明
送信先サイト名 送信先のサイト名が表示されます。
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送信先サイトのIPア
ドレス

送信先のサイトのIPアドレスが表示されます。

送信元サイト名 送信元のサイト名が表示されます。
送信元サイトのIPア
ドレス

送信元のサイトのIPアドレスが表示されます。

送信元のサイト名の名前解決で複数のIPアドレスが取得された場合には、カンマ区切り
でIPアドレスが表示されます。

本コマンドで使用するIPアドレスは先頭に"*"が付与され、常に先頭に表示されます。
nqsのポートの通信
確認結果

nqsのポートの通信確認が正常の場合にはOKが、エラーの場合にはNGが表示されま
す。

nqsのポートの通信
確認のメッセージ

エラー時はエラーメッセージが表示されます。(複数行出力される場合有り)

wildcard=onの環境で、nqsのポートの通信確認が正常時の場合に
は、"wildcard=on"が表示されます。

wildcard=offの環境で、nqsのポートの通信確認が正常時の場合には、メッセージは何
も表示されません。

jccombaseのポート
の通信確認結果

jccombaseのポートの通信確認が正常の場合にはOKが、エラーの場合にはNGが表示さ
れます。

jccombaseのポート
の通信確認のメッ
セージ

エラー時はエラーメッセージが表示されます。(複数行出力される場合有り)

正常時の場合には、メッセージは何も表示されません。

jceventのポートの
通信確認結果

jceventのポートの通信確認が正常の場合にはOKが、エラーの場合にはNGが表示されま
す。

jceventのポートの
通信確認のメッセー
ジ

エラー時はエラーメッセージが表示されます。(複数行出力される場合有り)

正常時の場合には、メッセージは何も表示されません。

通信確認結果のメッ
セージ

エラー時はエラーメッセージが表示されます。(複数行出力される場合有り)

全ての通信確認が正常に行われた場合には、「$destination_host is alive.」が表示さ
れます。

[通信確認がすべて正常時の出力例]

results :
 destination_host = hostB
 destination_ip   = 192.168.0.2
 source_host      = hostA
 source_ip        = 192.168.0.1

 connect :
  nqs       : [OK]
  jccombase : [OK]
  jcevent   : [OK]

hostB is alive.

[各ポートの通信確認がエラーの場合の出力例]

results :
 destination_host = hostB
 destination_ip   = 192.168.0.2
 source_host      = hostA
 source_ip        = 192.168.0.1
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connect :
 nqs       : [NG]
   NQS net daemon is not present at transaction peer. Retry later.
 jccombase : [NG]
   20388:cl.c(98): cl_open_timeout:jcsock_connect_challenge() failure("No connected socket.
 errno=111")
 jcevent   : [NG]
   No connected socket. errno=111

Communication Failure.

7.3.5.2. JSON形式

JSON形式のファーマットは次のようになります。

{
  "status_code":0,
  "result_message":"hostB is alive."
  "results":{
    "source_host":"hostA",
    "source_ip":"192.168.0.1",
    "destination_host":"hostB",
    "destination_ip":"192.168.0.2",
    "connect":{
      "nqs":{
        "status_code":0,
        "result_message":""
      },
      "jccombase":{
        "status_code":0,
        "result_message":""
      },
      "jcevent":{
        "status_code":0,
        "result_message":""
      }
    }
  }
}

JSON形式の各パラメータの説明は以下の通りです。

表7.2 JSON形式のパラメータ名

パラメータ名 説　明
status_code 確認結果が設定されます。

通信確認が正常の場合には0、それ以外は1が設定されます。
result_message 確認結果のメッセージが設定されます。

エラー時はエラーメッセージが設定されます。

全ての通信確認が正常に行われた場合には、「$destination_host is alive.」が設定さ
れます。

wildcard=onの環境で、nqsのポートの通信確認が正常時の場合には、nqsの
result_messageのみ"wildcard=on"が設定されます。
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results 通信確認の内容が設定されます。

通信確認前にエラーが発生した場合には空となります。
source_host 送信元のサイト名が設定されます。
source_ip 送信元のサイトのIPアドレスが設定されます。

送信元のサイト名の名前解決で複数のIPアドレスが取得された場合には、カンマ区切り
でIPアドレスが設定されます。

本コマンドで使用するIPアドレスは先頭に"*"が付与され、常に先頭に設定されます。
destination_host 送信先のサイト名が設定されます。
destination_ip 送信先のサイトのIPアドレスが設定されます。
connect 各ポートの通信確認の内容が設定されます。
nqs nqsのポートの通信確認の内容が設定されます。
jccombase jccombaseのポートの通信確認の内容が設定されます。
jcevent jceventのポートの通信確認の内容が設定されます。

7.3.6. 主要メッセージ
7.3.6.1. 通信確認結果の主要メッセージ

メッセージ 内容
$destination_host is alive. 全てのポートの通信確認が正常です。
Communication Failure. 一部のポートの通信確認がNGとなっています。NGと

なっているポートの通信結果のエラーメッセージを確
認してください。

Usage: jc_ping [-f rd | json] [-p ipv4 | ipv6] [-w
$timeout] $destination_host

引数が正しくありません。引数が正しいか確認してく
ださい。

Invalid format. [rd | json] -fオプションにrd,json以外が指定されました。-fオプ
ションの指定を正しくしてください。

Invalid address family. [ipv4 | ipv6] -pオプションにipv4,ipv6以外が指定されました。-p
オプションの指定を正しくしてください。

Invalid timeout. [0 - 600] -wオプションに0から600の数値以外が指定されまし
た。-wオプションの指定を正しくしてください。

Too many arguments. 引数の数が多いです。引数の指定数が正しいか確認し
てください。

Too few arguments. 引数の数が足りません。引数の指定数が正しいか確認
してください。

Failed to get source hostname. 送信元のサイト名の取得に失敗しました。マシン名が
正しいか、または環境変数:NQS_SITEに設定したサイ
ト名が正しいか確認してください。

Failed to get source ipaddress. 送信元のサイト名のIPアドレスの取得に失敗しまし
た。サイト名とIPアドレスの名前解決を確認してくだ
さい。

Failed to get destination ipaddress. 送信先のサイト名のIPアドレスの取得に失敗しまし
た。サイト名とIPアドレスの名前解決を確認してくだ
さい。

Failed to create process.(errno=エラー番号) JobCenter管理者またはJobCenterグループに所属し
ているアカウントで実行されていない可能性がありま
す。またはcmd.exeの右クリックメニューから「管理
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メッセージ 内容
者として実行」を選択して起動したコマンドプロンプ
トから実行されていない可能性があります。

7.3.6.2. nqsのポートの通信確認の主要メッセージ
メッセージ 内容

wildcard=on 送信元のサイトのdaemon.confに
「NQSDAEMON_OPT=-x wildcard=ON」が設定され
ている環境で通信確認が正常に行われました。

Unable to chdir() to the NQS root directory.(errno=
エラー番号)

NQSのデータディレクトリへの移動に失敗しました。
送信元のサイト名が正しいか、送信元のサイトの
JobCenterサイトデータベースが正しく作成されてい
るか確認してください。

failed to getaddrinfo: node=$hostname service=
$servicename (エラー番号情報).

名前解決またはポート番号の取得に失敗しました。OS
のエラー番号に対応したエラーを解決してください。

failed to jc_getaddrinfo: node=$hostname
service=$servicename ai_family=$family(エラー番
号情報)

名前解決またはポート番号の取得に失敗しました。OS
のエラー番号に対応したエラーを解決してください。

failed to NSgetaddrinfo: parameter error (service=
$servicename errno=エラー番号)

ポート番号の取得に失敗しました。OSのエラー番号に
対応したエラーを解決してください。

Unable to get Machine ID.(host=$hostname, ret=マ
シンID取得関数の返り値)

該当のサイト名のマシンIDの取得に失敗しました。送
信元のサイトのマシン一覧に該当のサイト名が登録さ
れているか確認してください。

Machine-id conflict between client and peer at
transaction peer. Seek staff support.

送信元のサイトのマシン一覧に登録されている送信先
のサイトのマシンIDが、送信先のサイトのマシンIDと
一致していません。マシンIDが一致しているか確認し
てください。

Client machine-id unknown at transaction peer.
Seek staff support.

送信先のサイトのマシン一覧に送信元のサイトが登録
されていません。送信先のサイトのマシン一覧に送信
元のサイトが登録されているか確認してください。

Connect(2) or read(2) timeout at local host. Retry
later.

送信先のサイトへのconnect処理またはreadの処理が
タイムアウトにより終了しました。送信先のサイト名
が正しいか、送信先のサイトのJobCenterが起動して
いるか、ネットワークが正しいか確認してください。

NQS net daemon is not present at transaction peer.
Retry later.

送信先のサイトのNQSのポートに接続ができません。
送信先のサイトのJobCenterが起動しているか、ネッ
トワークが正しいか確認してください。

Local network database error at local host. Seek
staff support.(エラーの詳細メッセージ)

送信元のサイトのIPアドレスの取得に失敗しました。
サイト名とIPアドレスの名前解決を確認してくださ
い。

No network port available at local host. Retry
later.(エラーの詳細メッセージ)

利用できるネットワークポートがありませんでした。
再実行すると解決する場合があります。

7.3.6.3. jccombaseのポートの通信確認の主要メッセージ
メッセージ 内容

get_jccombase_port() failure("エラー番号情報"(エ
ラー番号)

ポート番号の取得に失敗しました。OSのエラー番号に
対応したエラーを解決してください。

jcsock_getaddrinfo() failure("failed to
getaddrinfo: node=$hostname service=
$servicename (エラー番号情報).")

名前解決またはポート番号の取得に失敗しました。OS
のエラー番号に対応したエラーを解決してください。
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メッセージ 内容
NSgetaddrinfo() failure(failed to NSgetaddrinfo:
parameter error (service=$servicename errno=エ
ラー番号)) servername=$servicename

名前解決またはポート番号の取得に失敗しました。OS
のエラー番号に対応したエラーを解決してください。

jcsock_connect_challenge() failure("connect
timeouted.(timeout = <$timeout>sec)")

送信先のサイトへのconnect処理がタイムアウトによ
り終了しました。送信先のサイト名が正しいか、送信
先のサイトのJobCenterが起動しているか、ネット
ワークが正しいか確認してください。

skt_ConnectChallenge() failure(connect timeouted.
(timeout = <$timeout>sec))

送信先のサイトへのconnect処理がタイムアウトによ
り終了しました。送信先のサイト名が正しいか、送信
先のサイトのJobCenterが起動しているか、ネット
ワークが正しいか確認してください。

jcsock_connect_challenge() failure("connect error.
errno=エラー番号")

送信先のサイトのjccombaseのポートに接続ができま
せん。送信先のサイトのJobCenterが起動しているか
ネットワークが正しいか確認または、OSのエラー番号
に対応したエラーを解決してください。

skt_ConnectChallenge() failure(connect error.
errno=エラー番号)

送信先のサイトのjccombaseのポートに接続ができま
せん。送信先のサイトのJobCenterが起動しているか
ネットワークが正しいか確認または、OSのエラー番号
に対応したエラーを解決してください。

skt_Read:read() connection close 応答待ちでconnectionが切断されました。送信先のサ
イトのJobCenterのバージョンがR12.4以前の可能性
があります。

7.3.6.4. jceventのポートの通信確認の主要メッセージ
メッセージ 内容

failed to getaddrinfo: node=$hostname service=
$servicename (エラー番号情報).

名前解決またはポート番号の取得に失敗しました。OS
のエラー番号に対応したエラーを解決してください。

failed to jc_getaddrinfo: node=$hostname
service=$servicename ai_family=$family(エラー番
号情報)

名前解決またはポート番号の取得に失敗しました。OS
のエラー番号に対応したエラーを解決してください。

failed to NSgetaddrinfo: parameter error (service=
$servicename errno=エラー番号)

ポート番号の取得に失敗しました。OSのエラー番号に
対応したエラーを解決してください。

connect timeouted.(timeout = <$timeout>sec) 送信先のサイトへのconnect処理がタイムアウトによ
り終了しました。送信先のサイト名が正しいか、送信
先のサイトのJobCenterが起動しているか、ネット
ワークが正しいか確認してください。

connect error. errno=エラー番号 送信先のサイトのjceventのポートに接続ができませ
ん。送信先のサイトのJobCenterが起動しているか
ネットワークが正しいか確認または、OSのエラー番号
に対応したエラーを解決してください。

No connected socket. errno=エラー番号 送信先のサイトのjceventのポートに接続ができませ
ん。送信先のサイトのJobCenterが起動しているか
ネットワークが正しいか確認または、OSのエラー番号
に対応したエラーを解決してください。
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8. 情報採取コマンド
JobCenterの障害発生時、原因究明に必要な1次情報を漏れなく採取します。
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8.1. jc_getinfo JobCenterの障害発生時、原因究明に必要な1次
情報を漏れなく採取

■UNIX版

/usr/lib/nqs/check/jc_getinfo [-b] [-d $output] [-e]

■Windows版

%InstallDirectory%\bin\check\jc_getinfo [-b | -p] [-d $output] [-m {0 | 1 | 2 | 3 | 4}] [-e] [-w]

8.1.1. 機能説明

■JobCenterの障害発生時、本コマンドを実行することによって、原因究明に必要な情報（各種設定情報、ロ
グ情報）が自動的に採取されます。

■採取された情報は、-dオプションで指定したディレクトリに既定のファイル名で格納されます(-dオプション
を指定しない場合は、カレントディレクトリにそれぞれ格納されます)。

■UNIX版では、上記ディレクトリの直下に"jcdata_<MMDDhhmm>_<hostname>.tar.Z"(Linux以
外)、"jcdata_<MMDDhhmm>_<hostname>.tar.gz"(Linux)が作成されます。

■Windows版では、上記ディレクトリ直下に作成された"jcdata"ディレクトリの配下に採取された情報が既定
のファイル名、ディレクトリ構造に従い格納されます。

8.1.2. オプション
-b

ジョブネットワーク定義ファイルの確認とJobCenterのユーザ定義情報のファイル一覧、キューの詳細情報の
取得が省略されます。キュー情報は一覧情報のみが取得されます。

jc_getinfoコマンドは全ユーザの定義ファイルを検査するため、定義ファイル数が多い場合には、処理に非常
に時間がかかる場合があります。

この処理時間を短縮したい場合には本オプションを指定してください。

-p

本オプションはWindows版のみ有効です。

ユーザのパスワードチェックをJobCenter管理者として指定したユーザのみ実施します。

本オプションは、障害発生時の対応で指示された場合に使用するようにしてください。

-d $output

採取された情報の格納先を指定します。

-m {0 | 1 | 2 | 3 | 4}

本オプションはWindows版のみ有効です。

採取するWindows OSイベントログの種類を指定するeventModeオプションです。
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本オプションを指定しない場合は、システムイベントログとアプリケーションイベントログを採取します。

■0 全イベントログを採取

■1 システムイベントログのみ採取

■2 アプリケーションイベントログのみ採取

■3 セキュリティイベントログのみ採取

■4 システムイベントログとアプリケーションイベントログを採取

-e

定義情報のメタデータやトラッカの実行状態を管理するデータベースの取得が省略されます。

本オプションは、障害発生時の対応で指示された場合に使用するようにしてください。

-w

本オプションはWindows版のみ有効です。

Windowsエラー報告(ワトソンログ)の採取を省略します。本オプションは、サポートセンターの指示による利
用以外は、使用しないでください。

8.1.3. 注意事項

■本コマンドはクラスタサイト利用の際でも、必ず環境変数NQS_SITEやNQS_SITEDBが設定されていない状態
で実行してください。

NQS_SITEやNQS_SITEDBを設定したまま実行すると、正常に情報が採取できません。

■本コマンドはUNIX版ではrootユーザ、Windows版ではJobCenter管理者で実行してください。

■Windows Server 2008以降の環境で実行する場合、cmd.exeの右クリックメニューから「管理者として実
行」を選択して起動し、コマンドラインから実行してください。

■-bオプションは、ユーザの定義情報が極めて多く、処理に非常に時間がかかる場合にのみ指定するようにし
てください。-bオプションによる情報採取の省略によって、ユーザの定義情報やキューの詳細情報は省略さ
れます。

ただし、ネットワーク設定や環境設定などのJobCenterシステムやプロセスなどの障害の一次解析に必要な
情報は取得されます。基本的にはすべての情報を採取していただくのが望ましいので、極力-bオプションを
指定せずに情報採取を行ってください。

8.1.4. 実行結果例（Windows版）

Windows版での実行結果例は図8.1「Windows版でのjc_getinfoコマンド実行結果例」のようになります。

この例では、-dオプションを指定しなかったため、実行したディレクトリの配下に“jcdata”ディレクトリが作
成されています。

採取される情報、作成されるディレクトリとファイルの数および種類はJobCenterの運用状況によっても変化
します。
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図8.1 Windows版でのjc_getinfoコマンド実行結果例
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8.2. clweb_getinfo CL/Webサーバの障害発生時、原因究明に必
要な1次情報を漏れなく採取

■UNIX版

%InstallDirectory%/script/clweb_getinfo/clweb_getinfo.sh [-d $output]

■Windows版

%InstallDirectory%\script\clweb_getinfo\clweb_getinfo [-d $output]

8.2.1. 機能説明
■CL/Webサーバの障害発生時、本コマンドを実行することによって、原因究明に必要な情報（各種設定情

報、ログ情報）が自動的に採取されます。

■採取された情報は、-dオプションで指定したディレクトリに既定のファイル名で格納されます(-dオプション
を指定しない場合は、カレントディレクトリに格納されます)。

■上記ディレクトリの直下に"clwebinfo_<YYYYMMDDhhmmss>.zip"が作成されます。

8.2.2. オプション
-d $output

採取された情報の格納先を指定します。

8.2.3. 注意事項
■本コマンドはUNIX版ではrootユーザ、Windows版ではJobCenter管理者で実行してください。
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8.3. jc_getinfo JobCenterの障害発生時、原因究明に必要なエー
ジェントに関する1次情報を漏れなく採取

■UNIX版

/usr/local/jcagent/bin/check/jc_getinfo [-d $output]

■Windows版

%InstallDirectory%\bin\check\jc_getinfo [-d $output] [-m {0 | 1 | 2 | 3 | 4}] [-w] [-h]

8.3.1. 機能説明
■JobCenterの障害発生時、本コマンドを実行することによって、原因究明に必要なエージェントに関する情

報（各種設定情報、ログ情報）が自動的に採取されます。

■採取された情報は、-dオプションで指定したディレクトリに既定のファイル名で格納されます(-dオプション
を指定しない場合は、カレントディレクトリにそれぞれ格納されます)。

■UNIX版では、上記ディレクトリの直下に"jcdata_<MMDDhhmm>_<hostname>.tar.Z"(Linux以
外)、"jcdata_<MMDDhhmm>_<hostname>.tar.gz"(Linux)が作成されます。

■Windows版では、上記ディレクトリ直下に作成された"jcdata"ディレクトリの配下に採取された情報が既定
のファイル名、ディレクトリ構造に従い格納されます。

8.3.2. オプション
-d $output

採取された情報の格納先を指定します。

-m {0 | 1 | 2 | 3 | 4}

本オプションはWindows版のみ有効です。

採取するWindows OSイベントログの種類を指定するeventModeオプションです。

本オプションを指定しない場合は、システムイベントログとアプリケーションイベントログを採取します。

■0 全イベントログを採取

■1 システムイベントログのみ採取

■2 アプリケーションイベントログのみ採取

■3 セキュリティイベントログのみ採取

■4 システムイベントログとアプリケーションイベントログを採取

-w

本オプションはWindows版のみ有効です。

Windowsエラー報告(ワトソンログ)の採取を省略します。本オプションは、サポートセンターの指示による利
用以外は、使用しないでください。

-h

本オプションはWindows版のみ有効です。
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ヘルプを表示します。他のオプションと併用した場合、他のオプションは無視されます。

8.3.3. 注意事項
■本コマンドはUNIX版ではrootユーザ、Windows版ではWindowsの管理者グループ(Administrators)のユー

ザーで実行してください。

■cmd.exeの右クリックメニューから「管理者として実行」を選択して起動し、コマンドラインから実行して
ください。

8.3.4. 実行結果例（Windows版）
Windows版での実行結果例はそれぞれ以下のようになります。

この例では、-dオプションを指定しなかったため、実行したディレクトリの配下に“jcdata”ディレクトリが作
成されています。

採取される情報、作成されるディレクトリとファイルの数および種類はJobCenterの運用状況によっても変化
します。

C:\PROGRAM FILES\JOBCENTER\AGENT\BIN\CHECK\JCDATA
│  Application.evt
│  getinfo.log
│  hosts
│  install_ls.info
│  jcagent.info
│  net.info
│  process.info
│  secpolicy.info
│  Services
│  System.evt
│  system.info
│  Version.info
│
├─data
│      agdata
│      agdata.lck
│      aglang
│      aglang.lck
│
├─drwtsn
├─jcagents
│  └─jcagt1
│      │  files.info
│      │  group.info
│      │  spool_ls.info
│      │  service.info
│      │  user.info
│      │
│      ├─jcexecutor
│      │  └─agent
│      │      │  jcexecutor_agent.yaml
│      │      │
│      │      └─request
│      │          └─status
│      │                  000001.vlog
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│      │                  000002.vlog
│      │                  00001.mem
│      │                  DISCARD
│      │                  KEYREGISTRY
│      │                  MANIFEST
│      │
│      └─log
│              jcexecutorAgent.log
│
└─log
        jcagent_setup.log
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9. Analysis Helper機能のコマンド
JobCenter Analysis Helper機能を利用する際に、使用するコマンドです。
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9.1. jdh_trkupdate ローカルのAnalysis Helperのdataフォルダ
の内容を更新する

%InstallDirectory%\bin\jdh_trkupdate [-f] [-u $user] $jpf_file

9.1.1. 機能説明
■jdh_trkgetコマンドで収集したJPFファイルから必要なデータを抽出し、Analysis Helperで利用できる形式

に変換します。変換後のデータはAnalysis Helperのインストールフォルダ配下のdataフォルダに格納されま
す。

■$jpf_fileにはjdh_trkgetコマンドで収集したJPFファイルを指定します。

9.1.2. オプション
-f

dataフォルダの内容に関わらず、更新処理を行います。省略した場合はdataフォルダ内にある変換済みの
データをチェックして、更新が必要なものに対してのみ処理を行います。

-u $user

$userに指定されたユーザのデータのみ更新処理を行います。省略した場合は全ユーザのデータの更新処理を
行います。

9.1.3. 戻り値
戻り値 内　容
0 正常終了です。
1 異常終了です。エラー内容のメッセージを標準エラーに出力します。

9.1.4. 主要メッセージ
メッセージ 内容

All tracker data update successfully! データの更新処理が正常終了しました。
Not necessary to be updated. データ更新の必要はありませんでした。

9.1.5. 実行結果例
本コマンドの実行結果の例を示します。

D:\NECJCpkg-jah>bin\jdh_trkupdate trkget_sample.jpf
extracting...
checking...
(1/14) user=root file=trkarc20110730-20110730 updating...
(2/14) user=root file=trkarc20110731-20110731 updating...
(3/14) user=root file=trkarc20110801-20110801 updating...
(4/14) user=root file=trkarc20110802-20110802 updating...
(5/14) user=root file=trkarc20110803-20110803 updating...
(6/14) user=root file=trkarc20110804-20110804 updating...
(7/14) user=root file=trkarc20110805-20110805 updating...
(8/14) user=user1 file=trkarc20110730-20110730 updating...
(9/14) user=user1 file=trkarc20110731-20110731 updating...
(10/14) user=user1 file=trkarc20110801-20110801 updating...
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(11/14) user=user1 file=trkarc20110802-20110802 updating...
(12/14) user=user1 file=trkarc20110803-20110803 updating...
(13/14) user=user1 file=trkarc20110804-20110804 updating...
(14/14) user=user1 file=trkarc20110805-20110805 updating...
All tracker data update successfully!
      

9.1.6. 注意事項
■JPFファイルは中にトラッカのアーカイブファイルを圧縮して保持しており、本コマンドの実行時に最初に

解凍作業を行います。そのため、アーカイブファイルのサイズ分だけ一時的にローカルコンピュータのディ
スクを消費することになります。本コマンド実行時に必要なディスク容量については、<Helper機能利用の
手引き>の「4.6 トラッカデータの見積り」を参照してください。

■データの整合性を保つため、Analysis HelperのExcel上でトラッカデータの読み込み中に本コマンドを実行
するとdataフォルダの更新処理は行われずにエラーとなります。本コマンドは、Excel上でトラッカデータの
読み込み処理を行っていない状態で実行してください。
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10. メトリクス収集コマンド
NECのWebSAM SystemManager G(以下、SystemManagerGと記します)のカスタム性能監視機能を用いて、
ジョブ実行データの統計や性能値のメトリクスを収集・分析するために使用するコマンドです。

利用方法については、<スタンダードモード用環境構築ガイド>の21章 「SystemManager GでJobCenterのメ
トリクスを収集・分析する」 を参照してください。
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10.1. jc_collect_runjob 単位ジョブ実行数のメトリクスを収集
■UNIX版

/usr/lib/nqs/gui/bin/jc_collect_runjob -r $range

■Windows版
%InstallDirectory%\bin\jc_collect_runjob -r $range

10.1.1. 機能説明
単位ジョブ実行数のメトリクスを収集するコマンドです。

メトリクスの詳細については、<スタンダードモード用環境構築ガイド>の「21.3.2 単位ジョブ実行数」を参照
してください。

10.1.2. オプション
-r $range

取得範囲を指定します。値の単位は秒となります。

「コマンド実行時刻 - $range」から「コマンド実行時刻」までの期間が取得範囲となります。

指定可能範囲は1～86,400です。

10.1.3. 出力結果
jc_collect_runjobコマンドの出力結果は以下のとおりです。

■書式

YYYY/MM/DD hh:mm:ss,<単位ジョブ実行数>

YYYY/MM/DD hh:mm:ssはコマンド実行時刻(年月日時分秒)のローカルタイムを表します。

■出力例

2022/04/01 10:30:00,50

各フィールドの詳細は以下のとおりです。
フィールド名 説明
単位ジョブ実行数 メトリクス「単位ジョブ実行数」の値です。

「単位ジョブ実行数」の詳細は<スタンダードモード用環境構築ガイド
>の「21.3.2 単位ジョブ実行数」を参照してください。

10.1.4. 戻り値
戻り値 内　容
0 正常終了です。
1 異常終了です。

10.1.5. 主要メッセージ
メッセージ 内容

Invalid argument. コマンドの引数が正しくありません。
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メッセージ 内容
Usage: jc_collect_runjob -r $range
Invalid range. 取得範囲の値が正しくありません。正しい値を指定し

てください。
Only JobCenter admins(<JobCenter管理者>) can
execute this command.

Windows版ではAdministrators権限を持つアカウン
トで実行してください。

<JobCenter管理者>にはJobCenter管理者ユーザ名を
表示します。

Only root user can execute this command. UNIX版ではrootユーザで実行してください。

10.1.6. 注意事項
■本コマンドは以下のユーザで実行してください。

▪ UNIX

rootユーザ

▪ Windows

JobCenter管理者、Administrators権限を持つアカウント、SYSTEMアカウント

本コマンドはWebSAM SystemManager G等の統合監視ソフトウェアから実行することを想定し
ているコマンドであるため、Administrators権限を持つアカウントやSYSTEMアカウントでも
実行可能としています。
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10.2. jc_collect_runjnw ジョブネットワーク実行数のメトリクス
を収集

■UNIX版

/usr/lib/nqs/gui/bin/jc_collect_runjnw

■Windows版

%InstallDirectory%\bin\jc_collect_runjnw

10.2.1. 機能説明
ジョブネットワーク実行数のメトリクスを収集するコマンドです。

メトリクスの詳細については、<スタンダードモード用環境構築ガイド>の「21.3.3 ジョブネットワーク実行
数」を参照してください。

10.2.2. 出力結果
jc_collect_runjnwコマンドの出力結果は以下のとおりです。

■書式

YYYY/MM/DD hh:mm:ss,<未アーカイブのトラッカ数>,<実行中となっているトラッカ数>

YYYY/MM/DD hh:mm:ssはコマンド実行時刻(年月日時分秒)のローカルタイムを表します。

■出力例

2022/04/01 10:30:00,10.0,20.0

各フィールドの詳細は以下のとおりです。

フィールド名 説明
未アーカイブのトラッカ数 メトリクス「未アーカイブのトラッカ数」の値です。

「未アーカイブのトラッカ数」の詳細は<スタンダードモード用環境構築
ガイド>の「21.3.3 ジョブネットワーク実行数」を参照してください。

実行中となっているトラッカ数 メトリクス「実行中となっているトラッカ数」の値です。

「実行中となっているトラッカ数」の詳細は<スタンダードモード用環境
構築ガイド>の「21.3.3 ジョブネットワーク実行数」を参照してくださ
い。

10.2.3. 戻り値
戻り値 内　容
0 正常終了です。
1 異常終了です。

10.2.4. 主要メッセージ
メッセージ 内容

Only JobCenter admins(<JobCenter管理者>) can
execute this command.

Windows版ではAdministrators権限を持つアカウン
トで実行してください。
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メッセージ 内容
<JobCenter管理者>にはJobCenter管理者ユーザ名を
表示します。

Only manager user can execute this command. UNIX版ではJobCenter管理者で実行してください。
Data file or data not found.

Check jc_perf config about rtrk.

jc_perfコマンドで作成するデータファイルが存在し
ないか、データファイル中に解析対象となるデータが
存在しません。

jc_perfコマンドのconfigサブオプションで、rtrkを
onに変更してください。

10.2.5. 注意事項
■jc_perfコマンドのconfigサブオプションで、rtrkをonにしておく必要があります（デフォルトはoff)。

jc_perfコマンドの詳細については「3.24 jc_perf 実行状況の分析」を参照してください。

■本コマンドは以下のユーザで実行してください。

▪ UNIX

rootユーザ、nsumsmgrユーザ

▪ Windows

JobCenter管理者、Administrators権限を持つアカウント、SYSTEMアカウント

本コマンドはWebSAM SystemManager G等の統合監視ソフトウェアから実行することを想定し
ているコマンドであるため、Administrators権限を持つアカウントやSYSTEMアカウントでも
実行可能としています。
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10.3. jc_collect_waitjob 投入待ちジョブ部品数のメトリクスを
収集

■UNIX版

/usr/lib/nqs/gui/bin/jc_collect_waitjob

■Windows版

%InstallDirectory%\bin\jc_collect_waitjob

10.3.1. 機能説明
投入待ちジョブ部品数のメトリクスを収集するコマンドです。

メトリクスの詳細については、<スタンダードモード用環境構築ガイド>の「21.3.4 投入待ちジョブ部品数」を
参照してください。

10.3.2. 出力結果
jc_collect_waitjobコマンドの出力結果は以下のとおりです。

■書式

YYYY/MM/DD hh:mm:ss,<投入待ちジョブ部品数>

YYYY/MM/DD hh:mm:ssはコマンド実行時刻(年月日時分秒)のローカルタイムを表します。

■出力例

2022/04/01 10:30:00,0.1

各フィールドの詳細は以下のとおりです。

フィールド名 説明
投入待ちジョブ部品数 メトリクス「投入待ちジョブ部品数」の値です。

「投入待ちジョブ部品数」の詳細は「<スタンダードモード用環境構築ガ
イド>の「21.3.4 投入待ちジョブ部品数」」を参照してください。

10.3.3. 戻り値
戻り値 内　容
0 正常終了です。
1 異常終了です。

10.3.4. 主要メッセージ
メッセージ 内容

Only JobCenter admins(<JobCenter管理者>) can
execute this command.

Windows版ではAdministrators権限を持つアカウン
トで実行してください。

<JobCenter管理者>にはJobCenter管理者ユーザ名を
表示します。

Only manager user can execute this command. UNIX版ではJobCenter管理者で実行してください。
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メッセージ 内容
Data file or data not found.

Check jc_perf config about rjob.

jc_perfコマンドで作成するデータファイルが存在し
ないか、データファイル中に解析対象となるデータが
存在しません。

jc_perfコマンドのconfigサブオプションで、rjobを
onに変更してください。

10.3.5. 注意事項
■jc_perfコマンドのconfigサブオプションで、rjobをonにしておく必要があります（デフォルトはoff)。

jc_perfコマンドの詳細については「3.24 jc_perf 実行状況の分析」を参照してください。

■本コマンドは以下のユーザで実行してください。

▪ UNIX

rootユーザ、nsumsmgrユーザ

▪ Windows

JobCenter管理者、Administrators権限を持つアカウント、SYSTEMアカウント

本コマンドはWebSAM SystemManager G等の統合監視ソフトウェアから実行することを想定し
ているコマンドであるため、Administrators権限を持つアカウントやSYSTEMアカウントでも
実行可能としています。
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10.4. jc_collect_trk_starttime_delay ジョブネットワーク開始
時間差のメトリクスを収集

■UNIX版

/usr/lib/nqs/gui/bin/jc_collect_trk_starttime_delay -r $range

■Windows版

%InstallDirectory%\bin\jc_collect_trk_starttime_delay -r $range

10.4.1. 機能説明
ジョブネットワークの開始時間差のメトリクスを収集するコマンドです。

メトリクスの詳細については、<スタンダードモード用環境構築ガイド>の「21.3.5 ジョブネットワーク開始時
間差」を参照してください。

10.4.2. オプション
-r $range

取得範囲を指定します。値の単位は秒となります。

「コマンド実行時刻 - $range」から「コマンド実行時刻」までの期間が取得範囲となります。

指定可能範囲は1～86,400です。

10.4.3. 出力結果
jc_collect_trk_starttime_delayコマンドの出力結果は以下のとおりです。

■書式

YYYY/MM/DD hh:mm:ss,<ジョブネットワークの開始時間差>

YYYY/MM/DD hh:mm:ssはコマンド実行時刻(年月日時分秒)のローカルタイムを表します。

■出力例

2022/04/01 10:30:00,12.5

各フィールドの詳細は以下のとおりです。

フィールド名 説明
ジョブネットワークの開始時刻差 メトリクス「ジョブネットワークの開始時間差」の値です。

「ジョブネットワークの開始時間差」の詳細は<スタンダードモード用環
境構築ガイド>の「21.3.5 ジョブネットワーク開始時間差」を参照して
ください。

10.4.4. 戻り値
戻り値 内　容
0 正常終了です。
1 異常終了です。
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10.4.5. 主要メッセージ
メッセージ 内容

Invalid argument.

Usage: jc_collect_trk_starttime_delay -r $range

コマンドの引数が正しくありません。

引数の値が正しいか確認してください。
Range is invalid. コマンドの引数に範囲外の値が指定されています。

引数の値が正しいか確認してください。
Invalid format. コマンドの引数に指定された値のフォーマットが正し

くありません。(例：$rangeに文字列を指定)

引数の値が正しいか確認してください。
Only JobCenter admins(<JobCenter管理者>) can
execute this command.

Windows版ではAdministrators権限を持つアカウン
トで実行してください。

<JobCenter管理者>にはJobCenter管理者ユーザを表
示します。

Only root user can execute this command. UNIX版ではrootユーザで実行してください。

10.4.6. 注意事項
■本コマンドは以下のユーザで実行してください。

▪ UNIX

rootユーザ

▪ Windows

JobCenter管理者、Administrators権限を持つアカウント、SYSTEMアカウント

本コマンドはWebSAM SystemManager G等の統合監視ソフトウェアから実行することを想定し
ているコマンドであるため、Administrators権限を持つアカウントやSYSTEMアカウントでも
実行可能としています。
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10.5. jc_collect_trk_size トラッカサイズのメトリクスを収集
■UNIX版

▪ 未アーカイブトラッカ全体サイズ、最大トラッカサイズ
/usr/lib/nqs/gui/bin/jc_collect_trk_size tracker -t {total | max | all}

▪ アーカイブ済みトラッカ全体サイズ
/usr/lib/nqs/gui/bin/jc_collect_trk_size archive

■Windows版

▪ 未アーカイブトラッカ全体サイズ、最大トラッカサイズ
%InstallDirectory%\bin\jc_collect_trk_size tracker -t {total | max | all}

▪ アーカイブ済みトラッカ全体サイズ
%InstallDirectory%\bin\jc_collect_trk_size archive

10.5.1. 機能説明
未アーカイブトラッカ全体サイズ/アーカイブ済みトラッカ全体サイズ/最大トラッカサイズのメトリクスを収
集するコマンドです。

メトリクスの詳細については、<スタンダードモード用環境構築ガイド>の「21.3.6 未アーカイブトラッカ全体
サイズ」、<スタンダードモード用環境構築ガイド>の「21.3.7 アーカイブ済みトラッカ全体サイズ」、<スタ
ンダードモード用環境構築ガイド>の「21.3.8 最大トラッカサイズ」を参照してください。

10.5.2. サブコマンド
サブコマンド 機能
tracker 未アーカイブトラッカ全体サイズまたは最大トラッカサイズのメトリクスを取得する場

合に指定します。
archive アーカイブ済みトラッカ全体サイズのメトリクスを取得する場合に指定します。

10.5.3. オプション
-t {total | max | all}

未アーカイブトラッカ全体サイズを取得する場合は「-t total」、最大トラッカサイズを取得する場合は「-t
max」を指定します。

未アーカイブトラッカ全体サイズ/最大トラッカサイズを同時に取得する場合は「-t all」を指定します。

10.5.4. 出力結果
jc_collect_trk_sizeコマンドの出力結果は以下のとおりです。

■未アーカイブトラッカ全体サイズ (-t total)

▪ 書式

YYYY/MM/DD hh:mm:ss,<未アーカイブトラッカ全体サイズ(byte)>

YYYY/MM/DD hh:mm:ssはコマンド実行時刻(年月日時分秒)のローカルタイムを表します。

▪ 出力例

315



メトリクス収集コマンド

2022/04/01 10:30:00,10240

■最大トラッカサイズ (-t max)

▪ 書式

YYYY/MM/DD hh:mm:ss,<最大トラッカサイズ(byte)>

YYYY/MM/DD hh:mm:ssはコマンド実行時刻(年月日時分秒)のローカルタイムを表します。

▪ 出力例

2022/04/01 10:30:00,1024

■未アーカイブトラッカ全体サイズ、最大トラッカサイズ (-t all)

▪ 書式

YYYY/MM/DD hh:mm:ss,<未アーカイブトラッカ全体サイズ(byte)>,<最大トラッカサイズ(byte)>

YYYY/MM/DD hh:mm:ssはコマンド実行時刻(年月日時分秒)のローカルタイムを表します。

▪ 出力例

2022/04/01 10:30:00,10240,1024

■アーカイブ済みトラッカ全体サイズ

▪ 書式

YYYY/MM/DD hh:mm:ss,<アーカイブ済みトラッカ全体サイズ(byte)>

YYYY/MM/DD hh:mm:ssはコマンド実行時刻(年月日時分秒)のローカルタイムを表します。

▪ 出力例

2022/04/01 10:30:00,10240

各フィールドの詳細は以下のとおりです。
フィールド名 説明
未アーカイブトラッカ全体サイズ メトリクス「未アーカイブトラッカ全体サイズ」の値です。

「未アーカイブトラッカ全体サイズ」の詳細は<スタンダードモード用環
境構築ガイド>の「21.3.6 未アーカイブトラッカ全体サイズ」を参照し
てください。

最大トラッカサイズ メトリクス「最大トラッカサイズ」の値です。

「最大トラッカサイズ」の詳細は<スタンダードモード用環境構築ガイド
>の「21.3.8 最大トラッカサイズ」を参照してください。

アーカイブ済みトラッカ全体サイズ メトリクス「アーカイブ済みトラッカ全体サイズ」の値です。

「アーカイブ済みトラッカ全体サイズ」の詳細は<スタンダードモード用
環境構築ガイド>の「21.3.7 アーカイブ済みトラッカ全体サイズ」を参
照してください。

10.5.5. 戻り値
戻り値 内　容
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0 正常終了です。
1 異常終了です。

10.5.6. 主要メッセージ
メッセージ 内容

Invalid command mode.

Usage: jc_collect_trk_size tracker -t { total | max
| all }

　　　 jc_collect_trk_size archive

コマンドモードが正しくありません。正しいサブコマ
ンドを指定してください。

Invalid argument.

Usage: jc_collect_trk_size tracker -t { total | max
| all }

　　　 jc_collect_trk_size archive

コマンドの引数が正しくありません。正しい引数を指
定してください。

Only JobCenter admins(<JobCenter管理者>) can
execute this command.

Windows版ではAdministrators権限を持つアカウン
トで実行してください。

<JobCenter管理者>にはJobCenter管理者ユーザ名を
表示します。

Only root user can execute this command. UNIX版ではrootユーザで実行してください。

10.5.7. 注意事項
■本コマンドは以下のユーザで実行してください。

▪ UNIX

rootユーザ

▪ Windows

JobCenter管理者、Administrators権限を持つアカウント、SYSTEMアカウント

本コマンドはWebSAM SystemManager G等の統合監視ソフトウェアから実行することを想定し
ているコマンドであるため、Administrators権限を持つアカウントやSYSTEMアカウントでも
実行可能としています。

■HP-UX、AIXの環境では、本コマンドはサポートしていません。
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11. 障害解析コマンド
JobCenterの障害発生時、障害の原因を調査するために使用するコマンドです。
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11.1. jc_analyze_trk_archive アーカイブファイル内のトラッカ
情報を解析

■UNIX版

▪ アーカイブファイルの一覧表示

/usr/lib/nqs/gui/bin/jc_analyze_trk_archive list archive

▪ アーカイブファイル内のトラッカの一覧表示

/usr/lib/nqs/gui/bin/jc_analyze_trk_archive list tracker -r $archive_file_path

▪ 単位ジョブの出力結果をファイル化

/usr/lib/nqs/gui/bin/jc_analyze_trk_archive extract -r $archive_file_path -t $tracker_id [ -o
$output_directory ]

■Windows版

▪ アーカイブファイルの一覧表示

%InstallDirectory%\bin\jc_analyze_trk_archive list archive

▪ アーカイブファイル内のトラッカの一覧表示

%InstallDirectory%\bin\jc_analyze_trk_archive list tracker -r $archive_file_path

▪ 単位ジョブの出力結果をファイル化

%InstallDirectory%\bin\jc_analyze_trk_archive extract -r $archive_file_path -t $tracker_id [ -o
$output_directory ]

11.1.1. 機能説明
JobCenter全体のアーカイブファイル一覧の確認や、指定したアーカイブファイル内のトラッカ情報を解析す
るコマンドです。

本コマンドは、<スタンダードモード用環境構築ガイド>の21章 「SystemManager GでJobCenterのメトリク
スを収集・分析する」 の以下のメトリクスについて、データサイズが巨大なトラッカを特定するために使用し
ます。具体的な利用手順については、以下のメトリクスの「問題解決までの流れ」を参照してください。

■「21.3.7 アーカイブ済みトラッカ全体サイズ」

■「21.3.8 最大トラッカサイズ」

11.1.2. サブコマンド
サブコマンド 機能
list archive JobCenter全体のアーカイブファイルの一覧を、ファイルサイズ順(降順)で表示しま

す。

本機能の詳細は「11.1.4.1 アーカイブファイルの一覧表示」を参照してください。
list tracker 指定したアーカイブファイル内のトラッカ一覧を、データサイズ順(降順)で表示しま

す。

本機能の詳細は「11.1.4.2 アーカイブファイル内のトラッカの一覧表示」を参照してく
ださい。
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サブコマンド 機能
extract 指定したアーカイブファイル内のトラッカに含まれる単位ジョブの標準出力結果および

標準エラー出力結果をファイル化します。

本機能の詳細は「11.1.4.3 単位ジョブの出力結果をファイル化」を参照してください。

11.1.3. オプション
-r $archive_file_path

解析するアーカイブファイルのパスを指定します。

相対パスまたは絶対パスで指定してください。
-t $tracker_id

「単位ジョブの出力結果をファイル化」機能で単位ジョブの出力結果をファイル化したいトラッカIDを指定し
ます。

トラッカIDは「アーカイブファイル内のトラッカの一覧表示」機能で確認してください。
-o $output_directory

「単位ジョブの出力結果をファイル化」機能でファイル化した結果を格納するディレクトリのパスを指定しま
す。

相対パスまたは絶対パスで指定してください。

本オプションを省略した場合は、カレントディレクトリに以下のディレクトリ名で格納されます。

output_YYYYMMDDhhmmss

YYYYMMDDhhmmssはコマンド実行時の年月日時分秒です。

11.1.4. 機能詳細

11.1.4.1. アーカイブファイルの一覧表示

JobCenter全体のアーカイブファイルの一覧を、ファイルサイズ順(降順)で表示します。

本機能は、UNIX版ではrootユーザ、Windows版ではJobCenter管理者ユーザのみ実行可能です。

クラスタサイトに対して実行する場合は、環境変数NQS_SITEにクラスタサイト名を設定して実行してくださ
い。

出力結果は以下のとおりです。

■書式

User            Archive                         Size
<ユーザ名>      <アーカイブファイルの絶対パス>  <ファイルサイズ(byte)>
<ユーザ名>      <アーカイブファイルの絶対パス>  <ファイルサイズ(byte)>
<ユーザ名>      <アーカイブファイルの絶対パス>  <ファイルサイズ(byte)>
                    :

■出力例

# /usr/lib/nqs/gui/bin/jc_analyze_trk_archive list archive
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User            Archive                                                      Size
user3           /usr/spool/nqs/users/user3/archive/trkarc20211209-20211209   30458905
user3           /usr/spool/nqs/users/user3/archive/trkarc20211206-20211206   15259
user1           /usr/spool/nqs/users/user1/archive/trkarc20211207-20211207   11270
user2           /usr/spool/nqs/users/user2/archive/trkarc20211129-20211129   9973
                    :

■上記の出力例はUNIX版JobCenterですが、Windows版JobCenterも同様の書式となります。

■本機能は、JobCenterが停止中でも実行可能です。

■本機能は、ユーザ環境設定の[アーカイブ]タブの[アーカイブファイル名]に設定している格納先
のアーカイブファイルを対象に集計します。現在の設定値ではない格納先のアーカイブファイル
は集計対象外となります。

11.1.4.2. アーカイブファイル内のトラッカの一覧表示

指定したアーカイブファイル内のトラッカ一覧を、データサイズ順(降順)で表示します。

本機能は、実行ユーザの制限はありません。また、環境変数NQS_SITEの設定は不要です。

本機能は、アーカイブファイル内のデータを解析します。JobCenterのアーカイブファイル更新処理との競合
を防ぐため、アーカイブファイルを別のディレクトリにコピーして実行してください。また、データサイズが
巨大なトラッカを特定するには「単位ジョブの出力結果をファイル化」機能も利用するため、検証環境にアー
カイブファイルを格納して実施することを推奨します。

■アーカイブファイルをコピーする際は、以下のどちらかの状態で実施してください。

▪ JobCenterが停止している。

▪ 対象のアーカイブファイルが非アクティブの状態、かつ対象のアーカイブファイルのトラッカ
を操作していない状態である。

非アクティブの状態とは、未アーカイブトラッカの記録対象から外れた状態のこと
を指します。例えば、ユーザ環境設定の[アーカイブ]タブで[保存間隔]を1日に設定
している場合、1日前のアーカイブファイルは非アクティブの状態となります。

出力結果は以下のとおりです。

■書式

TrackerID     Size
<トラッカID>  <データサイズ(byte)>
<トラッカID>  <データサイズ(byte)>
<トラッカID>  <データサイズ(byte)>
                    :

■出力例

# /usr/lib/nqs/gui/bin/jc_analyze_trk_archive list tracker -r /tmp/trkarc20211209-20211209
TrackerID            Size
jnw2.20211209001607  30408905
jnw3.20211209001757  1512
jnw3.20211209001516  1311
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jnw1.20211209011607  1297
                    :

■上記の出力例はUNIX版JobCenterですが、Windows版JobCenterも同様の書式となります。

■本機能は、JobCenterが停止中でも実行可能です。

■出力結果はJobCenterのセットアップ言語で出力されます。

本機能を実行する端末の言語はJobCenterのセットアップ言語に合わせてください。

■「データサイズ」とは、アーカイブファイル内の対象トラッカが占めるデータサイズです。

アーカイブファイルのフォーマットについては公開しておりませんのでご了承ください。

11.1.4.3. 単位ジョブの出力結果をファイル化

指定したアーカイブファイル内のトラッカに含まれる単位ジョブの標準出力結果および標準エラー出力結果を
ファイル化します。

本機能は、実行ユーザの制限はありません。また、環境変数NQS_SITEの設定は不要です。

本機能は、アーカイブファイル内のデータを解析します。JobCenterのアーカイブファイル更新処理との競合
を防ぐため、アーカイブファイルを別のディレクトリにコピーして実行してください。また、対象トラッカの
データサイズの最大2倍のディスク容量が必要です。本番環境で解析を行うとディスクフルの危険性があるた
め、検証環境にアーカイブファイルを格納して実施することを推奨します。

■アーカイブファイルをコピーする際は、以下のどちらかの状態で実施してください。

▪ JobCenterが停止している。

▪ 対象のアーカイブファイルが非アクティブの状態、かつ対象のアーカイブファイルのトラッカ
を操作していない状態である。

非アクティブの状態とは、未アーカイブトラッカの記録対象から外れた状態のこと
を指します。例えば、ユーザ環境設定の[アーカイブ]タブで[保存間隔]を1日に設定
している場合、1日前のアーカイブファイルは非アクティブの状態となります。

ファイル化に成功した場合、以下のメッセージが出力されます。

Tracker data was extracted successfully. (<格納先ディレクトリ>)

出力結果のファイルは、以下の構成で格納されます。

<格納先ディレクトリ>
  ├─ <親ジョブネットワークのトラッカID>
  │   ├─ <単位ジョブ名1>_stdout.txt
  │   ├─ <単位ジョブ名1>_stderr.txt
  │   ├─ <単位ジョブ名2>_stdout.txt
  │   ├─ <単位ジョブ名2>_stderr.txt
  │   ├─ <単位ジョブ名3>_stdout.txt
  │   ├─ <単位ジョブ名3>_stderr.txt
  │   ├─ :
  ├─ <サブジョブネットワーク1のトラッカID>
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  │   ├─ <単位ジョブ名1>_stdout.txt
  │   ├─ <単位ジョブ名1>_stderr.txt
  │   ├─ <単位ジョブ名2>_stdout.txt
  │   ├─ <単位ジョブ名2>_stderr.txt
  │   ├─ <単位ジョブ名3>_stdout.txt
  │   ├─ <単位ジョブ名3>_stderr.txt
  │   ├─ :
  ├─ <サブジョブネットワーク2のトラッカID>
  │   ├─ <単位ジョブ名1>_stdout.txt
  │   ├─ <単位ジョブ名1>_stderr.txt
  │   ├─ <単位ジョブ名2>_stdout.txt
  │   ├─ <単位ジョブ名2>_stderr.txt
  │   ├─ <単位ジョブ名3>_stdout.txt
  │   ├─ <単位ジョブ名3>_stderr.txt
  │   ├─ :
  ├─ :
  │
    :

出力結果のファイルおよびディレクトリの詳細は以下のとおりです。

■<親ジョブネットワークのトラッカID>、<サブジョブネットワークのトラッカID>

出力結果のファイルが格納されるディレクトリです。

親ジョブネットワークおよびサブジョブネットワーク単位で格納されます。ディレクトリ名は以下になりま
す。

▪ 書式

<親ジョブネットワーク名>.<サブジョブネットワーク名>.・・・.<サブジョブネットワーク名
>.YYYYMMDDhhmmss

▪ サブジョブネットワークのトラッカIDが「jnw1:jnw2:jnw3.20211209001607」の場合の例

jnw1.jnw2.jnw3.20211209001607

■<単位ジョブ名>_stdout.txt

単位ジョブの標準出力結果が記録されたファイルです。

■<単位ジョブ名>_stderr.txt

単位ジョブの標準エラー出力結果が記録されたファイルです。

OSのエクスプローラ機能やテキストエディタ等でファイルサイズや出力結果の内容を確認し、出力結果が巨大
となった原因を調査してください。

■本機能は、JobCenterが停止中でも実行可能です。

■出力結果のファイル名はJobCenterのセットアップ言語で保存されます。

本機能を実行する端末の言語はJobCenterのセットアップ言語に合わせてください。

■出力結果のファイルは、以下のフォーマットで保存されます。

▪ UNIX版JobCenterのアーカイブファイル

• 文字コード
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UTF-8

• 改行コード

LF

▪ Windows版JobCenterのアーカイブファイル

• 文字コード

UTF-8

• 改行コード

CRLF

11.1.5. 戻り値
戻り値 内　容
0 正常終了です。
1 異常終了です。

11.1.6. 主要メッセージ
メッセージ 内容

Tracker data was extracted successfully. (<格納先
ディレクトリ>)

「単位ジョブの出力結果をファイル化」機能の実行に
成功しました。

<格納先ディレクトリ>には出力結果のファイルの格納
先のパスを表示します。

Invalid command mode.

Usage: jc_analyze_trk_archive list archive

　　　 jc_analyze_trk_archive list tracker -r
$archive_file_path

　　　 jc_analyze_trk_archive extract -
r $archive_file_path -t $tracker_id [-o
$output_directory]

コマンドモードが正しくありません。正しいサブコマ
ンドを指定してください。

Invalid argument.

Usage: jc_analyze_trk_archive list archive

　　　 jc_analyze_trk_archive list tracker -r
$archive_file_path

　　　 jc_analyze_trk_archive extract -
r $archive_file_path -t $tracker_id [-o
$output_directory]

コマンドの引数が正しくありません。正しい引数を指
定してください。

Only JobCenter admins(<JobCenter管理者>) can
execute this command.

Windows版ではJobCenter管理者ユーザで実行してく
ださい。

<JobCenter管理者>にはJobCenter管理者ユーザ名を
表示します。

Only root user can execute this command. UNIX版ではrootユーザで実行してください。
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メッセージ 内容
Failed to extract tracker data. (<トラッカID> is
not exist.)

「単位ジョブの出力結果をファイル化」機能の実行に
失敗しました。

アーカイブファイル内に<トラッカID>の情報が見つか
らない場合に表示されます。

11.1.7. 注意事項
■HP-UX、AIXの環境では、本コマンドはサポートしていません。
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新などを行うコマンド

本章ではエージェント、エージェントキュー、グループキュー、OSユーザ、ユーザマッピングを一括で行いた
い場合に利用できるコマンドを説明します。

コマンドを利用する際は以下の前提条件を確認してから利用してください。

■本コマンドはJobCenter MGをインストールしたマシン上に配置し、実行する必要があります。

Windowsのコマンド格納場所においては、イメージファイル配下の[PACKAGE]-[JB]-[WINDOWS]-
[STDCFGTOOL]-[WINDOWS]-[STDCFGTOOL]-[NECJCpkg-stdcfgtool.zip]を展開したbinディレクトリ配
下にjcexecfgctrl.exe、jcauthcfgctrl.exeが格納されています。本コマンドをJobCenter MGをインストール
したマシン上の任意の場所に配置して利用します。

Linuxのコマンド格納場所においては、イメージファイル配下の[PACKAGE]-[JB]-[LINUX]-
[STDCFGTOOL]-[WINDOWS]-[STDCFGTOOL]-[NECJCpkg-stdcfgtool.tar.gz]を展開したbinディレクトリ
配下にjcexecfgctrl、jcauthcfgctrlが格納されています。本コマンドをJobCenter MGをインストールした
マシン上の任意の場所に配置して利用します。

JobCenter MGのインストール方法については、<セットアップガイド>の3章 「JobCenter MGをインストー
ルする」 を参照してください。

■JobCenter管理者またはrootユーザで実行する必要があります。

また、本コマンドはバージョンを問わずスタンダードモードにおいて利用可能です。
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12.1. jcexecfgctrl エージェント、キューの一括登録、更新など
を行うコマンド

■UNIX版

%toolPackage%/bin/jcexecfgctrl $resource $subcommand [ $options... ]

■Windows版

%toolPackage%\bin\jcexecfgctrl.exe $resource $subcommand [ $options... ]

12.1.1. 機能説明
本コマンドはエージェント、エージェントキュー、グループキューについて、参照や操作（登録、更新、削
除）を一括で行う機能を提供します。

CSVファイルに操作対象のリソースのパラメータを記載し、それを入力としてコマンドを実行することで、
エージェントやグループキューなどの一括登録、一括更新を行うことができます。また、エージェントや
キューの一覧をCSV形式で出力することもできます。

そのため、環境移行時に旧環境で登録済みであった実行サーバー(SV)群を新環境にエージェントとして一括登
録したり、大量のキューが登録されている環境でキューの特定のパラメータを一括更新したりすることができ
ます。

また、設定の記述をCSVファイルで行うことができるため、Excelのフィルター機能や行、列単位のコピー&
ペーストを行うことができ、複数のパラメータを一括して記述したり、変更したりすることができます。

12.1.2. リソース
リソースには設定する対象を指定します。リソース($resource)に指定できるものは以下です。

リソース 説明
agentqueue エージェントキュー
groupqueue グループキュー
agent エージェント

12.1.3. サブコマンド一覧
サブコマンドにはリソースに対する参照・操作を指定します。サブコマンド($subcommand)に指定できるもの
をリソース別に一覧で記載します。オプションやパラメータも含めた具体的な指定方法については、「12.1.7
サブコマンド別パラメータ一覧」を参照してください。

agentqueue リソースのサブコマンド一覧

サブコマンド 機能
create エージェントキューを作成します。
update エージェントキューの情報を更新します。
list エージェントキューの一覧を取得します。
delete エージェントキューを削除します。実行中のリクエストは強制終了および削除されま

す。エージェントキューにリクエストがある場合、リクエストもすべて削除されます。

groupqueue リソースのサブコマンド一覧

サブコマンド 機能
create グループキューを作成します。
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サブコマンド 機能
update グループキューの情報を更新します。
list グループキューの一覧を取得します。
delete グループキューを削除します。実行中のリクエストは強制終了および削除されます。グ

ループキューにリクエストがある場合、リクエストもすべて削除されます。

agent リソースのサブコマンド一覧

サブコマンド 機能
create エージェントの定義を作成します。
update エージェントの定義を更新します。
list エージェントの定義の一覧を取得します。
delete エージェントの定義を削除します。

12.1.4. オプション（共通）
サブコマンド共通のオプションについて説明します。

サブコマンドごとに異なるオプションについては、「12.1.7 サブコマンド別パラメータ一覧」の各サブコマン
ドの「オプション」を参照してください。

--nats-url <URL>

接続するMGのURLを指定します。

未指定の場合は環境変数 NATS_URL を参照します。環境変数 NATS_URL も未設定の場合は、デフォルトの
「nats://localhost:23141」を使用します。

12.1.5. 入力形式（create、update、deleteサブコマンドで共通）
各リソースのサブコマンドのcreate、update、deleteサブコマンドでは設定の記述にCSVファイルを利用しま
す。

1行目には各設定のパラメータ名を記載し、2行目以降にて実際に設定を行うパラメータを設定数分だけ1行ず
つ記載します。1行目は省略できず、省略した場合はコマンドの実行に失敗します。パラメータの詳細
は「12.1.7 サブコマンド別パラメータ一覧」の各サブコマンドの「入力パラメータ説明」を参照してくださ
い。

各サブコマンドの入力ファイルの記載例は「12.1.7 サブコマンド別パラメータ一覧」の各サブコマンドの「入
力ファイル例」を参照してください。

また、各サブコマンドの必須ではないパラメータについては以下二つの方法で省略可能です。

■特定のパラメータの指定を省略する場合

パラメータ列をCSVファイルに記載しないことでパラメータの指定を省略することができます。

たとえば、agentリソースのcreateコマンドでエージェントの一括登録を行う際に、一括登録対象のエー
ジェントすべてでreboot_modeパラメータの指定を省略したい場合は、reboot_mode列を省略します。

name,generate_key_pair,cert,max_concurrency
agent1,false,<エージェントで使用する鍵ペアの公開鍵の平文>,10
agent2,false,<エージェントで使用する鍵ペアの公開鍵の平文>,20

■特定のリソースのパラメータの指定を省略する場合

特定リソースの該当パラメータに空文字を設定することでパラメータの指定を省略することができます。
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たとえば、agentリソースのcreateコマンドでエージェントの一括登録を行う際に、agent2という特定リ
ソースでreboot_modeパラメータの指定を省略したい場合は、agent2のパラメータを記載している行で
reboot_mode列の箇所で空文字を指定します。

name,generate_key_pair,cert,max_concurrency,reboot_mode
agent1,false,<エージェントで使用する鍵ペアの公開鍵の平文>,10,STOP
agent2,false,<エージェントで使用する鍵ペアの公開鍵の平文>,20,

パラメータを省略した場合の動作についてはサブコマンドごとに異なります。詳細は各サブコマンドの説明を
参照してください。

12.1.6. 出力形式（create、update、deleteサブコマンドで共通）
CSVファイルを利用するcreate、update、deleteサブコマンドについて、以下のフォーマットの正常系出力
メッセージが標準出力に出力されます。（Nは設定行の総数）

<リソース> <サブコマンド> start
1/N finished (<1行目の設定行の実行結果の状態>)
2/N finished (<2行目の設定行の実行結果の状態>)
  :
N/N finished（<N行目の設定行の実行結果の状態>）
[failure]
line<操作に失敗した設定行の行番号> : <エラー出力> 
line<操作に失敗した設定行の行番号> : <エラー出力> 
  :
line<操作に失敗した設定行の行番号> : <エラー出力> 
[success]
"param 1-a":"value","param 1-b":"value"
"param 2-a":"value","param 2-b":"value"
  :
"param n-a":"value","param n-b":"value"

出力内容について説明します。まず、「<リソース> <サブコマンド> start」部分で、処理の開始が表示されま
す。

次に、「X/N finished (<X行目の設定行の実行結果の状態>)」部分で、設定行（CSVファイルの1行目にあるパ
ラメータ行を除いた行を指します）のX行目の処理結果が表示されます。

「<X行目の設定行の実行結果の状態>」の部分はsuccessまたはfailureが表示され、設定行のX行目の処理が成
功したか失敗したかが表示されます。

次に、「[failure]」部分は設定の操作に失敗した設定行のエラー出力を行います。詳細は「12.1.9 主要メッ
セージ」を参照してください。

「[success]」部分は設定の操作に成功した設定行のパラメータが表示されます。表示されるパラメータはリ
ソースおよびサブコマンドにより異なります。詳細は「12.1.7 サブコマンド別パラメータ一覧」の各サブコマ
ンドの出力結果を参照してください。

12.1.7. サブコマンド別パラメータ一覧
主にサブコマンドごとのオプションや入出力パラメータについて説明します。

12.1.7.1. 共通の説明
サブコマンド共通のオプションは、「12.1.4 オプション（共通）」に記載しています。次節よりサブコマンド
別のオプション、入出力パラメータ、実行例について説明します。

また、エージェント名とキュー名に関する制約の注意点は下記の通りです。

■エージェント名の制約
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▪ 最大63バイトです

▪ 数値のみの名前は使用できません

▪ 全角文字、半角カナは使用できません

▪ スペース、タブ、改行および以下の文字は使用できません

! " # $ % & ' ( ) * , / : ; < = + > ? @ [ \ ] ^ ` { | } ~

■キュー名の制約

▪ 最大15バイトです

▪ 半角英数字、アンダーラインのみ利用できます

▪ 最初の文字を数字にすることはできません

12.1.7.2. agentqueue create

エージェントキューを作成します。

■コマンドラインインタフェース
jcexecfgctrl agentqueue create [ $option ]

■オプション
オプション 説明 範囲 デフォルト
-f <ファイル名> パラメータを記載したファイルを指定しま

す。本オプションは必須です。
- -

■ファイルで指定するパラメータ

name,can_enqueue,can_dequeue,reboot_mode,max_concurrency,priority,agent_id
<エージェントキュー名>,true/false,true/false,<RebootMode>,<同時実行可能数>,<キュー間優先度>,<エー
ジェントID>

■入力パラメータ説明

入力パラメータのうち必須項目でないものについては省略することが可能です。省略時は入力パラメータ値
に記載されているデフォルトの値で登録されます。
パラメータ 説明 範囲 デフォルト
name 作成するエージェントキューの名前を

指定します。必須項目です。
「12.1.7.1 共通の説
明」の「キュー名の制
約」参照

-

can_enqueue キューに投入可能か否かというキュー
の状態を指定します(クラシックモード
のenable/disable相当)。

true:投入可能

false:投入不可

true / false true

can_dequeue 転送可能か否か、実行可能か否かとい
うキューの状態を指定します(クラシッ
クモードのstart/stop相当)。

true:転送/実行可能

true / false true
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パラメータ 説明 範囲 デフォルト
false:転送/実行不可

reboot_mode MG再起動時のキューの動作モードを指
定します。

RESTART:リクエストをリスタート

STOP:キューをSTOP

PURGE:リクエストを削除

RESTART / STOP /
PURGE

RESTART

max_concurrency キューの同時実行可能数を設定しま
す。

数値(1-220) 1

priority キュー間の優先度を設定します。0が最
も低く63が最も高い優先度です。

数値(0-63) 31

agent_id 投入されたリクエストを実行するエー
ジェントのIDを指定します。必須項目
です。

文字列 -

■出力結果

agentqueue create start
1/N finished (<1行目の設定行の実行結果の状態>)
2/N finished (<2行目の設定行の実行結果の状態>)
  :
N/N finished（<N行目の設定行の実行結果の状態>）
[failure]
line<操作に失敗した設定行の行番号> : <エラー出力> 
line<操作に失敗した設定行の行番号> : <エラー出力> 
  :
line<操作に失敗した設定行の行番号> : <エラー出力> 
[success]
name:<エージェントキュー名>,id:<エージェントキューID>
name:<エージェントキュー名>,id:<エージェントキューID>
  :
name:<エージェントキュー名>,id:<エージェントキューID>

■出力パラメータ説明

successまでの説明は「12.1.6 出力形式（create、update、deleteサブコマンドで共通）」を参照してくだ
さい。
パラメータ 説明 範囲
name エージェントキューの名前です。 文字列
id エージェントキューのIDです。 文字列

■入力ファイル例(agqcreate.csv)

name,can_enqueue,can_dequeue,reboot_mode,max_concurrency,priority,agent_id
agq1,false,false,RESTART,10,20,ffffffff-gggg-hhhh-iiii-jjjjjjjjjjjj
agq2,true,true,STOP,20,30,ffffffff-gggg-hhhh-iiii-jjjjjjjjjjjj

■実行例

jcexecfgctrl agentqueue create -f agqcreate.csv

■結果
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実行例を実行した出力結果の例を記載します。

agentqueue create start
1/2 finished (success)
2/2 finished (failure)
[failure]
line<3> : has_error (500)
Failed to create agent queue
duplicate queue name: agq2
[success]
name:agq1,id:aaaaaaaa-bbbb-cccc-dddd-eeeeeeeeeeee

12.1.7.3. agentqueue update

エージェントキューの情報を更新します。

■コマンドラインインタフェース

jcexecfgctrl agentqueue update $option

■オプション

オプション 説明 範囲 デフォルト
-f <ファイル名> パラメータを記載したファイルを指定

します。本オプションは必須です。
- -

■ファイルで指定するパラメータ

id,name,can_enqueue,can_dequeue,reboot_mode,max_concurrency,priority
<エージェントキューID>,<エージェントキュー名>,true/false,true/false,<RebootMode>,<同時実行可能数
>,<キュー間優先度>

■入力パラメータ説明

入力パラメータのうち必須項目でないものについては省略することが可能です。省略されたパラメータは更
新が行われません。

パラメータ 説明 範囲 デフォルト
id 更新したいエージェントキューの

キューIDを指定します。必須項目で
す。

- -

name エージェントキューの名前を指定しま
す。

「12.1.7.1 共通の説
明」の「キュー名の制
約」参照

-

can_enqueue 投入可能か否かというキュー状態を指
定します(クラシックモードのenable/
disable相当)。

true:投入可能

false:投入不可

true / false -

can_dequeue 転送可能か否か、実行可能か否かとい
うキューの状態を指定します(クラシッ
クモードのstart/stop相当)。

true:転送/実行可能

true / false -
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パラメータ 説明 範囲 デフォルト
false:転送/実行不可

reboot_mode MG再起動時のキューの動作モードを指
定します。

RESTART:リクエストをリスタート

STOP:キューをSTOP

PURGE:リクエストを削除

RESTART / STOP /
PURGE

-

max_concurrency キューの同時実行可能数を指定しま
す。

1-220 -

priority キュー間の優先度を設定します。0が最
も低く63が最も高い優先度です。

0-63 -

■出力結果

agentqueue update start
1/N finished (<1行目の設定行の実行結果の状態>)
2/N finished (<2行目の設定行の実行結果の状態>)
  :
N/N finished（<N行目の設定行の実行結果の状態>）
[failure]
line<操作に失敗した設定行の行番号> : <エラー出力> 
line<操作に失敗した設定行の行番号> : <エラー出力> 
  :
line<操作に失敗した設定行の行番号> : <エラー出力> 
[success]
name:<エージェントキュー名>,id:<エージェントキューID>
name:<エージェントキュー名>,id:<エージェントキューID>
  :
name:<エージェントキュー名>,id:<エージェントキューID>

■出力パラメータ説明

successまでの説明は「12.1.6 出力形式（create、update、deleteサブコマンドで共通）」を参照してくだ
さい。

パラメータ 説明 範囲
name エージェントキューの名前です。 文字列
id エージェントキューのIDです。 文字列

■入力ファイル例(agqupdate.csv)

id,name,can_enqueue,can_dequeue,reboot_mode,max_concurrency,priority
aaaaaaaa-bbbb-cccc-dddd-eeeeeeeeeeee,agq1,false,false,RESTART,10,20
bbbbbbbb-cccc-dddd-eeee-ffffffffffff,agq2,true,true,STOP,20,30

■実行例

入力ファイル例を-fオプションに指定し、実行した例を記載します。

jcexecfgctrl agentqueue update -f agqupdate.csv

■結果
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実行例を実行した出力結果の例を記載します。

agentqueue update start
1/2 finished (success)
2/2 finished (failure)
[failure]
line<3> : has_error (404)
Unable to get queue to update
queue not found: bbbbbbbb-cccc-dddd-eeee-ffffffffffff
[success]
name:agq1,id:aaaaaaaa-bbbb-cccc-dddd-eeeeeeeeeeee

12.1.7.4. agentqueue list

エージェントキューの一覧をCSV形式で出力します。

■コマンドラインインタフェース
jcexecfgctrl agentqueue list [ $option ]

■オプション
オプション 説明 範囲 デフォルト
-o <出力ファイルパス> エージェントキューの一覧を出力する

ファイルパスを指定します。すでに同
名のファイルが存在した場合は上書き
を行います。本オプションを省略した
場合は標準出力へ出力します。

- 標準出力

■出力結果

id,name,type,can_enqueue,can_dequeue,reboot_mode,max_concurrency,priority,agent_id,agent_name,req
uest_total,request_queued,request_running,request_waiting,request_holding
<エージェントキューID>,<エージェントキュー名>,agent,true/false,true/false,<RebootMode>,<同時実行
可能数>,<キュー間優先度>,<エージェントID>,<エージェントID>,<リクエスト総数>,<処理待ちリクエスト数
>,<処理中リクエスト数>,<転送待ちリクエスト数>,<保留リクエスト数>

■出力パラメータ説明
パラメータ 説明 範囲
id エージェントキューのIDです。 文字列
name エージェントキューの名前です。 文字列
type キューの種別です。

agent:エージェントキュー

"agent"

can_enqueue キューに投入可能か否かというキュー
の状態です(クラシックモードの
enable/disable相当)。

true:投入可能

false:投入不可

true / false

can_dequeue 転送可能か否か、実行可能か否かとい
うキューの状態です(クラシックモード
のstart/stop相当)。

true:転送/実行可能

true / false
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パラメータ 説明 範囲
false:転送/実行不可

reboot_mode MG再起動時のキューの動作モードで
す。

RESTART:リクエストをリスタート

STOP:キューをSTOP

PURGE:リクエストを削除

RESTART / STOP /
PURGE

max_concurrency キューの同時実行可能数です。 0-220
priority キュー間の優先度です。0が最も低く

63が最も高い優先度です。
0-63

agent_id 投入されたリクエストを実行するエー
ジェントのIDです。

文字列

agent_name 投入されたリクエストを実行するエー
ジェントの名前です。

文字列

request_total キューに所属するリクエストの総数で
す。

数値(0以上)

request_queued 処理を待ち合わせているリクエストの
数です。

数値(0以上)

request_running 処理中のリクエストの数です。 数値(0以上)
request_waiting 転送を待ち合わせているリクエストの

数です。
数値(0以上)

request_holding 保留リクエストの数です。 数値(0以上)

■実行例

jcexecfgctrl agentqueue list

■結果

実行例を実行した出力結果の例を記載します。

id,name,type,can_enqueue,can_dequeue,reboot_mode,max_concurrency,priority,agent_id,agent_name,req
uest_total,request_queued,request_running,request_waiting,request_holding
aaaaaaaa-bbbb-cccc-dddd-eeeeeeeeeeee,agqueue1,agent,true,true,RESTART,1,31,fffffff-gggg-hhhh-
iiii-jjjjjjjjjjjj,jcagent1,0,0,0,0,0
bbbbbbbb-cccc-dddd-eeee-ffffffffffff,agqueue2,agent,true,false,STOP,1,20,fffffff-gggg-hhhh-iiii-
jjjjjjjjjjjj,jcagent2,1,0,0,0,0

12.1.7.5. agentqueue delete

エージェントキューを削除します。実行中のリクエストは強制終了および削除されます。キューにリクエスト
がある場合、リクエストもすべて削除されます。

■コマンドラインインタフェース

jcexecfgctrl agentqueue delete $option

■オプション
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オプション 説明 範囲 デフォルト
-f <ファイル名> パラメータを記載したファイルを指定

します。本オプションは必須です。
- -

■ファイルで指定するパラメータ

id,name,agent_name
<エージェントキューID>,<エージェントキュー名>,<エージェント名>

■入力パラメータ説明

入力パラメータのうち必須項目でないものについては省略することが可能です。
パラメータ 説明 範囲 デフォルト
id 削除したいエージェントキューの

キューIDを指定します。

※idとname+agent_nameはどちらか
一方を指定する必要があります。idと
name+agent_nameの両方を指定した
場合はidを優先します。

- 文字列

name 削除したいエージェントキューの名前
を指定します。

※idとname+agent_nameはどち
らか一方を指定する必要がありま
す。nameを指定する際はあわせて
agent_nameも指定してください。idと
name+agent_nameの両方を指定した
場合はidを優先します。

文字列 -

agent_name 削除したいエージェントキューに関連
付けられたエージェントの名前を指定
します。

※idとname+agent_nameはどち
らか一方を指定する必要がありま
す。agent_nameを指定する際はあわせ
てnameも指定してください。idとname
+agent_nameの両方を指定した場合は
idを優先します。

文字列 -

■出力結果

agentqueue delete start
1/N finished (<1行目の設定行の実行結果の状態>)
2/N finished (<2行目の設定行の実行結果の状態>)
  :
N/N finished（<N行目の設定行の実行結果の状態>）
[failure]
line<操作に失敗した設定行の行番号> : <エラー出力> 
line<操作に失敗した設定行の行番号> : <エラー出力> 
  :
line<操作に失敗した設定行の行番号> : <エラー出力>

■出力パラメータ説明

本サブコマンド特有の出力パラメータはありません。
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successまでの説明は「12.1.6 出力形式（create、update、deleteサブコマンドで共通）」を参照してくだ
さい。

■入力ファイル例(agqdelete.csv)

id,name,agent_name
aaaaaaaa-bbbb-cccc-dddd-eeeeeeeeeeee,agq1,ag1
bbbbbbbb-cccc-dddd-eeee-ffffffffffff,agq2,ag2

■実行例

入力ファイル例を-fオプションに指定し、実行した例を記載します。

jcexecfgctrl agentqueue delete -f agqdelete.csv

■結果

実行例を実行した出力結果の例を記載します。

agentqueue delete start
1/2 finished (success)
2/2 finished (failure)
[failure]
line<3> : has_error (404)
Internal error
queue not found:bbbbbbbb-cccc-dddd-eeee-ffffffffffff

12.1.7.6. groupqueue create

グループキューを作成します。

■コマンドラインインタフェース
jcexecfgctrl queue create [ $option ]

■オプション
オプション 説明 範囲 デフォルト
-f <ファイル名> パラメータを記載したファイルを指定しま

す。本オプションは必須です。
- -

■ファイルで指定するパラメータ

name,can_enqueue,can_dequeue,reboot_mode,membersid
<グループキュー名>,true/false,true/false,<RebootMode>,<転送先キューID>

■入力パラメータ説明
パラメータ 説明 範囲 デフォルト
name 作成するキューの名前を指定します。

必須項目です。
「12.1.7.1 共通の説
明」の「キュー名の制
約」参照

-

can_enqueue キューに投入可能か否かというキュー
の状態を指定します(クラシックモード
のenable/disable相当)。

true:投入可能

false:投入不可

true / false true
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パラメータ 説明 範囲 デフォルト
can_dequeue 転送可能か否か、実行可能か否かとい

うキューの状態を指定します(クラシッ
クモードのstart/stop相当)。

true:転送/実行可能

false:転送/実行不可

true / false true

reboot_mode MG再起動時のキューの動作モードを指
定します。

RESTART:リクエストをリスタート

STOP:キューをSTOP

PURGE:リクエストを削除

RESTART / STOP /
PURGE

"RESTART"

membersid 転送先のキューのIDを指定します。複
数のキューを指定する場合は";"で区
切って記載してください。

文字列 -

■出力結果

groupqueue create start
1/N finished (<1行目の設定行の実行結果の状態>)
2/N finished (<2行目の設定行の実行結果の状態>)
  :
N/N finished（<N行目の設定行の実行結果の状態>）
[failure]
line<操作に失敗した設定行の行番号> : <エラー出力> 
line<操作に失敗した設定行の行番号> : <エラー出力> 
  :
line<操作に失敗した設定行の行番号> : <エラー出力> 
[success]
name:<グループキュー名>,id:<グループキューID>
name:<グループキュー名>,id:<グループキューID>
  :
name:<グループキュー名>,id:<グループキューID>

■出力パラメータ説明

successまでの説明は「12.1.6 出力形式（create、update、deleteサブコマンドで共通）」を参照してくだ
さい。

パラメータ 説明 範囲
name グループキューの名前です。 文字列
id グループキューのIDです。 文字列

■入力ファイル例(gpqcreate.csv)

name,can_enqueue,can_dequeue,reboot_mode,membersid
gpq1,false,false,RESTART,ffffffff-gggg-hhhh-iiii-jjjjjjjjjjjj;gggggggg-hhhh-iiii-jjjj-
kkkkkkkkkkkk
gpq2,true,true,STOP,

■実行例

入力ファイル例を-fオプションに指定し、実行した例を記載します。
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jcexecfgctrl groupqueue create -f gpqcreate.csv

■結果

実行例を実行した出力結果の例を記載します。

groupqueue create start
1/2 finished (success)
2/2 finished (failure)
[failure]
line<3> : has_error (500)
Failed to create group queue
duplicate queue name: gpq2
[success]
name:gpq1,id:aaaaaaaa-bbbb-cccc-dddd-eeeeeeeeeeee

12.1.7.7. groupqueue update

グループキューの情報を更新します。

■コマンドラインインタフェース

jcexecfgctrl queue update $option

■オプション

オプション 説明 範囲 デフォルト
-f <ファイル名> パラメータを記載したファイルを指定

します。本オプションは必須です。
- -

■ファイルで指定するパラメータ

id,name,can_enqueue,can_dequeue,reboot_mode,membersid
<グループキューID>,<グループキュー名>,true/false,true/false,<RebootMode>,<転送先キューID>

■入力パラメータ説明

入力パラメータのうち必須項目でないものについては省略することが可能です。省略されたパラメータは更
新が行われません。

パラメータ 説明 範囲 デフォルト
id 更新したいグループキューのキューID

を指定します。必須項目です。
文字列 -

name グループキューの名前を指定します。 「12.1.7.1 共通の説
明」の「キュー名の制
約」参照

-

can_enqueue 投入可能か否かというキュー状態を指
定します(クラシックモードのenable/
disable相当)。

true:投入可能

false:投入不可

true / false -

can_dequeue 転送可能か否か、実行可能か否かとい
うキューの状態を指定します(クラシッ
クモードのstart/stop相当)。

true / false -
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パラメータ 説明 範囲 デフォルト
true:転送/実行可能

false:転送/実行不可
reboot_mode MG再起動時のキューの動作モードを指

定します。

RESTART:リクエストをリスタート

STOP:キューをSTOP

PURGE:リクエストを削除

RESTART / STOP /
PURGE

-

membersid 転送先のキューのIDを指定します。指
定した場合は、指定した内容ですべて
置き換わります。

複数のキューを指定する場合は";"で区
切って記載してください。Noneを指定
したときは転送先をクリアします。

文字列 -

■出力結果

groupqueue update start
1/N finished (<1行目の設定行の実行結果の状態>)
2/N finished (<2行目の設定行の実行結果の状態>)
  :
N/N finished（<N行目の設定行の実行結果の状態>）
[failure]
line<操作に失敗した設定行の行番号> : <エラー出力> 
line<操作に失敗した設定行の行番号> : <エラー出力> 
  :
line<操作に失敗した設定行の行番号> : <エラー出力> 
[success]
name:<グループキュー名>,id:<グループキューID>
name:<グループキュー名>,id:<グループキューID>
  :
name:<グループキュー名>,id:<グループキューID>

■出力パラメータ説明

successまでの説明は「12.1.6 出力形式（create、update、deleteサブコマンドで共通）」を参照してくだ
さい。

パラメータ 説明 範囲
name グループキューの名前です。 文字列
id グループキューのIDです。 文字列

■入力ファイル例(gpqupdate.csv)

id,name,can_enqueue,can_dequeue,reboot_mode,membersid
aaaaaaaa-bbbb-cccc-dddd-eeeeeeeeeeee,gpq1,false,false,RESTART,ffffffff-gggg-hhhh-iiii-
jjjjjjjjjjjj;ggggggg-hhhh-iiii-jjjj-kkkkkkkkkkkk
bbbbbbbb-cccc-dddd-eeee-ffffffffffff,gpq2,true,true,STOP,

■実行例
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入力ファイル例を-fオプションに指定し、実行した例を記載します。

jcexecfgctrl groupqueue update -f gpqupdate.csv

■結果

実行例を実行した出力結果の例を記載します。

groupqueue update start
1/2 finished (success)
2/2 finished (failure)
[failure]
line<3> : has_error (404)
Unable to get queue to update
queue not found: bbbbbbbb-cccc-dddd-eeee-ffffffffffff
[success]
name:gpq1,id:aaaaaaaa-bbbb-cccc-dddd-eeeeeeeeeeee

12.1.7.8. groupqueue list

グループキューの一覧をCSV形式で出力します。

■コマンドラインインタフェース

jcexecfgctrl groupqueue list [ $option ]

■オプション

オプション 説明 範囲 デフォルト
-o <出力ファイルパス> グループキューの一覧を出力するファ

イルパスを指定します。すでに同名の
ファイルが存在した場合は上書きを行
います。本オプションを省略した場合
は標準出力へ出力します。

- 標準出力

■出力結果

id,name,type,can_enqueue,can_dequeue,reboot_mode,membersid,membersname,request_total,request_
queued,request_running,request_waiting,request_holding
<グループキューID>,<グループキュー名>,group,true/false,true/false,<RebootMode>,<転送先キューID>,<
転送先キュー名>,<リクエスト総数>,<処理待ちリクエスト数>,<処理中リクエスト数>,<転送待ちリクエスト
数>,<保留リクエスト数>

■出力パラメータ説明

パラメータ 説明 範囲
id エージェントキューのIDです。 文字列
name エージェントキューの名前です。 文字列
type キューの種別です。

group:グループキュー

"group"

can_enqueue キューに投入可能か否かというキュー
の状態です(クラシックモードの
enable/disable相当)。

true:投入可能

true / false
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パラメータ 説明 範囲
false:投入不可

can_dequeue 転送可能か否か、実行可能か否かとい
うキューの状態です(クラシックモード
のstart/stop相当)。

true:転送/実行可能

false:転送/実行不可

true / false

reboot_mode MG再起動時のキューの動作モードで
す。

RESTART:リクエストをリスタート

STOP:キューをSTOP

PURGE:リクエストを削除

RESTART / STOP /
PURGE

membersid 転送先のキューのIDです。 文字列
membersname 転送先のキューの名前です。 文字列
request_total キューに所属するリクエストの総数で

す。
数値(0以上)

request_queued 処理を待ち合わせているリクエストの
数です。

数値(0以上)

request_running 処理中のリクエストの数です。 数値(0以上)
request_waiting 転送を待ち合わせているリクエストの

数です。
数値(0以上)

request_holding 保留リクエストの数です。 数値(0以上)

■実行例

jcexecfgctrl groupqueue list

■結果

実行例を実行した出力結果の例を記載します。

id,name,type,can_enqueue,can_dequeue,reboot_mode,membersid,membersname,request_total,request_
queued,request_running,request_waiting,request_holding
aaaaaaaa-bbbb-cccc-dddd-eeeeeeeeeeee,gpq1,group,true,true,RESTART,ffffffff-gggg-hhhh-iiii-
jjjjjjjjjjjj;ggggggg-hhhh-iiii-jjjj-kkkkkkkkkkkk,agq1;agq2,0,0,0,0,0
bbbbbbbb-cccc-dddd-eeee-ffffffffffff,gpq2,group,true,true,RESTART,,,0,0,0,0,0

12.1.7.9. groupqueue delete

グループキューを削除します。実行中のリクエストは強制終了および削除されます。キューにリクエストがあ
る場合、リクエストもすべて削除されます。

■コマンドラインインタフェース

jcexecfgctrl groupqueue delete $option

■オプション
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オプション 説明 範囲 デフォルト
-f <ファイル名> パラメータを記載したファイルを指定

します。本オプションは必須です。
- -

■ファイルで指定するパラメータ

id,name
<グループキューID>,<グループキュー名>

■入力パラメータ説明

入力パラメータのうち必須項目でないものについては省略することが可能です。
パラメータ 説明 範囲 デフォルト
id 削除したいグループキューのキューID

を指定します。

※idとnameはどちらか一方を指定する
必要があります。idとnameの両方を指
定した場合はidを優先します。

文字列 -

name 削除したいグループキューの名前を指
定します。

※idとnameはどちらか一方を指定する
必要があります。idとnameの両方を指
定した場合はidを優先します。

文字列 -

■出力結果

groupqueue delete start
1/N finished (<1行目の設定行の実行結果の状態>)
2/N finished (<2行目の設定行の実行結果の状態>)
  :
N/N finished（<N行目の設定行の実行結果の状態>）
[failure]
line<操作に失敗した設定行の行番号> : <エラー出力> 
line<操作に失敗した設定行の行番号> : <エラー出力> 
  :
line<操作に失敗した設定行の行番号> : <エラー出力>

■出力パラメータ説明

本サブコマンド特有の出力パラメータはありません。

successまでの説明は「12.1.6 出力形式（create、update、deleteサブコマンドで共通）」を参照してくだ
さい。

■入力ファイル例(gpqdelete.csv)

id,name
aaaaaaaa-bbbb-cccc-dddd-eeeeeeeeeeee,agq1
bbbbbbbb-cccc-dddd-eeee-ffffffffffff,agq2

■実行例

入力ファイル例を-fオプションに指定し、実行した例を記載します。

jcexecfgctrl groupqueue delete -f gpqdelete.csv
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■結果

実行例を実行した出力結果の例を記載します。

groupqueue delete start
1/2 finished (success)
2/2 finished (failure)
[failure]
line<3> : has_error (404)
Internal error
queue not found:bbbbbbbb-cccc-dddd-eeee-ffffffffffff

12.1.7.10. agent create

エージェントの定義を作成します。

■コマンドラインインタフェース
jcexecfgctrl agent create [ $option ]

■オプション
オプション 説明 範囲 デフォルト
-f <ファイル名> パラメータを記載したファイルを指定

します。本オプションは必須です。
- -

-o <出力ディレクトリパス> エージェント一覧を出力するディレク
トリパスを指定します。すでに同名の
ファイルが存在した場合は上書きを行
います。

- -

■ファイルで指定するパラメータ

name,generate_key_pair,cert,max_concurrency
<エージェント名>,true/false,<公開鍵>,<同時実行可能数>

■入力パラメータ説明

入力パラメータのうち必須項目でないものについては省略することが可能です。省略時は入力パラメータ値
に記載されているデフォルトの値で登録されます。
パラメータ 説明 範囲 デフォルト
name 作成するエージェントの名前を指定し

ます。必須項目です。
「12.1.7.1 共通の説
明」の「エージェント名
の制約」参照

-

generate_key_pair 鍵ペアを生成する場合はtrueを指定し
ます。

true:鍵ペアを生成する

false:鍵ペアを生成しない

true / false false

cert 鍵ペアを生成しない場合に公開鍵を指
定します。

generate_key_pairを省略した場合、
またはfalseを指定した場合は必須で
す。

文字列(公開鍵) 空文字

max_concurrency 作成するエージェントのリクエスト同
時実行可能数を指定します。マネー

数値(1-2000) 1000
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パラメータ 説明 範囲 デフォルト
ジャ上の定義でありエージェント側の
定義とは異なります。

■出力結果

agent create start
1/N finished (<1行目の設定行の実行結果の状態>)
2/N finished (<2行目の設定行の実行結果の状態>)
  :
N/N finished（<N行目の設定行の実行結果の状態>）
[failure]
line<操作に失敗した設定行の行番号> : <エラー出力> 
line<操作に失敗した設定行の行番号> : <エラー出力> 
  :
line<操作に失敗した設定行の行番号> : <エラー出力> 
[success]
name:<エージェント名>,id:<エージェントID>
name:<エージェント名>,id:<エージェントID>
  :
name:<エージェント名>,id:<エージェントID>

■出力パラメータ説明

successまでの説明は「12.1.6 出力形式（create、update、deleteサブコマンドで共通）」を参照してくだ
さい。

パラメータ 説明 範囲
name エージェントの名前です。 文字列
id エージェントのIDです。 文字列

■入力ファイル例(agcreate.csv)

name,generate_key_pair,cert,max_concurrency
ag1,true,,1
ag2,false,AAAAAA,12

■実行例

入力ファイル例を-fオプションに指定し、実行した例を記載します。

jcexecfgctrl agent create -f agcreate.csv

■結果

実行例を実行した出力結果の例を記載します。

agent create start
1/2 finished (success)
2/2 finished (failure)
[failure]
line<3> : has_error (500)
Failed to add agent
duplicate agent name: ag2
[success]
name:ag1,id:aaaaaaaa-bbbb-cccc-dddd-eeeeeeeeeeee
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12.1.7.11. agent update

エージェントの定義を更新します。

■コマンドラインインタフェース
jcexecfgctrl agent update $option

■オプション
オプション 説明 範囲 デフォルト
-f <ファイル名> パラメータを記載したファイルを指定

します。本オプションは必須です。
- -

■ファイルで指定するパラメータ

id,name,cert,max_concurrency
<エージェントID>,<エージェント名>,<公開鍵>,<同時実行可能数>

■入力パラメータ説明

変更するパラメータのみ指定してください。パラメータ省略時は元の情報を維持します。
パラメータ 説明 範囲 デフォルト
id 更新したいエージェントのIDを指定し

ます。必須項目です。
- -

name 更新するエージェントの名前を指定し
ます。

「12.1.7.1 共通の説
明」の「エージェント名
の制約」参照

-

cert 更新するエージェントの公開鍵を指定
します。

文字列(公開鍵) -

max_concurrency 更新するエージェントのリクエスト同
時実行可能数を指定します。マネー
ジャ上の定義でありエージェント側の
定義とは異なります。

数値(1-2000) -

■出力結果

agent update start
1/N finished (<1行目の設定行の実行結果の状態>)
2/N finished (<2行目の設定行の実行結果の状態>)
  :
N/N finished（<N行目の設定行の実行結果の状態>）
[failure]
line<操作に失敗した設定行の行番号> : <エラー出力> 
line<操作に失敗した設定行の行番号> : <エラー出力> 
  :
line<操作に失敗した設定行の行番号> : <エラー出力> 
[success]
name:<エージェント名>,id:<エージェントID>
name:<エージェント名>,id:<エージェントID>
  :
name:<エージェント名>,id:<エージェントID>

■出力パラメータ説明

successまでの説明は「12.1.6 出力形式（create、update、deleteサブコマンドで共通）」を参照してくだ
さい。
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パラメータ 説明 範囲
name エージェントの名前です。 文字列
id エージェントのIDです。 文字列

■入力ファイル例(agupdate.csv)

id,name,cert,max_concurrency
aaaaaaaa-bbbb-cccc-dddd-eeeeeeeeeeee,ag1,AAAAAA,20
bbbbbbbb-cccc-dddd-eeee-ffffffffffff,ag2,AAAAAA,30

■実行例

入力ファイル例を-fオプションに指定し、実行した例を記載します。

jcexecfgctrl agent update -f agupdate.csv

■結果

実行例を実行した出力結果の例を記載します。

agent update start
1/2 finished (success)
2/2 finished (failure)
[failure]
line<3> : has_error (404)
Unable to get agent to update
agent not found: bbbbbbbb-cccc-dddd-eeee-ffffffffffff
[success]
name:ag1,id:aaaaaaaa-bbbb-cccc-dddd-eeeeeeeeeeee

12.1.7.12. agent list

エージェントの定義の一覧をCSV形式で出力します。

■コマンドラインインタフェース

jcexecfgctrl agent list [ $option ]

■オプション

オプション 説明 範囲 デフォルト
-o <出力ファイルパス> エージェントの一覧を出力するファイ

ルパスを指定します。すでに同名の
ファイルが存在した場合は上書きを行
います。本オプションを省略した場合
は標準出力へ出力します。

- 標準出力

■出力結果

id,name,max_concurrency,cert,type,status
<エージェントID>,<エージェント名>,<同時実行可能数>,<公開鍵>,<OS種別>,<エージェントの状態>

■出力パラメータ説明

パラメータ 説明 範囲
id エージェントのIDです。 文字列
name エージェントの名前です。 文字列

347



エージェント、キュー、ユーザ情報
の一括登録、更新などを行うコマンド

パラメータ 説明 範囲
max_concurrency エージェントのリクエスト最大同時実

行数です。
1-2000

cert エージェントの公開鍵です。 文字列(公開鍵)
type エージェントのOS種別です。エージェ

ントが接続されるまでは空文字です。
空文字 / linux /
windows

status エージェントの状態です。

REGISTERED:定義作成後、一度も接続
していない状態

CONNECTED:接続状態

DISCONNECTED:接続していない状態

REGISTERED /
CONNECTED /
DISCONNECTED

■実行例

jcexecfgctrl agent list

■結果

実行例を実行した出力結果の例を記載します。

id,name,max_concurrency,cert,type,status
aaaaaaaa-bbbb-cccc-dddd-eeeeeeeeeeee,ag1,1,xxxxxx,windows,CONNECTED
bbbbbbbb-cccc-dddd-eeee-ffffffffffff,ag2,2,yyyyyy,windows,CONNECTED

12.1.7.13. agent delete

エージェントの定義を削除します。

■コマンドラインインタフェース

jcexecfgctrl agent delete $option

■オプション

オプション 説明 範囲 デフォルト
-f <ファイル名> パラメータを記載したファイルを指定

します。本オプションは必須です。
- -

■ファイルで指定するパラメータ

id,name
<エージェントID>,<エージェント名>

■入力パラメータ説明

入力パラメータのうち必須項目でないものについては省略することが可能です。

パラメータ 説明 範囲 デフォルト
id 削除したいエージェントのIDを指定し

ます。

※idとnameはどちらか一方を指定する
必要があります。idとnameの両方を指
定した場合はidを優先します。

- 文字列
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パラメータ 説明 範囲 デフォルト
name 削除したいエージェントキューの名前

を指定します。

※idとnameはどちらか一方を指定する
必要があります。idとnameの両方を指
定した場合はidを優先します。

文字列 -

■出力結果

agent delete start
1/N finished (<1行目の設定行の実行結果の状態>)
2/N finished (<2行目の設定行の実行結果の状態>)
  :
N/N finished（<N行目の設定行の実行結果の状態>）
[failure]
line<操作に失敗した設定行の行番号> : <エラー出力> 
line<操作に失敗した設定行の行番号> : <エラー出力> 
  :
line<操作に失敗した設定行の行番号> : <エラー出力>

■出力パラメータ説明

本サブコマンド特有の出力パラメータはありません。

successまでの説明は「12.1.6 出力形式（create、update、deleteサブコマンドで共通）」を参照してくだ
さい。

■入力ファイル例(agdelete.csv)

id,name
aaaaaaaa-bbbb-cccc-dddd-eeeeeeeeeeee,ag1
bbbbbbbb-cccc-dddd-eeee-ffffffffffff,ag2

■実行例

入力ファイル例を-fオプションに指定し、実行した例を記載します。

jcexecfgctrl agent delete -f agdelete.csv

■結果

実行例を実行した出力結果の例を記載します。

agent delete start
1/2 finished (success)
2/2 finished (failure)
[failure]
line<3> : has_error (404)
Internal error
queue not found:bbbbbbbb-cccc-dddd-eeee-ffffffffffff

12.1.8. 戻り値
戻り値 内容
0 正常終了です。
0以外 異常終了です。
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12.1.9. 主要メッセージ
■エラーメッセージ(jcexecfgctrl共通)

エラーメッセージ 内容
not found jcexectrl command jcexectrlコマンドが見つかりません。（Jobcenter

MGがインストールされていない可能性があります）

■エラーメッセージ(jcexecfgctrl [agent/agentqueue/groupqueue] [create/update/delete] -fオプション
共通)

エラーメッセージ 内容
failed to read input file -fオプションで指定したファイルが見つかりません
need column name in input file:<パラメータ名> -fオプションで指定したファイルの1行目に必須パラ

メータ名が指定されていません

■エラーメッセージ(jcexecfgctrl agent create -oオプション)

エラーメッセージ 内容
<-oオプションで指定したディレクトリパス> is not
directory

-oオプションで指定したディレクトリが見つかりま
せん

■エラーメッセージ(jcexecfgctrl [agent/agentqueue/groupqueue] list -oオプション共通)

エラーメッセージ 内容
Failed to create output file ファイルの出力に失敗しました

CSVファイルを利用するcreate、update、deleteサブコマンドではCSVで読み込んだ各設定に対するエラー出
力について[failure]配下に出力します。CSVファイルを利用するcreate、update、deleteサブコマンドの出力
フォーマットは「12.1.6 出力形式（create、update、deleteサブコマンドで共通）」を参照してください。

出力される主要メッセージは以下の通りです。

■エラーメッセージ(jcexecfgctrl [agent/agentqueue/groupqueue] [create/update/delete] -fオプション
共通)

エラーメッセージ 内容
<パラメータ名> cannot be blank 必須パラメータが指定されていません

CSVファイルを利用するcreate、update、deleteサブコマンドではCSVファイルで読み込んだ各設定に対する
エラー出力については上記のエラーメッセージ以外にも出力されます。詳細は「3.33.8 主要メッセージ」を参
照してください。エラーメッセージは以下のフォーマットで出力されます。

line<操作に失敗した設定行の行番目> : has_error (<エラー番号>)
<エラーメッセージ> 
<エラー原因> 

12.1.10. 注意事項
■本コマンドは、UNIX版ではrootユーザ、Windows版ではJobCenter管理者で実行してください。

■本コマンドは、JobCenter MGをインストールした環境で実行してください。

■接続するMGのURLは、事前に環境変数「NATS_URL」に設定するか、--nats-urlオプションで指定します。
指定が無い場合は、デフォルトの「nats://localhost:23141」を利用します。

詳細は 1章 「コマンド一覧」 の注意事項を参照してください。
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■エージェントキュー、グループキューの更新（agentqueue update、group updateサブコマンド）にて、入
力に利用するCSVファイルに共通の更新パラメータのみを利用した場合、エージェントキュー、グループ
キュー問わず更新が行われます。

例えば、agentqueue updateサブコマンドのCSV形式の入力ファイルでid（グループキューのキューID）お
よびcan_enqueue（キューに投入可能か否かというキューの状態）のみを指定した場合等が該当します。上
記のようなagentqueue updateサブコマンドにおいて、グループキューのキューIDを指定する例において、
エージェントキュー特有のパラメータ（max_concurrency（キューの同時実行可能数）など）が含まれてい
る場合は更新されません。

■エージェントキュー、グループキューの削除（agentqueue delete、groupqueue deleteサブコマンド）に
て、入力に利用するCSVファイルにidを利用した場合、エージェントキュー、グループキュー問わず削除が
行われます。
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12.2. jcauthcfgctrl ユーザ情報の一括登録、更新などを行うコマ
ンド

■UNIX版

%toolPackage%/bin/jcauthcfgctrl $subcommand [ $options... ]

■Windows版

%toolPackage%\bin\jcauthcfgctrl.exe $subcommand [ $options... ]

12.2.1. 機能説明
本コマンドはOSユーザ、ユーザマッピングについて、参照や操作（登録、更新、削除）を一括で行う機能を提
供します。

CSVファイルに操作対象のリソースのパラメータを記載し、それを入力としてコマンドを実行することで、OS
ユーザおよびユーザマッピングの一括登録、一括更新を行うことができます。また、OSユーザ、ユーザマッピ
ングの一覧をCSV形式で出力することもできます。

そのため、環境移行時に旧環境の実行サーバで登録済みであったユーザマッピングを新環境で構築したマネー
ジャに対して一括登録することができます。

また、設定の記述をCSVファイルで行うことができるため、Excelのフィルター機能や行、列単位のコピー&
ペーストを行うことができ、複数のパラメータを一括して記述したり、変更したりすることができます。

12.2.2. サブコマンド一覧
サブコマンドには各設定に対する参照・操作を指定します。サブコマンド($subcommand)に指定できるものを
一覧で記載します。オプションやパラメータも含めた具体的な指定方法については、「12.2.6 サブコマンド別
パラメータ一覧」を参照してください。

サブコマンド 機能
add-os-user エージェントに紐づくOSユーザ情報の追加登録を行います。
update-os-user エージェントに紐づくOSユーザのパスワード情報の更新を行います。
delete-os-user エージェントに紐づくOSユーザ情報の削除を行います。
list-os-users エージェントに紐づく全てのOSユーザ情報を取得します。
add-user-mapping 指定されたエージェントにおけるユーザマッピング情報の追加登録を行います。
delete-user-
mapping

指定したエージェント + 実行ユーザラベルにおけるユーザマッピング情報の削除を行い
ます。

list-user-mappings エージェントが持つ全てのユーザマッピング情報を取得します。

12.2.3. オプション（共通）
サブコマンド共通のオプションについて説明します。

サブコマンドごとに異なるオプションについては、「12.2.6 サブコマンド別パラメータ一覧」の各サブコマン
ドの「オプション」を参照してください。

--nats-url <URL>

接続するMGのURLを指定します。

未指定の場合は環境変数 NATS_URL を参照します。環境変数 NATS_URL も未設定の場合は、デフォルトの
「nats://localhost:23141」を使用します。
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12.2.4. 入力形式（add-xxx、update-xxx、delete-xxxサブコマンドで共通）
add-xxx、update-xxx、delete-xxxサブコマンドでは設定の記述にCSVファイルを利用します。

1行目には各設定のパラメータ名を記載し、2行目以降にて実際に設定を行うパラメータを設定数分だけ1行ず
つ記載します。1行目は省略できず、省略した場合はコマンドの実行に失敗します。パラメータの詳細
は「12.2.6 サブコマンド別パラメータ一覧」の各サブコマンドの「入力パラメータ説明」を参照してくださ
い。

各サブコマンドの入力ファイルの記載例は「12.2.6 サブコマンド別パラメータ一覧」の各サブコマンドの「入
力ファイル例」を参照してください。

また、各サブコマンドの必須ではないパラメータについては以下二つの方法で省略可能です。

■特定のパラメータの指定を省略する場合

パラメータ列をCSVファイルに記載しないことでパラメータの指定を省略することができます。

たとえばadd-os-userコマンドでOSユーザの一括登録を行う際に、一括登録対象のOSユーザすべてで
passwordパラメータの指定を省略したい場合は、password列を省略します。

user_name,user_type,agent_id
JCAGUser1,os,aaaaaaaa-bbbb-cccc-dddd-eeeeeeeeeeee
JCAGUser2,os,aaaaaaaa-bbbb-cccc-dddd-eeeeeeeeeeee

■特定のリソースのパラメータの指定を省略する場合

特定リソースの該当パラメータに空文字を設定することでパラメータの指定を省略することができます。

たとえば、add-os-userコマンドでOSユーザの一括登録を行う際に、JCAGUser2という特定リソースで
passwordパラメータの指定を省略したい場合は、JCAGUser2のパラメータを記載している行で
reboot_mode列の箇所で空文字を指定します。

user_name,user_type,agent_id,password
JCAGUser1,os,aaaaaaaa-bbbb-cccc-dddd-eeeeeeeeeeee,xxxxxxxx
JCAGUser2,os,aaaaaaaa-bbbb-cccc-dddd-eeeeeeeeeeee,

パラメータを省略した場合の動作についてはサブコマンドごとに異なります。詳細は各サブコマンドの説明を
参照してください。

12.2.5. 出力形式（add-xxx、update-xxx、delete-xxxサブコマンドで共通）
CSVファイルを利用するadd-xxx、update-xxx、delete-xxxサブコマンドについて、以下のフォーマットの正
常系出力メッセージが標準出力に出力されます。（Nは設定行の総数）

<サブコマンド> start
1/N finished (<1行目の設定行の実行結果の状態>)
2/N finished (<2行目の設定行の実行結果の状態>)
  :
N/N finished（<N行目の設定行の実行結果の状態>）
[failure]
line<操作に失敗した設定行の行番号> : <エラー出力> 
line<操作に失敗した設定行の行番号> : <エラー出力> 
  :
line<操作に失敗した設定行の行番号> : <エラー出力> 
[success]
"param 1-a":"value","param 1-b":"value"
"param 2-a":"value","param 2-b":"value"
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  :
"param n-a":"value","param n-b":"value"

出力内容について説明します。まず、「<サブコマンド> start」部分で、処理の開始が表示されます。

次に、「X/N finished (<X行目の設定行の実行結果の状態>)」部分で、設定行（CSVファイルの1行目にあるパ
ラメータ行を除いた行を指します）のX行目の処理結果が表示されます。

「<X行目の設定行の実行結果の状態>」の部分はsuccessまたはfailureが表示され、設定行のX行目の処理が成
功したか失敗したかが表示されます。

次に、「[failure]」部分は設定の操作に失敗した設定行のエラー出力を行います。詳細は「12.2.8 主要メッ
セージ」を参照してください。

「[success]」部分は設定の操作に成功した設定行のパラメータが表示されます。表示されるパラメータはリ
ソースおよびサブコマンドにより異なります。詳細は「12.1.7 サブコマンド別パラメータ一覧」の各サブコマ
ンドの出力結果を参照してください。

12.2.6. サブコマンド別パラメータ一覧

サブコマンドごとのオプションおよび入出力パラメータについて説明します。

12.2.6.1. add-os-user

指定したエージェント上のOSユーザをJobCenterのジョブ実行ユーザとして登録します。

■コマンドラインインタフェース

jcauthcfgctrl add-os-user [ $option ]

■オプション

オプション 説明 範囲 デフォルト
-f <ファイル名> パラメータを記載したファイルを指定しま

す。本オプションは必須です。
- -

■ファイルで指定するパラメータ

agent_id,user_name,user_type,password
<エージェントID>,<ユーザ名>,<ユーザのタイプ>,<パスワード>

■入力パラメータ説明

入力パラメータのうち必須項目でないものについては省略することが可能です。省略時は入力パラメータ値
に記載されているデフォルトの値で登録されます。

パラメータ 説明 範囲 デフォルト
agent_id JobCenterのジョブ実行ユーザとして

登録したいOSユーザが存在するエー
ジェントのIDを指定します。必須項目
です。

文字列 -

user_name JobCenterのジョブ実行ユーザとして
登録したいOSユーザ名を指定します。
必須項目です。

文字列 -

user_type JobCenterのジョブ実行ユーザとし
て登録したいOSユーザのタイプを指

os / domain -
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パラメータ 説明 範囲 デフォルト
定します。ドメインユーザの場合は
domain、OS上のユーザの場合はosを指
定してください。必須項目です。

password JobCenterのジョブ実行ユーザとして
登録したいOSユーザのパスワードを指
定します。

Windows環境においては本パラメータ
を指定してください。Linux環境におい
てはパスワードの指定は不要です。

事前にエージェントのOSユーザのパ
スワードが正しいか確認したい場合は
jcexectrl agent check-userコマンド
を実行してOSユーザとパスワードの組
み合わせが正しいか確認することがで
きます。

jcexectrl agent check-userコマンド
の詳細は「3.33.6.16 agent check-
user」を参照してください。

文字列 空文字列

■出力結果

add-os-user start
1/N finished (<1行目の設定行の実行結果の状態>)
2/N finished (<2行目の設定行の実行結果の状態>)
  :
N/N finished（<N行目の設定行の実行結果の状態>）
[failure]
line<操作に失敗した設定行の行番号> : <エラー出力> 
line<操作に失敗した設定行の行番号> : <エラー出力> 
  :
line<操作に失敗した設定行の行番号> : <エラー出力> 
[success]
agent_id:<エージェントID>,user_name:<OSユーザ名>
agent_id:<エージェントID>,user_name:<OSユーザ名>
  :
agent_id:<エージェントID>,user_name:<OSユーザ名>

■出力パラメータ説明

successまでの説明は「12.2.5 出力形式（add-xxx、update-xxx、delete-xxxサブコマンドで共通）」を参
照してください。

パラメータ 説明 範囲
agent_id エージェントのIDです。 文字列
user_name OSユーザ名です。 文字列

■入力ファイル例(addosuser.csv)

user_name,user_type,agent_id,password
JCAGUser1,os,aaaaaaaa-bbbb-cccc-dddd-eeeeeeeeeeee,xxxxxx
JCAGUser2,os,aaaaaaaa-bbbb-cccc-dddd-eeeeeeeeeeee,yyyyyy

■実行例
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入力ファイル例を-fオプションに指定し、実行した例を記載します。

jcauthcfgctrl add-os-user -f addosuser.csv

■結果

実行例を実行した出力結果の例を記載します。

add-os-user start
1/2 finished (success)
2/2 finished (failure)
[failure]
line<3> : has_error (1)
Failed to create OS user
UNIQUE constraint failed: osusers.name, osusers.agent_id
[success]
agent_id:aaaaaaaa-bbbb-cccc-dddd-eeeeeeeeeeee,user_name:JCAGUser1

12.2.6.2. update-os-user

JobCenterのジョブ実行ユーザとして登録されたOSユーザのパスワード情報を更新します。

■コマンドラインインタフェース
jcauthcfgctrl update-os-user [ $option ]

■オプション
オプション 説明 範囲 デフォルト
-f <ファイル名> パラメータを記載したファイルを指定

します。本オプションは必須です。
- -

■ファイルで指定するパラメータ

agent_id,user_name,password
<エージェントID>,<ユーザ名>,<パスワード>

■入力パラメータ説明

入力パラメータのうち必須項目でないものについては省略することが可能です。省略されたパラメータは更
新が行われません。
パラメータ 説明 範囲 デフォルト
agent_id パスワード情報を更新するJobCenter

のジョブ実行ユーザとして登録された
OSユーザが存在するエージェントのID
を指定します。必須項目です。

文字列 -

user_name パスワード情報を更新するJobCenter
のジョブ実行ユーザとして登録された
OSユーザ名を指定します。必須項目で
す。

文字列 -

password パスワード情報を更新するJobCenter
のジョブ実行ユーザとして登録された
OSユーザのパスワードを指定します。

事前にエージェントのOSユーザのパ
スワードが正しいか確認したい場合は
jcexectrl agent check-userコマンド

文字列 -
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パラメータ 説明 範囲 デフォルト
を実行してOSユーザとパスワードの組
み合わせが正しいか確認することがで
きます。

jcexectrl agent check-userコマンド
の詳細は「3.33.6.16 agent check-
user」を参照してください。

■出力結果

update-os-user start
1/N finished (<1行目の設定行の実行結果の状態>)
2/N finished (<2行目の設定行の実行結果の状態>)
  :
N/N finished（<N行目の設定行の実行結果の状態>）
[failure]
line<操作に失敗した設定行の行番号> : <エラー出力> 
line<操作に失敗した設定行の行番号> : <エラー出力> 
  :
line<操作に失敗した設定行の行番号> : <エラー出力> 
[success]
agent_id:<エージェントID>,user_name:<OSユーザ名>
agent_id:<エージェントID>,user_name:<OSユーザ名>
  :
agent_id:<エージェントID>,user_name:<OSユーザ名>

■出力パラメータ説明

successまでの説明は「12.2.5 出力形式（add-xxx、update-xxx、delete-xxxサブコマンドで共通）」を参
照してください。

パラメータ 説明 範囲
agent_id エージェントのIDです。 文字列
user_name OSユーザ名です。 文字列

■入力ファイル例(updateosuser.csv)

user_name,agent_id,password
JCAGUser1,aaaaaaaa-bbbb-cccc-dddd-eeeeeeeeeeee,xxxxxx
JCAGUser2,aaaaaaaa-bbbb-cccc-dddd-eeeeeeeeeeee,yyyyyy

■実行例

入力ファイル例を-fオプションに指定し、実行した例を記載します。

jcauthcfgctrl update-os-user -f updateosuser.csv

■結果

実行例を実行した出力結果の例を記載します。

update-os-user start
1/2 finished (success)
2/2 finished (failure)
[failure]
line<3> : has_error (1)
Failed to update OS user
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record not found
[success]
agent_id:aaaaaaaa-bbbb-cccc-dddd-eeeeeeeeeeee,user_name:JCAGUser1

12.2.6.3. delete-os-user

指定したエージェント上のOSユーザをJobCenterのジョブ実行ユーザから削除します。

■コマンドラインインタフェース
jcauthcfgctrl delete-os-user [ $option ]

■オプション
オプション 説明 範囲 デフォルト
-f <ファイル名> パラメータを記載したファイルを指定

します。本オプションは必須です。
- -

■ファイルで指定するパラメータ

agent_id,user_name
<エージェントID>,<ユーザ名>

■入力パラメータ説明
パラメータ 説明 範囲 デフォルト
agent_id JobCenterのジョブ実行ユーザから削

除したいOSユーザが存在するエージェ
ントのIDを指定します。必須項目で
す。

文字列 -

user_name JobCenterのジョブ実行ユーザから削
除したいOSユーザ名を指定します。必
須項目です。

文字列 -

■出力結果

delete-os-user start
1/N finished (<1行目の設定行の実行結果の状態>)
2/N finished (<2行目の設定行の実行結果の状態>)
  :
N/N finished（<N行目の設定行の実行結果の状態>）
[failure]
line<操作に失敗した設定行の行番号> : <エラー出力> 
line<操作に失敗した設定行の行番号> : <エラー出力> 
  :
line<操作に失敗した設定行の行番号> : <エラー出力> 

■出力パラメータ説明

本サブコマンド特有の出力パラメータはありません。

successまでの説明は「12.2.5 出力形式（add-xxx、update-xxx、delete-xxxサブコマンドで共通）」を参
照してください。

■入力ファイル例(deleteosuser.csv)

user_name,agent_id
JCAGUser1,aaaaaaaa-bbbb-cccc-dddd-eeeeeeeeeeee
JCAGUser2,aaaaaaaa-bbbb-cccc-dddd-eeeeeeeeeeee
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■実行例

入力ファイル例を-fオプションに指定し、実行した例を記載します。

jcauthcfgctrl delete-os-user -f deleteosuser.csv

■結果

実行例を実行した出力結果の例を記載します。

delete-os-user start
1/2 finished (success)
2/2 finished (failure)
[failure]
line<3> : has_error (1)
Failed to delete OS user
record not found

12.2.6.4. list-os-users

指定したエージェントのJobCenterのジョブ実行ユーザとして登録したOSユーザの一覧をCSV形式で出力しま
す。

■コマンドラインインタフェース

jcauthcfgctrl list-os-users [ $option ]

■オプション

オプション 説明 範囲 デフォルト
--agent-id 取得したいOSユーザ情報を持つエー

ジェントのIDを指定します。本オプ
ションは必須です。

- -

-o <出力ファイルパス> エージェントに紐づいているOSユーザ
の一覧を出力するファイルパスを指定
します。すでに同名のファイルが存在
した場合は上書きを行います。本オプ
ションを省略した場合は標準出力へ出
力します。

- 標準出力

■出力結果

user_name,user_type,status
<OSユーザ名>,<ユーザのタイプ>,<ユーザのステータス>

■出力パラメータ説明

パラメータ 説明 範囲
user_name JobCenterのジョブ実行ユーザとして

登録したOSのユーザ名が表示されま
す。

文字列

user_type ユーザのタイプが表示されます。

　domain : ドメイン上のユーザ

　os : OS上のユーザ

os / domain

status ユーザのステータスが表示されます。 OK /
PASSWORD_EXPIRED
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パラメータ 説明 範囲
　OK : 正常

　PASSWORD_EXPIRED : パスワード
情報が無効

■実行例

jcauthcfgctrl list-os-users --agent-id aaaaaaaa-bbbb-cccc-dddd-eeeeeeeeeeee

■結果

実行例を実行した出力結果の例を記載します。

user_name,user_type,status
JCAGUser1,os,OK
JCAGUser2,os,OK

12.2.6.5. add-user-mapping

指定したエージェント上のOSユーザ（JobCenterのジョブ実行ユーザとして登録済）と実行ユーザラベルの組
み合わせをユーザマッピングとして登録します。

■コマンドラインインタフェース
jcauthcfgctrl add-user-mapping [ $option ]

■オプション
オプション 説明 範囲 デフォルト
-f <ファイル名> パラメータを記載したファイルを指定

します。本オプションは必須です。
- -

■ファイルで指定するパラメータ

os_user,exec_user_label,agent_id
<OSユーザ名>,<実行ユーザラベル名>,<エージェントID>

■入力パラメータ説明
パラメータ 説明 範囲 デフォルト
agent_id ユーザマッピングに登録を行うOSユー

ザが存在するエージェントのIDを指定
します。必須項目です。

文字列 -

exec_user_label ユーザマッピングに登録を行う実行
ユーザラベル名を指定します。必須項
目です。

全角文字、半角カナは使
用できません。

最大バイト数は15バイト
です。

数値のみの名前は使用で
きません。

スペース、タブ、改行お
よび以下の文字は使用で
きません、

! " # $ % ( ) * , . / : ; <
= > ? @ [ \ ] ^ ` { | } ~

なし
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パラメータ 説明 範囲 デフォルト
os_user 指定したエージェント上のユーザマッ

ピングに登録を行うOSのユーザ名を指
定します。必須項目です。

文字列 なし

■出力結果

add-user-mapping start
1/N finished (<1行目の設定行の実行結果の状態>)
2/N finished (<2行目の設定行の実行結果の状態>)
  :
N/N finished（<N行目の設定行の実行結果の状態>）
[failure]
line<操作に失敗した設定行の行番号> : <エラー出力> 
line<操作に失敗した設定行の行番号> : <エラー出力> 
  :
line<操作に失敗した設定行の行番号> : <エラー出力> 

■出力パラメータ説明

本サブコマンド特有の出力パラメータはありません。

successまでの説明は「12.2.5 出力形式（add-xxx、update-xxx、delete-xxxサブコマンドで共通）」を参
照してください。

■入力ファイル例(addusermapping.csv)

os_user,exec_user_label,agent_id
JCAGUser1,EXECUser1,aaaaaaaa-bbbb-cccc-dddd-eeeeeeeeeeee
JCAGUser2,EXECUser2,aaaaaaaa-bbbb-cccc-dddd-eeeeeeeeeeee

■実行例

入力ファイル例を-fオプションに指定し、実行した例を記載します。

jcauthcfgctrl add-user-mapping -f addusermapping.csv

■結果

実行例を実行した出力結果の例を記載します。

add-user-mapping start
1/2 finished (success)
2/2 finished (failure)
[failure]
line<3> : has_error (1)
Failed to create user mapping
already exists

12.2.6.6. delete-user-mapping

指定したエージェント上のOSユーザ（JobCenterのジョブ実行ユーザとして登録済）と実行ユーザラベルの組
み合わせをユーザマッピングから削除します。

■コマンドラインインタフェース

jcauthcfgctrl delete-user-mapping [ $option ]

■オプション
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オプション 説明 範囲 デフォルト
-f <ファイル名> パラメータを記載したファイルを指定

します。本オプションは必須です。
- -

■ファイルで指定するパラメータ

agent_id,exec_user_label
<エージェントID><実行ユーザラベル名>

■入力パラメータ説明

パラメータ 説明 範囲 デフォルト
agent_id ユーザマッピングから削除を行う実行

ユーザラベルとOSユーザの組み合わ
せにおいて、OSユーザが存在するエー
ジェントのIDを指定します。必須項目
です。

文字列 -

exec_user_label ユーザマッピングから削除を行う実行
ユーザラベルとOSユーザの組み合わせ
から実行ユーザラベルを指定します。
必須項目です。

文字列 -

■出力結果

delete-user-mapping start
1/N finished (<1行目の設定行の実行結果の状態>)
2/N finished (<2行目の設定行の実行結果の状態>)
  :
N/N finished（<N行目の設定行の実行結果の状態>）
[failure]
line<操作に失敗した設定行の行番号> : <エラー出力> 
line<操作に失敗した設定行の行番号> : <エラー出力> 
  :
line<操作に失敗した設定行の行番号> : <エラー出力> 

■出力パラメータ説明

本サブコマンド特有の出力パラメータはありません。

successまでの説明は「12.2.5 出力形式（add-xxx、update-xxx、delete-xxxサブコマンドで共通）」を参
照してください。

■入力ファイル例(deleteusermapping.csv)

exec_user_label,agent_id
EXECUser1,aaaaaaaa-bbbb-cccc-dddd-eeeeeeeeeeee
EXECUser2,aaaaaaaa-bbbb-cccc-dddd-eeeeeeeeeeee

■実行例

入力ファイル例を-fオプションに指定し、実行した例を記載します。

jcauthcfgctrl delete-user-mappping -f deleteusermapping.csv

■結果

実行例を実行した出力結果の例を記載します。
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delete-user-mapping start
1/2 finished (success)
2/2 finished (failure)
[failure]
line<3> : has_error (1)
Failed to delete user mapping
record not found

12.2.6.7. list-user-mappings

指定したエージェント上のOSユーザ（JobCenterのジョブ実行ユーザとして登録済）と実行ユーザラベルの
ユーザマッピングの一覧をCSV形式で出力します。

■コマンドラインインタフェース

jcauthcfgctrl list-user-mappings [ $option ]

■オプション

オプション 説明 範囲 デフォルト
--agent-id 取得したいユーザマッピング情報に

関連するエージェントのIDを指定しま
す。本オプションは必須です。

- -

-o <出力ファイルパス> ユーザマッピングの一覧を出力する
ファイルパスを指定します。すでに同
名のファイルが存在した場合は上書き
を行います。本オプションを省略した
場合は標準出力へ出力します。

- 標準出力

■出力結果

exec_user_label,os_user
<実行ユーザラベル>,<OSユーザ名>

■出力パラメータ説明

パラメータ 説明 範囲
exec_user_label 実行ユーザラベルが表示されます。 文字列
os_user OSのユーザ名が表示されます。 文字列

■実行例

jcauthcfgctrl list-user-mappings --agent-id aaaaaaaa-bbbb-cccc-dddd-eeeeeeeeeeee

■結果

実行例を実行した出力結果の例を記載します。

exec_user_label,os_user
EXECUser1,JCAGUser1
EXECUser2,JCAGUser2

12.2.7. 戻り値
戻り値 内容
0 正常終了です。
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戻り値 内容
0以外 異常終了です。

12.2.8. 主要メッセージ
■エラーメッセージ(jcauthcfgctrl共通)

エラーメッセージ 内容
not found jcauthctrl command jcauthctrlコマンドが見つかりません。（Jobcenter

MGがインストールされていない可能性があります）

■エラーメッセージ(jcauthcfgctrl [add-os-user/update-os-user/delete-os-user/add-user-mapping/
delete-user-mapping] -fオプション共通)

エラーメッセージ 内容
failed to read input file -fオプションで指定したファイルが見つかりません
need column name in input file:<パラメータ名> -fオプションで指定したファイルの1行目に必須パラ

メータ名が指定されていません

■エラーメッセージ(jcauthcfgctrl [list-os-users/list-user-mappings] -oオプション共通)

エラーメッセージ 内容
Failed to create output file ファイルの出力に失敗しました

CSVファイルを利用するadd-xxx、update-xxx、delete-xxxサブコマンドではCSVで読み込んだ各設定に対す
るエラー出力について[failure]配下に出力します。CSVファイルを利用するadd-xxx、update-xxx、delete-
xxxサブコマンドの出力フォーマットは「12.2.5 出力形式（add-xxx、update-xxx、delete-xxxサブコマンド
で共通）」を参照してください。

出力される主要メッセージは以下の通りです。

■エラーメッセージ(jcauthcfgctrl [add-os-user/update-os-user/delete-os-user/add-user-mapping/
delete-user-mapping] -fオプション共通)

エラーメッセージ 内容
<パラメータ名> cannot be blank 必須パラメータが指定されていません

12.2.9. 注意事項
■本コマンドは、UNIX版ではrootユーザ、Windows版ではJobCenter管理者で実行してください。

■本コマンドは、JobCenter MGをインストールした環境で実行してください。

■接続するMGのURLは、事前に環境変数「NATS_URL」に設定するか、--nats-urlオプションで指定します。
指定が無い場合は、デフォルトの「nats://localhost:23141」を利用します。

詳細は 1章 「コマンド一覧」 の注意事項を参照してください。

364



発行年月 Apr 2024
NEC Corporation   2024


	<スタンダードモード用コマンドリファレンス>
	目次
	はじめに
	1. マニュアルの読み方
	2. コマンドの表記方法
	3. 凡例
	4. 関連マニュアル
	5. 改版履歴

	1. コマンド一覧
	1.1. サイトが停止状態の場合に一時的なサイト起動を行なうコマンド一覧

	2. JobCenter CL/Winのコマンド
	2.1. nscl_open JobCenter CL/Win（GUI画面）の起動と指定したホストへの接続
	2.1.1. 機能説明
	2.1.2. オプション
	2.1.3. 戻り値
	2.1.4. 注意事項

	2.2. nscl_term JobCenter CL/Win（GUI画面）の終了
	2.2.1. 機能説明
	2.2.2. オプション
	2.2.3. 戻り値

	2.3. Nscl_Submit リモートホストのジョブネットワーク投入
	2.3.1. 機能説明
	2.3.2. オプション
	2.3.3. 戻り値
	2.3.4. 注意事項

	2.4. Nscl_Refer リモートホストのジョブネットワークの状態を参照
	2.4.1. 機能説明
	2.4.2. オプション
	2.4.3. 戻り値
	2.4.4. トラッカIDの表示ステータス


	3. JobCenter MG/SVのコマンド
	3.1. jnwsummary ジョブネットワーク実行実績を出力
	3.1.1. 機能説明
	3.1.2. オプション
	3.1.3. 戻り値
	3.1.4. 注意事項
	3.1.5. 出力形式（CSV形式／可読形式）

	3.2. jnwschprt ジョブネットワークのカレンダやスケジュール情報を表示
	3.2.1. 機能説明
	3.2.2. オプション
	3.2.2.1. コンフィグレーションファイル
	3.2.2.2. ジョブネットワーク一覧情報
	3.2.2.3. スケジュール一覧情報
	3.2.2.4. カレンダ分岐の扱い

	3.2.3. 戻り値
	3.2.4. 関連ファイル
	3.2.5. 注意事項
	3.2.6. スケジュール情報のCSV形式

	3.3. jnwop (control) ジョブネットワーク上の各部品を操作
	3.3.1. 機能説明
	3.3.2. オプション
	3.3.3. 戻り値
	3.3.4. 注意事項

	3.4. jnwsubmitcmd ジョブネットワークを投入
	3.4.1. 機能説明
	3.4.2. オプション
	3.4.3. 戻り値
	3.4.4. 注意事項

	3.5. nqsbg ジョブ内からジョブの終了時に始末されないプロセスを起動
	3.5.1. 機能説明
	3.5.2. オプション
	3.5.3. 戻り値
	3.5.4. 注意事項

	3.6. jnwevtmgr イベントの確認と削除
	3.6.1. 機能説明
	3.6.2. オプション
	3.6.3. 戻り値
	3.6.4. 注意事項

	3.7. jnwevtcmd イベントを送信
	3.7.1. 機能説明
	3.7.2. オプション
	3.7.3. 戻り値
	3.7.4. 注意事項

	3.8. jnwdelete ジョブネットワーク・スケジュールを削除
	3.8.1. 機能説明
	3.8.2. オプション
	3.8.3. 戻り値
	3.8.4. 注意事項

	3.9. schctrl スケジュールの有効化/無効化
	3.9.1. 機能説明
	3.9.2. オプション
	3.9.3. サブコマンド
	3.9.4. 戻り値
	3.9.5. 注意事項

	3.10. nqsstart デーモンプロセスを起動
	3.10.1. 機能説明
	3.10.2. オプション
	3.10.3. 戻り値
	3.10.4. 注意事項

	3.11. nqsstop デーモンプロセスを停止
	3.11.1. 機能説明
	3.11.2. オプション
	3.11.3. 戻り値
	3.11.4. 注意事項

	3.12. nmapmgr ネットワークの構成管理
	3.12.1. 機能説明
	3.12.2. 注意事項
	3.12.3. サブコマンド

	3.13. jdh_download 定義情報のダウンロード
	3.13.1. 機能説明
	3.13.2. オプション
	3.13.3. 戻り値
	3.13.4. 主要メッセージ
	3.13.5. 注意事項

	3.14. jdh_upload 定義情報のアップロード
	3.14.1. 機能説明
	3.14.2. オプション
	3.14.2.1. ルールファイル

	3.14.3. 戻り値
	3.14.4. 主要メッセージ
	3.14.5. 注意事項

	3.15. jdh_trkget トラッカ情報の取得
	3.15.1. 機能説明
	3.15.2. オプション
	3.15.3. 戻り値
	3.15.4. 主要メッセージ
	3.15.5. 注意事項

	3.16. jpf_stat JPFファイルの情報確認
	3.16.1. 機能説明
	3.16.2. オプション
	3.16.3. 戻り値
	3.16.4. 実行結果項目(共通)

	3.17. jc_backup 構成情報のバックアップ
	3.17.1. 機能説明
	3.17.2. オプション
	3.17.3. 戻り値
	3.17.4. 注意事項

	3.18. jc_restore 構成情報の復元
	3.18.1. 機能説明
	3.18.2. オプション
	3.18.3. 戻り値
	3.18.4. 注意事項

	3.19. jpf_config 構成情報のパラメータを変換
	3.19.1. 機能説明
	3.19.2. オプション
	3.19.3. ルールファイル
	3.19.3.1. ホスト名の変換ルール
	3.19.3.2. IPアドレスの変換ルール
	3.19.3.3. 構成情報をバックアップしたサイトのユーザ名の変換ルール
	3.19.3.4. マシンIDの変換ルール
	3.19.3.5. ユーザIDの変換ルール
	3.19.3.6. グループIDの変換ルール
	3.19.3.7. ルールファイルの記載例

	3.19.4. 戻り値
	3.19.5. 主要メッセージ
	3.19.6. 注意事項

	3.20. jdh_conv JDFファイルとJPFファイルの相互変換
	3.20.1. 機能説明
	3.20.2. オプション
	3.20.3. 戻り値
	3.20.4. 主要メッセージ一覧
	3.20.5. 注意事項

	3.21. sleep Windows版sleepコマンド
	3.21.1. 機能説明
	3.21.2. オプション
	3.21.3. 戻り値
	3.21.4. 注意事項

	3.22. spoolconv R12.10.x以前のユーザ定義情報を移行
	3.22.1. 機能説明
	3.22.2. オプション
	3.22.3. 戻り値
	3.22.4. 注意事項

	3.23. jc_iedata_conv エクスポートデータからJPFファイルへの変換
	3.23.1. 機能説明
	3.23.2. オプション
	3.23.2.1. ルールファイル

	3.23.3. 戻り値
	3.23.4. 主要メッセージ
	3.23.5. 注意事項

	3.24. jc_perf 実行状況の分析
	3.24.1. 機能概要
	3.24.2. 機能説明
	3.24.2.1. 設定の確認・変更（config）
	3.24.2.2. データファイルの確認（stat）
	3.24.2.3. データの参照・解析（view）
	3.24.2.4. viewモードの出力フォーマット

	3.24.3. 戻り値
	3.24.4. 主要メッセージ
	3.24.5. 注意事項

	3.25. setuserpwd ユーザパスワードの更新
	3.25.1. 機能説明
	3.25.2. オプション
	3.25.3. 出力結果
	3.25.4. 戻り値
	3.25.5. 注意事項

	3.26. paramctrl 暗号化DBへのパラメータ登録
	3.26.1. 機能説明
	3.26.2. サブコマンド
	3.26.3. オプション
	3.26.4. 戻り値
	3.26.5. 注意事項

	3.27. jcres JobCenter MG専用のHTTPデーモン
	3.27.1. 機能説明
	3.27.2. オプション
	3.27.3. 設定ファイル
	3.27.4. アクセスログ
	3.27.5. エラーログ
	3.27.6. API
	3.27.6.1. ping

	3.27.7. 戻り値
	3.27.8. 主要メッセージ
	3.27.9. 注意事項

	3.28. jnwqctrl 起動トリガ機能が管理するJNW投入予約リストの参照、および削除
	3.28.1. 機能説明
	3.28.2. サブコマンド
	3.28.3. オプション
	3.28.4. 戻り値
	3.28.5. 実行結果例
	3.28.6. 注意事項

	3.29. jc_usermgr JobCenterのユーザの管理
	3.29.1. 機能説明
	3.29.2. サブコマンド
	3.29.3. オプション
	3.29.4. 戻り値
	3.29.5. 主要メッセージ
	3.29.6. 注意事項

	3.30. jc_usercfg ユーザ環境の作成、ユーザ環境設定の参照および変更
	3.30.1. 機能説明
	3.30.2. サブコマンド
	3.30.3. オプション
	3.30.4. 出力結果
	3.30.5. パラメータ一覧
	3.30.6. 戻り値
	3.30.7. 主要メッセージ
	3.30.8. 注意事項

	3.31. jc_syscfg システム環境設定の参照および変更
	3.31.1. 機能説明
	3.31.2. サブコマンド
	3.31.3. オプション
	3.31.4. 出力結果
	3.31.5. パラメータ一覧
	3.31.6. 戻り値
	3.31.7. 主要メッセージ
	3.31.8. 注意事項

	3.32. jc_permcfg パーミッション設定の参照、および変更
	3.32.1. 機能説明
	3.32.1.1. 権限グループのパーミッション情報の参照（getperm）
	3.32.1.2. 権限グループの新規作成（creategrp）
	3.32.1.3. 権限グループの削除（delgrp）
	3.32.1.4. 権限グループの複製（copygrp）
	3.32.1.5. 権限グループのアクセス権限を変更（setperm）
	3.32.1.6. ユーザの所属する権限グループを変更（assignuser）
	3.32.1.7. 権限グループに他ユーザへのアクセス許可を追加（addaccuser）
	3.32.1.8. 権限グループから他ユーザへのアクセス許可を削除（delaccuser）

	3.32.2. 戻り値
	3.32.3. コマンド共通の主要メッセージ
	3.32.4. 注意事項
	3.32.5. 制限事項

	3.33. jcexectrl スタンダードモードのリソース参照・操作
	3.33.1. 機能説明
	3.33.2. リソース
	3.33.3. サブコマンド一覧
	3.33.4. オプション（共通）
	3.33.5. 出力形式（共通）
	3.33.6. サブコマンド別パラメータ一覧
	3.33.6.1. 共通の説明
	3.33.6.2. queue create
	3.33.6.3. queue update
	3.33.6.4. queue list
	3.33.6.5. queue get
	3.33.6.6. queue enable
	3.33.6.7. queue disable
	3.33.6.8. queue start
	3.33.6.9. queue stop
	3.33.6.10. queue purge
	3.33.6.11. queue delete
	3.33.6.12. agent create
	3.33.6.13. agent update
	3.33.6.14. agent list
	3.33.6.15. agent get
	3.33.6.16. agent check-user
	3.33.6.17. agent continue
	3.33.6.18. agent delete
	3.33.6.19. request list
	3.33.6.20. request get
	3.33.6.21. request cat
	3.33.6.22. request delete

	3.33.7. 戻り値
	3.33.8. 主要メッセージ
	3.33.9. 注意事項

	3.34. jcauthctrl ユーザ情報の管理
	3.34.1. 機能説明
	3.34.2. サブコマンド
	3.34.3. オプション
	3.34.4. 出力結果
	3.34.5. パラメータ一覧
	3.34.5.1. add-os-user
	3.34.5.2. update-os-user
	3.34.5.3. delete-os-user
	3.34.5.4. list-os-users
	3.34.5.5. list-exec-users
	3.34.5.6. add-user-mapping
	3.34.5.7. delete-user-mapping
	3.34.5.8. list-user-mappings

	3.34.6. 戻り値
	3.34.7. 主要メッセージ
	3.34.8. 注意事項


	4. JobCenter Agentのコマンド
	4.1. jcagctrl エージェントの情報を管理
	4.1.1. 機能説明
	4.1.2. サブコマンド
	4.1.3. サブコマンドのオプション
	4.1.3.1. create
	4.1.3.2. update
	4.1.3.3. delete
	4.1.3.4. list
	4.1.3.5. enable
	4.1.3.6. disable
	4.1.3.7. start
	4.1.3.8. stop
	4.1.3.9. set-lang
	4.1.3.10. add-user
	4.1.3.11. del-user
	4.1.3.12. list-user
	4.1.3.13. help

	4.1.4. 戻り値
	4.1.5. 注意事項
	4.1.6. 主要メッセージ

	4.2. nqsbg ジョブ内からジョブの終了時に始末されないプロセスを起動
	4.2.1. 機能説明
	4.2.2. オプション
	4.2.3. 戻り値
	4.2.4. 注意事項

	4.3. sleep Windows版sleepコマンド
	4.3.1. 機能説明
	4.3.2. オプション
	4.3.3. 戻り値
	4.3.4. 注意事項


	5. クラスタ環境のコマンド
	5.1. cjcmksite サイトを作成
	5.1.1. 機能説明
	5.1.2. オプション
	5.1.3. 戻り値
	5.1.4. 注意事項

	5.2. cjcpw デーモンプロセスの起動と監視、停止
	5.2.1. 機能説明
	5.2.2. オプション
	5.2.3. メンテナンスモード
	5.2.4. 関連ファイル
	5.2.5. 戻り値
	5.2.6. 注意事項

	5.3. cjcls コマンドを実行したマシン上で稼動しているサイトの一覧を表示
	5.3.1. 機能説明
	5.3.2. オプション
	5.3.3. 戻り値
	5.3.4. 注意事項

	5.4. nqspath データベースパス名を表示
	5.4.1. 機能説明
	5.4.2. オプション
	5.4.3. 戻り値

	5.5. nqsportkpr JobCenter関連サービスのポートを一時的にバインド
	5.5.1. 機能説明
	5.5.2. オプション
	5.5.3. 戻り値
	5.5.4. 注意事項


	6. SAP ERPのコマンド
	6.1. sapclient SAP ERPと連携
	6.1.1. 機能説明
	6.1.2. オプション
	6.1.3. 戻り値
	6.1.4. 関連ファイル

	6.2. sapcmd SAP ERP接続パラメータを生成
	6.2.1. 機能説明
	6.2.2. オプション
	6.2.3. 戻り値
	6.2.4. 関連ファイル


	7. 設定確認コマンド
	7.1. jc_check JobCenterの設定環境を確認
	7.1.1. 機能説明
	7.1.2. オプション
	7.1.3. 注意事項
	7.1.4. 実行結果例（Windows版）

	7.2. depend_tool JobCenter定義の整合性を確認
	7.2.1. 機能説明
	7.2.2. オプション
	7.2.3. 主要メッセージ
	7.2.4. 注意事項

	7.3. jc_ping 指定したサイトに対する通信確認
	7.3.1. 機能説明
	7.3.2. オプション
	7.3.3. 戻り値
	7.3.4. 注意事項
	7.3.5. 出力形式（可読形式／JSON形式）
	7.3.5.1. 可読形式
	7.3.5.2. JSON形式

	7.3.6. 主要メッセージ
	7.3.6.1. 通信確認結果の主要メッセージ
	7.3.6.2. nqsのポートの通信確認の主要メッセージ
	7.3.6.3. jccombaseのポートの通信確認の主要メッセージ
	7.3.6.4. jceventのポートの通信確認の主要メッセージ



	8. 情報採取コマンド
	8.1. jc_getinfo JobCenterの障害発生時、原因究明に必要な1次情報を漏れなく採取
	8.1.1. 機能説明
	8.1.2. オプション
	8.1.3. 注意事項
	8.1.4. 実行結果例（Windows版）

	8.2. clweb_getinfo CL/Webサーバの障害発生時、原因究明に必要な1次情報を漏れなく採取
	8.2.1. 機能説明
	8.2.2. オプション
	8.2.3. 注意事項

	8.3. jc_getinfo JobCenterの障害発生時、原因究明に必要なエージェントに関する1次情報を漏れなく採取
	8.3.1. 機能説明
	8.3.2. オプション
	8.3.3. 注意事項
	8.3.4. 実行結果例（Windows版）


	9. Analysis Helper機能のコマンド
	9.1. jdh_trkupdate ローカルのAnalysis Helperのdataフォルダの内容を更新する
	9.1.1. 機能説明
	9.1.2. オプション
	9.1.3. 戻り値
	9.1.4. 主要メッセージ
	9.1.5. 実行結果例
	9.1.6. 注意事項


	10. メトリクス収集コマンド
	10.1. jc_collect_runjob 単位ジョブ実行数のメトリクスを収集
	10.1.1. 機能説明
	10.1.2. オプション
	10.1.3. 出力結果
	10.1.4. 戻り値
	10.1.5. 主要メッセージ
	10.1.6. 注意事項

	10.2. jc_collect_runjnw ジョブネットワーク実行数のメトリクスを収集
	10.2.1. 機能説明
	10.2.2. 出力結果
	10.2.3. 戻り値
	10.2.4. 主要メッセージ
	10.2.5. 注意事項

	10.3. jc_collect_waitjob 投入待ちジョブ部品数のメトリクスを収集
	10.3.1. 機能説明
	10.3.2. 出力結果
	10.3.3. 戻り値
	10.3.4. 主要メッセージ
	10.3.5. 注意事項

	10.4. jc_collect_trk_starttime_delay ジョブネットワーク開始時間差のメトリクスを収集
	10.4.1. 機能説明
	10.4.2. オプション
	10.4.3. 出力結果
	10.4.4. 戻り値
	10.4.5. 主要メッセージ
	10.4.6. 注意事項

	10.5. jc_collect_trk_size トラッカサイズのメトリクスを収集
	10.5.1. 機能説明
	10.5.2. サブコマンド
	10.5.3. オプション
	10.5.4. 出力結果
	10.5.5. 戻り値
	10.5.6. 主要メッセージ
	10.5.7. 注意事項


	11. 障害解析コマンド
	11.1. jc_analyze_trk_archive アーカイブファイル内のトラッカ情報を解析
	11.1.1. 機能説明
	11.1.2. サブコマンド
	11.1.3. オプション
	11.1.4. 機能詳細
	11.1.4.1. アーカイブファイルの一覧表示
	11.1.4.2. アーカイブファイル内のトラッカの一覧表示
	11.1.4.3. 単位ジョブの出力結果をファイル化

	11.1.5. 戻り値
	11.1.6. 主要メッセージ
	11.1.7. 注意事項


	12. エージェント、キュー、ユーザ情報の一括登録、更新などを行うコマンド
	12.1. jcexecfgctrl エージェント、キューの一括登録、更新などを行うコマンド
	12.1.1. 機能説明
	12.1.2. リソース
	12.1.3. サブコマンド一覧
	12.1.4. オプション（共通）
	12.1.5. 入力形式（create、update、deleteサブコマンドで共通）
	12.1.6. 出力形式（create、update、deleteサブコマンドで共通）
	12.1.7. サブコマンド別パラメータ一覧
	12.1.7.1. 共通の説明
	12.1.7.2. agentqueue create
	12.1.7.3. agentqueue update
	12.1.7.4. agentqueue list
	12.1.7.5. agentqueue delete
	12.1.7.6. groupqueue create
	12.1.7.7. groupqueue update
	12.1.7.8. groupqueue list
	12.1.7.9. groupqueue delete
	12.1.7.10. agent create
	12.1.7.11. agent update
	12.1.7.12. agent list
	12.1.7.13. agent delete

	12.1.8. 戻り値
	12.1.9. 主要メッセージ
	12.1.10. 注意事項

	12.2. jcauthcfgctrl ユーザ情報の一括登録、更新などを行うコマンド
	12.2.1. 機能説明
	12.2.2. サブコマンド一覧
	12.2.3. オプション（共通）
	12.2.4. 入力形式（add-xxx、update-xxx、delete-xxxサブコマンドで共通）
	12.2.5. 出力形式（add-xxx、update-xxx、delete-xxxサブコマンドで共通）
	12.2.6. サブコマンド別パラメータ一覧
	12.2.6.1. add-os-user
	12.2.6.2. update-os-user
	12.2.6.3. delete-os-user
	12.2.6.4. list-os-users
	12.2.6.5. add-user-mapping
	12.2.6.6. delete-user-mapping
	12.2.6.7. list-user-mappings

	12.2.7. 戻り値
	12.2.8. 主要メッセージ
	12.2.9. 注意事項



